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凡  例 

一 、 本篇は 薬に 發 表した 祌代篇 の 緩 稿で あるから、 前篇に 於て 論究した 事項 及 語 釋は之 を： 冉述 

せす、 參照卷 數及頁 數を 註記す るに 止めた。 但し 簡約の ため 卷數は 肉太 字 型 を 用 ひて^ 示す 

る ことにした。 I 例、 (五— 二三 六 頁)。 I 從 つて 單に (第一 卷 一 四 八 H0 の 如く 註記して 

あるの は、 本篇 中の 其 卷の參 照 頁數 なること を 意味す る。 

二、 紀 記に 關 して は從 來註釋 又は 研究の 世に 公表せられ たもの も少く はない が、 出来る限り 之 

に 觸れぬ やうに したの は、 決して 先擧を 無視した ので はなく、 論議の 冗漫に 流れる こと を 虞 

れた爲 である。 さりながら 殆ど 通說と 認められて 居る 誤 釋に對 して は、 世の 惑 を 解く ため 敢 

てお^ を 加へ た。 

三、 遍く 外國の 言語、 傳說、 習俗 等に 參照を 求める こと は 著者の 淺學の 企て 及ばざる 所で あるの 

みならす、 ^種 的關 係の 明瞭で ない もの を列擧 する こと は危險 の^で あるから、 巳む を 得 ざ 

る 介に は 之 を 我が 叫 隣：^ 族に 局^す る ことにした。 

凡例  五 


四、 日本 紀及 古事記 を併稱 する 場合に は 略して 紀 記と いふの が齊 通で あるが、 私 は國史 たる = 

本 記 を 重要視す るから、 紀 記と 略書す る ことにした。 

五、 行文 中の 敬語 は、 萬 葉 集題詞 等の 例に 倣 ひ、 皇祖、 天皇、 皇后、 皇太子に 限り、 諸 神、 諸王以 

下に 對 して は 之 を 用 ひぬ こと を 原則と した、 あらゆる 祌祇及 貴人に 一 々敬語 を附 ける の は、 

^烦 はしい ことで あるの みならす、 祌 又は 皇族で あっても 尊敬に 値せざる ものが あり、 且上 

代人に 在って は稱號 だけで は 身分の 高下 を判斷 する ことの 出来ぬ 場合が 多く、 其 限界 を 定め 

る ことが 至難で あるから である。 

古事記の 文 を 引用す るに 當 つても、 宣 長の 訓に捉 はれす、 右の 原則に 準じて、 成るべく 簡潔 

な讀 下し をつ けた。 

六、 先擧及 同事の 名 を 擧げる 場合に も 亦、 一 切 敬語、 敬稱 を^いた。 古人 は 勿論、 現^ 者で も史 

上の 人物で あり、 社會の 誇で ある 舉 者に 對 して は、 敬語 敬稱を m ひない のが 作法で あると 私 

は 信す るからで ある。 

七、 神 名、 人名、 地名 は、 紀記共 他の 古典の 用字に 各 M 多少の 相違が あり、 同 一書に 於ても 必し 


も^に 一 定 して 居らぬ から、 引用文に あって は 原書に 從ひ、 其 他 は 通用 字 を あて、 或は カグ 

ツチ (迦 4、 土、  I： 遇 突 智)、 ス サノヲ (： ぬ 佐 之 素戔嗚 )、 ワース 和邇、 和珥) の 如く、 片 假名 を以 

て 表示す る ことにした。 

八、 左記の 書名に は！： 註の やうな 略字 を 用 ひる ことがある。 


古事記 〔記〕 

古語 拾 遣 〔拾〕 

延喜式 〔式〕 

同書 所 引 私記 〔私記〕 

日本書紀 通釋 〔通 釋〕 

書 紀集解 〔集 解〕 


= 本紀 又は 日本書紀 〔紀〕 

先代 蒈 事本紀 〔舊 事紀〕 乂は 〔舊〕 

諸國 風土記 〔風〕 

釋 日本 紀 〔釋 紀〕 

U 本^ 紀通證 〔通 設〕 

古事記 傳 〔記 傳〕 

= 木^ 紀傅 〔紀 傅〕 

九、 卷 末に 參 照と して 古事記 及 他の 所要 原文 を揭 げた。 前篇に 於て は 本日 紀の文 を も全揭 した 

が、 I： 武紀 以下 は 分 i が 過多で、 徒に 紙數が 嵩む るの みならす、 岩波 文庙 本の 如き 便利な 流 

凡例  七 


布 本が 世に出た 今日で は、 餘り 必要 も あるまい と 思 ふから 之 を 省略し、 其 代りに 本文 中に 於 

て 出来るだけ 原文 を 共 ま \ 引用す る ことにした。 

1 〇、 附錄 として^ 卷 索引 を 添付す る。 
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國內 統一 

序 說 

肥筑 再征の 眞相 -—— 新羅 國 —— 神秘的 叙述 ！〜 年紀の 延長 II 攝政 時代 

前卷に 於て 論究した やうに、 奧羽を 除く の 外 日本 全國土 は、 景行 天皇の 御代に 

は、 一 且盡く 朝廷の 治下に 屬 したので あるが、 久しから やして 九州 西岸 地方が 離 

背し、 事態 は 頗る 重大で、 再度の 親征 によって 始めて 完全に 統治 權を 回收 する こ 

とが 出來 仁。 されば 山地 及 僻陬に は 尙化外 荒 服の 民が 存 したに もせよ、 此 時機 を 

« 筑 再征の 眞相  一 


以て 大 八洲 統一 事業の 完成と 兌な すべきで、 本卷に 於て は 之 を 以て 表題と し、 成 

務、 仲哀、 應神 (母后 攝 政の 初年) 三 朝の 事 癀を說 かう とする ので ある。 

肥 筑離叛 の 眞相は 傳說の 表面」 現 はれす、 從來 之に 關 する 正解 も與 へられな か 

つた やうで あるが、 前卷に 述べ たやう に景行 天皇の 巡狩が 事實 であると するなら 

ば、 熊 襲國は 勿論、 山門 縣も荷 取 田 村 も 其 當時歸 順して 居た 箬 であるから、 其 を 

して 離 背す るに 至らし めた 動機が なくば ならぬ。 或は 虜情は 反覆 常な きもので あ 

るから、 微細の 不平が 導火線に なった こと も あり 得る とし、 今の 臺灣 生蕃 等 を 例 

に 引いて、 史的 研究の 價値 はない と 論 やる ものが あるか も 知れぬ が、 此 地方 は 第 

ニ卷 (筇 六、 m 七 章) に 述べた やうに、 當時 邪馬臺 (山門) 女王 闕の 下に、 統制の ある 

聯邦 組織 を 有した もの、 やうで、 大和 朝廷との 間に 事 端 を 惹起す るに 於て は、 必 

然邦國 の 安危に 關 する 重大 結果 を齎す こと を 知って 居た 喾 であるから、 縱 ひ攻擊 

的 態度 に 出で ぬと しても、 朝 威 を 無視す る に は 十分 の 覺悟を 有し 仁と せ ねばなら 


す、 天皇の 親征は 容易なら ぬ 大事で、 二三 集 阒 の動搖 とい ふが 如き 小事 故の 爲に 

火^ を 進められ たと は考 へられぬ から、 此征 戰は國 運の 興 廢に關 係 ありと して 決 

行 せ られた も のと 兒る ベ き で あ る 。 殊 に 天皇 は 御 痛手 の爲に 崩御 せ られた とい ふ 

事實 すら 暗示せられ て 居る ので あるから (第一 S5E0、 其 抵抗 は傳說 面に 現 はれた 

よりも 强で、 之 を 平定す る爲に 多くの 犧 牲を拂 はれた ものと せねば ならぬ。 

從 前の 史家の 聰明 を蔽 うた 原因 は、 この 征戰が 仲哀 天皇 二 年の 紀に、 熊 襲 牧之 

-少 一朝 貢 f 天皇 於レ 是將レ 討， 一 熊 襲國， と あり、 記に も 天皇 坐， 一 筑紫之 訶志比 宫-將 レ擊- 一 

熊 曾國, と ある ことに 存し、 ク マ ソ とい ふ稱 呼に 捉 はれて 其が 倭人 國を 意味す る こ 

とに^が つかなかった やうで あるが、 此に 謂ふク マ ソ (又は ツチ クモ) は 前 卷序說 

に^ 論した やうに、 「異 俗」 と 同義に 用 ひられ 仁ので、 嚴 重なる 意味の 種族 名と^ 

る こと は出來 ぬ。 其 支配階級が 倭人で あつたれば こそ、 朝鮮 南岸に 占據 した 同種 

族，、 の 征服 を 必要と したので、 神 功 皇后が 女性の 御身 を 以て、 萬 頃の 遠 波濤 を 渡 

肥筑 再征の 眞相  三 


つて 出征せられ たこと を、 ^に 征服 慾の 爲 とのみ 見る こと は 出來ゃ 殊に 大和 LL 

於け る 政情 も 不安定であった にも 拘 はらす、 此壯擧 を 決行せられ たの は、 事情 已 

む を 得なかった 爲 とせねば ならぬ。 其 は 肥 筑の土 豪が 假に 一 旦 屈伏しても、 朝鮮 

在住の 同族の 聲援を 有する 限り、 再叛 する 危險が あると せられた からで は ある ま 

、 、 o 

C 力 

此 見易い 道理 を 從來の 史家が 閑却した の は、 支那 史籍 就中 魏志 東夷 傳の 倭國に 

關 する 記事に つ い て 正解が 與 へ られ なか つたからで、 其が 九州の 土侯 阈を 意哝す 

る こと は、 先學 によって 夙に 唱道せられ 仁 けれども、 尙之を 疑 ふ ものが あり、 邪 

馬臺卽 大和な りと し、 卑彌呼 女王 は 神 功 皇后な りと する^ 說が、 一部の 人士の 問 

に 行 はれて 居る の も 之に 因る ものである。 私 は 第一 ー卷に 於て 倭人 傳の 記事 を 仔細 

に儉 討し、 多少の 誤傳 誇張が あるに しても、 其が 事 實描寫 である こと を 確め、 火 

小 三十. 餘阔の 所在 を 物色した 結果、 其が 盡く 肥筑 地方に ある こと を 明に し 得た。 


加 之 其 盟主であった 邪馬臺 女王 卑彌 呼の 全盛時代が ほ V- 景行 朝の 晩年に 當る こと 

を 推定し 得た から (第 S 卷 一 三 〇H0. 一  切の 事情 は 自ら 氷釋 しにので ある。 之を耍 

する に^-態 は 左記の 如く 進展した もの、 やう で あ る 。 

(一) 景行 天皇 巡狩 當時 は、 倭人 傳に相 攻伐歷 年と ある 時代で (前. 卷 * 末 原文 參 照)、 

邪 馬 臺國の 勢力 は尙 未だ 微弱であった のみなら す、 多數 の小國 家が 聯立し、 

其 間 に は 鞏固な る 團 結が 成立 して 居なかった の で 、 敢 て 抵抗 を 試み る もの は 

なかった。 

(一一) 女王 卑彌 呼の 代と なる に 及びて、 倭ん 諸國は 逐次 其 治下に 統一 せられ、 盛 

に 海外と 交通し て富强 殷賑と な つたの で 、 遂に 朝廷の 命令 を聽 かぬ やう に な 

つた。 其 は 恐 らく は 日本 武 尊の 熊 襲 再征 以後 のこと で あらう つ 

(II 一) 此 地方 鎭 撫の爲 に殘留 し、 或は 特に 派遣せられ た 廷臣 武將も 若干 駐 剳した 

も の と 思 は れ る が、 新興の 倭人 國を 抑壓す る に 足る だけの 大 兵が 配屬し て 居 

肥筑 再征の： a; 相  五 


なかった こと は、 他の 方面の 例に よっても 明で あるから、 彼等 は 之 を. §:e と 

もす る ことが 出來 す、 遂に 返轉 する に 至 つた ものと^ はれる。 

S) 倭人 は 朝鮮 南岸 在住の 同族と 提携し、 樂浪 (帶 方) 郡 を 介して 魏 朝に 使節 を 

派し、 其 正朔 を 奉 やる やうに なった ので、 尙 朝廷の 治下に 屬 した 九州 北岸 そ 

の 他 接 壤地も 逐次 之に 倂吞 せられる 危險を 感ぜ、 ざる を 得 なくなった。 仲哀天 

皇の 遠征 を 促した の は 恐らく は此 形勢で あつたので あらう。 

文獻 に明徵 のない ことで あるから、 右 四 項の 肯定 を 欲せぬ ものが める かも 知れぬ 

が、 其 證據は 決して 乏しく はない。 女王 壹與 以降の 消息が 支那 史書に あら はれて 

居らぬ の も、 其國が 久しから やして 滅亡した 爲 であらねば なら や、 神 功 皇后に よ 

タ ブラ ッ 

つて 誅戮 せられた 山門 縣 (邪 馬 臺國) の 君主が 田油津 媛と いふ 女性で あつたの も、 

ケ -hi: の.：^ に 合 ふ もの、 やうで ある (第 一 八 〇K 參 照)。 


右に よれば 韓地 出征 は 必然の 成 行であった。 否、 傳說 によれば 先 づ其地 を 討伐 

せねば ならぬ とい ふ 意 兌 すら 現 はれた ことが、 神敎に 託して 說 かれて 居る ので あ 

る (^一  s 九 ntri)。 然るに 記に は對 岸の 國卽ち 向津國 を是謂 ニ拷衾 新羅 阈- K と 

し、 征討 章 下に は紀記 共に 新羅 國に 渡御せられ、 其阔 王が 軍門に 降伏し 仁と ある 

ので、 更に 史家 を 惑 はせ た。 出 S 傳說に 新羅 (志 羅紀) とめる の は 後い 新羅 王阈の 

謂で はなく、 漢 *： に K 又は 之 利と ある 辰韓 地方の ことで (四 II 叫 叫 n)、 王！： は征韓 

當時 すでに 存立して 居 仁 けれども、 未 ，た 大を なすに 至ら や、 其 向背 は 九州 戰 局に 

關 係の ある ものではなかった。 然るに 紀記 撰錄當 時に 於て は、 新羅 は旣に 三阈を 

統一 して 居た ので、 新羅と いへば 直に 朝鮮半島と 了解せられ、 其 意味に 於て 此稱 

^を 用 ひる 場合が 多かった。 其 は 太古に 於け る 常 陸 以北に ついて 語る に當 つても 

我ケが ミ チ ノ ク (陸 奥) とい ふ、 早くと も崇神 朝 以後に 出來た 名詞 を 用 ひると 同樣 

に、 敢て爷 しむに 足らぬ ことで、 叨にァ マ 人) 卽ち 倭人 系なる 天日 を も 新羅 


(國) 王子と 呼稱 して 居る ので ある (第 1 ー卷 二三 六 頁 以下)。 此に 留意せ やして 新羅 本 

紀 (三 國史 記) 乃至 柬國 通鑑を 主なる 手が、 りと して、 征韓 の史實 を立證 しょうと 

試みた 從來の 史家 は 多く は 失敗に 終った ので あるが、 神 功 皇后が 征討せられ たの 

は必 しも 新羅 王國を 意味せ ぬと すれば、 其國の 歴史に 之 を 漏した の は 何等 不可解 

とする に 足らす、 朝貢 臣從 の事實 は、 優越 國に 在って は 之 を 誇張して 傳へ、 下風 

に 立った もの は 之 を 忌んで 默殺 する のが 例で、 我國と 支那 歴朝との 外交 史に 於て 

も、 最もよ く其氣 もちが あら はれて 居る。 されば 遙に 後世に 編纂 せられた 新羅 史 

が 故意に 之 を 省いた こと も 有り得べ きで ある。 

然 らば 皇后の 御 足跡 は那邊 まで 達した かとい ふに、 第五 章に 論究す るが 如く、 

辰韓の 南に 接する 弁 辰の 一部分、 就中 加羅 地方であった とせねば ならぬ。 此國は 

崇神朝 末年に 入貢して 任那 とい ふ 名 號を賜 はった と傳 へられ (第三 卷第八 章)、 其 後 

も尙或 期間 は 交通が 繼續 した こと も 有り得る が、 應神 天皇 七 年の 紀に 始めて 任那 


人來 朝と あるの みで、 征韓當 時の 向背に ついて 言及す る 所の な いのは 奇 とすべ き 

である。 若し 崇神朝 以後 引つ ゾ き從屬 乃至 親善 關 係が 存 したと すれば、 縱ひ 武力 

的 應援は 不可能な 事情が あつたと しても、 此機會 に 誠款を 表示した 箬で、 全然 傳 

^に 漏れ 仁と は考 へられぬ から、 恐らく は歲 月の 間に ャ マト 朝廷との 交通が 杜絕 

し、 九州の 同族 阈と 述盟 して 反抗的 態度 を 執る やうに なって 居た ので あらう。 ミ 

ゥチッ ミヤ ケ 

マ ナと いふ 稱號が 御 間 城入彥 (崇 神) 天皇の 御名 を 負うた ので はなく、 內官 家と！ 1： 

^お を 以て 征韓 以後に 與 へられた ものと 思 はれる こと は、 第三 卷 (一 コ 一八 页) に 述べ 

た 通りで あるから、 此征戰 により 我直領 となった 地方の 謂で、 所謂 三韓 は 風 を 望 

んで款 を納れ たが、 尙附庸 阈關係 以上に 出なかった ものと せねば ならぬ。 此は爾 

後の 史實に 於て S も 明白に あら はれ、 新羅の 如き は 被 征服 國と 明記 せられて 居る 

に も拘 はらす、 當初 よ り 常 に 反抗的 態度 を 持した か の やうに 叙述 せられて 居る の 

である。 朝鮮 史 #： との 對比は 次 卷に讓 り、 本卷に 於て は紀 記に 現 はれた 海外 遠征 

新羅 國  九 


序說  一 〇 

傳說 のみ を釋 明す るに 止める。 

海の 兩 岸に 占據 した 倭人 阈の 勃興 は、 ャ マト 朝廷に 取って は大 なる 脅威で あつ 

た。 彼等の 同族 は アマ (海人)、 "ャト (隼 人)、 ヮ ダッミ (海 住)、 アツ ミ (阿曇) な 

ど、 呼ばれて 肥筑 以外の 大 八洲 各地に 蕃 息し、 其 多く は 高千穗 朝以來 忠誠なる は 

民であった が、 大和に 先住した 出 雲 族との 間に は 宿怨が 存 したので (笫ニ 卷序說 及 

第一^^ 照)、 朝廷から 疎外 せられる 傾が あり、 不平の 徒も少 くはなかった ので あ 

るから、 II 應神 天皇の 御代に 於て すら、 處々 海人 訕飚 之不 レ從レ 命と いふ 事實 が 

ある 〔紀〕 I 倭人 阈のカ を 借りて 政變を 起す 虞も絕 無ではなかった。 此 形勢 を 看 

取せられ た仲哀 天皇が、 局面 を轉換 し、 殃を 未然に防がん が爲 に、 全力 を 傾注せ 

られ たの は至當 のこと で、 決して 一 地方の 統治 權冋收 とい ふやうな 小い 問題で は 

なかった ので ある。 


されば 今次の 征西 は、 紀 記の 叙述が 與 へ る 印象よりも 遙に 重要性 を帶 びた もの 

で、 殊に 海外 出兵に は 今日まで 一般に 了解 せられて 居る 以上の 意味が あつたと せ 

ねばならぬ 3 然るに 天皇が 突然 崩御せられ、 天津日嗣 は尙 定まらす、 出征軍 は 中 

心 を 失うて 芨 解の 危險に 瀕した。 此 最大 國 難の 秋に 於て、 一女 性の 身 を 以て 蹶然 

S つて 先帝の 遺志 を泰體 し、 征 戰を續 行して 大 偉業 を 達成せられ た 神 功 皇后に 對 

し、 阔民が 上下 を擧 つて 最大 崇敬の 念に 驅られ たこと は 寧ろ 當然 である。 其 結果 

仲哀 天皇の 英明 は、 恰も 御 父 日本 武 尊の 人望に よって 景行 天皇の 雄武が 蔽 はれた 

と M 様に、 其^後に かくれ、 紀 にも 容姿 端正 身長 十 尺と して 御風 釆を 描寫 した 外 

に は、 一 言の 頌齚を すら 奉らなかった ので-ある。 此は 人情 已むを 得ぬ こと、 は 言 

ひながら 甚遺慽 とすべ きで、 況ゃ 武內宿 綱以ド の名臣 良將の 功績が 詳密に 傳 へら 

れ なかった の は、 寧ろ 怪しむ に 足らぬ。 

此の 如き 偉大なる 業績 は、 人間、 しかも 一 婦人の なし 遂げ 得べき ことで はなく、 

神秘的 叙逑  一一 


必然 神霊の 加護で あらねば ならぬ とい ふ 信念が 上代 人 を 支配した こと は 勿論で、 

さらで だに 事實を 神秘的に 叙述し、 之に よつ て 印象 を强 める こと を 常套手段 とし 

た 語部 等 は、 此 事項に 關し てはい やが 上に も 神祇の 活動 を說 き、 史談 か 神話 か殆 

ど區 別が つかぬ やうに 語り 傳 へたので ある。 皮相の 觀察者 は 之 を 兌て 傳說 の眞實 

性 を 疑 ふ もの、 やうで あるが、 仔細に 撿 討す るに 於て は、 裏面に 潜む 史實が 歴然 

として 現 はれる ので ある。 例へ ば 神 功 皇后が 韓地 征討 の 神敎を 託宣 せられた と あ 

るの は、 當時 朝廷の 一部に 此 議が存 した こと を 暗示す る もので、 サ 一一 "(淨 廷) に 

現 はれた 神々 として 列擧 せられた の は、 大部分 渡韓水 軍の 武將 等の 祖靈 をい ふ も 

の、 やうで ある。 皇祖 神 を 始め 三 筒 男 等の 爲に 社祠を 設けられた ことが、 凱旋 常 

時の 事實 であった とすれば、 報赛の 意味が 含まれ h; 居た とせねば ならぬ が、 神. S 

の 加護と いふ 觀念は 決して 此 時に 始まった ので はない から、 必 しも 實 質的 効驗が 

あった こと を 言 ふので は. あるまい。 鎭懷 石の 奇蹟 等の 如き は、 後 章に 於て 詳論す 


る やうに， 當 時の^^ 信仰 を附會 して 後人が 追 補した ので、 原 說と認 むべき も Q 

ではない から、 之が 爲に W 說の 眞價を 減卞る こと はない ので ある。 之 を 要するに 

征 W: 傳說は 駿然た る 史實に 甚く もの で 、 千 六百餘 年後 の 今 日まで 皇統 連 緜 として 

W 體に 微動 を だに 來さ ぬの は、 此 朝に 於け る 此大英 斷の貺 とい はねば ならす、 私 

が 之 を 國内統 一 事業の 完成 期と 兌る 理由 もこ k に存 する。 

右の 如く 國民 の大 崇敬が 此 皇妃に 聚 つたので、 後世に 至る まで 重大 事件に 際し 

て は 、 其 廟所狹 城 盾 列 陵 にも 特に 奉幣使 を 差遣 せられる こと を 例と し 〔镜 紀以 下〕、 

歴代 天皇に 準じ 神 功 皇后と 謚 せられた ので ある。 龔坂、 忍 熊 二王が 滅 歿し、 皇位が 

確赏 になった 後に 於ても、 應祌 天皇 は尙 襁褓の 中に あらせられ たので、 母后が 垂 

簾の 政を聽 かれた こと は事實 であらう が、 紀が其 治世 を 一代と 立て、 攝政 元年 か 

ら六 十九 年までの 年紀を 揭げ、 此 期間 譽田別 (應 神) 尊 は 皇太子た るに 止まり、 皇 
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太后 崩御の 翌年 始めて 卽 位せられ たかの やうに 記述した の は、 明に 錯誤で あると 

いはねば ならぬ。 紀 には攝 政と ある けれども、 此 長い 歲 月の 間 {仝 位で あつたと は 

考 へられぬ から、 事實上 登極せられ たものと せねば ならぬ が、 女帝 奉戴 は 未曾有 

の 例で あるの みならす、 一 且 臣籍に 降下した 皇胤に よる 大統繼 承 は、 繼體 天皇の 

實 例の 如く、 皇統 斷絕の 虞の ある 場合の 外、 我 國體の 許さ ゾる 所で、 されば こュ、 

陽 成 天皇の 御 返 位に 當り、 藤 原 基經は 一 言の 下に 源融の 野心 を 抑へ たので ある 〔大 

鋭〕。 神 功 皇后 は 五代の 王孫で あるが、 玄 a 彥坐 王が 皇室から 別れて  一 * を 創立せ 

られて 以來、 大統 要求 權を 喪失した ので あるから、 繼位 問題が 慎重に 考察せられ 

る やうに なって 居た 當時に 於て (第三 卷 第三 章)、 縱ひ儲 君の 生母に もせよ、 國 家に 

大勳 功が あつたに もせよ、 其 資格の ない 女性の 繼 統を阈 民が 默視 した 喾は ないか 

ら、 卽 位の 事實 はなかった ものと せねば ならす、 從 つて 此 一代 は 重複と して^^ 

す ベ きで ある。 


紀が神 功 皇后 を 御 歴代 中に 加へ たの は、 上記の 偉人 崇拜 心理に よるの みで はな 

く、 第 一 卷序說 (^三 六 K) に 述べ たやう に 年紀を 引伸ばす 手段に 利用せられ たので 

あらう が、 其結枭 多くの 破綻 矛盾 を 生じた。 例に よ b 成務 天皇 以下 數 代の 在位 年 

數 及寶壽 に關 する 紀 記の 所傳を 表示す ると 次の 通りで あ る 。 


成務 

仲哀 

神 功 


仁德 

履 中 

反 正 


年 


在位 〔紀〕 

六 〇 

六 九 

四 一 

八 七 

紀の延 美 


寶囊 〔紀〕 E  (推算) 

1 〇七( 一 〇 八) 

五 二  (五三) 

一 〇〇 

一 一 〇 


(註文) 


七 〇 (七 六) 


同 〔記〕 

九 五 

五 二 

一 〇〇 

一 三 〇 

八 三 

六 四 

六 〇 


"ほ WFWr 己. 1 干支より 推算し 

崩 年 干支 〔記〕 たる 在位 奸數 


乙 卯 

壬 戌 

甲 午 

丁お 

壬 申 

丁  S 


七 


九 


五 

五 


五 


允恭 四 二  七 八 • 甲 午  一六 

紀 は仲哀 天皇の 立太子 を 先帝の 治世 第 四十 八 年と し、 當 時寶算 三十 有 一 として 

居る が、 御 父 日本 武尊 は成務 天皇 踐祚 前に 薨去せられ たので あるから、 更に 十八 

年餘を 過ぎて 王子 を 設けられ たとい ふやうな こと は 絕對に 有り得ぬ。 又大鹪 鹩皇 

子 は 御 父 天皇の 治世 第 十三 年に 日向の 髮長嫒 を 乞 ひ 受けて 妃 とせられ たと あるか 

ら、 當時旣 に 成人であった とせねば なら や、 假に 二十 有 二であった としても、 卽 

位の 年に は御齡 五十 を算 した 喾で、 八十 七 年 在位せられ たと すれば、 百 三十 七歲 

の 高齡を 以て 崩御せられ たこと になり.、 治世 第三 十 一 年に 御齡 十五 を 以て 立太子 

せられた 履 中 天皇 は 御 父 六十 七の 初生 兒 とせねば ならぬ が、 其 は 殆ど 有り得ぬ こ 

とで ある。 假 に仁德 天皇が 三十 年代に 於て 四 皇子 を 設けられた ものと すれば、 履 

中 天皇 以下 御 三代 は 父 天皇に 先って 升遐 せられた 箬 である。 

いづれ にしても 紀の編 年 は 不合理と せねば ならぬ が、 記の 所說 も亦必 しも 盡く 


信す るに 足らぬ。 仲哀 天皇 を 御 父 倭 建 命の 御 年 二十 六の 御子と 假定 し、 —— 紀に 

行年 三十と あり、 其 四 年 前に 東征に 發 程せられ たと あるの は、 前卷 に考證 したや 

うに ^赏に 近く、 弟妹 各 一 柱の 御子が あつたと せられて 居る ので あるから (^四 卷 

二三 二 n 以下)、 之より 後の 降誕で はあり 得ぬ I 其 治世 を 七 年と すれば、 成務天 

皇 崩御の 年 は寶算 四十 有 五で、 倭 建 命が 尙御 在世で あっても 御 齢 七十 を 出で ぬの 

に、 御 弟 天皇の 寶壽が 九十 七に 達して 居た 害がない。 又應神 天皇の 御 齢 も 崩 年 干 

支に 從 へば 九十 有 二で あらねば ならぬ のに、 之 を 百 三十 七と したの は 過大で、 ？ぶ 

神 天皇の 毐考を 不當に 引伸ばし 仁餘 波と 見る ベ きで ある (笫 ra: 卷六 Ino。 御 父 天皇が 

九十 二で 崩御せられ たと すれば、 仁德 天皇 は 當時御 年 五十で、 御 年齒の 差が 四十 

二と なり、 頗る 實 情に 適する やうに 思 はれる が、 記 所傳の 寶壽と 干支 注文と によ 

つ て 推算す ると、 允恭 天皇 は 御 兄 反 正 天皇よりも ニ歲 年長であった ことにな るか 

ら、 若干の 誤 傳が存 した ものと せねば ならぬ。 

年紀の 延長  一七 


さ り な が ら 記の 崩 年 干支 は 大體に 於て 正 當  >  稱 す ベ き で 、 3 お 神 天皇の 諒闇の 年 

戊. から 成 務天臬 が 崩御 せられた 乙 卯までの 九十 七 年 は、 平均 世 率から 推算 せら 

れる^ 數と 極めて 接近して 居る ので ある。 仲哀 天皇の 寳壽 は紀記 兩傳が 一 致す る 

から、 誤差の ない ものと して、 記の 干支 注文に 從ひ壬 戌の 年の 崩御と すれば、 征 

韓の役 は W 暦 三 〇 二 年 (晋惠 帝泰帝 元年) のこと、 すべ きで、 紀の編 年 (西暦 二 〇〇 

年に あたる) よりも 百 二 年後で ある。 此相逯 は紀が 故意に 年代 を 延長した 爲に 生じ 

たので、 百 濟本紀 (三！： 史記) と對 照しても、 神 功 皇后の 五十 五 年から 應神紀 の 二 

十五 年までに 於て、 左記の 如く 約 百 二十 年の 相違が ある。 

神 功 皇后 五十 五 年 (皇紀 九 一 五 乙 亥) 百 濟肖古 王薨。 —— 三 阈史記 (年表) に は 近 

肖 古 王と し、 東 晋寧康 三年 (皇紀 一 〇 三 五 年) 薨と ある II 差 百 二十 年 

同 六十 四 年 (九 二 四 甲 申) 貴須 王薨。 I 三！： 史 記の 近 仇 首 王に あたり、 東晋太 

元 九 年 (一 〇 四 四 年) 薨と ある ！ 差 百 二十 年 


2 六十 五 年 (九 二 五 乙 so 枕 流 王薨。 II 太 元 十 年 ( 一 〇 四 五 年) —— 差 百 二十 年 

應神 天皇 三年 (九 三 二 壬 辰) 阿 花王 立。 I 三國史 記の 阿莘 王に あたり、 太 元 十 

七 年 ( 一 〇 五 二 年) を 元年と する I 差 百 二十 年 

2 八 年 (九 三 七 丁酉) 百濟 王子 直 支 入質。 I 百 濟本紀 に は阿莘 王の 六 年 ( 一 〇 

五 七 年) と ある I 差 百 二十 年 

M 十六 年 (九 四 五 乙 巳) 阿 花王 薨。 I 三阈史 記に は 義« 元年 (一 〇 六 五 年) と あ 

る —— 差 百 二十 年 

二十 五 年 (九 五 四 庚申) 直 支 王薨。 I 三國史 記に は 宋永初 元年 ( 一 〇 八 〇 年) 

腆支 王薨と ある II 差 百 一 一 十六 年 

此は乙 亥から 乙 巳に 至る 三十 年間に 起った 百濟の 重要 史實が 百 一 一十 年 繰 上げた だ 

けで 伸縮せ やに 我阈史 に收錄 せられた こと を 示す ものであるが、 他の 記事 も 亦 同 

ぼに 収极 はれて 居る とい ふ 證據に はなら す、 三 國關係 事項に 於ても 年 紀を百 一 一十 


年 繰 下げた だげ では 事 實に合 はぬ ので あるから、 仲哀 天皇の 崩 年が 百 二 年の 繰 上 

であると しても 何等 異 とする に 足らぬ。 言葉 を換 へて い へば 神 功 皇后の 五十 五 年 

oooooooooooooooooooooooooooooooo  ooo 

に 百 濟の肖 古 王が 歿した とい ふ 口碑 又は 記錄 が我國 に^し 仁ので はなく、 紀の編 
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者が 作爲 した 編 年に 百濟 史を當 嵌めた とい ふに 過ぎぬ ので あるから、 此五 十五 年 

を 以て 眞實の 年紀を 求める 基準と する こと は出來 ぬ。 

三韓 歸服 就中 百濟 朝貢に よって 外國 文物が 輸入せられ、 崇神 朝に 於け る 出 S 倂 

吞の 結果よりも 一 層大 なる 影響を及ぼし たこと は、 次卷に 論す る 通りで あるが、 

內國 的に も 世相の 變革は 劇甚であった と 思 はれる。 さりながら 此 時代に は 政事 的 

軍事的 重大 事件が 餘りに 多かった ので、 傳承は 其 以外に 出です、 成務 朝に 關 する 

簡單 なる 叙述と 仲 哀應神 二 帝の 御行 動と によつ て、 中央 集 權の實 が 着 A 、擧 げられ 

たこと を 察知し 得る のみで ある。 皇室の 尊貴 は 益々 加 はり、 政治 機關も 漸次^ 顿 


すると 同時に、 權臣 執政の 端 を 開いた こと も 次卷に 一 章 を 設けて 論す る 通りで、 

殊に 襁褓の 皇子の 踐祚 とい ふ！： 史上 未曾有の 事態が 出現した 爲、 攝政々 治が 發生 

した。 紀が神 功 皇后 を歷朝 中に 加へ、 崩御に 至る まで 垂 簾の 政 を 聞かれた かの や 

うに 叙述した の は、 上記の 如く 編 年 延長の 手段と 思 はれる が、 之に よって 後人に 

誤った 印象 を與 へた こと も少く はない。 英明 無比なる 此國 母に 關し、 吾人が 史誊 

の分拆 批判から 論證し 得た 所に よると、 尠くとも 左記 諸點に 於て 從來の 了解 は 誤 

つ て 居た とせねば ならぬ。 

0) 总長 帶日賣 命は嫡 后で はなく、 諸妃の 一 人で、 しかも 最も 後に 娶 された 貴 

女であった。 

(二) 神敎に 託して 叙述 せられた 征 韓の議 は、 諸 神の 裔 孫と 稱 する 武將 等の 建白 

で、 之が 實 行に 任じ 仁の も 彼等で ある。 

011) 总長 帶日賣 命の 渡 韓は新 征略地 巡視の 爲で、 轉戰が 目的ではなかった。 從 


つ て 新羅 を 始め 、 百濟、 高麗 の 歸伏 は御滯 在中 の 出来事で は なく、 後日の 事實 

を 遡って 叙した ものである。 

S 攝政は 幼 帝 御成 人までの 事實 で、 其 後も樞 機に 參與 せられた こと は 有った 

かも 知れぬ が、 大政 は 一 且 還付せられ たものと すべきで ある。 

之に 關 する 誤解 は 年紀の 延長と 相 待って、 此 一 大 革命 時代の 歴史 を曖味 模糊たら 

しめた 慽は あるが、 政事 軍事に 關聯 して 比較的 多くの 口碑 傳說が 保存せられ、 I： 

造本 紀、 古 風土記の 如き 古記 錄も 不完全ながら 今日まで 世に 傳 へ られて 居る ので、 

吾人 は 幸に して 此 一 卷の 論究 を 完了す る こと を 得た ので ある。 


第一章 國堺 制定 (成務 天皇) 

^贺髙 穴穗宮 II 地方行政 區割— 東海道 II ^山道 I 北陸 及 山陰 II 山陽 道 — 南 

海 及 西 海 

景行 天皇の 後 を 襲うて 稚足彥 (成 務) 天皇が 志賀高 穴穗^ に卽 位せられ 仁。 其 は 

御 兄 日本 武尊の 夭折の 結果、 順當 のこと であるが、 國 家に 偉 動 を 建て、 之が 爲に 

能褒 野の 露と 消えられ 仁此 皇子に 對 して は、 御 父 天皇の 憐愛は 一 入で、 國民も 深 

く 欽慕した こと は 必定で あるから、 若し 其 嫡子なる 仲哀 天皇が 旣に 成人 せられて 

罟；- とすれば、 或は 直接 皇孫に 位 を 授けられ 仁 かも 知れぬ。 然るに 此^ 匙. 力 起ら 

ない つた 听を 兑， ると、 當時 尙幼冲 であらせられ 仁と すべきで ある。 序説に i ベす 

やうに 仲哀 天皇 は 先帝 崩御の 年に は御齡 四十 五歲 であった とせねば ならぬ から 
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御 祖父 天皇の 諒闇の 際の 寳算 によって 成務 天皇の 在位 年數が 推定 せられる。 卽ち 

十歲 と假定 すれば 治世 は 三十 五 年と なり、 十五に 達して 居られた とすれば、 三十 

年と なる ので あるが、 恐らく は 其よりも 短く はな か つたで あらう。 

此 長い 歳月の 間近 江の 志賀 に駐蹕 あらせられた とすれば、 特別の 珂. H が 亦した 

ものと せねば ならぬ。 前々 朝 以來大 湖 方面に 勢力 を 扶植せられ たこと は、 皇族 皇 

別の 配置に よっても 推察せられ るから、 明示 せられて は 居らぬ が、 此國を 策源地 

として 北 越 方面の 開發に 努力せられ たので は あるまい か。 大彥 命の 巡 撫以來 頸 城 

以西 は 朝廷の 治下に 屬 した けれども、 皇 化は尙 未だ 普及す るに 至らす、 所在の 集 

圑は 半獨立 的 態度 を 持續し て 居た もの k やうで あるが、 從來西 征東伐 に 多忙 で あ 

つたので、 攻勢に 出る 虞の ない 此方 面の 經略は 急 を 要せ やとして 放任せられ たの 

を、 景行 天皇の 末年から 手 入せられ る ことにな つた ものと 思 はれる。 其 事蹟が 傳 

說 に殘ら なかった の は、 大 なる 反抗 を 見なかった からで あらう。 


之 を 除いて は此 天皇 は、 成務 とい ふ 謚號が 之を證 する やうに、 父 帝の 大 征討の 

後 をう けて、 jsf: ら 守成に 努められ 仁に より、 紀 記の 叙述 は 極めて 简單 であるので 

ある。 左に 先づ 記の 全文 を揭 ける。 

若帶 日子 天皇、 近 淡 海 之 志 賀の高 穴 穗宮に 坐して、 天の下 治しめ しき。 此天 

皇 穗積臣 等が 祖建忍 山 垂根之 女、 名 弟財郞 女を娶 して 生み まし、 御子、 和訶 

奴：^ 王 一 柱。 故建內 宿禰大 臣 として、 大國小 國之國 造 を 定め 賜 ひ、 亦國國 

の 堺及大 縣小縣 の 縣主を 定め 賜 ひき。 天皇 御 年 玖 拾伍歲 乙 卯年： 二月 十五 日 崩 也 

御陵 は 沙紀の 多他那 美に 在り 

紀は 例に より 所 出、 立太子、 先帝 崩御、 卽位、 大葬 及 立 皇后の 記事 を 添 へ て 體裁を 整 

へて B るが、 內容は ほ V- 同 一 で、 唯 后妃 及 皇子の 名の 見えぬ こと を異 りと する。 

或は 建 忍山垂 根が 日本 武 尊の 妃 なる 弟 橘 媛の 父 穗積氏 忍 山宿禰 (第 m 卷 一 七 八 页) と 

類 名で あるから、 兩者 S 淆と 見、 且御實 子が あるのに 甥に あたる 仲哀 天皇 を繼嗣 
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とせられた 害がない とい ふ现 論から、 之 を 省いた のか も 知れぬ が、 I 天武 天皇 

も天智 天皇の 皇子 中から 儲位 を 選ばれなかった こと を m-5 ひ 合 はすべ きで ある — 

上記の 如く 仲哀 天皇の 繼位 は豫て 定まって 居た ことの やうで あり、 和 訶奴氣 王の 

早世と いふ 事實も 想像し 得られる のみなら す、 皇子の 御名の 如き は 空に 案出し 得 

られる もので はない から、 尠くとも 右の 如き 一 傳が存 したと せねば ならぬ。 穗積 

氏の 一 派で 伊勢！； 鈴 鹿 郡 忍 山 を 本 貫と した ものが、 此 地名 を 負うた 例 は 繼體紀 の 

穗積臣 押 山 も あり、 名稱の 類似の 故 を 以て 直に 同一 人と 斷定 する こと は出來 す、 

一 は宿禰 (直系) とい ふ 力 パネ を 用 ひ、 他 を垂根 (旁 系) と稱 へた 所 を 見る と (第二 

卷二 ニー my 同族で は あるが 別人と すべきで、 弟 財郎女 を笫橘 媛の 訛傳 とすべき 

^由 もない。 財 は 字の 義で、 笫橘嫒 と 同じく 珍寳 とい ふ 意味 を 以て 命名 せられた 

ので あらう (笫 四卷 一 七 八 K)。 

ヮ カスケと いふ 名 號は應 神 皇子 二股 王 (繼體 天皇の 玄祖) の冠稱 としても 用 ひら 


れて 居る から、 固有名詞で はなく、 ワカ は 勿論 稚の 意で、 ス ケはヌ 力に 通じ、 仁 

賢 天皇の 妃糠若 子郞女 (糠 君 娘)、 敏達 皇女 糠 手姬、 並に 大伴 連、 坂 本^、 大河 内 直 

の 氏人が 用 ひた 糠 手 または 糠 手 子と 同じく (笫 一 ー卷ー 一六 九 n)、 一  種の 敬稱 又は 愛稱 

で、 恐らく は拔の 意から 出た ので あらう。 此は御 幼名の やうで、 後裔の 擧 げられ 

て 居らぬ 所 を 見ても、 早世せられ たものと 思 はれる が、 縱ひ御 長命であった とし 

て も、 繼 位の 機會が あり 得 たかは、 上述の 如く 疑問と せねば ならぬ。 

纏 を 火叵 とした ことに ついては 紀は 次の 如く 述べ て 居る。 

三年 春 正月 癸 酉朔己 卯、 以 -1 武內宿 禰-爲 二 大臣-也、 初 天皇 與二 武內 宿禰？ 同日 生 

之、 故 有，， 異寵， 焉 

此 は：^ 行 紀に爲 一一 楝梁之 臣-と あると 異 b (第 四卷 一 一 九九 no 、 若年で は あるが 有爲の 

材で、 且 近親の 皇 別なる が 故に、 卿大夫 (三丄 ニー 二 K) の 列に 加 へられた こと を^ 

味す るので あらう。 此大 臣 を 後世の ォ ホイ マウ チキ ミ 又は ォ ホイ マチ キミ (ォホ 
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キ マへ ツキ ミの約 轉)、 卽ち 大政 大臣 若く は 左右 內 大臣 等の 大臣の 謂と 解す るの は 

大 なる 誤りで、 親等の 近い 皇族 及 前 朝の 遺臣 も少く はない のに、 一躍して 其 首座 

に 位した 喾 はない C 要するに 此 貴人が 大勢 力 を 得た の は、 此 朝の 登庸に よる もの 

である こと を 表示した 一 傳說と 見て 然るべ きで ある。 

紀には 之に 次いで 左の 記事が ある。 

四 年 春 二お 丙 寅 朔詔之 曰、 我 先皇 大足 彥 天皇、 聰明 神武、 膺 J 錄受レ n、 治い 天顺 

レ人、 撥 k 反レ 正、 德俾ニ 覆 燾； 道 協 二 造化つ 是以普 天 率土、 莫レ 不一 一王 臣ニ臬 レ氣懷 

ン靈、 何 非レ得 レ處、 今 脍嗣踐 二 寶舴ハ 夙夜 兢惕、 然黎元 蠢爾、 不レ悛 二 野心 f 是國郡 

パナリ  チサ テ 

無二 君 長； 縣邑 無二 首渠, 者焉、 自レ今 以後、 國 郡立レ 長、 縣 邑置レ 首、 卽取 一一 當國之 幹 

サシキ t ト 

了 者， 任，, 其 國郡之 首長？ 是爲， 1 中區 之蕃屛 - 也 

詔詞は 後記の 地方 制度 設定の 理由 を 述べ たので、 此 やうな 傳 承が 存 したので はな 


く、 編者が 意 を 招んで 起案した ものに 外なら す、 書紀に 例の 多い 一 種 Q 記述 様式 

である。 之が 實行は 次年の 條 下に 於て 次の 如く 叙述 せられて 居る。 

五 年 秋九ガ 令，， 諸國， 以、 國郡 立，， 造 長； 縣邑 置，， 稻置； 並 賜，， 楣矛， 以爲ぃ 表、 則 隔，, 

t  ノ タタ シ  3 ゴ シ 

山河， 而分 ニ國縣 f 隨ニ 阡陌， 以 定ニ邑 里； 因以ニ 東西， 爲 二日 縱 〖南北 爲， 一 曰橫ハ 山陽 

カゲ トモ  ゾ トモ 

曰，， 影 面； 山陰 曰，, 背面 f 是以 百姓 安い 居、 天下 無い 事焉 

此は 記に 定 n 賜 大國小 國之國 造 ハ亦定 n. 賜 國國之 堺及大 縣小縣 之縣主 一也と ある 一 節 

を漢譯 して 少しく 文飾 を， 加へ たもので、 造 長は國 造に 當り、 稻 置は縣 主に 相當す 

る。 此 等の 力 パネ (榮稱 ) の 意義 は、 前篇 第三 卷 (一九 一 頁 以下) に 述べた 通りで ある 

が、 * して 此 時代に 始まった ので はなく、 地方 豪族が 自ら 名乗った ものである こ 

と は、 前 卷に擧 げた 相武國 造、 水沼縣 主、 乳 近稻置 等の 例に よっても 明で、 此 朝に 

於て は 唯 其 有力者 を 公認し、 若く は 特に 官選せられ たとい ふに 過ぎぬ。 —— 其 表 

として 楣矛を 賜 はった こと も 有り得べ きで あるが、 他に 所見がない から 之 を立證 

地方行政 區劃  二 九 
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する こと は 不可能で ある i 其 結果 管轄 區域 について 爭議を 生やる やうな 場合 も 

あり 得た ので、 朝廷から 特使 を 派出し、 實地 を撿證 して 決定せ しめられ たので、 

播磨 風土記に 丸部臣 等の 始祖 比古汝 弟と いふ もの を阈堺 制定に 遣 はされ たと ある 

の も 之 をい ふので ある (第 叫卷 ニー  no。 さりながら 其は大 八洲 全土に 亙って 一 齊に 

劃せられ たので はなく、 旣に 隣接地の 兩 首長の 間に 決定 せられて 居た もの も あ 

り、 必要の ない 地方に 對 して は 特に 干 涉を加 へられなかった やうで ある。 例を播 

磨 風土記に 求める と、 右の 比 古汝弟 派遣の 外に、 國堺 決定に 關 する 左の 意味の 記 

事が める。 

一、 播磨刀 賣と丹 波刀賣 とが 國の堺 を 定めた 時、 大甕を 坂 上に 埋めて 標識と し 

た。 其 地 を « 坂と 稱 へる (託 賀郡都 麻 及 法 太 里)。 

二、 履 中 天皇が 播 磨！： 志 深 里に 行幸せられ たの は、 阈绑 制定の 爲 であった (荬囊 

郡の 條 下)。 


^を 埋めた と あるの は ミカ 坂と いふ 地名の 所 由に 牽强 せんが 爲 であった かも 知れ 

ぬが、 若し 事實 とすれば^ 瓮を据 ゑた こと を 意味し、 祌を 祭って 誓約した とい ふ 

ので あらう。 

「隨 阡^」 以ドは 記に 兌えぬ 所傳 で、 邑 里の^ 劃まで 制定せられ たと は考 へられ 

ぬ ことで あるから、 潤色 的 加筆と a はれる。 舊訓に 阡 を タタ サノ ミチ、 陌をョ コ 

ナノ ミチと したの は、 縱橫の 通路の 義を 表示した に 過ぎす、 次の 日縱 (朿 S:) 及 日 

橫 (南北) と關 係が あるので はない 「- 字義に よれば 阡 は 南北の 田徑 で、 陌は 東西の 

通路 をい ふので ある。 ヒノ タタ シ (日 縱)、 ヒノ ョコシ (日 橫、、 カゲ トモ、 影而) 及 

ソ トモ (外面) は 古語 を釋述 したので、 此際稱 呼 を 一 定 せられた ので は あるまい。 

タタ シ、 ョ コ シは タタ サ (縱方 )、 ョ コ サ (橫 方) の 音便で、 太陽の 述 行路 を縱 とし、 

之と H 角 をな す 方向 を 橫と稱 へたの は 極めて 至當 で、 藤 原お 御井 歌 〔萬 一 〕 に 東方 

の 香 山 を 日經に 立てり とい ひ、 两 方の 畝 火山 を日緯 にあり としたの は、 歌詞の 潤 

地方 行 玫區割  三 一 
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色に 過ぎす、 高 橋 氏 文 は 之に 準據 して 居る が、 其 は 後世の 起草なる が 故に 論據と 

する ことが 出來ぬ (第 四 卷ニ四 七 頁)。 山陽 をカゲ トモと いふの は、 カゲに 光線の 意 

が あり (六 I 一七 七 H)。 日光の あたる 所 を カゲト (影 處) とい ふから、 之と モ (而) と 

を 連ねた ので、 ソ ト モが 外面の 意なる こと は 言 ふまで もない。 

右の 外 紀には 足仲彥 (仲 哀) 尊の 立太子と、 成務 天皇 崩御の 記事と が ある。 崩御 

の 地 も 亦 志賀高 穴穗宫 であったら しいが、 御陵 を 狹城盾 列 (沙紀 之 多他那 美) に設 

けたと ある 所 を 見る と、 永久 遷都の 大御 心はなかった ので 歸 葬せられ たものと 思 

はれる。 神 功 皇后の 御陵 も 亦 後記の 如く 同地に 存す るが、 —— 諸 陵 弍には 狹域后 

列 池 後 陵 (成 務) と 狹城盾 列 池 上 陵 (神 功) とに 區 別して 居る I 如何なる 緣 故を以 

て 此地を 選定せられ たか 判明せ ぬ。 タタ ナミ は タタ (足 足) 之 水 卽ち滿 々たる 水の 

意 を 以て 池に 負 はせ た 名で、 今では 水が あせて 平地と なって 居る が、 陵 趾は生 駒 

郡 平 城 村 大字 御陵に 存 する。 


此 剁 に 境堺を 定められ たの は いづれ の國々 であった か 判明せ ぬが、 舊事 紀の國 

造本 紀 によれば、 國 造の 大部分 は此 御代に 定 賜せられ たかの やうに 記されて 居る 

から、 其 中には 次章に 考證 する やうに 疑 はしい ものが あるに しても、 孝德 朝の 國 

郡 制定 以前の 國、 卽ち 地方行政 區 劃で、 多く は 古 來の名 稱を繼 承した ので あらう 

が、 其 中には 此 時代に 定められ たもの も少 くはなかった と 思 はれる。 但し 全國土 

の鄕邑 が盏く 之に 含まれて 居る とする のは大 なる 誤りで、 大御縣 (皇室 直 領地) 及 

別 領は國 造 以外の 君 長が 支配し、 山間 僻陬に は 公認 を經 ざる 國造 等も存 した 害で 

ある。 例へば 大^ 阈 造の 如き も 決して 後日の 大和 國 (奈良 縣) 一 圓を管 轄し たもの 

でない こと は、 第 一 卷 (二 六 六 K 以下) に 論じた 通りで、 現在の 伊豫の 疆域 中には 伊 

お、 人^、^ 速、 怒 麻 及 小 市の 五國を あげて 居る が、 和氣 王の 支配 せられた 宇 和、 和 

柬豫四 郡 (桑 村、 周 敷、 新居、 宇 摩) に は 國造領 がなかった ので ある。 從 つて 國 

地方行政 區割  三 三 


第一章 國堺 制定 (成務 天皇)  三 四 

造本 紀は大 八洲 全土の 行政 區劃を 漏な く列擧 した もので はない が、 尙 上代の 政治 

地理 上の 好參考 資料で あるから、 孜 究を忽 にす る こと は 出来ぬ。 畿內 諸國は 左記 

の 如く 此 朝の 制定に か、 る もので はなく、 當 時に 於て は旣に 朝廷の 直接支配 下に 

属して 居た もの、 やうで ある。 

大 倭國。 旣出 (第一 卷ニ六 六！ no 

お 城國。 旣出 (第 一 卷ニ七 〇 頁) 

凡 河 內國。 旣出 (三丄 ー〇 八 頁) (第 一 一 卷九九 頁) 

和 泉國。 元 河 內國、 靈龜 元年 割 置 二 茅野監 f 則改爲 レ國、 元 珍 努官と 注記せられ 

て 居る が、 國郡 制定 前に 在って は 茅 野 縣と稱 せられた 一 行政 地域で あつたの 

である (第一 卷七七 頁)。 

攝 津國。 據 n 准 法令 一 謂 ニ攝津 職： 初爲ニ 京師 ハ柏原 帝 代 改ぃ職 爲レ國 と 注記せられ 

たやう に、 ッの 阈と稱 へ、 地名 二字 制に 從 うて 攝津 とかく やうに なった の は 


s; 武朝 以後の ことで あるが、 —— 以前 は 京 官が律 (難 波津) の 長官 を兼攝 した 

から、 攝津 職と いう^ので ある I 難 波 を 帝都の 耍津 としたの は、 仲 哀朝以 

前の こ と \. \ 恐らくに 犬 和 川 一い： E 身が 變遷 して 此處に 流出す る やうに な つ パ い 

いらで.！ のら， フ。 

山城 (代) 國。 旣出 ニニ： 二  一  mno(： 五 I ニニ on) 11 後日 0 山城 國 全部 を 意味す 

るので はなく、 ャ マ シ "レーい ふ 名稱の 起原た る奈良 山の背 後の 地、 卽 ち相樂 

喜 郡 方面の 謂で あらう。 

山^^;。 问 じ 意味 を 以て 名づ けられ、 二 地域で は あるが、 右の 山城 (代) と は 別 

1： で、 必 しも 今 Q 山城 國の 疆域內 をい ふので は あるまい。 其阈 造の 始^ をソ 

ノ フ リ (曾 能 振) と稱 へた 所 を 見る と、 丹 波國園 部に 近い 山城 境の ことで あつ 

仁と 思 はれる C 

爾 除の 諸國 についても 同様の 考察 を 必要と する が、 便宜の たも 道 別に 區 分 し 、 

地 方 行. お. 58： 割  三 五 
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阈 造本 紀の 序列に 從 うて？ i 述 する。 — 1： 名の 下に 細眷 した 番號は 次章 參 照に 便 

-」 せんが 爲 である。  、 

東 海 道 

^賀國 。、一き 旣出 (第 一 ー卷 一 一 〇三ぉ II 孝德 天皇の 御代に 伊勢に 合许 せられた が、 

天 武朝再 置と 注せられ て 居る。 

伊勢 國。 旣出 (五 I 一  七 六、 一 一 〇 九 頁) (第 一 卷ー 一七 一 賀) 

島津國 。ぶ 七) 後の 忐 * 國を いふ。 ッは 連繋 助 語で あるが、 津の 字の ない 本 も ある 

(六一九 八 頁 參 照)。 

尾 張 國。， ■) 此國名 は 大和の 葛 城の 尾 張 氏から 出た ので (第 七 七 页)、 今の a 張 W 

よ 上代：^ てよ ァ マ (S 部) 又は 中島と 稱 した もの 、やうで ある (五 ー 一 一 ニニ r 

以下)。 

參 可國、 S 後日の 三 河 全闳 を 意味 せ ぬ こ と は、 別に 穗阈 を擧げ て 居る 所 を は ぐ 」 


も叨 白で、 渥美 郡 も 以前 は別國 であった ものと 思 はれる が、 此名が 本初 どの 

地方に 與 へられた か 判明せ ぬ。 或は 矢 作 川の 流域な. る賀 茂、 額 田、 碧 海 郡 方面 

の 謂で は あるまい か。 

穂國。 旣出 (第一 ー卷 一 丸一 no 

^淡 海國。 im 名 湖 周邊の 地域、 卽ち 今の 濱名、 引佐 二 郡が 國 名の 起原で あら 

う。 此海は 本初 鹹水で るった やうで あるから、 淡 海 は 借 字で、 遠ッ 大海の 意 

を 以て 命名せられ たものと 思 はれる。 

(五 二) 

久努 ！：。 遠 江 國山名 郡久努 〔和〕、 卽ち 今の 周智郡 久努西 村に 其 名が 殘 つて 居 

る。 恐らく は 天龍川 以東の 總稱 であった ので あらう。 

素 賀阔。 此國を こ 、に 序次した の は 誤りで、 火 和の 蘇賀の 謂と 思 はれる こと 

は、 旣に 第一 卷 (二 六 五 HH 下) に 論證 した 通りで ある。 次の 二 阈も亦 順序が 顛 

,せー- して^: る。 

東海道 ：  三 七 
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珠流 河！：。 駿河郡 駿河鄕 〔和〕 に 其 名 を 留めて 居る が、 ス, ガの 原義 は^ 在處 

であるから、 富士川 河口 以東 を 指した ので あらう。 

嵐 原國。 旣出 (第二 卷 一 六 九 頁) 

右の 外 今の 安倍 郡 地方 は 建 沼 河 別 系の 阿倍 臣 氏が 支配した 和 氣領で (第二 卷 一 七 一 

no、 其 W 方の 志 太 郡 方面に は シヅ (倭) 族が 占據 して、 別に 一 國を 形成して 居た や 

うで ある。 靜濱、 靜岡、 賤機 山な どい ふ 地名 は 其名殘 であらねば ならぬ。 

ヽ 5 二) 

伊豆 國。， 孝德 朝に 駿 河に 合併せられ たが、 天武 天皇の 御代に 至り 故の 如く 分 

置した と ある。 應祌紀 にも 見える 舊地 であるが、 本初 は 海 島が 主體 であった 

と 思 はれる。 

甲斐 國。 旣出 (第一 一 卷 一 八 五 真)。 

相 武國。 サ、、 カムの 原義 は 判明せ ぬが、 神 名 帳に 相模國 高座 郡 寒 川 神社 I 續 

後 紀に塞 W 神、 東 襤には 佐 河と あり、 サ ガと稱 へたら しい。 寒 河 を サガの 昔 


サム * ハ 

符に用 ひたの は 羽 前 國サガ ュ (寒 河 江) の 例 も ある —— と ある 地 (今の 寒 川 杓) 

と緣が ある やうに 思 はれる。 或は サガ回 を 意味し、 サ ガム は 音便 轉呼 である 

かも 知れぬ。 相模 川の 名も此 から 出た ので、 恐らく は 其 以東 を サガミ の國と 

稱し、 以西 は 次の 師長 國の疆 域に 屬 したので あらう。 

師長 國。、 き 相 模國餘 綾 (與 呂岐) 郡 磯長 鄕 〔和〕 から 出た 名稱 で、 今の 中 郡 及 愛甲 郡 

の. ^稱 であった も Q  、やうで ある。 シ ナカ は 河內國 にも ある 地名で、 ヒナ 力 

(夷 處) の轉 呼、 卽ち ヒナ 族の 舊住 地た るの 故 を 以て 此名を 負 はせ たものと 

思 はれる。 

足 柄 は 右二 國 以外 の獨 立地 域で あつたの で あるが、 其國造 の 名が 國 造本 紀 に 見え 

ぬの は、 や、 後世まで 非 公認 土 豪の 支配 下に 屬 したからで あらう。 此 やうな^ は 

上記の 志 太 郡 地方、 次の 下 總の葛 飾 を 始め、 他に もめ づ らしから ぬ ことで ある。 

无邪 志^:。 ムザシ の 語幹 ムサ は實 麻の 意で、 隣國 フサ (總) 卽ち圃 麻に 對し、 

柬 海道  三 九 
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奪 麻 — 古語 ム シ、 アイ ヌ語 でも ム セ 又は モサ とい ふ —— の 野生す る 阈の意 

を 以て 命名した ものと 思 はれる。 今の 武藏 は此 名を繼 承した ので あるが、 其 

疆域は 同一 ではなく、 少く とも 次の 知々 夫國 以外 をい ふので あった。 此 地の 

初代 國造兄 多毛 比 命 を 次の 條 下に 岐閘國 造の 祖 とした 所 を 見る と、 キ へ の！： 

とも 稱 へたので あるか も 知れぬ。 其 は舊時 榈戶卽 ち邊寨 所在地であった から 

であらう。 

胸 刺國。 上記 无邪 志國の 重出なる こと は、 其 初代 國 造が 右の 兄 多毛 比 命の 兒 

と ある ことによ つても 明白で あるが、 國 造本 紀の 編者 を 誤らせた の は、 W 戶 

廢止後 治 所が 移轉 したからで あらう。 

知々 夫國。 旣出 (五- 丄ー ニニ 頁) 

(九 5 

須 惠國。 和名 抄に 上總 國周淮 (季) 郡と ある 地で、 今の 君津 郡の 一部分で ある。 

陶座 (三— 一 一 一 〇 頁) が存 したが 故に 地名に 轉じ たものと S はれる。 


ゥマク タ (九 五) 

馬來 田國。 須惠の 北 隣で、 和名 抄に は望陀 (末 宇 太) 郡と あるが、 萬 葉 集に 宇 

庥具 多と 假字 普 した 例が あるから、 地方の 人はク マグ タと發 昔した ので あら 

う。 茨田と 同 語で、 ク バラ (茨) の 古語 マ ン (芒) から 出た 名稱の やうで ある。 

.  (七 二) 

上海 上國。 上總國 海上 (字 奈 加き 郡 〔和〕 と ある 地。 今 は 市 原 郡の 一 部分で あ 

るが、 上古 は 其 疆域も 遙に廣 く、 馬 來田國 の 北に 位し、 次の 伊 甚及菊 麻と 境 

を 接して 居た もの 、やうで ある。 

(七 五) 

伊 * 國。 上總 國夷鬵 (伊志 美) 郡 〔和〕、 卽ち 今の 夷隅 郡に 當る (三— 二 〇 四 K 參 照)。 

(七) 

武 社國。 同 武射郡 〔和： r 今山邊 郡と 合併して 山武 郡と 稱 へる C 

(七 0) 

菊 麻國。 和名 抄に上 總國市 原 郡 菊 麻 (久久 萬) と ある 地で、 今 も 其 名を存 する。 

阿波 阈。 上 總國の 一部分で、 後日の 安房 國 安房 郡 をい ふ： i 神 八 井耳 系の 

長 狹阈造 (第一 一 卷 一 四 五 H0 も當 國長狹 郡の 首長 をい ふ も G と 思 はれる。 

(二) 

印波 國。 下 總國印 幡及千 葉 郡 地方。 

東海道  四 一 
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(七三) 

下 海上 國。 同 海上 及 香 取 郡 地方。 

上總及 下總の 名の 起原なる フサ (和名 抄下總 國相馬 郡 布 佐) が、 ある 時代に 一 行政 

區 劃の 治 所であった こと は 想像に 難から す、 其 北方の 結 城 郡 も 古語 拾遺に よれば 

別個の 一 國で (第一 卷 二八 四 页)、 西に 接する 葛 飾 は古來 知名の 獨立 地域で ある。 相 

馬 (フサ マ の轉 呼)、 結 城に 國造を 置かれなかった の は 和氣領 (上野 臣 氏所赞 ) であ 

つた 爲で、 海人 族の 占 住 地なる 葛 飾 は 其 族長が 支配した ので あらう。 

新 治國。 和名 抄に常 陸 國新治 (爾比 波 里) と ある 地で、 今の 新 治 郡と は 全然 所 

在 を 異にし、 西 茨城 郡と 眞壁 郡と に 跨る 一 地域の 稱呼 である。 

筑 波國。 常 陸 國筑波 郡 

. 、  i) 

茨城 國。 和名 抄に 常陸國 茨城 郡と ある 地で、 ほゾ 現在の 新 治 郡に 相當 する。 

仲國。 旣出 (輕 ー卷 一 四 四 s I 疆域は 今の 鹿 島、 行方、 東 茨城 及 那珂の 四 郡に 

跨がって 居た もの V やうで ある。 


久 自國。 常 陸 國久慈 郡 

(七 七)  - 

高 國。 同 多賀郡 

東 山道 

淡 海國。 阈 造の 名に よつ て 推測す るに、 此淡海 國は近 淡 海 之安國 ゥぉ1 ー卷 一 八 七 

頁) 卽ち 近 江 國野洲 郡 をい ふ もの、 やうで あ る C 

(八) 

額 田圃。 序次から いふと 和名 抄に美 濃 國池田 郡 額 田 «(今 の 揖斐郡 南部) が 之 

に當る もの.^ やうで あるが、 其 地方 は 本巢國 造 (第二 卷 I 八 八 頁) の 領域で あつ 

たと 忍 はれる から、 近 江 朝の 宫嬪額 田 王の 本 貰 をい ふので は あるまい か。 若 

し然 りと すれば 萬 葉 集 〔第 一 卷〕 の 歌に よる も 近 江 國蒲生 郡で、 其 生母 鏡 女王 

の本霣 なる 蒲 生 郡 鏡庄に 近い 地であった とせねば ならぬ C ス カタ は 土 型の^ 

で (三 1 1 9§0 、 錄黎作 に 必要な ものであるから、 兩 地が 相 並んで 居た こと 

はな； -得べ きで ある。 —— 坂 田の 誤記 又は 筑摩左 野 方 〔萬 一 三〕 の畧 とする 說 
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はとらぬ。 

(r 九) 

三 野國。 前國 造と 後國 造と に區 別して あげて あるから、 國造考 の說の 如く 前 

はミ チ ノ クチと 訓み本 巢國の 意、 後はミ チ ノ シリで 其 東方の 國土 をい ふ もの 

と 了解 せられぬ こと はない が、 後 國に關 して は 他に 所見が なく、 且 上古 美 濃 

と稱 したの は、 和名 抄に本 巢郡美 濃 —— 今の 一 色 村 大字 ミノ ベ (見 延) は 其 名 

殘 であらう I と ある 地方 を 意味し、 後日の 美 濃 全國の 謂で はない から、 或 

は此 前後 は 時代の 新舊 をい ひ、 國造 家に 交迭 があった から 區 別して 揭げ たの 

かも 知れぬ (次章 參 照)。 記して 後 考をま つ 。 

斐陀 國。. 後日の 飛驊國 で、 ヒナ (夷) の 國の轉 呼と 思 はれる (第二 卷 ニニ ニ页 )。 

ニニ)  厶 

科 野國。 旣出 (第二 卷 一四 三 n) 11 本に は 神 野と 誤り、 陸 奧諸國 と 出 羽との 中 

間に 序次して 居る が、 明に 錯簡と 思 はれる から、 此處に 移した。 

上 毛 野國。 後日の 上野 國 である。 豊 城入彥 命の 分封 地で (第三 卷 六四页 )、 和お 


^であるから、 阈 造と は 名乗らなかった やうで ある。 I 此國內 にも 和氣領 

以外の 地域が 存じ、 倭 建 命の 御 火燒に 奉仕した 東 (吾妻)^ 造と 稱 する もの も 

あった (第 四卷 ニ〇 二 頁)。 

下 毛 野國。 後日の 下野 國の 南部 地方 をい ひ、 仁德 朝に！： 造 を 置かれた と ある 

が、 始祖 奈良別 は 上 毛 野 君の 出で あるから、 其 後裔 も國 造と は 名乘ら す、 ^ 

に 下 毛 野 君と 稱 した。 

道奧菊 多國。 和名 抄に菊 多 (木久 冬) 郡と あり、 今の 石 城 郡の 一 部分で ある。 

(九 二)  ^  o  も 

道ロ岐 閙國。 . 迸 口が 道 尻の 誤記と 思 はれる こと は 前篇 第三 卷 (一二 五 貝) に 論 

じた £ りで ある。 爽地 平定に 伴うて キ へ (柵 戶) は 前進した ので あるから、 ど 

の 部分 をい ふの か 判明せ ぬが、 以下 列擧 する 諸國と 同時代に 许存 したと すれ 

ば、 其最 北の 伊久 國 よりも 北方に 置かれた ものと せねば ならぬ。 

(八 二)  .  , 

阿に 阀。 陸奧 (岩 代) 國 安積 部 
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思國。 思はシ ノブの 假 字と 思 はれる。 從 來ォモ ヒと訓 み、 或は 一本 m 心太と あ 

るに 從 うて 志 太 郡 (陸 前) を 之に 擬する ものが あるが、 阈 造の 名 號から 推考す 

るに 後記 信 夫國の 重出で あらねば ならぬ。 —— 无邪志 及 胸 刺と 同 例で ある。 

伊久 國。 陸奧 (磐 城) 國 伊具 郡 

シメ  、, (八 三) 

染 羽國。 陸 奧國標 葉 郡 〔和〕 卽ち 今の 磐 城 國雙葉 郡。 和名 抄には 志 波と 訓 して 

あるが、 染羽 も標葉 もシメ ハと訓 まねば ならぬ 字で あるから、 恐らく は誤寫 

であらう。  . 

ゥキ タ (一 一一 一 ) 

浮 田國。 和名 抄に 陸奧阈 宇多 郡と ある 地で、 今の 相 馬 郡の 一 部分で ある。 ク 

タとク キタと は 意義 を 同じう する (五— 一 一 四 七 H0。 

(八 5 

信 夫國。 上記の 如く 重出で ある。 信 夫 は 和名 抄に志 乃不國 分爲ニ 伊達 郡 一と 注 

記せられ、 今の 岩代國 伊達 信 夫 二 郡に あたる。 

(八 七) 

白 河國。 磐城國 東西 白 川 郡 及 西 白 河 郡 (第 四卷 一 九 五頁參 10。 


松 背國。 岩 代 國岩瀨 郡 

. わ 城國。 ミさ磐 城 國石城 郡。 常 陸 風土記に よれば 此郡 は孝德 朝に 多珂國 から 分立 

したと あり、 上 揭菊多 國も郡 內に存 する から、 此石 城國は 恐らく は 其 南方の 

地で、 今の 常陸國 の多賀 郡に 跨がって 居た ので あらう- 

那 須國。 eg 後日の 下野 國那須 郡で あるが、 國 造本 紀の 序次に よれば、 上古 此地 

方 は^ 奧に屬 したので あるか も 知れぬ 

出ぬ^。 諾羅朝 御世 和 銅 五 年 割 n 陸奧 越後 二 國-始 置 ニ此國 一也と ある。 

北陸 及 山陰 

若 狹國。 耳 別 (第一 ー卷 一 八 六 S 領 以外の 地方 をい ふの で あらう。 

高志阈 。2C 旣出 (第二 卷 一七 六 HOI 此コシ の國は 今の 越 前の 一 地方の 謂と 思 は 

れる。 

三阈 阈。… 5 繼體 天皇の 御 母 振嫒の 《 ^は 三 國の坂 中 井と あり 〔紀 ，」、 今 も 越前國 

北^ 及 山陰  四 4 
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坂 井 郡三國 町に 其 名 を 留めて 居る が、 古 は 更に 廣ぃ 地域の 稱 呼であった ので 

あらう。 

(一〇) 

角 鹿國。 越 前 國敦賀 郡 (第三 卷 二三 1 1 頁 參照) 

賀 我國。 難 波 朝 御代 隸 二 越前國 f 嗟峨朝 御世 弘仁 十四 年 割，, 越 前國， 分爲 ，, 加賀 

國, と あるが、 カガ とい ふ 稱呼は 郡 名と して 其 以前から 存し、 古 は ー阈と 见 

られ た。 次の 加 宜國が 其で ある。 

(七 九) 

加 宜國。 旣出 (第一 一 卷 ニニ 七 no I 右の 賀我國 の 重出で ある。 

江 沼國。 加 賀國江 沼 郡 

ill) 

能 等國。 旣出 (第一 1 卷 1 三 六 頁) (第三 卷 1 九 一 1 頁) 

羽 咋國。 旣出 (第三 卷 一九二 頁) 

(二 五) 

伊彌 頭國。 越 中 國射水 郡 

久比 岐國。 越後 國頸城 郡 (第三 卷 一 九， 一 頁參 照) 


S 志 深 江國。 旣出 (第一 ー卷ー 一一 一七 頁) II 能 等と 羽咋 との 間に 序す ベ きで ある。 

佐 渡國。 佐 渡 島 (一 11 六七頁 ) 

丹 波國。 諾良朝 御世 和 銅 六 年 割 二 丹 波 國ー置 ^ 丹後國 一と ある。 I！ 國史 大系 本 

には國 造の 名 を あげて 居る が、 次章 (第 七 九 頁) に 論 やる やうに 疑の ある ことで 

あり、 道主 王以來 朝廷の 直轄に 屬 したやう であるから、 國造は 置かれな かつ 

たものと 思 はれる。 

(二八) 

伹遲 麻國。 旣出 (第二 卷 一九 三 頁) 

二方 阈。 (§ 但馬阈 二方 郡 〔和〕。 1. 近年 美 含 郡と 合许 して^ 方 郡と 稱 する。 

n-!o)  - 

稻 葉^。 因幡！； (四. I 一 一三 頁 參照) 

波 伯國。 伯耆國 

出 雲國。 旣出 (第三 卷ニ 一 一  頁) 

石 兌！：。 旣出 (第三 卷 二八 SHO II 國 名の 起原 は 那賀郡 石見鄕 〔和〕 で、 今 も 石 

北陸 及 山陰  四 九 
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兌 村と 稱 する。 此海濱 に は 岩礁が 多い ので 岩 海と 名 づけた とい ふ說が ある。 

意 岐國。 隱岐島 ( 一 I 一  六 六頁參 照) 

山陽 道 

針 間國。 後記 ニ國 以西 をい ふ もの、 やうで あるが、 其 疆域は 判明せ ぬ。 

(一 ニニ) 

針 間鴨 國。 播磨國 賀茂郡 〔和〕 i 今 加 東、 加 西 二 郡に 分れて 居る e 

so 

明 石國。 同 國明石 郡 

美 作國。 諾羅朝 和 銅 六 年 割ニ備 前國- 置，， 美 作國" 

大 伯國。 備前國 邑久郡 

上 道國。 旣出 (第二 卷 一 六 七 貝) 

( 一 三) 

三 野國。 備前國 御 野 郡 〔和〕 I 今 御津 郡に 屬 する。 

(一四) 

下道 國。 旣出 (第二 卷 一 六 七 頁) 

(1 五) 

加 夜國。 備中國 賀夜郡 〔和〕 —— 今の 吉備 郡の 東南 部 をい ふ。 


笠お 國。 二 笠 臣の颌 する 國と いふ 意味 かも 知れぬ が、 カサは 地名で あるから 

笠！； というて 然るべ きで ある。 今の 備中國 小 田 郡 笠 岡 町 附近で あらう (第二 卷 

一 六 A 頁)。 

7:H 備屮縣 ！：。 旣出 (第三 卷 一 九 三 K) 

(九) 

吉備 穴國。 旣出 (第 四卷 一 五 Qn) 

吉 備品 治國。 旣出 (第一 ー卷 一 九 一 B 

(八 〇) 

阿岐！：。 安藝 國 安藝 郡 

大 國。 周 防 國大島 郡 

波久 吱國。 旣出 (五丄 一 一 五、！ 一七 七 ぼ) (第三 卷 ； 九 三 K) I 上記 笠 (臣 )！： に^す 

る もの 、やうで あるから、 大嶋の 次に 序し 仁の は錯簡 とせねば ならぬ。 

右の 外に も 古 備諸國 の 順位 は 地の 理に合 はす、 柬 方から 擧げ ると すれば、 上 道、 

三げ、 加 夜、 下道、 中縣、 笠、 波 久岐、 穴、 品 治と 序次す ベ きで ある。 


第一章. 岡堺 制定 (成 務^ 皇 -  五 二 

r>> 七ノ 

周 防國。 佐 波 郡 方面 をい ふので あらう (第 四卷五 〇 頁參 照)。 

都 怒國。 周 防 國都濃 郡 I— 右の 同 防國の 前に 移す ベ きで ある。 

(九九) 

穴 門國。 長門國 

(五 J?) 

阿武 國。 長門國 阿武 郡 

南海 及 西 海. 

紀 伊國。 旣出 (三— 一 ニニ 八 頁) (第 一 卷九 四、 1 1 七三 頁) (第 四卷 一 一 頁) 

熊 野國。 旣出 (第 一 卷八 六、 九 四 頁) 

d じ) 

淡 道國。 旣出 (第二 卷ニ 〇七百0 

(一 0〇)  [ . 

粟國。 阿波 國 阿波 郡 

<ri  二) 

娃國。 同 國那賀 郡 

a  二 七 >> 

瓚 岐國。 旣出 (第 四 卷ニ六 六 n) 

伊 余國。 伊豫 國 伊豫 郡 


久 味國。 同 久米郡 II 今溫泉 郡に 屬 する e 

(五 B- 

小 市！：。 同 越智郡 

怒 麻國。 同 野 間 郡 I 今越智 郡に 屬 する： 

, 五 五 * 

風速^。 同 風 早 郡 今溫泉 郡に 屬 する G 

右の 五國の 序列 も 亦 小 市、 怒 麻、 風 早、 伊佘、 久 味と あるべ きで ある C 

(六 三) 

都 佐！；。  土 佐 國土佐 郡 

波 多國。 Zi! 國幡多 郡  - 

筑 志國。 旣出 (第一 一 卷 _. 七 五 頁) 

竺志米 多國。 古事記 應神 天皇の 卷 にも 此 地名が 見える が、 夙に 消失した e 或 

は 和名 抄に肥 前 國三根 郡 米 多と ある 地 (第 四卷ー 一九 页) を 以て 之に 擬し、 或は 

末 多と ある 本に 從 うて、 筑前國 下座 郡 馬 田 (無 萬 多) 鄕 〔和〕 であらう と い ふ も 

Q も あるが、 此米多 は 序次から いうても 肥 前と は 思 はれ や、 和名 抄の訓 註 を 

南海 及 S 海 .  五三 
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無視して 馬 田 を マ タと訓 むこと も g: が ある がら、 或は メタ 又は マタ ま、 づれ 

もミタ r 御田) の 音便で、 御代田の 轉 呼なる 席 田 郡 をい ふので は あるまい か。 

^内に は 大國鄕 〔和〕、 久爾驛 〔式〕 とい ふ 地名 も あるから 由緒の ある 地域なる 

こと は 疑な く、 其 月隈村 (現在 筑紫郡 席 田 村の 大字) は 初代 國 造の 名き き 奴 加 

广 本に 女 加と あるの は誤寫 であらう) と緣が ある やうに 思 はれる。 

豊 國。. 既出 (第 四卷 五六 頁) —— この 豊國は 豐前國 仲津郡 地方 を 意味す る。 

宇佐 國。 旣出 (五丄 一 一 七 頁) (第 一 卷五 七、 1 一七 三 頁) 

國 前國。 旣出 (第 四 卷五七 頁) 

S 八) 

比 多國。 豊後國 日 高 (比 多) 郡 〔和〕—  —今日 田 郡と S へ る。 

(S) 

火國。 旣出 (第一 一 卷 一 三 九 頁) (第 四卷 一 〇 一 頁) 

松 ほ 國。 津は 恐らく は 浦の 誤記で、 次 G 末 羅國の 重出で あらう。 

へ 五一) 

末 羅阈。 肥 前 國松沛 郡 〔和〕—  —今 東西南北の 四 郡に 分れて g る。 


阿蘇！：。 旣出 (^一 ー卷 一 四 〇 頁) (第 四卷 〇 一 七 頁) 

葦 分阈。 肥後國 葦北 郡 

天草 國。 同 天草 郡 

日向 國。 旣出 (第 四卷八 六、 一 一七 六 頁) 

ミ 3  二へ  チ  ヲサ 

火 隅國。 纏 向日 代 朝 御世 治平、 隼 人 同祖、 初 小、 仁 德帝代 者 伏 布爲， -曰佐 - 賜二國 

造 一と ある。 伏 布 は 恐らく は歸順 者と いふ 意で るら う。 

藤 * 阈。 襖 向日 代 朝、 伐 ニ薩摩 隼ん 等- 鎭之、 仁德朝 代、 曰： K 改爲ン 直と ある。 

伊吉 嶋。 壹岐國 (五 丄三三 no 

對馬 縣。 旣出 (三 上 一 〇 四 頁) (五丄 一 一 八 頁) 

葛津 立國。 立 は 衍字で、 肥 前 國藤津 郡 をい ふので あらう (第 四卷ー 二 五 頁)。 

多^ ft。 薩摩國 種子 島 ITI 國造は 置かれな か つ た。 

^海 及 re: 海  五 五 
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國 造本 紀は 信用す ベ き 古記 錄と 認定 せられて 居る ので あるが、 上記の 如く 和 銅 乃 

至弘仁 年間の 記事が あり、 又无邪 志と 胸 刺、 信 夫と 思、 賀 我と 加宜、 末羅と 松、 4 

(浦の 誤記) の 如き 重複の ある 所 を 見る と、 孝德朝 以前の 原文 を 其 ま、 傳寫 した も 

ので はなく、 嵯峨朝 以後の 人が 補 筆した ものと せねば ならぬ。 されば 必 しも 盡く 

信す るに 足らぬ が、 後代の 倂合分 置が 記 注せられ て 居る もの、 外 は、 大體に 於て 

上代の 行政 區 劃と 見て 妨は な い と 信 や るので ある。 


第一 一章 國造 配置 

皇別 I 物 部 氏族 I 葛 木 (尾 張) 氏 II 出 雲 氏 I 賀茂 及紀氏 I. 海人 系 

舊事 紀の國 造本 紀 によれば、 國 造の 大部分 は志賀 高穴穗 (成 務) 朝の 定 賜と ある 

が、 以ド 逐一 撿討 する やうに、 世代の 合 はぬ もの も少く はない から、 此 天皇の 御 

代に 火 小の 國造を 定められ たと ある 傳說 によって、 任命 年代の 不明な もの は 一 括 

して 此 朝に 繋け たものと 思 はれる。 其出自 及名號 についても 疑問 又は 不可解と す 

べき ものがない ではない が、 第二 卷 以下に 述べた 皇族の 分封と 相 待って、 此 時代 

に 於け る 地方行政 上の 實權の 所在 を 察する ことが 出來 ると 信す るから、 以： 卜 左の 

方針 を 以て！； 造本 紀を 拔萃 し、 簡單 なる 註 釋を加 へ る。 

(ィ) 染神朝 以前の 任命と 稱 する もの は、 旣に第 一 卷 乃至 第三 卷に揭 げたから 之 
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を 省く" 

( 口  ) 仁德朝 以降の 定賜は 下 毛 野、 加宜、 都 怒、 淡 道、 大隅 及薩摩 (以上 仁德 朝)、 江 沼 

(反 正朝)、 若狹 (允恭 朝)、 穗、 賀我、 羽咋 (雄 略 朝)、 伊吉 S 體朝) の諸國 であるが、 

本 篇には 直接 關 係がない から、 之 を 省く か 若く は 附記す るに 止め、 以下に は 

景行 乃至 應神 朝定 賜と ある 國造 のみ を列擧 する。 

(、ノ ) 前章に 揭 げた 國の 順位に よらす、 皇族 及 諸氏 族 別 を 以て 記載す る。 - —前 

章と 對 照の 爲に名 號の下 右 旁に 同 一 数字 を 細 書す る ことにした II 其 は 勢力 

の 分布 を 知る 最 有効 手段で あると 信す るからで ある。 

皇  別  - 

皇 別の 國造は 最も 多數を 占めて 居る から、 更に 出 系 別にして 前三卷 との 參 照に 

便に する。 

(ィ) 神 八 井耳 系 (多臣 、火 君 氏)。 此 系統から 仲、 科 野、 伊 余、 火、 阿蘇 國造を 出し 


たこと は、 旣にぉ 二 S (；； ：； 七！ OK 下) に^ 述 した 通りで あるが、 國 造本 紀 には忡 及 

m お！： 造 を成務 朝の 任命と し、 他に 應神 朝定 賜と 稱 する 印波 國 造を擧 げた 外 は、 

^ く^ 神 朝の 定置と ある。 さりながら 以ドに 表示す る 初代 國 造の 世 次に よれば 杜 

撰で あると いはねば ならぬ。 

建 借 馬 命 (仲阈 造)。 崇神 朝の 人 (第一 ー卷  一 3 四 頁 以下)。 

(二) 

許 利 命 (印波 國 造)。 神 八 井耳 命 八 世の 孫と あるから、 崇神 天皇と 同 世代 

の 人と せねば ならぬ。 恐らく は 建 借 馬 命 及黑坂 命と 同時に 出征し、 此 地方 鏔 

定 のた め殘留 したので あらう。 印波 (印幡 )！： と忡 (那賀 ) 國とは 上古 霞が 浦 を 

距て ゝ相 隣して 居た ので ある。 ィム パの 原義 は イミ 一一 "(忌 庭) であるから、 

ぉ$ を 世 職と した 神-へ 井耳 命 (第一 ー卷： 二 七- n)Q 子孫が、 地方 領主と して 司祭 者 

を * 務し たこと は 有り^べ きで、 伊都 許 利と いふ 名 號も亦 神をィ ッ ク (资) ァ 

リ (^ ん) とい ふ 意で ある。 
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S 

建 五 百 建 命 (科 野國 造)。 祌八 井耳 命の 孫と あるの は 明に 誤記で、 崇神 朝の 人 

と 推定 せられる こと は 第一 一 卷( 一 §： 三- n) に 述べ た 通， o である。 建 五 百 建はタ 

ケィホ タケ〃 と訓 み、 上の タケ (武) は 美稱、 ィホは 地名で (所在 不明)、 其 地 

の タケ だ (武將 ) とい ふ 意 を 以て 稱號 としたので あらう。 

S シ キタナ 

速 後上 命 (伊 余國 造)。 敷桁彥 命の 兒と ある。 伊豫 は景行 朝に 於て 始めて 朝廷 

の 治下に 屬 したと 推斷 すべ き 理由が あるから (第 四卷 一 五 员)、 敷 桁 彥も景 行 天 

皇の 西征に 供奉した 一 將 とすべき で、 其 子が 成務 朝に 此國の 造に 任ぜられ 仁 

こと は 有り得る。 速 後上 は ；' ャ ノ チア ガリと 訓み、 、ノ ャ (捷) は美稱 であらう 

が、 ノ チア ガリと いふ 名 號の所 由を詳 にせぬ。 

遲男江 命 (火國 造)。 志 貴 多奈彥 命の 兒と ある。 志 貴 多 奈彥は 右の 敷 桁彥と zi: 

人で あらねば ならぬ から、 其 子は當 然成務 朝の 人で ある (第三 卷ー 一八 六 頁 )o 

速 瓶 玉 命 (阿 蘇 阈 造 ) 。 神 八 井耳 命の 孫と あ るが、 恐らく は 右の 志 貴 多 奈 彥 の 


孫の 誤傳 であらう。 若し 然り とすれば 火國造 家から 分岐した もので、 一 世代 

後の こと V せねば ならぬ。 " ャ (捷) ミカ (御 駿) タマ (靈) は 其 子孫の 泰 つた^ 

號と思 はれる。 

(JO 天 足彥系 (和邇 氏)。 此 系統に 屬 する 武社、 額 田、 吉備 穴の 三國造 中、 穴國 

造の みは 景行 朝、 他 は 成務朝 任命と ある。 

(七) 

彥忍 人命 (武 社國 造)。 ，彥意 祁都 命の 孫と あるから、 世代から 言へば 垂仁 朝の 

人で あらねば ならぬ が、 日本 武尊の 供奉 者の 一 人と して 東征 中、 此國に 土着 

した こと も あり 得る (第 一 一 卷 一 五 九 ほ 00 オシ ヒ トは 大人の 謂で ある。 

大直侶 宇 命 (額 田國 造)。 彥訓服 命の 孫と あるから、 景行— 成務 朝の 人と 思 は 

れる。 直 侶 宇 は 恐らく は眞侶 子の 誤記で あらう。 マ レ (稀) コ (千) の^で、 之 

を 名と する 貴人 は少く はない。 

： へ 干：： 七^ (穴國 造)。 同じ く杳 \訓 服 命 の 孫と ある。 恐 ら く は 日本 武 尊が 穴戶神 
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を 征服 せられた 時 (第 四卷 一 五 〇 頁)、 此 地方 鎭定 のた め殘留 したので あらう。 

ャチは 谷の 意の 地名と 思 はれる が (四，— ： 〇ーハ页)、 其 所在 を詳 にせぬ。 

( ，ノ ) 吉 備津彥 系。 第一 一 卷( 一 六 三 nH 下) に擧 げた 上 道、 下道、 笠、 五 百 原、 國 前！： 

造の 外に、 吉 備に 在って は 三 野 及 加 夜の 兩國 造、 並に 越の 角 鹿、 肥 後の 葦 分の 國 

造も此 一 族と あり、 明示 せられて は 居らぬ が、 豐國造 も 同系に 屬 する もの、 やう 

である (第 四卷 五六； C0O 右の 中 吉備五 國は應 神 朝の 公認で、 葦 分は景 行朝定 賜と あ 

り、 其 他 は成務 朝の 任命と せられて 居る。 卽ち 

建 功 狹日命 (角 鹿阈 造」。 吉 備臣祖 若武彥 命の 孫と あるが、 世代が 合 はぬ か 

ら、 若し 此 系統に 屬 する ことが 事實 とすれば、 四 世 乃至 五世の 孫と せねば な 

らぬ。 但し 若 武彥と あるの は 角 鹿 海 直の 祖 日子 刺 肩 別命の 誤傳 であるか も 知 

れぬ (第二 卷ニハ 二 頁)。 建 功 は 字に よれば タケイ サヲ (シ) であるが、 ィサヲ 

(シ) とい ふ 語が 此當時 用 ひられた か 疑問で あ るから、 或は 他に 義訓が あ つ た 


ので は あるまい か。 サヒは 利 匁の 義で ある (四— 三 一 頁 )o 

S 加 部彥命 (廬 原國 造)。 吉 備武彥 命の 子で、 池 田 坂 井 君の 祖と ある。 池 田 は 

祌名 帳に 有 度 郡 池 田 神社と ある 地 (今 安倍 郡に 屬し 豐田 村の 大字で ある) で、 

奴 井 は 其 鄕に存 した 井泉の 名で あらう。 意 加部彥 について は旣に 第二 卷( 一 六 

九- n) に 述べた C 

多佐臣 (上 道國 造)。 中彥 命の 兒。 多 佐 は 居住地から 出た 稱號 らしく、 雄略紀 

にも 吉備上 道 臣田狹 とい ふ もの.^ 名が 見える。 

^^命 (三 野國 造) e 

兄 « 命 (下道 國 造)。 亦 名 稻建別 

( 一 五) 

中彥命 (加 夜國 造)。 

兄彥、 中彥、 弟彥 は吉備 御友 別の 子で、 吉備 武彥の 孫に あたり、 應祌 朝に 分封 

せられた ことが 紀 にも 明記 せれて 居る (第二 卷 一 六 五 頁)。 
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i ヒラ  <!  (二 o 

笠 三枚 臣 (笠 臣國 造)。 鴨 別命 八 世 孫と あるが、 鴨 別 は 右の 御友 別の 弟で、 神 

功 朝の 武將 であるから (第二 卷ー 六 六 頁)、 其 八 世の 孫が 應神 朝に 在世した こと 

は 有り得ぬ。 されば 國 造に 定められ たの は 鴨 別の 子で、 其 後裔なる 三枚 臣の 

ことが 附記 せられて 居た の を誤傳 したので あらう。 ミヒラ (三枚) は 名で、 笠 

の緣 語で ある。 

字：^ 自命 (國 前國 造)。 旣出 (第一 ー卷 一 七 GSO (第 Si 卷五七 页)。 

三 井根 子 命 (葦 分國 造)。 吉 備津彥 命の 兒と ある。 吉備 津彥は 世襲 名の やうで 

あるから (第一 ー卷 一 六 六 H0、 これ は吉備 氏の 人と いふ ほどの 意味に 解す ベ きで 

ある。 恐らく は景行 天皇の 供奉 者の 一 人で、 此 地方 鎭定 のた め殘留 した もの 

であらう。 

宇 那足尼 (豐國 造)。 伊 長國造 同祖と あり、 伊 長に ついては 所見がない が、 吉 

備 系と 思 はれる こと は前卷 (第五 六 頁) に 論じた 通りで ある。 I 天孫 本紀 〔舊 


*ケ 一に よれば、 尾 張 氏 九 世 置 部與曾 命の 兒、 大原足 尼と 稱 する もの も 亦 筑紫豊 

國々 造 等の 祖と あるが、 其 は 後記の 如く 比 多 (豊 後國日 田) の阈 造の ことで あ 

らう 

( ュ ) 大彥系 (阿部 氏)。 此 系統と 明記 せられて 居る の は、 那須、 高 志、 筑 志の 三 

國造 であるが、 筑波國 造 も 亦 同系と 推定 せられる。 景 行朝定 賜と ある 那須國 造の 

外に $: 次 朝の 任命と せられて 居る。 

(二  9  3 

大は命 (那 須國 造)。 建 沼 河 命の 孫と ある 

市 入 命 (高 志國造 乂- 一一) 阿 SS 臣凰 K 主. 田 心 命 三世の 孫と ある ^ 第二 卷 一 七 六. 頁 )0 田 

、：^ 叩よ 臣 泛 の 始祖 比 古 伊那 許 志 別の 子と 思 はれる から、 其 三世の 孫なる 

^人命 は 正に 成務 朝の 人で ある。 ィ チリ (市人) は 市 乾 鹿 文 及 市 鹿 文の イチ 

(^四 卷八ー rno に 敬稱リ (貴人) を そ へた もの、 やうで ある。 

n 道 命 (筑 志阈 造)。」 ョ 阿倍 臣 同祖 大彥命 五世の 孫と ある (第二 卷 一七 五 no。 刊本 
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に は 日 道と あるが、 上 毛 野 君 氏に も 田 道と 名乘る ものが あり 〔仁德 紀〕、 トミ 

主の 轉呼 若く は タミ (民) チ (主) の 意 を 以て 領主の 稱號に 用 ひた ものと も 解せ 

られ るから、 姑く 田 道と して 置く。 

f  .  0  二 5 

阿 iS 色 命 (筑 波國 造)。 忍 凝 見 命の 孫と あるの みで、 氏族 を 示して 居らぬ が、 

ァ ベ (阿倍) を冠稱 として 居る のみなら や、 忍 凝 見と いふ 名 號もォ シ (大) コ リ 

(大人) 、、、(身) の 三 語 分子より 成り、 上記 那須國 造 大臣 (大 大身) とほ ゾ 同義で 

あるから、 或は 同一 人 をい ひ、 那須 から 分岐した のか も 知れぬ。 若し 然りと 

すれば 仲哀 (神 功) 朝 以後の 定 賜と 思 はれる。 

右の 外 允恭 朝定 賜と ある 若 狹國造 荒礪命 も、 膳 臣祖佐 白米 命の 兒と あるから、 ：！： 

1 系統に 屬 する。 

(ホ) 彥太忍 信 系 (武內 宿 禰の裔 )。 成務 朝の 定賜 として 左記 兩國造 を 擧げて 居 

るが、 其 年代に ついては 疑が ある。 


若 長足^ (三國 々造)。 宗我臣 祖彥太 忍 信 命 四 世 孫と ある。 ワカ (稚) は 冠稱、 

ナガ は 地名で、 後日の 越 前 阈坂井 郡長 畝 村 は 恐らく は 其名殘 であらう。 — 

和名 抄にも 長 畝 (奈 宇禰) と あるが、 クネ (大系) は スクネ (K 系) とほ.： ^同義で 

あるから、 長足 尼の 名に よつ て 後日 クネを そ へ たの かも 知れぬ。 

(二 五)  卩 ，  I 

大河 昔 足：^ (伊 彌頭國 造)。 宗我 同祖 建內足 尼の 孫と ある。 河 昔 は 力 、ノ トと i 

み、 川 門の 怠の 地名と 思 はれる が 所在 を詳 にせぬ C 

^太 忍^の 四 世の 孫と あるの は武內 宿禰の 孫と いふに 同じく、 其 末子で 江 沼财に 

の祖 となった 若 子 宿 禰の兒 と 推定 せられる。 武內宿 禰は成 務天皂 と M 年と 俾 へら 

れ (^二 七 n)、 若 子 宿 禰は其 名に よっても 明なる が 如く、 晚 年の 所 生で あるから、 

其 子等 は ffi 神 天皇よりも 年長で はあり 得す、 成務 朝に 國 造に 任命せられ た箬 がな 

い。 ：！： 一氏 L^i し、 ぼ. 正朝に 定 賜せられ 仁 江 沼國造 志 波 勝 足 尼が 武內宿 禰四世 孫 

と あるの を 見ても、 上記 兩國 は應神 朝の 定賜 とせねば ならぬ C 其 他 都 怒！： 造は紀 

皇  別  七 
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臣 同祖 都 怒 足 尼の 子 男 島 足：：^、 穗阈造 は 生 江 臣祖葛 城 襲 津彥命 四 世の 孫蒐 上^^ 

と あるから 同 一 族で あるが、 前者 は仁德 朝、 後者 は 雄 略 朝の 定賜 とあって、 本黧 

の 時代 外で ある。 

( " ) 彥坐 系。 狹穗彥 王の 後なる 甲斐 阈造、 水 穗眞若 王の 後なる 淡 海 r5) 國造、 

大筒 木眞若 王の 孫 息 長宿禰 王の 後なる 但遲 麻及吉 備品 治阈造 (第二 卷ー 八五页 以下) 

の 外に 稻葉國 造 を あげ、 いづれ も景行 I 成務 朝の 定賜 として 居る が、 世代 又は ut 

代に 疑の ある ものが ある。 

鹽海足 尼 (甲斐 國 造)。 旣出 (第 1 ー卷 一 八 五 no 

(一 一七) 

火 陀牟夜 別 (淡 海國 造： r 旣出 (第一 一 卷 一 八 八 -8—  —但し 記に 多 遲麼國 造と して 

あげた 大多牟 坂 王 に 相當す るかの やうに 說 いたの は 誤りで、 此 は彥^ 王 三世 

の 孫と あるから、 总良宿 禰 王と 世代 を 同う し、 類 名で は あるが 別ん とせ 3 ズ 

ならぬ。 


船穗足 厄 (但 遲麻國 造)。 旣出 (第一 一 卷 一 九 三 頁) 

0 1 九) 

大船 足 尼 (古 備品 治阈 造)。 旣出 (第 1 1 卷 一 九 1 1 頁) 

彥多 都彥命 (稻 葉國 造)。 彥坐 王の 兒と あるから、 丹 波 比 古 多多 須美 知能 宇斯 

王の ことで あらう が、 其 は崇神 朝に 活躍した 皇室の 近親で あるから、 成務朝 

ま で 生存して 國 造に 任命 せられ 仁と は考 へられぬ。 恐らく は 其 女 竹 野嫒の 子 

孫が 此地 を領 し、 出 系 を 皇室に 託した ので、 國 造を定 賜せられ たの は 成務朝 

のこと であった かも 知れぬ。 

( ト ) 豊城 入彥系 (上 毛 野 氏)。 此 系統に 屬す る もの は 次 の 兩國造 のみで、 い づ 

れも成 務朝伃 命と ある。 

賀我別 王 (浮 田國 造)。 崇神 天皇 五世の 孫と あるから、 御 諸 別 王の 子と 思 はれ 

る。 神 功紀に よれば 韓國に 出征した と あり、 應神 朝に 上 毛 野 君 荒 田 別と 共に 

百 濟に逍 はされ た 巫 別 も：^ 人の やうで あるから、 巫 は カム コと訓 み 神 
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子 を 意味し、 力、 ガ (神 子) と 同義で ある (第一 ー卷ー ー〇 三、 一 三 七 no 應神 朝のお 

賜と 思 はれる。 

，： 巾 人別 命 (針 間鴨 國 造)。 上 毛 野 同祖 御穗 別命の 兒と ある。 御穗 別命 は 右の 御 

諸 別 王と 同人 か、 ミ モ t! 卽ちミ ム d  (御室) とミ ホ (御 廬) と は ほ， ゝ 同義で 

ある 或は 彥八綱 田 (第三 卷ー 二  5) の 一 子で、 彥狹岛 王の 兄弟であった か 

も 知れぬ。 若し 然 b とすれば 景行朝 のん とせねば ならぬ。 市 入の 名の 義は上 

に 述べた。 

(チ) 爾餘の 皇胤。 崇神朝 以降 の皇 別と して は 次の 國造 を擧 ぐべき である。 

(HI 二) 

彥狹島 命 (能 等國 造)。 活 目 帝 皇子 大入來 命の 孫と あるが、 誤傳と ^はれる こ 

と は 第三 卷 (三 九、 一 九 二 页) に 述べ た 通りで ある。 

武 伊賀 都 別命 (伊賀 阈 造)。 意知 別命 三世の 孫と あるが、 ォチ別 は垂仁 天皇の 

御子で あるから (第三 卷 五六 頁)、 其 I 孫 は應神 天皇と 同 世代で、 成務朝 任命と 


あ る の は 疑問と せ ねばならぬ： 

伊許自 別命 (針 間國 造)。 (一一き 稻 背入彥 命の 孫と あり、 成 務朝定 賜と せられて 居る 

が、 世た が 合 はぬ から、 姓氏 錄佐伯 直の 系譜に 從ひ (第 四 卷ニ九 四 3、 應神朝 

の 任命と すべ きで ある。 ィ コ ジは齋 子 主の 謂で あらう つ 

須賣 保禮命 (讚 岐國 造)^ さ 景行帝 兒神櫛 王 三世の 孫で 應神 朝の 任命と ある (笫 

ra: 卷ニ六 六 K)。 スメ ホレの 語義 は 判明せ ぬが、 ス メは淨 身の 意 を 以て 美稱に 

用 ひたの で あらう (四丄 10〇 頁)。 

老男 (日向 國造 )o へ 一 S 豊國別 皇子 三世の 孫で、 應砷 朝の 定 賜と ある (第 W 卷ニ七 六 

左記 は 仁德朝 以降の 定賜 であるが、 少しく 論議 を 要する ものが あるから、 爱に 刚 

記す る。 

^^か 加 (竺志 米多國 造)。 ) 息 長 公 同祖 稚沼毛 二 俣 命の 孫と あり、 成 務朝定 賜 

皇別  •  七 一 
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とせられて 居る が、 稚沼毛 二 俣 王 は應神 天皇の 御子で あるから、 其 孫 は 雄 略 

天皇と 同 世代で あらねば ならぬ。 女 加は旣 記の 如く 奴 加の 誤寫で (第五 四页)、 

力 は コ (子) と 同じく 一  種の 敬稱 であるから、 槻 野と いふ 地 (恐らく は 今の 筑 

前 國筑紫 郡 席 田 村 大字 月隈) に 住した が 故に 此名を 負う 仁ので あらう。 

(四〇) 

大兄 彥君 (賀 我國 造)。 三 尾 君 祖石撞 別命 四 世の 孫で、 雄 略 朝の 任命と ある" 

石撞 別命 は垂仁 皇子で あるから、 年代 は ほ V- 合致す る。 

(四 一 ) 

石 城 別 王 (羽 咋國 造)。 石撞 別命の 兒と あるの は紀の 所傳と 契合す るが (第 S 卷 

一三 页)、 之 を 雄 略朝定 賜と したの は 時代錯誤で、 成務 朝の ことか、 然ら すば 

石 城 別の 子孫の 一 人が 雄 略 朝に 就任した ので あらう。 

(ヅ) 未定 皇別。 阿波の 長 及 意岐國 造の 遠祖と 稱 せられる 觀松彥 色 止 (伊呂 止) 

命 は、 ミ マ ッ彥 を冠稱 とする 所 を 見る と、 皇族の 一 員と 推定せられ (第二 卷 五六 

頁)、 イロ トは弟 王 を 意味す るが (第二 卷三 四百 0、 紀 記に は 此名は 見えぬ。 世代から 


逆算す ると 懿德— 孝昭 朝の 人で あらねば ならぬ から、 觀松彥 香殖稻 (孝 昭) 天皇の 

御 笫に此 名の 皇子が あつたの かも 知れぬ。 

韓 W 足 尼 (長國 造)。 成務 朝の 任命で、 右の 觀松彥 色 止 命 九 世の 孫と ある。 力 

ラセ は 地名で あらう が、 所在 を詳 にせぬ。 

厶  (ES)  厶 

十挨命 (意 岐國 造)。 應神 朝の 定 賜で、 觀松彥 伊 呂止命 五世の 孫と ある。 應神 

天皇より 五代 前と いへば、 崇神 天皇と 同 世代で あるが、 上記 長阈 造の 遠祖な 

る 觀松彥 色 止 命と 別人と は 思 はれぬ から、 五 は 誤記で あらう。 十 挨も亦 不可 

讀な るが 故に、 —前 田 本に はトヲ ヱと 訓 して あるが 挨は 握な どのお お 

で、 十ッ 力と 訓み、 十 世の 孫 を 意味した のか も 知れぬ (第 四卷 一六 八. n)。 

物 部 氏族 

此^ 族 は 或 時代に は、 皇 別に 次いで 繁榮 したから、 多くの 國造を 出して おる C 

國 造本 紀に成 務朝定 賜と して 擧 げられ たの は 左記の 七 家で ある。 

物 部 氏族  七三 
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(E 五) 

知 波 夜 命 (參 河國 造)。 出 雲 色 大臣 命 五世の 孫と あり、 物 部 系譜 〔舊 五〕 にも 其 

子 大木 食 命の 後と あるが、 參 河との 所 緣を詳 にせぬ。 チ ，ノ ャ は靈捷 の^  (五— 

四 二 頁)。 

印 岐美命 (遠 淡海國 造)。 伊香 色 雄 命の 兒と あるが、 世代が 相違す るから、 物 

部 系譜に 十 市 根 命の 兒と ある を 可とする。 印岐美 はィム キミと 訓み、 齋 君の 

意と 解すべき であらう。 ， —古事記 神代 卷に建 比 良 鳥 命の 後と ある 遠 江國造 

は 別 系で ある (三— 二 〇五页)。 

(E 七) 

片堅石 命 (珠 流河國 造)。 大新川 命の 兒と あり、 物 部 系譜に は 十 市 根 命の 子と 

せられて 居る。 片堅石 を カタ シ ハと訓 むべ しと すれば、 片は 蛇足で あるが、 

W 本の 如く 須堅 石と して は 意 をな さぬ から、 一 種の 添頭假 字と 見るべき であ 

らう。 堅 石の 如く 健在 なれと いふ 意 を 以て 命名せられ たものと 思 はれる。 

船 瀨足尼 (久 自國 造)。 伊香 色 雄 命 三世の 孫と ある。 フナセ は 船 塞卽ち 船を圍 


ふ處 をい ひ、 久慈河 口 に も存 した の で 其 名 を 負う たので あらう。 

(E 九)  厶 

ぼ 賀夫良 命 (三 野後國 造)。 出 雲 大臣 命の 孫と あるが、 成務 朝の 定賜 とすれば 

少く とも 五世の 孫で あらねば ならぬ。 物 部 系譜に は 出 雲 醜 大臣 命の 子 大木 食 

命の 後と ある。 名の 所 由 不明。 

(五 0) 

大 阿斗 足 尼 (熊 野國 造)。 饒速日 命 五世の 孫と あるが 世代が あはぬ。 大 阿斗 足 

^は 恐らく は 物 部 氏 第二 世 味饒田 命の 後なる 阿刀 宿禰 (連) 氏ん をい ひ (五上 一 

二 九 頁 參照 y 五世 は 誤記で あらう。 

(五 一 ) 

矢 田稻吉 (末 羅國 造)。 穗積臣 同祖 大水 口 足 尼の 孫 レー あるが、 此も 世代が 合 は 

ぬから、 若し 成 務朝定 賜が 誤で ない とすれば、 少く とも 四 世の 孫と せねば な 

らぬ。 矢 田 は 大和の 地名で (第一 卷ー 一八 n)、 其稻 置であった 人が 景行 天皇の 

西征に 供奉し、 此 地に 殘留 したので は あるまい か。 ^人 勃興の 爲に廢 絕し勺 

の を、 仁德 朝に 至り 金 連 (物 部 第 十三 世) をして 復興せ しめられた ものと 思 は 

物 部 氏族  七 五 
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れる。 國 造本 紀に 後者 を 松津國 造と したの は、 旣述の 如く 松 浦の 誤記で、 伊 

香 色 雄 命の 孫と あるの も 疑問と せねば ならぬ。 

次の 四 家 は 仲哀朝 以降の 任命で ある。 

(五 二」 

印 幡足尼 (久， 努國 造)。 伊香 色男 命の 孫で 仲哀 朝の 定 賜と ある。 物 部 系譜に は 

上 揭印岐 美 連 を 遠 江國造 及久努 直の 祖 として 居る から、 恐らく は 其 子で あら 

う。 其 二 代 後に 印 葉 連と いふ 人が ある けれども、 應神 朝に 大連 を拜 任した と 

あるから、 同名異人と すべきで ある。 ィム 、パは イミ 二  "(齋 庭) の 約で あるか 

ら (第五 九页 )、 齋主を 兼ねた ものと 思 はれる。 

(五三)  ヌホ n 

若 建 命 (伊豆 國 造)。 神 功朝定 賜で、 物 部 連祖天 纏 捽命八 世の 孫と あるが、 物 

部 系譜に も 二十 五部 物 部 中に も蕤稗 命と いふ 名 は 見えぬ。 或は 後日 阈造 家が 

交迭 し、 物 部 氏人が 後 を 受けた の を 誤って 混同した ので は あるまい か。 

子 致命 (小 市國 造)。 大新川 命の 孫で、 應神 朝の 定 賜と ある。 物 部 系譜に も 大 


新 河 命の 孫 大小^ 連 は 小^ 直の 祖と あるから、 子 致 は 乎 致の 誤記で あらう、 し 

但し 世代が 相違す るから、 國 造と いふ 稱號を 得た もの は 其 二世の 後胤と せね 

,ま ならぬ。 

f 五 五..' 

w:^ 利へ 風速 國 造)。 伊香 色^ 命 四 世の 孫で、 應神 钥に定 賜せられ たと ある。 

物 部 系譜 伊與 連と あ - 0  乂 が 之 に 相 當 する もの、 やうで あるが、 若し アサ リレー 

稱 したと すれば ァ セ (阿兄) ァ リ (貴 V) の^の 敬稱 であらう。 

葛 木 (尾 張) 氏 

此 氏族 は 饒速日 命の 後と せられて 居る が、 此高天 系の 貴人の 来着 以前から 大和 

^お 城の 高 尾 張に 占 住した 舊名 族で、 母系 承統 であった 爲、 族長 權が饒 速 日 命の 

T 孫を經 て武內 ^禰系 に 移った こと は、 旣に 第二 卷 (八 九 n 以 ド) に 述 ベ た 通り で あ 

る。 族 人中の 或 もの は 尾 張國に 移住して 別に 尾 張 (尾 治) 連 家 を 起し、 其 他 は 大和 

に殘留 して 葛 木 直と 名乘 り、 いづれ も 男系 を 以て 相承す る やうに なった。 此 氏族 

葛 木 (尾 張) 氏  七 七 
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から 出た 國造は 左記の 三 家で、 一 列に 成 務朝定 賜と ある。 

( 五 六 ノ 

小 止與命 (尾 張國 造)。 天 別 天火 明 命 十 世の 孫と ある。 尾 張 氏 系譜 〔舊 五〕 によ 

れば乎 止 與命は 饒速日 命 第 十 一 世の 孫と あり、 姓氏 錄河內 神 別 尾 張 連の 

條 下に は 火 明 命 十四 世の 孫小豐 命と ある 祖父 弟彥 命の 代に 大和から 轉住 

して 大海 氏に 就いた もの、 や う で 、 其 子 淡 夜 別命 は 大海 部 直 等の 祖 とせられ 

て：^ る。 されば ヲ トヨの 命が 國造を 授けられ たの は、 母系の 緣 による ものと 

すべ きで あらう (第三 卷三八 頁) (第 四卷 1 1 一 〇 页參 照)。 

(五 七) 

大八埼 命 (斐 陀國 造)。 尾 張 連 祖瀛津 世襲 命と あるの みで、 其 世 次を脫 して e 

る 。 系譜 に 甲斐 國造等 の 祖とぁ る 尾 張 氏 九 世 彥與曾 命 の 子 大八椅 命 は 之に 當 

る もの、 やうで、 甲斐 は 恐らく は 斐陀の 誤寫、 埼と椅 と は 類字で あるから、 

いづれ か 一 方 を誤寫 とすべく、 八埼 (椅) とい ふ 地名から 出た 稱號 であらう。 

但し 飛驊は 交通の 不便な 山地で、 皇 化の 普及が 遲れ、 仁德朝 始めて 將軍を 派 


遣して 土 豪 宿 儺 を誅戮 せしめられ たと あるので あるから (四— 一八 一 頁)， 其よ 

り も 三代 以前なる 成務 朝に 國造を 置かれ たかは 疑問で、 或は 後日 右の 大八埼 

(椅) 命の 子孫が 美 濃 方面から 進出した ので あるか も 知れぬ。 

止 波 足：：^  (比 多阈 造)。 葛 城國造 同祖と ある。 1 —刊 本に は 同祖の 二字 缺— 

系譜に 筑紫 豊國々 造と して あげた 尾 張 氏 九 世 置 部與曾 命の 子 大原足 尼と 無緣 

故で は あるまい。 大原足 尼と いふ 名の 所 由を詳 にせぬ が、 止 波 は 豊後國 日 田 

^北山 田 村 大字 戶 畑と いふ 地名 を 負うた もの、 やうで あるから、 葛 木 氏の 一 

族 大^足^と 稱 する 人が 景行 天皇の 征 西に 供奉し、 日 田に 殘留 して 其 子 止 波 

足^の 代に 至り 國 造に 定 賜せられ たの かも 知れぬ。 

右の 外國史 大系 本に は 丹波國 造と して 建 稻種命 四 世の 孫 大倉岐 命が 成務 朝に 定賜 

せられた と ある けれども、 建 稻種は 右の 乎止與 命の 子で、 * しく 世代が 相違す る 

のみなら や、 丹 波に 國造を ！s かれた と考へ 得られぬ こと は 旣述の 通りで あるから 

^ 木ヽ尾 張) 氏  七 九 
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(第 四 九 頁)、 刊 本に 之な きを 可とする。 

賀茂 及紀氏 

キ (木) 族 中に 神 魂 (玉) 命 を族祖 とする 一 支が 存し、 高天原の 原始 神と 混同 せら 

れ たこと は、 前篇に 於て 屢々 述べた 通りで あるが、 神代 系紀 〔舊 一〕 に は 神 皇產靈 

尊 亦 云 一一 神 祝 尊 一と あり ( 一— 一 二 九 頁)、 國 造本 紀 にも 神 祝 命を祖 とする 左記の 五國 

造 を あげて 居る。 延佳 本に は 此神祝 を 盡く神 魂と 改めて あるが、 魯 魚の 誤と 斷定 

する こと は 困難で あるから、 少く とも 神 魂 (玉) 命の 別名 を 神 祝 命と する 一 傳が存 

した ものと せねば ならぬ。 ハフ リはカ パネの 一種で あるから (第一 卷 ニニ 四 页)、 力 

乇 (賀 茂) 族の 魁師 とい ふ 意 を 以て 呼稱 したので、 必 しも 同 一 人ではなかった かも 

知れぬ。 定賜 時代の 最も 古いの は崇神 朝の 任命と ある 吉備中 縣の國 造 明石彥 で、 

祌祝命 十 世の 孫と せられて 居る (第三 卷 一 九 三 頁)。 其 外に 左記の 國 造が ある。 

(五 九) 

味 波 波 命 (阿武 國 造)。 神 祝 命 十 世の 孫で 景行 朝の 任命と あるが、 右の 明石彥 


と：！： 世代で あるから、 石見國 造と 同じく 出 雲國家 存立 當 時から 現在した 舊家 

で、 崇神 朝に 公認 を 得た ので あらう。 味 波 波 はァチ 、ノ ハ とい ふ訓も あるが、 

恐らく はゥ マ シ 、ノ  "又は ミ " "で、 いづれ にしても 味の 字 は美稱 として 冠せ 

られ たものと し、 、ノ  "は 母の 意で 族 母 仁る 女 姓の 名であった と解釋 すべきで 

あらう。 

建 島 松 命 (天草 阈造 ：>。 同じく 十三 世の 孫で、 成務 朝の 定 賜と ある" タケ (武) 

は 美稱、 シ マ マ ッは 天草 島の マ チ (御主) の 意で、 其 地の 土 豪であった ので あ 

らラ o 

仝^^^- (大 伯阔 造^ 同 七 世の 孫で 應神 朝の 定 賜と ある けれども、 ^ し中縣 

の國 造から 分れた ものと すれば、 七 世 は 誤傳 とせねば ならぬ。 佐紀は 地名で 

あらう が、 所在 を 物色し 得ぬ。 

伊與 主命 (久 味阈 造)。 應神 朝の 定 賜で、 神 祝 尊 十三 世の 孫と ある。 隣 地伊與 

贫茂 及紀氏  八 一 
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郡 を 名に 負うた ので あらう。 

神 魂 (玉) 命 は 葛 野 鴨 主 及 三 島縣主 等の 遠祖で あるから (五— 二 一  六、 二 〇 八 H0、 左記 

阔 造 も亦此 系統に 屬 する ものと せねば ならぬ。 

(六 1-:) 

小 立 足 尼 (都 佐國 造)。 長 阿比 古 同祖 三 島 溝 杌命九 世の 孫で、 成務 朝の 任命と 

ある。 長 我 孫 は 續後紀 に 攝津國 の 住人、 葛 城 事 代 主命 八 世の 孫忌寸 (忌 毛) 宿 

禰の 後と あるから、 三 島 氏と 同祖と なる ので ある (第 一 卷第 八章參 照)。 恐らく 

は 攝津國 の 三 島から 出た 賀茂 氏が 阿波 國長邑 (後の 那賀 郡) に 移住して 長 阿比 

古と 名乘 り、 更に 土 佐 國土佐 郡に 進出した ので あらう。 高賀茂 神社 を此 郡に 

勸 請した の も此國 造と 思 はれる。 ヲタチ は 郡內の 一 地と 思 はれる が 其 名を傳 

へ て 居らぬ。 

右の 外、 仁德 朝に 定 賜せられ た 淡 道 國造矢 口 足 尼 も 亦 神 皇產靈 尊 九 世の 孫と ある 

から、 世代に は 疑が あるが、 同 一 系の 人で あらう。 


上記 阿武 國 造と 间 様に 出 雲國家 滅亡の 際 公認せられ たと. 思 はれる 石 見！； 造大星 

古 命 (^三 卷 二八 は、 紀伊國 造 同祖 蔭 佐奈朝 命の 兒と あり、 大屋 古 は 大屋の 子 

とい ふ 意で あるが、 蔭 佐 奈朝命 は 其 正訓 及 名 號の所 由を詳 にせぬ。 或は カゲ (蔭) 

は 力-力 (神 子) に 通じ、 朝 は 石 見 村 大字 淺井 (以前 は淺井 鄕と稱 へた) と關 係が ある 

ので は あるまい か C 次の 紀氏は 全然 別 系で ある。 

若彥命 (葛 津立國 造)。 紀直 同祖 大名 草彥 命の 兒で、 成務朝 任命と ある。 名 草 

は 紀伊阈 の 郡 名で あるから、 紀直 家の 一 員で、 景行 天皇の 陪從 者と して 西 下 

し、 こ、 に 子孫 を 留めた ものと 思 はれる。 穉 日子の 名 は 肥 前 風土記に も 見え 

る (第 四 卷  一二. 五 頁)。 

出 雲 氏 

此 氏族の 宗家 は 出雲國 造で、 崇神 朝に 定 賜せられ たこと は 第三 卷第七 章 (ニー 一 

n) に 述べ た！ 通りで あるが、 初代 國造 宇迦 都久怒 (鷓濡 淬) の 世 次は阈 造本 紀に天 穂 

K 茂 及； w 氏  八 三 
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rw 命 十 一 世 孫と あり、 姓氏 錄には 十二 世 乃至 十三 世の 孫と せられて 居る (四— 二 四 

^.80 旣に屢 々論じた やうに 祖先 を 天孫に 結託した のは此 時代の ことで あるが、 

垂仁 朝に 奉仕した 野 見 宿 禰が穗 日 命 十四 世の 孫と 稱 した 所 を 見ても (第三 卷ニ七 四 

H0、 十 一 世 は誤傳 とせねば ならぬ。 隣國 中伯耆 (波 伯) 及但 馬の 二方 阈造は 共 分派 

で、 國 造本 紀に は成務 朝の 定賜 として 居る。 卽ち 

(六 五) 

A 、尼 布 命 (二方 國 造)。 出 雲國造 同祖 遷^ 一  奴 命の 孫と ある。 美 尼 布 は、、、 ネフ 

と訓 むので あらう が、 語義 所 由 共に 不明で、 遷 栢 一 奴に 至って は 其訓を すら 

詳 にせぬ。 試に い へば 遷は クッ シ (現) の假 字で、 IS は コ マ と訓 み、 一 奴は國 

音 イチ ヌ (齋 野) を 表示す る 音符と して 用 ひられた ので あるか も 知れぬ。 甘美 

韓日狹 の 例に よれば (第三 卷ニ 〇 六员 )、 コ マ (貊) を 冠稱 とした こと も絕 無と は 

いへ す、 イチ ヌ及ミ ネフ は 地名で も 有り得る。 

大八木 足 尼 (波 伯國 造)。 牟邪 志國造 同祖 兄 多毛 比 命の 兒と ある。 


ム 多ら t きょ 後 ほの やうに 出 雲 臣祖ニ 井 之 宇迦 諸 忍 之 神 狹命十 世の 孫と あり (一二 

I 二 霊 )- 天？ 命の 裔と せられて fs を 見る と、 Isf ではな か 

つ S で t う i ー卷 二三 s。 轰の 如く 周 防の 大岛 にも 子孫 を 留め、 i 方 

面に 進出した と あるから、 或 時代 (恐ら i 景行 朝) に武將 として 活動し、 武？ 

に 於て 命 を 終 へ たものと 思 はれる C 

X ま 命 (gi)。ii 志 1 同祖 兄 多毛 比 命 S で、 成 務朝定賜 と ある。 

アナ を冠稱 とし； 一の は アナン (s)f 母 氏と し 仁からで、 委古は 倭 古と し 

た 本 も あるから ヮで 一訓み、 7 キ (我 公)、 アキ (阿子) と 同じく 敬稱 であらう 

(二—.： 三  一； K)。  ！ 

.1 雷 中 兄 多毛 比 (又 i 多 比) 命 f 逢 子 fs とする 靈 S 左記の 通 

りで、 いづれ も g 朝定 賜と あるが、 五代に 跨って 居る 所 を f と、 §} 

後：^ あつ 仁 ものと せねば ならぬ 
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兄 多 比 命 (无 邪志國 造)。 出 雲 臣祖名 二 井 之 宇迦 諸 忍 之 神 狹命十 世の 孫と せら 

れて 居る こと は 上述の 通りで ある。 兄 多 比 は 上記 兄 多毛 比の 毛 を誤脫 したの 

か、 若く は畧稱 したので あらう が、 名の 義を詳 にし 得ぬ。 但し 同族に：^ 多^ 

命と いふ 人 も ある 所 を 見る と (後記 參 照)、 ヒ 又は モヒ (マヒ の轉 か) は敬稱 で、 

本 號は兄 多で あつたと 思 はれる が、 前 田 本の 訓の 如く ェ。 タと稱 へた か は 疑問 

である。 

^狭 知 直 (胸 刺國 造)。 岐 SE 國造祖 兄 多 比 命の 兒と ある。 旣 記の 如く 胸 剌はム 

サンと 訓み、 无邪 志と 同國 で、 且岐閘 とも 稱し たものと S はれる (第 四 〇n)。 

伊 狹知直 は 恐らく は 神 功 皇后に 供奉した 海上 五十 狹 茅と 同人で、 名の 義は 

主で あらう。 

、七 〇) 

大鹿國 ^(菊 麻國 造)。 无邪志 國造祖 兄 多 比 命の 兒と ある。 大鹿國 直の 火 は 美 

0  0 

カク 二 は 力 コネの 轉 呼で、 力 コ はカガ と^じく 神 子 を 意味し、 出 雲 族の 


好んで 用 ひた 名號、 ネ は敬稱 である。 

ネ 命 (相 武國 造)。 武刺國 造祖神 伊勢 都彥命 三世の 孫と ある。 イセ ッは上 

記伊狹 知の 訛傳 で、 冠 稱の神 はカモ (賀 茂) に 通じ、 出 雲 氏 も 亦屢々 之 を 用 ひ 

た (前篇 笫 g 卷參 照)。 茅 武彥の 茅 は 弟と した 本 も あるが、 若し 刊 本が 誤字で な 

いとすれば、 チ 、ノ ャブ ダ 等の チ にあて た假 字と すべ きで ある。 世代から い へ 

ば 仁德朝 以後の 人で あらねば ならぬ。 

右の 外阪 東に は 天 穗日命 八 世の 孫と 稱 する 忍 立 化 多 比 命及彌 都侶岐 命から 出た 左 

記の 國造 家が ある。 天 穗日命 八 世の 孫 は 上揭の 出雲國 造よりも 三世 代 乃至 五世 代 

の 先行で あるが、 其 時代に 出 雲 氏が 阪 東に 進出した 事實が あり 得た とも 思 はれ 

す、 天孫 氏と も名乘 つて 居なかった 箸で あるから、 兄 多毛 比 系と 同じく 二 井 之せ 

迦^ 忍 之神狹 命の 後と 稱 したの を、 後日 出雲臣 等に 倣 ひ、 天孫 系に 結託す るに 當 

り、 世 次 を も 誤って 言ひ傳 へたので は あるまい か。 下 海上 國 造の 外 は いづれ も 成 


第二 章 國造配 SM  八 八 

務朝定 賜と あるが、 年代に 疑の ある こと は 後記の 通りで ある。 

タテ  (七 11) 

忍 立 化 多 比 命 (上海 上國造 )o 忍 立 は オシ タテ， と訓 むべ きで、 クテは タケ (武) 

に 通じ、 オシ (大) と 同じく 美稱 であるが、 化 多 比と いふ 名の 義を詳 にせぬ。 

字 昔に よれば 化と 兄と は 類似して 居る から、 或は 同 一 人 を ニ檨に 言ひ傳 へた 

のか も 知れぬ。 地理 上 この 國 造の 分家で あるべ き 菊麻國 造が 兄 多 比 命の 兒と 

せられ、 胸刺國 造と 同人と 推定 せられる 上記の 五十 狹 茅が 海上 を冠稱 とした ， 

の も 其旁證 である。 若し 然り とすれば 兄 多 比 (化 多 比) 命 は總武 地方 鎭定 のた 

め 朝廷から 派遣せられ たものと すべきで、 日 本武 尊の 東征 以前な る こと は 疑 

がない が、 其 時機 を確說 する ことが 出来ぬ。 

(七三) 

久都伎 直 (下 海上 國 造)。 上海 上 國造祖 の 孫と ある。 クッキ は 地名で あらう が 

其 所在 を詳 にせぬ。 

(七 5 

大伴 直大瀧 (阿波 國 造)。 天 穂 日 命 八 世の 孫彌 都侶岐 命の 孫と ある。 ミッロ キ 


の 語義 は、 確言 は出來 ぬが、 瑞ナだ 子の 意で あるか も 知れぬ。 右の 化 多 比 命 

と 11： 世代の 人物で、 恐らく は 近い 親緣 であった ので あらう。 その 孫の 大 タキ 

(火 出 子の 总) が大伴 直と 名乘 つたの は、 景行 朝に 編制 せられた 膳大伴 部の？？ 

目であった か ら で あ る (第 四 卷ニ五 六 頁)。 

(七 五)  .  , ： 

伊 己 侶 止^  (伊 甚國 造)。 安房 阈造祖 伊 許 保 止 命の 孫と あるが 前條と 合致せ 

ぬのみ ならす、 ィ コ ホ トとィ コ 口 トとは 僅に 一 音の 相違で あるから、 或は 同 

1 人い 名 を 二 樣に傳 へ、 祖父と 孫と に配當 したので あるか も 知れぬ。 若し 然 

りと すれば ィコ "トを 正しと し、 ィ コは齋 子の 意、 "は 接尾語 ラの轉 呼で、 

トは トネ (刀 禰) と 同意 を 以て 敬稱 として 用 ひたので あらう。 

C 七」 J 

比 奈羅布 命 (新 治阈 造)。 美 都侶岐 命の 兒と ある。 ヒナ ラフ は 常 陵 風土記に 比 

奈良珠 と ある を 可とし (笫 三卷 一 八 七- n)、 ヒ ナ (夷) 族を馴 伏させた が 故に 夷 等 

^と 呼ばれた ので あらう。 風土記 新 治 郡の 條 下に 崇神 朝の 人と あるの は 誤 W 

出 -ま 氏  八 九 
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で、 上總國 から 日本 武 尊に 隨 身して 來 着し、 此 地方 鎭定に 任じた ものと 推定 

せられる。 

(七 七) 

彌佐比 命 (高國 造)。 彌 都侶岐 命の 孫と あるから、 恐らく は 右の 比 奈羅布 命の 

子で あらう。 、、、(御) は美稱 で、 サヒは 利 匁 を 意味し、 上代 人が 好んで 用 ひた 

名號と 見えて、 上 揭建功 狹日命 (第 六 二 頁) の 外に、 次に も 佐 比 禰足尼 (ネは 敬 

稱) とい ふ 人が ある。 

上 揭の外 左記の 兩國造 も 亦 出 雲 系に 屬 する。 

C セ八) 

出 雲 笠 夜 命 (嶋 津國 造)。 出 雲 臣祖佐 比禰足 尼の 孫、 成 務朝定 賜と あるから、 

祖父 以來志 摩に 定着した ものと 思 はれる が、 其緣 故を詳 にせぬ。 力 サャは 地 

名で あらう。 

、七 九ノ 

素 S 乃 奈美小 田 命 (加 宜國 造)。 仁德 朝の 定 賜で、 能 登國造 同祖と あるが、 國 

造本 紀に载 せられた 能等國 造は皇 別で あるから、 此は 恐らく は 能 登の 一部分 


なる ^志 深 江阈 をい ひ (お 一 ー卷ー 一一 一七 ny 其國 造の 始祖 素 都 乃 奈美留 命の 後裔 

であらう。 雄 略 朝に 皇 別の 賀我國 造が 任命せられ たの は (第 七 二 页)、 交 迭の必 

要が 起った 爲と思 はれる。 

海人 族 

此 S! 族から 出た 國造は 二三の もの を 除き、 天 湯津彥 系と 天津 建許呂 系と に屬す 

る" 天 湯 津彥は 饒速日 命 供奉 三十 ニ將の 一人と せられ (五丄 二 五- n)、 祌武 東征 以 

前から 安藝！： 安藝 郡 地方に 占據し (第 一 卷六四 ほ 0、 附近の 要地に は 其 一 族が 蕃息し 

て 居た もの、 やうで ある。 然るに 國造 として 公認せられ たの は、 此方 面で は、 阿 

岐、 波 久岐、 怒 麻の 三 家の みで、 就中 波^ 岐が 最も 早く、 崇神 朝に 金波 佐彥 の孫豊 

玉 根 命が 定 賜せられ たと あ，^ (五丄 一七 七 頁) (六丄 一 六 三 頁) (第三 卷 I 九 三 頁)、 成務朝 

任命の 阿岐 國 造が 之に 次ぎ、 怒麻國 造は祌 功朝定 賜と ある。 之に 反し 陸奧に 於て 

は n 河、 染^、 阿 尺、 信 夫 (思)、 伊久 國 造が 此 系統に 屬し、 阿岐 國 造と！！： 祖 とせられ 

海人 族  九 一  • 
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てお る。 其 はこの 一 族が 特に 北境 開拓の 命 をう けて 大擧 移住した 事實を 語る もの 

で 、其 時代 は 一 列に 成務 朝と あるが、 南方に 隣接す る 菊 多、 石 城、 石 背の 三國 造が 

後記の 如く 神 功 朝 以後の 任命で ある 所 を 見る と、 其よりも 以前に 奥地が 開かれた 

とは考 へられす、 常 陸 方面から 逐次に 皇 化が 普及した ものと せねば ならぬ から、 

恐らく は 天津 建許呂 命と ほ V- 時 を 同う し、 若く は 少しく 後れて 此 海人 系の 一 氏族 

が 開拓の 重任に 當 つたので あらう。 左に 旣 出の 波 久岐を 除き、 他の 諸國の 初代！： 

造 を列擧 し、 同系に K する 佐 渡 國造を も 附記す る。 

(八 ◦)  厶 厶 

飽速玉 命 (；！： 岐國 造)。 天 湯 津彥命 五世の 孫と あるが、 成 務朝定 賜が 事 實でミ 

ると すれば、 餘 りに 世 次が 少 いから 誤記であった かも 知れぬ。 飽は假 字で 安 

藝を いひ、 ハヤ (捷) は 美稱、 タマ は 豊玉彥 、玉 依姬、 豊玉根 等の 如く、 ヮダッ 

ミ (海人) 族に 共通なる 名號 である (六 I  二 六 三 頁)。 

若彌尾 命 (怒 麻！； 造)。 右の 飽速玉 命 三世の 孫で、 神 功 朝の 定 賜と ある。 名號 


の 所 由 は 確言し 得ぬ が、 或は ミヲ は^ 卽ち 水脈 を 意味し、 行 船の 術に 長 じて 

&仁 から、 此名を 負うた ので あるか も 知れぬ。 

比 止禰命 (阿 尺國 造)。 阿岐 國造 同祖 天 湯 津彥命 十 世の 孫と ある。 ヒ トネ は 第 

一 系の 意で、 國 造本 紀に此 一 群 中の 最初に 序し 仁の も、 以下 諸^ 造の 宗家で 

あつたから であらう が、 第一 に開發 せられ^の は 地理 上 染羽阈 であらねば な 

らぬ。 

足 S 命 (染 羽！： 造 )o 阿岐！： 造祖十 世の 孫と あるから、 右の 比 止禰命 レー^ 世代 

^卑屬と 思 はれる。 

久麻直 (信 夫國 造)。 阿岐 國造 同祖 久志伊 麻 命の 孫と ある。 クシ イマ レーい ふ 名 

號の 所有 を詳 にせぬ が、 速 玉 命の 後で、 安藝 國 造の 族 人で あらねば ならぬ か 

ら、 其國の 地名 を 負う 仁の かも 知れぬ。 陸奧に 移住し 仁の は 其 孫の 時代で、 

常 陸 風土記に 石 城 郡 苦 麻 之 村と ある 地、 卽ち 今の 雙葉郡 熊 町 を 最初の 占據地 
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としたから 久麻 直と 名乘 り、 其より 信 夫 郡に 進出した ので あらう。 

(八 五) 

志 久麻彥 (思國 造)。 阿岐 國造同 a 十 世の 孫と ある。 思が 信 夫と 同 一 地 をい ふ 

こと は 前章 (第 四 六 頁) に 述べた 通りで あるから、 志 久麻彥 は久麻 直の 重出で 

あらう。 神 功 朝に 屢々 韓 地に 使した 千 熊長彥 は、 百濟 記に 職 麻 那那加 比 あと 

記されて 居た とい ふこと であるから、 或は 此志久 麻彥と 同人で あるか も 知れ 

ぬ。 シとチ と は 音便で ある。 

(八 六) 

豐島命 (伊久 國造 )o 上記 阿 尺、 染羽、 思の 國 造と 同じく、 阿岐 阈造祖 十 世の 孫 

と あるから、 比 止 根 命と 同 世代の 人と 思 はれる。 

(\ 七ノ 

鹽伊乃 己自直 (白 河國 造)。 天降 天 由都彥 命の 十 一 世と ある。 天 由 (湯) 津彥に 

天降の 二字 を 冠した の は、 天孫に 供奉して 此國 土に 來 着した ものと いふ 程の 

意で、 恐らく は 上揭阿 尺國造 家から 分岐した ので あらう。 シ ホイ は 地名で、 

今 の 石 城 郡 神 谷 村 大字 鹽を いふので は あるまい かと 思 はれる。 シホ はかなり 


古い 地名で あるが、 以前 はシ ホイ 又は シホ ュ (鹽 江) と 呼ばれた かも 知れぬ。 

コ ジは コ チ (巨 主) の轉 呼で ある。 

(八 八) 

大« 木 W (佐 渡國 造)。 久志伊 麻 命 四 世の 孫と あるから、 久麻直 (信 夫國 造) よ 

り も 二世 代 後の 人で、 阿賀 川 を 下り、 其 河口 地方に 占 住しよう としたの が、 

夷 族の 迫害に より 佐 渡に 遁 がれた ので あらう。 荒木 は 佐 渡 志に 和 泉 村 荒貴大 

明 神社と ある 地で、 其 祭神 は大 荒木 直で あるか も 知れぬ。 

天津 多 祁許呂 (建 許呂、 建 凝) 命 は、 前篇 第三 卷 (二三 頁) に 詳述した やうに、 天 

^^根 命 十四 世の 孫で、 神 功 朝の 人で あるが、 征 西の 役に も參 加した もの V やう 

で、 周 防 國に其 子孫 を 留め、 阪 東に 同伴した 八 子 中に も筑 紫刀禰 とい ふ ものが あ 

る。 恐らく は 軍功に よって 封 邑を常 陸に 賜 はり、 諸子と 協力して 化 外の 地 を開發 

したので あらう。 國 造に 任命せられ たの は 建許呂 自身の 外に、 右の 八 子 中の 七 名 

と、 周 防に 殘 した 一 子で、 其半數 (石狨 、石 背、 馬來 田、 須惠) は 成 務朝定 賜と ある 
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が、 神 功 朝の 人 または 其 子が 前々 朝に 拜 任した 喾 がない から、 同系の 他の 國 造と 

同じく 應祌 朝の 定賜 とせねば ならぬ。 

(八 九) 

建 許呂命 (石 城國 造)。 須惠、 馬來 田、 師長 國 造の 條 下に 茨城 國造祖 建許呂 命と 

あり、 常 陸 風土記に も 茨城 國造 初祖と ある 所 を 見る と、 此國を 後記の 筑紫刀 

禰に讓 り、 石 城に 前進した ものと 思 はれる (三 II 一 一 一 一ほ0。 

^彌依 米 命 (石 背國 造)。 建許呂 命の 兒と ある。 其 名に よれば 女性で、 依姬で 

あ つたと せねば ならぬ。 

屋 主刀禰 (菊 多國造 )o 同じく 建許呂 命の 子で、 屋 主はミ ヤス シと訓 むので あ 

らう (第一 1. 卷 1 1 一七 頁)。 

宇佐 比刀禰 (岐 國 造)。 建許呂 命の 兒。 クは大 の 意、 サヒ は屢々 述べた やう 

に 刺 刃卽ち 利劎の 謂で ある。 

筑 紫刀禰 (茨城 國 造)。 天津 彥根 命の 孫と あるが、 上記の 如く 此國 造の 初祖は 


建 許 S 命で あるから、 筑紫刀 黼は其 子と せねば ならぬ (三丄 ニ  ニ 頁)。 恐らく 

は 命 以下に 誤 脫が存 したので あらう。 

(九 E) 

大布日 意彌命 (須 惠國造 )o 以下 三人 は 茨城 國造祖 建許呂 (侶) 命の 兒と ある。 

大布 日の 語義 不明。 

(九 五) 

深 河^ 彌命 (馬 來 田！： 造)。 深 河 は 地名で あらう が 所在 を詳 にせぬ e 

(九 六)  0  0」  ， 

S 富^ 意彌命 (師長 國 造)。 鷲 は 借 字で、 足 柄の ァ シと同 語から 出た 地名で は 

ないかと 考 へられる (所在 不明)。 

(九 七) 

加 米 乃^ 美 (周 防！： 造)。 茨城 阈造 同祖 と あ る の み で あ る が 、 世^から い う て 

も^ 許呂 命の 兒と 推定せられ る。 名の 義 不明。 

阪 束に 隨 伴した 八 子 中の 一 人 は 之に 漏れて 居る が、 常 陸 風土記に よれば、 中男筑 

主 は 茨城 郡 湯 坐 連 等の 初祖 也と あるから、 國 造に はた f. つなかった としても、 

筑^ 茨城 地方に 子孫 を 留めた こと は確實 である。 此は 建許呂 命が 海人 系の 額 田 部 
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湯 坐 連 0 ニ丄  一 0 九 H) の 出なる こと を 暗示す る もの で、 右の 外姓 氏 錄には 三 枝 部 

連 (大和)、 奄智造 (同)、 高 市縣主 (和 泉) を も 建許呂 (建 凝) 命の 後と して 居る。 

^神 朝定 賜と 稱 する 波 多 國造天 韓襲命 も 亦 海人 系の 豪族 を 意味す る こと は、 第 

三卷 (二八 四百 0 に 述べ た 通りで あるが、 次の 二 氏 も 或は 同族で あるか も 知れぬ。 

都彌 自足 尼 (明 石國 造)。 大倭直 同祖 八 代 足 尼の 兒で、 應 神朝定 賜と ある。 大 

倭 直 は 長 尾 市 宿禰の 後で あるが 〔垂仁 紀〕、 椎根津 彥の裔 なる 倭 國造も 亦 倭 直 

と稱 した もの k やうで (第一 卷五 〇 頁)、 倭と 大 倭と は 相 通で あるから、 八 代 足 

尼は此 氏族の 出身で 播 磨の 八 代と いふ 地 (今の 加 東 郡 社 町 か) に 居住し、 其 子 

の 代に 至り 明 石 郡 を 占有した ので は あるまい か。 都 彌自は トミ ジと訓 み 富 主 

の轉 呼と 思 はれる。 - —播磨 風土記 明 石 郡の 記事と 思 はれる 逸文に、 仲哀朝 

の 國造石 坂比賣 命と ある 女性の 後 を 受けた ので あらう。 

速 都鳥 命 (穴 門國 造)。 景行 朝の 定 賜で、 樱 井田 部 連 同祖 邇伎都 美 命 四 世の 孫 


と ある。 應神 天皇の 妃糸 井比 賣の父 島 垂根も 亦 櫻 井田 部 連之祖 〔記〕 と あるか 

ら、 大和！： 高 市郡岛 之庄 (高 市 村) に 占 住した 名 族で、 後日 飛鳥の 櫻 井に 移り 

其 地の 田 部の 長と なつ 仁ので あらう。 邇伎都 美 命の 出 系 は 不明で あるが、 共 

1 族と 思 はれる 穴 門 直が 後記の 如く ヮダ ッミ 系で あり、 其 本 貫なる 島 之庄及 

樱井は 上古 ャ マ ト の 大御縣 の 管 內に屬 した もの、 やうで あるから (第 一 卷ニ六 

七 K)、 其 國造椎 根 津彥の 後と 推定せられ るので ある。 

アマべ  o  o 

繼體 朝に 伊吉 島 造に 任ぜられた 上 毛布 直 も、 新羅 海 邊の人 天津 水 凝の 後と あるか 

ら、 倭 系 海人 族なる こと は 明白で ある。 其 外 左記の 粟 阈造も 高 皇產靈 尊の 後と め 

るが、 赏^ 人に あら. ざる 此 神の 血統が 傳 はった 喾は なく、 久米氏 を 始め 海人 系 氏 

族 中には 出 系を此 神に 託した 例 は少く はない から、 或は 其 族 人で はない かと 想像 

せられる。 

千 波 足：^ 粟！： 造)。 二。， 高皇 產靈棼 九 世の 孫で、 應神 朝の 任命と あるが、 世代 
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が 合 はぬ から 誤記で あ >っ う。 阿波！： 阿波 郡 (現在の 板 野 郡 をき む) はれ.：，：： 海 V 

族の 占據 地であった やうで ある (^ 一  七 ニ员參 照)。 

以上 列擧 した 九十 九の 國造中 (欹 番號が ある)、 ほ ゾ確實 に 成 務朝定 賜と 認定せ 

られる もの は 四十 氏に 過ぎぬ が、 此 時代に 於け る國 造の 配置 は 以上の 研究に よつ 

て 大略 明に なった と 信す るりで ある。 


第三 章 巡 狩 (仲哀 天皇) 

践祚 常時の 皇居と 陵墓 ——• 后妃 及 皇子 女 i 蒲見刖 王服誅 I 笥 飯と 德勒津 .11 發 駕^ 

征 —— 豐 浦^: 

成務 天皇の 後 をう けて 天津日嗣に つかれた 足仲彥 (仲 哀) 天皇の 践祚の 地 は 明示 

せ られて 居らぬ。 紀記に は 角 鹿の 笥飯宮 、紀 伊の 德勒 津宫、 穴 門の 豊浦宮 並 に 筑紫 

の檁日 (^志 比) 宮を 擧げて 居る が、 其 は 明に 卽位 後の 行在所で、 角 ffi 行幸 前に 敷 

き 坐した 皇居が あらねば ならす、 天皇 は 巡狩 征戰の 目的 を 以て 諸方に 動 坐 あらせ 

られ 仁と しても、 畿甸の 統治の 爲に 中央政府の 所在 は 確定して 居た 箬 である。 先 

朝の 例に よれば 志 賀の高 穴 穗宮を 其 ま 、繼承 せ られ仁 ものと も 了解せ ら n ミ 、つ 

此^ 合 は 之 を 否認すべき 理由が ある。 卽ち 

践舴 常時の 皇^と 陵墓  一 C1 
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(一) 景行 天皇の 末年 志 賀に移 御せられ たの は 永久 的 遷都の 目的で はなく、 長期 

の 行在所た るに 過ぎなかった こと は 第 一 章 (三 二 頁) に 述べ た 通りで ある。 

(二) 之 を 除いて は此 御代まで 未だ 曾て 前 皇居 を繼 承せられ た 例 はなく、 宫處は 

ミア ラカ 

ほ 地で も 宮殿 は異 り、 從 つて 別個の 宫號を 有せられ たので ある。 

(5 踐祚當 時の 寶算は 四十 有餘で (第 一 七 頁： r 多くの 春 族 を 有せられ たので ある 

から、 御 叔父 天皇の 許に 寓居せられ た 害 はなく、 別に 宮殿 を 構へ て 居られた 

も のとせ ねばならぬ。 若 し然 りと すれば 其處で 踐祚 せられる のが 例で ある。 

S) 後記の 如く 日本 武 尊の 陵 域に 放つ 爲に 越の 國 から 貢った 白鳥 を 蘆 髮蒲見 別 

王が 蒐道 河邊で 奪った と ある I を 見ても、 當 初の 皇居 は，： 十 治よりも： ^方に；： ！b 

したと せねば ならぬ。 

然 らば 踐舴當 時の 皇居 は何處 であった かとい ふに、 斷言を 憚る けれども、 左記の 

如 く 考察す ると、 河內の 惠賀と 推定 せ られ るので ある。 


(ィ) 天，：？ は卽位 前に 御 叔父 彥人 大兄 王の 女大中 姬を娶 された が、 此皇叔 は 奄^ 

白幣 造の 祖と あり、 河 內國高 安 郡 (今の 中 河 內郡南 高 安村) の 恩 智に緣 故 を 有 

せられた やうで あるから (第 叫 卷四六 頁)、 大中姬 も 或は 其 地に 居住せられ たの 

では あるまい か。 若し 然り とすれば 婦 家に 近く 邸宅 を 設けられ たこと は 極め 

て 有， o 得 ベ きで ある。 

( リ ) この 天皇の 御陵 は 在 二 河 內惠賀 之 長江-也と あり 〔記〕、 河 內國長 野 陵 〔紀〕 と 

も、 惠我長 野 西 陵 〔式〕 とも 稱へ、 現に 南 河 內郡藤 井寺 村 大字 岡に 存 する。 從 

來此 方面に 帝陵 を 設けられた 一 一と はない ので あるから、 此 御代に 特別の 緣故 

を 生じた ものと せねば なら や、 豐浦宫 から 此處 に歸 葬せられ たの は 皇居の 地 

であった が 故と 推定 せ ざ る を 得ぬ。 

( ") 白鳥 陵 も 亦 長 野 陵 を距る こと 遠から ぬ 古市 町 大字 輕 墓に 存す るが、 後記の 

如く 孝心の 篤い 天皇が、 琴 引原の 副 陵 (第 四卷 ニニ 九 頁) を も尙且 遠し として 宮 

踐祚^ 時の 皇居と 陵墓  一 〇 三 
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居の 附近に 移された ものと 拜 察せられ るので ある。 

( ュ ) 御子 應神 天皇 は 大和の 輕に 皇居 を 設けられた とせられて 居る にも 拘 はらす 

(次 卷參 照)、 * 田 尊 (品 陀和氣 命) と 申 上げた の は、 今の 南 河內郡 古市 町 大字 譽 

田 (訛って コ ン ダと稱 へる) 附近 を本據 とせられた からで、 陵墓の 地惠賀 のき 

伏 崗の還 跡 もこ、 に存 する。 此は御 父 天皇の 御 遺 產を繼 承せられ たものと 見 

るの 外 はない ので ある。 

惠賀は 餌 香と も 書き、 雄 略紀及 顯宗紀 にも 餌 香 市と あるから、 上古から 互市 場と 

して 繁華の 地で あつたと 思 はれる。 俾 說が此 皇居 を 逸した の は、 後述の やうに 在 

宫の 日が 短 かか つ た爲 であらう。 

上記の 如く 此 天皇が 最初に 娶 された 妃は 大中姬 (大 中津 日賣) で、 御從 妹に あた 

る 貴女で あつ 仁が、 其 御腹から 左記の 二 皇子が 生まれた。 


龔坂皇 子 (香 坂 王 ) o 力 ゴサカ 又は 力 グサカ は 地名で あらう と 思 はれる が 所 

在を詳 にせぬ。 通證は 之に 關し、 次の 如き 一 說を あげて 居る。 

大和^ 添 上^せ 二 鹿 畑 村、 押 熊 村： 今 押 熊 村神祠 一 座 稱-押 熊 神 〖 一 . ぼ 稱ニ駱 坂 

神- 

一 村 社が ォ シ ク マ とい ふ 地名に 因んで 二王 を 祭神と した こと は 有り^: ベ きで 

あるが、 此故を 以て 其 附近の 一 地 點から 翳 坂と いふ 名號が 出た と斷定 する こ 

と は出來 ぬのみ ならす、 鹿 畑 (今の 生 駒 郡 北 倭 村 大字 鹿ノ 畑) を假 にカゴ ハタ 

と稱 へた ものと しても、 畑と 坂との 相違が ある。 若し 鹿 畑の 附近に W 坂と い 

ふ 地 點が存 したので あらう とい ふ 推定が 許される とすれば、 香 山の 麓 を 香 坂 

と呼稱 したと 想像す る こと も 可能で、 少 くと も鹿ノ 坂の 如き 山村が 此 皇子の 

W 住 地 又は 釆邑 であった とは考 へられぬ。 

忍 熊 皇子 (王)。 オシ クマ は 大隈の 意で、 地形 名なる こと は 疑な く、 上記の や 
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うに 押 熊 村 (今生 駒 郡 平 城 村の 大字) が 之に 凝せられ て 居る。 此地は 佐 保 平野 

に接續 する 山 懷 であるから、 皇子の 居住地に 選ばれた こと も 有り得く  く、 

少く とも 湯 沐の邑 であった と 推定せ 

られ る。 

此ニ 皇子の 事蹟 は 第 七 章に 述べ るが、 御 父 天皇 西 巡の ころに は旣に 成人に 近く、 

大和の 留守に 任ぜられ たので ある。 紀 によれば 大中姬 の 外に、 來熊田 造の 祖 大酒 

主の 女なる 弟嫒 をも娶 された と ある。 來熊 田と いふ 地名 は 夙に 聞え なくなつ たの 

で、 舊事本 紀には 天 熊 田と し、 釋紀 帝王 系 圖には 熊 田と 改めて あるが、 此名稱 は 

ク ク (岫) と マ タ (御田の 轉) との 1 1 語より 成り、 タク は 球 玖、 菊 地、 菊 麻、 菊 多 等の 

如く 屢ミ 地名に 用 ひられ、 近畿に 於て は 伊勢 國度會 郡に 久具 御厨 〔神 鳳杪〕 が あ 

る。 — 今の 內城田 村 大字 上久具 下久具 —— 其 神 田 部の 造 をクク マタの 造と 稱へ 

サカ じト 

たこと は 有り得べ きで、 大酒 主と いふ 名 も 神宮の 掌 酒と して 奉仕した こと を 意味 

する ので あらう。 記に は 此妃を あげす、 其 所 生の 左記 皇子 も應神 天皇と 御 同腹と 


して 居る が、 前後の 事情から 考 へ て も 誤傳 とすべ きで ある 0 

* 尾 別 皇子 (お 夜和氣 命)。 名の 義は 秀御屋 (宮) で、 .應 神 天皇の 御名 號ホ ムタ 

(秀 御田) と對 立す る稱 呼で あるが、 其 事蹟が 傳 へられて 居らぬ から、 命名の 

所 由 を 明に する 二と が 出來 ぬつ 神 功 皇后の 所 生と すれ. ば、 豐浦宫 で 降誕 せら 

れ た ものと せ ね ば な らャ、 父 天皇 諒闇の 際此 皇子の 卽 位が 問題に 上ら な か つ 

た 所 を 兌る と、 夭折せられ 仁 ものと 了解す る 外 はない が、 姓氏 錄には 河內皇 

別の 蘇宜 部首 反 磯部 ぼ を此 皇子 Q 後と して 居る のみなら す、 成ん に 至らな か 

つた 皇子の 名 は 多く は W 承に もれ^も の 、やうで あるから、 紀の 所說の 如く 

弟 嫒の所 生で、 母 氏に 於て 成長し、 美 濃 國席田 郡 磯部 鄕 〔和〕 及 土 岐郡曾 木 村 

地方に 分封せられ、 中央 舞臺に 上られなかった ものと すべ きで あらう。 

；我^ ：: 七姬尊 (息 長 帶比責 命) を娶さ れ仁の は 踐祚後 のこと で あらう。 紀記 共に 其 

^ネを 一 百歲 として 居る から、 仲哀 天皇の 崩 後 六十 九 年間 生存せられ たと ある 紀 
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G 所 傅に 大差な しと すれば、 天皇の 卽位當 時 は 二十 三 乃至 二十 五の 妙齡 であらせ 

られた 苦で、 冠稱 によって 明なる が 如く 近 江の 息 長に 居住せられ、 角 鹿 行幸の 路 

次に 娉娶 せられた ものと 思 はれる。 其 出 系 は旣に 第一 一 卷( 一 三 及第 三卷 ( f 九 六 

頁) に揭 げた 通りで、 父系から い へば 開化 天皇 五世の 孫に あたり、 母系から は 天日 

槍の 六 代の 後裔で あるが、 外戚 伹馬氏 は旣に 昔日の 勢威 を 失 ひ、 皇胤と しても 親 

等の 疎い 地方の 一 貴族た るに 過ぎぬ ので あるから、 天皇の 御從 妹に 當る大 中姬ょ 

り も 高貴と せられた 喾 はなく、 タラ シ (足 主) 姬尊 とい ふ 名 號も紀 によれば 崩御の 

年の 追 尊と あるので ある。 御 父 息 長 宿 禰は丹 波の 遠 津臣の 女なる 高材比 賣 の 所 生 

であるが (笫 ニ卷 一九. 二 貝： T 父に 從 うて 大和に 在住 中、 葛 城の タカ ヌカ (高額) とい 

ふ 地 (所在 不明) に 占居した 但馬 氏の 一女と 結婚し、 近 江の 息 長に 封 ぜられ るに 及 

び、 眷族 を 伴うて 下向し、 王子 女 も 亦 その 地に 於て 成人せられ たので あらう。 天 

皇西 征當時 に 於て は氣長 姬は尙 弱年 であった ので、 日 本武 尊が 弟 橘 嫒を伴 はれた 


やうに、 箕帚を 奉す る爲 に陪從 せられた ものと すべきで、 紀に卽 位の 次年 皇后に 

冊立せられ たと したの は、 應神 天皇の 御 生母なる が 故に、 編者が 追 尊した ので あ 

る 卷 一四- n)。 所 生^子 は 記に は 二 柱と あるが、 上述の 如く 品 陀和氣 命 一 柱と 

すべ きで ある。 此 皇子に つ いて は 記 は 次の 如く 叙述して 居る。 

火 ffi 和氣 命、 亦の 名 は品陀 和お 命。 此太 子の 御名 を大 靳和氣 命と 负 はせ まつ 

ァ  ミタ ダム キ 

りし 所以 は、 初め 生れ ましし 時、 御 腕に 靳 なす 宍生 ひし 故に、 其 御名 を 著け 

まつりし なり。 是を 以て 腹の 中に 坐して 國 知ろ しめしき 

此は御 父 天皇 崩御の 際、 皇子 は尙胎 中に 居られた こと を 表明し 仁ので、 其經^ は 

後 に 於て 詳說 する。 大靳 和氣が 大元帥の. 意味になる こと は 前篇 第三 卷 (二 五 no 

に 述べ た 通りで、 之 を靳狀 の胎斑 (三 in 一一  1H0 に 由る としたの は、 名稱 から 附會し 

,(，-m 說に 過ぎす、 應神紀 に 上古 時 俗號レ « 謂 一一 褒武 多， 焉と 注し、 譽田別 尊と いふ 御 

お を すら 之に 牽强 したの は妄 誕 である (次卷 第 四章參 照)。 
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天皇が 踐祚の 初に 當り、 御 父 日本 武 尊の 副 陵 を 皇居に 近く 構築せられ たとい ふ 

推定 說は 上揭の 通りで あるが (第一 〇 三 頁)、 紀には 之と 關聯 して 皇弟蘆 髮蒲見 別 王 

誅戮の 事情が 次の 如く 叙述 せられて 居る。 

元年 ：… 冬 十 一 月 乙 酉朔、 詔 二 群臣-曰、 朕 未， 逮ニ于 弱冠 f 而父 王旣崩 之、 乃祌靈 

化- 1 白鳥-上 レ天、 仰望 之 情 一 曰 勿 k 、是以 冀獲ニ 白鳥 『養， -, 之 於，， 陵 域 之 池 『因以 

梦 1 其 鳥 f 欲 レ慰二 顧 情： 則 令 二 諸 國-俾 い 貢， 一白 鳥 f 閏十 一 月 乙 卯朔戊 午、 越國貢 一一 白 

鳥四隻 「於い 是 送.， 鳥 使 人 宿，， 蒐 道河邊 f 時 蘆 髮蒲見 別 王、 視ニ其 白鳥 _而 問 之 曰、 

何處將 TT 去 白鳥， 也、 越 人 答 曰、 天皇 戀，， 父 王- 而 將，， 養 狎ハ故 貢 之、 則 蒲 見 別 王 謂- 

越 人-曰、 雖 n 白鳥- 而燒レ 之、 則 爲ニ黑 鳥： 仍强之 奪-一白 鳥， 而 船 お、"！^ 越 人 參赴之 

マテス 

請焉、 天皇 於 レ是 惡-, 蒲 見 別 王 無，， 萨於 先王，、 乃 遣，， 兵卒， 而誅矣 、蒲 見 別 王 則 天 

皇之 異母 弟 也、 時人 曰、 父是天 也、 兄 亦 君 也、 其慢ぃ 天違レ 君、 何 得レ免 レ誅那 


文意 は 極めて 明白で、 蒲 見 別 王 は前卷 (第二 八 五 頁 以下) に 述べた やうに、 參 河に 分 

封せられ て 居た ので あるが、 兄 天皇の 踐祚を 祝賀す る爲 に參觐 し、 其歸途 宇治川 

の逡 で、 越の 使と 行 逢 ひ、 白鳥 を 奪 ひ 去った とい ふので ある。 若し 文面に 現 はれ 

たのが 事 實の眞 相で あると すれば、 頑 童に 類す る行爲 で、 理 不盡此 上な しとい は 

アナ ド 

ねばならぬ が、 縱ひ紀 の 編者が 時人の ロを藉 りて 筆誅した やうに、 天 を慢 りおに 

逄ふ ものである としても、 此だ けの 理由 を 以て ー應の 訓誨を も 加へ すに 骨肉の 親 

を滅 された とは考 へられぬ ことで、 若し 服 誅の事 實が存 したと すれば、 他に 现由 

が存 したの を、 白鳥 貢 獻に假 託して 述べた ので は あるまい か。 參觐 中に 逆鱗に 觸 

れる やうな 行爲 があった とも 了解 せられぬ こと はない が、 孝心 深く あらせられた 

ヮ スレガ タミ 

と 思 はれる 天皇が、 私憤の 故 を 以て 御 父の 遺子の 一 柱 を 殺された 箬も なし、 又卽 

坐に 成敗せ すして 一 旦封國 に 返した 上、 兵卒 を 派遣せられ たと あるの も 理に合 は 

ぬ ことで あるから、 恐らく は 他に 政治 上巳む を 得ぬ 事情が あつたの であらう。 渥 
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兑 潜 の 沿岸 は 其 名に よっても 明なる が 如く、 ヮダッ 、、、(海人) 族の 占據 地で (二— 一 

七 二 頁)、 旣述の 如く 未だ ャ マ ト 民族 化する に 至らなかった やうで あるから (第一 〇 

此當時 若干 不穏の 形勢が あつたので、 後顧の 患 を 除かん が爲に 西征に 先ち 之 

を鎭艇 する 必要が あつたの では あるまい か。 蒲 見 別 王 自身 は 御 兄 天皇に 對し、 毛 

頭不悌 不忠の 念 を 抱かれなかった としても、 部下の 民衆が 騒擾す るに 於て は連帶 

責任 は 免 かれ や、 爲に 皇軍の 兵^に 斃れ たので あらう が、 個人的の 罪過が あった 

わけで はない から、 其 子孫が 竈 口 君 (鎌 倉 之 別)、 小 津石代 之 別、 泡 田 之 別と して 此 

地方に 榮 えたので あらう。 

絕 倫と 謠 はれた 日本 武 尊の 血 を 承つ がれた 此 天皇 も 亦、 決して 消極的のお 

主で はなく、 序說に 詳論した やうに 卽 位と 同時に、 將來の 禍根 を 一掃す る爲 に、 

倭人 國 征討の 大計 書 を 建てられた。 之が 爲には 御 祖父 景行 天皇が 親征に 先ち 


伊、 美 濃、 越 方面 を鎭 腰せられ 仁と 同様に (第 S 卷； OHK 下)、 侯 服諸阈 中形 勢不 © 

なる 地方 を 巡撫 する 必要が ありと せられた。 參河 出兵 も 亦其爲 であつ 仁と 思 はれ 

る こと は 上記の 通りで あるが、 大 御躬づ から 巡狩せられ たの は 越 前と 紀 伊との 兩 

方面であった。 之に 關 する 紀の 叙述 は 次の 通りで ある。 

二 年 春 …… 二月 癸未 朔戊 子、 幸-一角 鹿； 卽 興-一行 宮？ 而居 之、 是 謂-一 笥飯宮 ハ卽月 

定こ淡 路屯倉 ニニ 月 癸丑 朔丁 卯、 天皇 巡コ 狩南國 ハ於レ 是留- 皇后 及 百 寮- 而從 ゴ駕 

二三 s 大 夫及官 人数 百- 而輕行 之、 至 二 紀伊阈 -而居 二子 德勒津 宮- 

己： は 之に 相當 する 記事 はなく、 九州 行幸に 至る までの 行動 を 一切 默 殺して 居る 

が、 ^首に 帶中曰 子 天皇、 坐-一.^:" 豊浦宮 及 筑紫訶 志 比^ 治 二 天 了 也と あり、 

ほ 門 行 在の 事實を 認めて 居る ので あるから、 傳承が 不十分であった 爲、 之 を 省略 

した ものと すべきで、 僅に 淡 道 之^ i を 定められ 仁と いふ 一 事 を 擧げて 居る のみ 

である (卷來 原文 參照 )o 紀に新 資料に 基いて 補說 したので あらう が、 南北 巡狩の 動 

as 钣と德 勒津.  一一 三 
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機 及 目的に つ いて 說明 を缺 いて 居る の は遺慽 とすべ きで ある。 恐らく は當 時す で 

に 詳傳を 失 ひ、 上文 以外に 加筆す る ことが 不可能であった からで、 今日 之 を 推測 

せんとす るの は 冒險に 近い かも 知れぬ が、 此 行と 西征 との 間に 離る ベから、 ざる 關 

聯が存 するとい ふ 上記の 私見に 大差がない とすれば、 次の 如く 釋明 する ことが 可 

能で ある。 

角 鹿 は古來 海人 族の 占據 地で あるが (第一 ー卷 一 六 一 一、 二三 〇ほ0、 殊に 崇神朝 任那の 

聘使蘇 那曷叱 知 若く は 意富 加羅國 王の 子 都 怒 我 阿羅 斯 等が 來 着して 以來 (第三 卷第 

八 章)， 此 地と 朝鮮半島 にある 倭人 國 との 問に 直接 交渉が 起り、 九州の 女王 國 民と 

同 一 種族の 來 住する ものが 多き を 加へ たこと は 有り得べきで、 此方 面に 於け る 朝 

廷の 代表者た る 角 鹿國造 (第 六 二 员) 等 は、 寧ろ 新來 者の 渠 帥に 壓 倒せられ る 傾が あ 

つたので は あるまい か。 朝廷と 九州 及 朝鮮の 倭人 國 との 間に 戰爭が 起った 場合、 

之と 同種の 角 鹿の 海人 族の 向背 は 頗る 重大視す ベ きで、 近 江に は 息 長 氏 及 三 尾 氏 


の 如き 皇別 の泶 族が あるに レて も、 其 侵 襲 を 支へ 得べき か は 疑問で あるから、 ^ 

征に 先ち 十分に 懷 あして 置く 必要の あった こと は 勿論 で あ る 、」 

之と：！ 1： 1 の 事情 は紀 伊西 岸に ついても 想像し 得られる。 德勒 律の 所在 は紀 伊！： 

袷 風土記に よれば、 名 草 郡 新 在家 村 (今 海草 郡 四箇鄕 村の 大字) なりと あり、 火 日 

本 地名 辭害も 之に 從 うて 居る が、 今 も 小字と して 此名 を存 するとい ふことの 外に 

は 確乎たる 證據 はない やうで あるから、 或 は 後人が 此傳說 に 迎合 せんが 爲 に作爲 

したの かも 知れぬ。 忍 熊 王の 亂に 際し、 避難の ため 紀 伊に 移し まるら せた 幼 帝と 

御母氣 長姬 とが 日 高に 於て 會 合せられ たと ある 所 を 見る と、 眞の 遺跡 は紀之 川よ 

り も. 史に 南方に あつたの では あるまい か。 —貝 原 好古 は 日 高 郡江奈 村の 八幡 ft 

地な- 9 と說 いたが 〔通釋 所 引： |そ の 根 據を詳 にせぬ —— いづれ にしても 紀伊國 の 要 

津 であった こと は 疑な く、 行幸の 目的 は 其 地方に 占 住する 海人 族の 懷柔 にあった 

と 推定 せられる。 海 部 郡 (今の 海草 郡の 一部分) が 此族名 を^うた ものと 思に 

笥 飯と 德勒津  一一 五 
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れる こと は 第 一 卷 (九 raso に 述べた 通りで、 其 南方 沿海の 地に も：！： 種族が 占據 し、 

旣に景 行 朝に 於ても 手 入せられ たやう であるが (第 四卷ー 一 百0、 新 移住者の 增 加に 

作 ひ、 其 中には 诿 系の. 海人 族 も 有り得た—— 形勢に 變化を 生じ、 更に 鑌 腹の 

必要 を 生じた ので あらう。 對 岸の 淡 路に屯 倉 を 設置せられ たの. も、 紀には 角 鹿 行 

^ 0 月 と あるが、 或は 南 巡 の 際であった かも 知れぬ。 

氣長姬 が 角 鹿に 供奉せられ たの は事實 であらう が、 W 巡に 際し 百 寮と 共に 笥飯 

せに 殘留 せられた と あるの は、 次の 別個 行動 を 叙す る 伏線で あらねば ならぬ。 此 

te が 北海 を 航し豐 浦に 於て 天皇に 會 合せられ たとい ふ紀の 所說に 疑が ある こと は 

後^の 通りで、 假に輕 行 を 要する 急變が 德勒津 に勃發 したと しても， 角 鹿 遷都の 

計 書が 存 せぬ 限り、 百 寮を此 地に 留められた 害 はなく、 當面. の 殘務を 了した 後、 

帝都に 引上げ しめられ たものと せねば ならぬ。 西國 巡狩 は 長途の 征旅 でも あり、 

强敵 討伐の 目的で あつたので あるから、 十分の 準備 を 要した 害で、 輕裝の 旅先 か 


ら 突如と して 進發 せられる が 如き こと は 有り得す、 文武 百 寮が ftffi に 閑日月 を 送 

つ て 居た とは考 へ られぬ ことで ある。 

上記の 派兵 巡幸 は 要するに 大 征討の 豫備 行動で、 畿甸 附近に 不穏の 氣勢 が絕滅 

した 後に 於て、 天皇 は 大纛を 長 門國に 進められた。 之に 關し紀 は 次の 如く 叙述し 

て 居る C 

當ニ是 時-熊 襲叛之 不二 朝貢つ 天皇 於レ是 將レ討 一一 熊 襲！^ 則自 一一 德勒 發之、 浮レ海 

而 幸- 1 穴 s:f 卽 3 使 遣-一角 鹿 r 勅-一 皇后-曰、 便自- 其 津-發 之 逢-於 穴 門 こ 夏 六月 辛 

巳朔庚 寅、 天皇 泊 二子 豊浦津 (且 皇后 從ニ角 K- 發而行 之」 到- -濘田 門-食 二 於 船上ハ 

時海鯽 魚多聚 n 船 傍？ 皇后 以レ 酒灑 -1 鯽魚ハ 鯽魚卽 醉而浮 之、 時 海人 多 獲 二 其^- 而 

歡曰、 聖王所 レ賞之 魚焉、 故 其處之 魚、 至 二 于六ガ -常傾 浮 如い 醉、 其 是之緣 也」 秋 

七月 辛亥 朔乙 卯、 皇后 泊， 一豊 浦津； 是曰 皇后 得 S 如意 珠於ニ 海中 ハ 九月 興-一. K 室于ニ 
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穴 門， 而居 之、 是 謂，, 穴門豐 浦宮， 

此 文の 第 一 段に よれば、 事 急なる によって 氣長姬 を 召 寄せられる 遑が なく、 德勒 

津 より 直に 發程 あらせられ、 妃は 勅命に より 角 鹿から 乘 船して 穴 門 (長 門 ，1 の，^ 

に 於て 會 合せられた ものと 了解せられ るが、 旣に先 學も疑 を 挾んだ やうに、 事實 

と 見る に は 次の 如く 不合理の 點が 多い。 

(一) 北海 は 風波が 荒く、 且長 門に 至る 航程 も 內海經 由に 比すれば 殆ど 一 倍 半に 

あたる から、 縱ひ角 鹿を發 程地點 とせられた にしても、 會 合の 時機 を 早めん 

が爲に は、 近 江 反 山城 を 超え、 難 波 律に 出で、 其處 より 乘船 する を捷路 とす 

るから、 態々：. a 路難 難の 海面 を 選ばれた 喾 がない。 —  —或は 任那 (加 羅) の 舟 

が 角 鹿 に來航 した ことの 故 を 以て、 當時 の 常 航路で あ つたと 主張す る も のが 

あ る かも 知れぬ が、 其 は 崇神朝 以前 出 雲 を終航 地と した 慣習 による もので、 

態 ケ 此 航路 を 選定した の ではない。 されば 征韓後 は 常に 難 波 (墨 江) を 來往卷 


S とし、 欽 明朝に 高麗の 船が 越 前に 来着した るが 如き は 寧ろ 異例に 屬す る。 

(一一) 强 ひて 北航の 理由 を 求める とすれば、 其路 次に 鎭定を 必要と する 地方が 存 

したに よる ものと すべきで あるが、 其 やうな 形跡がない のみなら す、 之が 爲 

に は 氣長姬 を 煩 はさす とも 他に 適任の 將軍 があった 笞 である。 此貴女 は 後日 

の征戰 によって 勇名 を 轟かされた けれども、 當時は 尙深閨 の 一 小婦 で、 百 寮 

の 中には 經驗に 富み 門地 も遙に 高い 重臣が 少 くはなかった ので あるから、 特 

に大將 軍に 選 補せられ たと は 思 はれぬ。 假に其 任に 就かれた としても、 百戰 

の 宿 將等は 恐らく は 號令を 聞かなかった であらう。 

(一一 一) 二 年の 紀に立 皇后の 記事が あるので、 天皇の 御名 代と して 文武 百 寮 を 指揮 

せられた と 解す る ものが あるか も 知れぬ が、 皇后 冊立が 事實 にあらざる >  一 レー 

は 上述の 通りで、 天皇 代理なら ば旣に 成ん に 近い 皇子の 一 柱 を 選ばれる のが 

至當 である。 後日 垂 簾の 政を聽 かれた こと は事實 であるが、 此當 時から 朝政 

我 駕西征  一一 九 
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に干與 せられた とは考 へられぬ ことで ある。 

されば 播磨 風土記に あら はれた 西 征に關 する 數條に は 盡く总 長 帶日女 命に 言及し 

(後記 參照 )、 釋紀所 引の 伊豫 風土記 殘簡 にも 帶中 日子 天皇が 大后总 長帶姬 命と 御：！： 

列で 溫 泉に 行幸せられ たと あり、 次 段に 見える ii 田 門 も 信 友 は 若狹國 三方 郡の 海 

面と 考證 して 居る が、 以下 に 論證す る やう に 安藝 國 沼田 郡 說を 可とする やう で あ 

る 。 紀の 所說は 恐らく は 越 前 の 口碑 乃 至笥飯 神， K の 社 傳に茈 くもの で あらう が、 

： 同社の 舊 記に は 神 功 皇后 發航. に 言及した ものが 多い から、 . 史實 にあら すと す 

る も、 古傳 たる こと を 失 はぬ—  —地方 傳說の 例と して 前後の 史實 との 聯絡に はさ 

のみ 意を勞 せす、 角 鹿から 天皇の 御 跡 を 追 はれた と說 くこと を 主眼と した もの、 

やうで、 原傳は 或は 日本海 航路 を 取られた とい ふやうな 印象 を與 へ る もので はな 

かった かも 知れぬ。 然るに 紀の 筆者 は 上揭の やうに 文飾 を 施した ので、 少 からす 

後人 を 惑 はせ たので あるが、 劈頭に 當 一一 是時ー 熊 襲叛之 不一 一朝 K 一と ある 一 句が 旣に 


臆斷 で、 九州 西北 部の 形勢 は决 して 一 朝 一 夕に 急變 したので はなく、 遠征 計 書 は 

天皇の 卽 位と M 時 (若く は 其 以前) に 起つ 仁 ものと せねば ならぬ。 加 之 叛者を 熊 襲 

としたの も 正しい 稱呼 ではなく、 事實は 倭人 國 征討で あ つ たと 斷定す ベ き こと 序 

說に 詳論した 通りで ある C 

+ 書紀の 編者 は 角 鹿 發航說 に 誤られて、 祌功 皇后 は 全然 別行 動 を 取られ， たものと 

し、 之が 爲に 天皇より 二十四日 後れて 豊浦津 に 到着せられ たと 說 いてお る けれど 

も、 .S 他の 源 * から 出た と 思 はれる 颇マ？ 矛盾せ る 傳說を も 之に 結び つけて 居る。 

：播磨 風土^が K 料に 供せ，. つ れ な かった の は 未進 達で あ つた か ら で あ ら う 

-:iim 門の 一 節が 其で、 酒 を 海鲫魚 (六— 一 八 四 頁) に灑 いだの は 氣長姬 であるが、 其 

负を 得た 海人 等が 聖王所 賞と いうた と ある 聖王 は、 如何 やうに 强 辯しても 后妃の 

謂と 了解す る こと は 困難で あるから、 天皇 も 御 列座であった とせねば ならぬ。 若 

し然 りと すれば^ 田 門に 必然 內 海の 一 地區 で、 仁 德紀に 安藝 國 獰 田と ある 地 (お 
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3 卷ニ九 五 H) と 思 はれる。 信 友 は 上記の 如く 北海 巡航 を 前提と して、 若狹國 三方 

郡の 海面 丹 生 浦と 常 神 浦との 中間なる 七 里の 海門 を 以て 之に 擬し、 地方の 篤學家 

がわ ざく 常 神 浦に 赴いて 問尋の 結果、 一 人の 老 漁から 此渡を 昔の 人が ノタ ノト 

と稱 へたの を 耳に したと いふ 答 を 得た こと を 以て 證 とした 〔若 狹國宫 社 私考〕。 伹 し 

其 地 は 角 鹿 を距る こと 十 里に 過ぎ や、 發 程が 五月 以前であった とすると、 其處之 

魚 至 二子 六月 一 常 傾 浮 如 レ醉、 其 是之緣 也と ある 注文に 合 はぬ ので、 夏 六月 辛 巳朔庚 

み由ス 十日) とい ふ日附 を、 天皇の 豐浦着 御と 氣長 媛の 發 程との 双方に か、 る ものと 

曲解し、 . —極めて 稀 有な 偶 合で あるの みなら や、 其 意なら ば r 且」 の 代りに 「同 

日」 又は 「是 日」 とい ふやうな 文字 を 必要と する—  i:^ 月 十一 一 三日に 炕 過せられ た 

ものと したが、 屢ミ 述べ たやう に紀の 月日 次 は論斷 の根據 となるべき もので はな 

いから、 假に 六月 十日 角 鹿 發航と 明記せられ て 居ても、 之 を 以て 旁證 とする こと 

は出來 ぬ。 ノタ ノト は 信 友の 說の 如く 長 濤之音 を 意味す る 俚言で あらう が、 海門 


の名稱 ではなく、 お 田 門と 稱 する 海面が ある 箬だが 思 寄 はない かと 强 ひて^ ねら 

れ仁 ので、 無 舉の老 夫が 幼時 海上で 聞覺 えた 言葉 を あげたの であらう。 一 步を譲 

つて ヌタ ノトと いふ 舊 名の 實在を 肯定す るに しても、 尙 日本海 航行が 事實 であり 

得ぬ とすれば、 偶ミ類 名が 存 したと いふに 過ぎぬ ので ある。 

之に 反して 播磨 風土記 は 次の ニ條に 於て 天皇と 息 長 帶日賣 命との：！ 1： 行 を 明示し 

て 居る。 

〔ほ 容郡中 川 里〕 i 長 帶曰賣 命、 度 TT 行 於韓阈 一之 時、 船宿 ニ谈路 石屋 一之、 爾時 風雨 

火 起、 " 姓 悉濡、 于に時 大中千 以ン苫 作ン屋 、天，： ^勅 云、 此爲 二！： 富ハ卽 賜ン姓 @ 一お 

編 首， 

C 印南 郡〕 穴 門豊 浦せ； I 御宇 天皇 與，, 皇后， 俱 欲い 平，, 筑紫久 麻 曾 岡， ド行之 時、 御 * 

於 印い 1 沛： 此時 滄海甚 平、 風波 和靜、 故 名 曰 二人 浪郡， 

^土お の 所 W は 地名の 由 來を說 くこと を 主と した ものであるから、 以ドの 諸條と 


第三 章 巡 狩 (忡哀 天皇)  一二 四 

1：! じく 史實 的根據 とする こと は出來 ぬが、 神 功^ 后 は播磨 沿^ を W 航 せられ 仁と 

いふ 口碑が 弘 布して 居た と 見えて、 右の 外に も I 天皇の 御 伴と は 明：：： 1 せられて 

居らぬ けれども 1 次の 如き 記事が ある。 

〔铹磨 郡 因 達 里〕 右 稱，， 因 達， 者、 息 長 帶比賣 命 欲つ 牛 二 韓國， 渡 坐 之 時、 御船 前 伊太 

代 之 神 在 二 於此處 f 故 因，, 神 名， 以爲ニ 里 名， 

〔捭 保郡大 H 里〕 所, T 以稱 二言 擧阜， 者、 大帶曰 責命之 時、 行 レ軍之 曰、 御， 一 於 此阜, 而 

敎 n 令 _箪 中-曰、 此御軍 者、 慇鷇 勿い 爲 二言 擧 〖故號 曰 二言 擧 前- 

〔同 石 海^〕 宇須. 伎津 …… 大 帶日賣 命、 將ぃ 平，， 韓國， 度 行 之 時、 御船 宿 二 於 宇：； S 川 

之 泊； 0,, 此泊， 度 TT 行 於 伊都-之 時、 忽 遭，， 逆風- 不，， 得 進行， 而從ニ 船 越， 越，， 御船 I- 

船猶亦 不一 一得 進； 乃 追 n 發 百姓 ハ令レ 引 一一 御船； 於 是有ニ 一  女人 一 爲レ資 ゴ上 己 之 負 子 一 

而墮 ，1 於 江 〔故號 二 宇須 伎，  . 

宇 頭 川 …… 卽是大 帶日賣 命 宿 "船 之 泊 


- 伊都 村…… 御船 水 手 等 云、 何時 將レ到 ニ於此 I 所 レ見之 乎， 故 曰 一一 伊 

〔同 浦 上 里〕 御津 息 長 帶日賣 命 宿 二 御船, 之 泊 

右の 外播磨 風土記の 逸文で 釋紀に 引用せられ た 左記の 一 滌は 現行 本に は 全然 脫漏 

して 居る が、 明 石 郡の 記事で あつたと 思 はれる。 

播磨國 風土記 曰、 息 長 帶日女 命欲レ 平-新羅 國-下 坐 之 時、 禱二於 衆 神 (爾 時^ 堅 

大神之 子、 爾保 都比賣 命、 著， 一 W 造 石 坂 比 K 命， 敎曰、 好 治 n 奉 我 前-者、 我 W 出 二 

子 トメノ  タマ グシゲ 力 ガヤ ク  0  0 

善 驗-而 、比 比 良 木 八^ 祥 根底 不レ 附國、 越責眉 引阈、 玉闸 賀賀 益阈、 菰 枕有ン W -、 

新羅 以ニ  i 浪， -而將 n 平伏 賜^ 此敎 賜、 於い 此出 n 賜 赤 士ハ其 土 塗- 1 天 之 

逆袢； 建 二 神 舟 之 艫舳； 又染 二 御衣 裳 及 御 軍 之 著 衣 ハ又攪 IT 濁 海水-渡 賜 之 時、 底 潜 

魚^ 高 飛鳥 等 不一 一往 來， 不^ k 前、 如是 而平 コ. 伏 新羅 一已 訖還 上、 乃 鎮ョ奉 其 神 於- 1 

紀^ 阔管川 藤 代 之峯- . 

こ Q 一文に は 二三の 誤字が あり、 辭句 にも 註 釋を耍 する ものが 少く はない が、 之 

0  0  . 西 征  一 二 五 
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を 論す る こと は 本書の 目的で はない から、 魯 魚の 衍を 正し、 旁 訓を附 する に 止め 

た。 - i 小 著 r 播磨 風土記 物語」 にや.^ 詳しい 說 明が ある—— 獨り播 磨 風土記の み 

ならす、 攝津 風土記 殘簡 (萬 葉抄 引用) にも 次の 如き 傳說が ある (一. 古 風土記 逸文」 に據 

る)。 

美奴賣 松原、 今 稱，， 美 奴 賣-者 神 名、 其 神 本 居 二 能 勢 郡 美 奴 賣山ハ 昔 息 長足 比お か 

キ幸 ニ于筑 紫！：， 時、 集 =1 諸 神祇 於-一川 邊郡內 神前 松原- 以求 TT 祈 福 (于， 時 此神亦 

同來集 曰、 吾 亦 護 佑、 仍諭之 曰、 吾 所 "住 乃 山、 有 二 須義之 木 ハ木名 各 宜材" 探、 爲 

レ吾 造レ 船、 則 乘ニ此 船 一而 可 二 行幸； 當レ有 一一 幸福つ 天皇 乃隨 一一 神敎ー 遣-一命 造 ジ船、 此 

神 船 遂征二 新羅- 一 云于， 時 此船大 鳴 響 如- - 牛吼 一 自然 從 -1 對島海 一 還-到 此處 ー不レ 得- 乘法ー 

仍 卜占 之、 曰，， 神靈所 Ik  、乃 留置、 還來之 時、 祠ョ祭 此神於 二 斯浦ハ 並 留レ船 以獻" 神、 亦 

號-此 地, 曰-美 奴賣 一 

自 5 長足 叱賣 天皇 は倭武 天皇と 同 例で、 尊崇の 餘り、 ス メラ ミコト とい ふ 尊 稱を添 


へた ものと も 了解せられ るが、 或は 賣の 字の 下に 命與の 二字が あつたの を 誤脫し 

たもので、 天皇と 御 同行であった こと を 意味した のか も 知れぬ。 神 名から 地名が 

出た とい ふの は、 前卷 にも 屡ミ 述べ t やうに 本末 顚 倒で、 ミス メ (海松 藻の 轉) の 

^の 神なる が 故に、 此名を 以て 呼ばれた ものと すべく、 能 勢 郡に も 美奴賣 とい ふ 

山が 實 在した とすれば、 此 社の 料た る 木材 を 伐 探す る た め の神領 であった ので あ 

らう e 

上記に よれば 息 長 帶日賣 命 は、 天皇に 供奉して 攝津 國川邊 郡から 淡路岛 の^お 

に 渡り、 明 石 印南 二 郡 を經、 铹 磨に 於て 在住 海人 族 (クシカ 氏 等) の 舟師を 募り、 

沿岸 を 航行して 揖保 郡に 達し、 風波 を 避る ため 宇 頭 川 (揖保 川) を 遡り、 陸上 か G 

舟 を 遝んで 御 律 村に 出られた とい ふので、 言擧阜 の 敎令も 亦 恐らく は 天 皇が布 沪 

れ たこと を 意味す るので あらう。 此 等の 口碑が 事實に 甚く ものと すれば、 天皇 は 

此 妃を從 へ、 內海 北岸 航路 をと つて 三 原の 瀨戶に 出で、 - —備 前！： 牛 窓 神社 〔祌 

發^  W 征  ニー 七 
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社考〕 及 備後國 沼 隈郡沼 名前 神宮の 社傳 にも 之に 關 する 口碑が ある 〔通 釋〕 — 淳田 

の 海門 を航 過して 伊豫に 渡り、 此方 面に 占 住する 海人 族の 水 師を徴 K して、 豐浦 

に，！： はれた ものと せねば ならぬ。 

豐浦津 に 於て 皇后が 如意 珠を 海中より 得られた とい ふ 傳說の 出听は 判明せ ぬ 

が、 宣長も 指摘した やうに 如意の 二字 は訓讀 のし やうが なく、 釋紀 にも 尔ョ ヰと 

. 調 ませて ある 所 を 見る と、 漢語 採用 後に 生まれた 話 か、 然ら すと も 後日 潤色 を 加 

へた ものと すべきで、 假に其 事 實が存 したと しても、 如意の 字義に 重き を^く 必 

要はな く、 恐らく はタ マ (珠) を 名と する 或 地點の 所由說 明と して 案出せられ たも 

ので あらう。 其 名 稱は豊 浦 附近に は 現存せ ぬが、 或は ダン (壇) ノ クラ を 古はタ マ 

の^と 稱へ たの かも 知れぬ。 釋紀所 引に よれば 土佐國 風土記に も 神 功 皇^に 假託 

して 同様の 地名 所 由 傳說を あげて 居る。 卽ち 


吾川 郡 玉 島 或說 曰、 神 功 皇后 巡國之 時、 御船 泊ン 之、 皇后 下ン 島、 休 n 息璣 際-得 こ 

一 白 石； 圑 如，, 雞卵 f 皇后 安二 于御 掌： 光明 四 出、 皇后 大喜、 詔 二 左右， 曰、 是 海神 所 

ン賜 白眞珠 也、 故 爲ニ島 名- 

豊浦津 の 珠も亦 海中から 得た と あるから、 シ ラタ マ卽ち 眞珠を 意味した こと は 勿 

論で、 之 を 如意 珠と いひ かへ たの は、 海 宮傳說 の 潮 滿瓊、 潮涸瓊 (六— 一九 五 S を聯 

想せ しめ、 後 日韓 地 征討に あたり、 此珠 の靈驗 によって 意の 如く 海 潮 を干滿 する 

こと を^た とい ふ 印象 を與 へん が爲で あ つたと 思 は れ る 〔釋 紀卷 八〕。 後 人 之 を 察 

せ や、 如意 珠と あるが 故に 奇 代の 神 玉なら ざる 可から ャ として、 之が 獲得の 顚末 

乃至 保管の 場所に ついて 種々 の 臆說を 生み 、 或は 沿岸の 一 一 岩礁 を滿 珠干珠 と名づ 

けて、 此 如意 珠と關 係が あるかの やうに 說 いて 居る が、 いづれ も 後日の 案出で 問 

題と す ベ きもの で はな い 。 

豐 浦宮趾 は 今 の 豊浦 郡長 府町 大字 豊浦 にある 忌宮 神社 ( 一 一 宫 八幡) で あ ると 言 ひ 

豐浦宮  一二 九 
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傳 へられ、 訶志比 宮に遷 御まで 數 年の 間. 紀 によれば 二 年 六月から 八 年 正月 ま 

で — 滯在 あらせられ たもの 、やうで ある。 其が 何の 爲 であった か 明示 せられて 

居らぬ が、 此地を 大本 營 として 策戰 せられた ものなる こと 勿論で ある。 筑 前の 沿 

岸 儺^ 伊覩縣 まで を 平定す るに 右の 如く 長月 日 を 要した 所 を 見る と、 敵軍の 眩抗 

はかなり 頑强 であった とすべき で、 未曾有の 大戰 役と いはねば ならぬ が、 其戰 * 

に關 して は 何等の 傳 說も殘 つて 居らぬ こと を遺减 とす る。 
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筑前 渡御- i . 寄 泊地 II 祌敎 I 殯斂 II 國 之大祓 

筑前 海岸 地方が 平定した ので、 天皇 は 大纛を 儺縣に 進められた C 紀は之 を 次の 

如く 叙述して 居る。 

ミユキ 

八 年^ 正月 己 卯朔壬 午、 幸，， 筑紫， 時、 岡 縣主祖 熊 鰐 聞 二 天皇 車駕： 豫拔 n 取 百 枝 

賢 木- 以立ニ 九 尋船之 舳-而 、上 枝掛ニ 白銅 鏡？ 中枝掛 二十 握劎ハ 下枝褂 --八 尺き 

參，， 迎于 芳娑 * 之 浦- 而獻 n 魚鹽地 g 以奏 言、 自ニ穴 門-至-向 津野 (大濟 爲-- 東 

門： 以，， 名籠屋 大濟， 爲， 門； 限 二 沒利嶋 、阿 嶋 (爲ニ 御宮？ 割 ニ柴嶋 -爲ニ 徙^ 

以二逆 見 海- 爲ニ墜 地 ハ旣而 導 u 海路 〖自ニ 山 鹿 岬-廻 之 入ニ崗 浦-到 二 水門-あ 船 不二 

得 進： 則 問 n 能 i- 曰、 K 聞、 汝熊鰐 者 有 二 明 心- 以參來 、何 船不レ 進、 熊驟奏 之 H、 
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御船 所 ョ 以 不二 得 進， 者、 非ニ臣 罪 (是浦 口 有 二 男女 二 神； 男 神 曰 ニ大 倉主； 女神 曰： 

蒐夫 羅嫒マ 必^ 神 之 心歟、 天皇 則禱祈 之、 以ニ挾 杪者倭 國蒐田 人 伊賀 彥ハ爲 ン祝令 

ン祭、 則 船得ン 進、 皇后 別 船 自ニ洞 海 一入 之、 潮涸不 ン得ン 進、 時 熊 鰐更還 之、 自ン洞 奉 

ン 迎，, 皇后； 則 見，, 御船 不ジ 進惶懼 之、 忽作 n 魚 沼 鳥 池 f 悉聚 魚 鳥 f 皇后 看 11 是魚鳥 

之 遊， 而忿心 稍 解、 及，， 潮滿， 卽泊 ニ于歸 津，」 又 筑紫伊 覩縣主 五十 迹手、 聞 二 天皇 之 

行ハ拔 rr 取 五百枝 賢 木； 立 二子 船 之舳艫 f 上枝褂 二八 尺瓊 f 中 枝褂， 一 白銅 鏡 f 下 枝掛コ 

十 握劎： 參 TT 迎于穴 門 引嶋， 而獻 之、 因以奏 言、 臣敢所 TTT 以獻 ニ是物 f 天皇 如，, 八 尺 

マガ タマ  ミヨシ 口 シメセ  ミソナ ハセ 

瓊之 勾， 以曲妙 御 宇、 且如， 一白 銅鏡， 以 分明 看 TT 行 山川 海原； 乃 提ニ此 十 握 劎-平 二 

天下， 矣、 天皇 卽美 11 五十 迹手， 曰，， 伊 蘇 志 f 故 時人 號ニ 五十 迹手之 本土， 曰 二 伊 蘇 

國； 今 謂 u 伊 覩-者 訛 也」 己 亥 到 n 儺縣； 因以 居， 1 欞 日宫， 

此は 古事記に 見えぬ 記事で、 新 資料に より 編纂せられ たもので あるが、 伊 覩縣主 

に關 する 一 節が 後揭の やうに 筑前 風土記 (殘簡 ) にも 存 する 所 を 見る と、 其 資源 は 


主として 地 方傳說 で あつたと 思 はれる。 されば 本來貫 連した 物語 で はなかった の 

であるが、 各個の 原 傳說に 還元す る こと は 困難で、 唯少 くと も 左記に 關 する 口碑 

が 今：： まれて 居る こと を 察知す るの み で あ る 。 

(一) 闺縣主 熊 鰐の 奉迎 及貢獻 

(二) 大會主 及 蒐夫羅 媛の 社の 緣起 

(一一 一) 魚 沼 及 鳥 池の 由來 

S 伊 覩縣主 五十 迹 手の 奉迎 

紀の 編者 は强 ひて 之 を 縫合 はせ ようとした 爲に 却って 破綻 を 生じた。 例へば 豊浦 

から 九州 西岸に 渡航 せられる 天皇 を 周 防の 娑麼 に出迎 へ たとい ふが 如き は 其で、 

縱ひ 發航に 臨み 東 隣の 地 を も 巡察せられ る 必要が あつたと しても、 態々 娑麼 まで 

引か へ して 乘船 せられた 箬 はない から、 若し 此 地名が 原傳 にも 存 したと すれば、 

京師から 御來 著の 際、 熊 鰐が 同地まで 御 出迎申 上げた ものと すべきで、 豐浦宮 御 

筑前. 渡御  一 三 三 
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出發 より は數年 前の ことで あらねば ならぬ。 原 說には 恐らく は 時機 を 示さす、 奉 

迎奉獻 の事實 のみ を あげて あつたの を、 編纂に あたり 深く 地の 理を 極めす、 筑紫 

御 渡航の 際の こと 、速斷 したので あらう。 熊 鰐と 五十 迹 手との 幣物に 關 する 描寫 

が 重複して 居る の も 本 來箇々 獨 立の 口碑であった からで、 若し 一連の 物語で あつ 

たなら、 今少し 叙述に 意 を 用 ひて 聞きよ いやう に 工夫した であらう と S は， e る。 

此 等の 斷片的 口碑の 綜合から 吾人が 捉へ 得る 史實 は、 ほ.：/ -紀の 所說に 同じく、 ， 

浦宮 御出發 にあたり、 崗縣 主が 鄕 導に 任じ、 伊 覩縣主 は 引 1( 彥島) まで 出迎 へ、 

崗津に 寄 泊の 上、 海路 儺縣に 到着 あらせられ たとい ふこと にある が、 紀の 文に 陶 

泥せ す 上記の 如く 切 離して 說述 する こと を 便と する。 

崗縣主 は 第一 卷 (六 〇 頁) 以下に 述べた やうに、 ス ハ族 系統 (宗像 氏) で、 神武 朝 

以來 皇室との 緣 故が 深く、 周防國 就中 娑麼は 同族の 占 住 地であった ので あるから 

(第 四卷五 〇 頁)、 天皇の 行幸 を 耳に して 同地まで 參 侯した こと は 育り 得 V きで、 鏡 


劎玉を 賢 木に 取 かけて 奉 進した の は、 恭順の 表示なる こと は 疑な く、 此當 時に 存 

した 慣例 か、 然ら すば 之 を 意味す る 話術の 一 樣 式であった ので あらう。 されば 景 

行 天， M の 前鋒隊 を出迎 へ た 神 夏 磯嫒の 場合に も (第 四卷 五八 H0、 次の 伊覩縣 主に つ 

いても 同様の 記事が あるので ある。 上 揭の紀 の 文に は 重複 を 厭うて 少しく 辭 句と 

序次と を かへ、 五百枝 賢 木と 百 枝 賢 木と に區 別して あるが、 —— 百の 上に 五 を 加 

へた 本 も あり、 類聚 國史 にも 兩者 共に 五百枝と して あるが、 多 數を槪 示す るに 過 

ぎぬ から、 モ 、 ェ( 百 枝) というても 少しも 差 支 はなく、 言葉と しても さの み 耳 立 

たない —— 要するに 幣物 奉獻の 謂に 外ならぬの である。 

豊浦 附近 は 後 文に よれば 穴 門直踐 立の 管下であった やう で あ る が 、 多數 の 兵 士 

を 給養す る爲に は、 大量の 海陸 產物を 需要す るから、 崗縣 主の 領土 領海 を も提洪 

せしめられ たので、 穴 門から 向津野 卽ち對 岸に 至る まで を 魚鹽の 地と 定め、 —— 

從來 句讀を 誤り、 自ニ穴 門-至 二向津 野大濟 -と點 し、 向津 野を濟 の名稱 又は 一 地の 

筑前 渡御  一 三 五 
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固有名詞と 見なして 類 名の 地點に 牽強して 居る が、 大濟 以下 は 次の 句に 屬し、 向 

津野は 後記の 向津國 (第 一 四 九 頁) と 同じく 對 岸の 陸地の 謂で ある I 束 は大濟 (恐 

らく は 下 之 關海峽 東口の ことで あらう) を 限り、 西 は 名籠屋 大濟、 卽ち今 G 若松と 

戶幡 (名 古屋 岬) 間の 渡を堺 として、 之 を 東門、 西 門と 稱 へたと いふので ある。 又 

沒利嶋 と 阿 閙嶋と を 御宮と し、 柴嶋を 御 a (此 云ニ彌 那陪- と訓 註して ある) とし、 

逆 見 海を鹽 地と したと あるの も、 供御 給養の 爲の獻 地 を 謂 ひ、 宮と K と を 以て 之 

に譬 へたの は、 いづれ も 食器なる が 故で、 、ノ コの 原義 は葉笥 であるが、 上古 は 主 

として 食物 を 盛る 器 を 意味した こと は播磨 風土記の 用例 (鎊磨 郡 枚 野、 楫保郡 大家、 美 

囊郡志 深 里の 條下) によっても 明で ある。 ナベ は 一 1( 土) へ (容器) の轉 呼と 思 はれる。 

沒 利はモ ッリ 又は モ トリと 訓み、 今もム ッ レ (六 連) と稱 へ、 其 西に 接する 藍嶋は 

阿 SE 嶋の轉 訛で あらう と 言 はれる。 柴嶋 は筑前 風土記 (殘簡 ) に塢舸 (崗) 縣の 海中 

に 在る と ある 資波 島の ことで、 現に 白 島と 稱 へて 居る が、 逆 見 海 は 所在 を詳 にせ 


ぬ。 鹽 地と ある 所 を 見ても 古の 製鹽 材料た る 海藻の 繁茂す る 海面であった とせね 

ばなら ぬから、 サカミ も亦榮 水の 謂で あるか も 知れぬ。 下之關 市武久 町の 沖をサ 

カミの 海と 稱 へる とい ふ說も あるが、 遠賀 島の 北岸に も 現に 逆 水と 稱 する 地點が 

ある (陸地 測量 部廿萬 分の 一 圖)。 

筑紫 渡御に あたり、 崗縣 主が 鄕 導に 任じた と あるの はさ も 有る ベ きこと である 

が、 伊 覩縣主 五十 迹 手と いふ ものが 遙々 參 侯して 穴 門の 引嶋 (今の 彥島) に出迎 へ 

たの は、 歸順 を確證 する 爲 であった とせねば ならぬ C —— 引嶋 は舊訓 ヒケシ マと 

あるが、 低岛の 意と E 心 はれる から、 ヒキシ マと 訓む 方が よい。 ヒコ (彥) 島 は 其 訛 

である II 此縣主 も 亦 玉 鏡 劎を賢 木に 取附 けて 獻 上した と あるが、 舢 艫に 之 を 建 

てた とい ふこと が 文飾で ない とすれば、 天皇と 氣 長足 姬 とに 各 一 隻を 奉った もの 

と 了解すべき であらう。 品物に 假 託した 壽詞 中に、 如 二八 尺 瓊之勾 一 以曲妙 御宇と 

ある 勾 を舊訓 マ ガレルと し、 曲 妙をタ へ 一一と 點 して あるが、 八 尺 瓊は必 しも 勾 

筑前 渡御  一 三 七 
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玉に は 限らぬ から (三 I 二 〇頁)、 勾 は 述語に 用 ひたので はなく、 マガ タ マ に 充てた 

假 字で、 播磨 風土記に も 例の ある ことで ある (第 四卷 二三 頁)。 されば 曲 妙の 曲 を 省 

いて 讀 むこと は出來 ぬが、 曲 妙の 字義に あたる 古言 (熟語) は 思 ひ當ら ぬから、 タ 

ヮャ 力の 意 を 表示す る假 字で あらう。 白銅 鏡 も マ ス ミの カガミ の義， である (二 

I 一八 五 页)。 

天皇が 五十 迹 手の 功 を 賞して イソ シと 仰せられた から、 其 本鄕を イソの 阈レ， 稱 

へたの を、 イトと 轉 呼した と あるの は 例の 戲說 で、 甚 廻りく どい 釋明 であるの み 

ならす、 伊 覩は魏 志 倭人 傳 にも 見える から、 仲哀朝 以前から 存 した 地名なる こと 

疑な く (第二 卷ニ四 四页)、 伊覩の 主なるが 故に イト チと 呼ばれ、 イト テと轉 や ) た 

ものと 了解すべき である。 此 一 段と 原說を 同う する 筑前 風土記 殘簡 (釋紀 所 引) は 

づ しく 內容を 異にする から、 重複の 部分 も ある けれども 左に 抄出す る。 

昔 者穴戶 豊浦宮 御宇 足仲彥 天皇、 將ッ 討，， 球 磨 噌^; 幸ニ筑 紫， 之 時、 怡土縣 主 等 


祖 五十 迹手、 聞-, 天皇 幸- 拔 TT 取 五百枝 賢 木-立 二 于船舳 艫 (上 枝挂 二八 坂 瓊ハ中 枝 

挂， 1 白銅 鏡： 下枝挂 二十 握劎； 參 n 迎穴門 引 島- 獻之、 天皇 勅 rr 問 阿 誰 人 〖五十 迹手 

奏曰、 高麗 國意呂 山自レ 天降 來日侔 之 苗裔、 五十 迹手是 也、 天皇 於 レ斯春 二 五十 跡 

手， 曰二恪 手， 謂 伊 蘇 志、 五十 迹手之 本土 可ビ 謂二恪 勤國： 今 謂 ニ怡土 郡-訛 也 

ィ ソ シを恪 勤の 意と する の は轉義 で、 本 來ィサ (勇) とい ふ 形容詞の 活用形で ある 

から、 原說に 於て は 恐らく は 其 意に 用 ひられ 仁の を、 後人が 誤って 恪 乂は恪 勤の 

^を 配した ので あらう。 伊 親. は 第二 卷第六 章に 論じた やうに、 女王 國 配下の 一 地 

方で、 其 君 長は韓 地から 渡来した 倭 種であった から、 意呂 山に 天降した 日 砗の裔 

と名乘 つたので ある。 ヒホコ は 倭 系 貴人の 用 ひた 稱號で (第二 卷 二三 七 no、 天日 槍 

一 人に 限られた 固有名詞で はなく、 此は 全然 別人と せねば ならす、 ^呂山 は 神 功 

紀に意 流 村と ある 地の 山 をい ひ、 全羅南 道^律 郡の 一 地 點と思 はれる (次 卷 第一章 

00^ 然るに 高魔國 と冠稱 したの は、 後日 新羅に 代 はって 全 半島 を 支配した 高ー歷 

筑前 渡御  一 三 九 
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朝の 國號を 遡って 用 ひたので、 此 風土記が 延長 再 撰に 屬 する ものであった からで 

あらう。 

天皇 は 此兩土 豪の 鄕導 によ， o 海路 南下せられ たので あるが、 航路 及 寄航 地に 關 

する 詳說 は傳 はらす、 紀 に崗津 行幸 を 揭げて 居る のみで ある。 さりながら 其原傳 

は 決して 上揭の やうな 形式で 說 かれた ので はなく、 崗 水門と 洞 海と について、 左 

記の 如く 全然 聯絡の ない 一 一 つ の 口碑が 存 したので あらう。 

(一) 崗 水門 (第 一 卷六 〇頁) に 近い 一 神社が ある。 其 祭神 は大 倉主 及蒐 夫羅嫒 とい 

ふ國っ 神で、 仲哀 天皇の 御代に 祭祀せられ た。 其 は 天皇が 山 鹿 岬 を 廻り、 崗 

浦から 遠賀 河口 卽ち崗 水門に 進入せられ た 時、 御船が 淺洲に 膠着して 動かな 

くな つたので、 案 內者熊 鰐の 進言に 從ひ、 大和 國蒐 田の 人 伊賀 彥と いふ もの 

をして 右の 男女 神 を 祭祀せ しめられたら、 忽ち 浮び 上って 無事に 崗津に 到達 


せられた。 

(11) 洞 海の 邊に魚 沼 及 鳥 池と いふ 池沼が ある。 其 は 神 功 皇后が 此 海を經 て崗津 

に， M ひ 御 渡航 中、 干潮に 會 して 御船が 海底に 膠着した 爲に御 景色 を 損じた の 

で、 御迎に 出た 崗縣 主が 恐懼して 此 池沼 を 作り、 魚 鳥を聚 めて 御 慰め 申 上げ 

た。 其 中に 潮が 滿 もて 崗 浦に 安着せられ た。 

此 還元が 不當 でない とすれば、 (一) は 神社の 緣起、 (二) は 地 物の 由 來を說 いた 口 

碑に 過ぎなかった ので あるが、 紀の 編者 は 之 を 史實と 見なし、 一方に は 天皇の み 

を 擧げ、 他方に は 皇后 だけが. 表面に 現 はれて 居る ので、 終始 別個の 行動 を とられ 

たものと 了解して、 一 一つの 話 を 纏めて 上揭の 如き 紀行 を 作り上げ たので は ある ま 

いか。 —— 豐浦 迄の 旅行 も 別々 であった としたの は 之から 類推した ので あるか も 

知れぬ I さりながら 上 揭播磨 風土記の 所傳 によっても 明なる が 如く、 神 功 皇后 

が 除り せ 名で あるので、 代表的に 其 御名の みを揭 げた 二と も 有り得る から、 御 同 

寄 泊. 地  一四 一 
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歹- でなかった とい ふこ との 證據 に は なら ぬ 。 山 鹿 岬 (筑 前國遠 賀郡島 鄕村妙 見 倚) 

辻 廻が 正傳 であった か、 或は 洞 海の 捷路を 取られた のか 判定し かねる が、 崗津御 

寄 泊 は 確に 事實 であった と 思 はれる。 此 附近 は 海水が 淺く、 干潮 時には 上 W する 

ことがあ るので、 上記の やうな 傳說が 生まれた ものら しく、 殊に 御船が 他の 舟 こ 

比し 大型であった とい ふ 意味 も 含まれて 居る もの 、やうで あ る 。 

大 倉主 は 字の 如く 大集圑 の 共有 倉庫の 管理者 卽ち 族長の 謂で、 ッ ブラに は 穀粒 

の義も あるから、 會 (穀倉) の緣 によって 女神に 此名を 負 はせ たものと 了解 せら 1 

るが、 伊豫の 武國凝 別 皇子の 妃 にも 都 夫 良 媛と いふ 女性の ある 所 を 見る と 〔和氣 系 

圖〕， 倉の 緣語 ではなく、 ッ はッョ (强 )、 ッ 。ハモ ノ (兵) 等の 語根で チ (靈) に 通じ、 

フ ラはフ リ (奮) を 意味し、 " フ リ (第 一 卷 ニニ 四员) と 同じく # 長の 稱號 であるか も 

失れ ぬ。 山 鹿 地方に 割據 した 豪族の 祖 神なる こと は 疑がない が、 熊 鰐との 關 係の 

有無 は 不明で、 之 を 祭祀した のも必 しも 仲哀 天皇 以前の ことで はなく、 風土記 專 


說の發 生當時 現存した 社であった かも 知れぬ。 莬 田の 伊賀 彥は 大和 國 宇陀 郡 伊賀 

見 村 (今 曾爾村 の 大字) を 名に 負うた も の 、 やう で 、 挾 杪とぁ る の は 船頭 卽ち 御船 

の乘 員の 上席 者の 謂 で あらう。 

此津 以後の 航路に ついては 紀は 之 を默 殺して 居 る が 、 筑前 風土記 殘簡 (釋紀 第 六 

卷所 引) の 左記 一 文は此 時の 航海に 關 する 口碑と 思 はれる。 

糟屋 郡資 河鵠。 昔時 氣 長足 姬尊、 幸 二 於 新羅 ， 之 時、 御船 夜 時 來泊ニ 此鸠； 有了陪 

從 名：： ム n 大 、小 濱， 者. ハ便勅 二 小濱， 遣 ニ此 島， 覔レ 火、 得 早來、 大濱問 云、 近 有レ家 

耶、 小濱答 云、 此嶋與 二 打 昇濱， 近 相 連接、 殆可ビ 謂 二 同地： 因 曰，， 近嶋： 今 訛 謂， 一之 

資 河，：：^ 

資珂お は 今の 志賀島 村で、 博 多 灣頭北 角に 位し、 香椎 から 地つ V- きで あるが、 往 

^離，：；：？ であった こと は 地形に よっても 想像 せ られ る。 皇軍の 本營 は香椎 に存 した 

が 故に、 问 地から 朝鮮に 向って 發航の 際に は此 附近の 地理 は旣 によく 知られ、 文 
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に 見える やうな 問答 は 起らなかった 害で あるから、 此は 初めて 來航 した 時の 話と 

せねば ならぬ。 されば 皇舟 は崗津 から 宗像 糟屋ニ 郡の 海岸に 沿うて 南下し、 志賀 

岛を 廻つ て 儺縣に 達した ものと すべ きで ある。 

儺縣は 倭人 傳の 奴國 にあたり (第二 卷ニ四 四 頁)、 二 萬 餘戶を 有する 大邑 であった 

ので あるが、 旣 に先發 部隊に よって 占領せられ て 居た から、 天皇 は此 地に 大本 營 

を 設けられ たので、 其 宫趾は 今 も香椎 宮と稱 し、 仲哀神 功二 尊 を 祭り、 官幣 大社 

に 列して 居る。 神 名 帳に 之を载 せて 居らぬ の は、 天皇 昇天の 聖地と して 御陵と 同 

樣に 取扱 はれて 居た からで あらう。 然るに 中世 以降 專ら神 功 皇后 を 祭祀す る 神社 

と 見なされ たの は、 序說に 論じた やうに 此 皇后の 雄武が 天皇の 御 威 德を蔽 うた 結 

果で、 近代 二 神 靈を幷 祭す る やうに なった の は 極めて 當を 得た ことで ある。 香椎 

は 地名で、 記に は訶志 比と 假名 書し、 紀 にも 欞 日の 二字 を 充て k 居る が、 筑前風 

土 記 (殘簡 ) に は哿襲 (可 紫 比 也と 注せられ て 居る)、 萬 葉 集に 可 之 布、 姓氏 錄 (韓矢 


W 部 連の 條下) に 糟冰と あり、 和名 抄糟屋 郡香椎 は加須 比と 訓註 せられて 居る 所 を 

兑 ると、 力 シ ヒの 外に 力 シ フ とも 力 ス ヒ とも 稱 へられた ものと せねば ならぬ から 

力 は 接 S 、語で、 聚落 を 意味す る 古語 シフ、 ス ヒ、 シ ヒ (第一 卷五ニ 頁) から 出た ものと 

思 はれる。 

天皇が 欞日宫 を根據 として 肥前筑 後方 面の 賊を 討伐せられ たこと は、 後 揭の如 

く紀に 强撃ニ 熊 襲- 不ン得 レ勝而 還 之と あり、 一 云と して 天皇 親 伐 一一 熊 襲-中-一 賊矢 一而 

^也 と 分注せられ て 居る の を 見ても 想像に 餘 りが あるが、 戰 況に關 する 傳承 を缺 

き、 神靈の 啓示の みが 詳密に 叙述 せられて 居る。 其 大意 は 神が 皇后に 憑いて 韓地 

^伐の 必要 を勸吿 したと いふので あるが、 傳誦 者に よって 區々 に 潤色せられ たと 

はえて、 紀 記の 所說が 一 致せす、 其 外に 一 云と して 神 功紀に 分注した 一 異傳が あ 

る。 便宜の ため 左に 先づ 記の 所傳 を揭げ る。 

祌 敎  一四 五 
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ォホ - メ  ソノカ ミカ ミカ カリ 

其 大后息 長 帶日賣 命 は、 當時歸 神した まひき。 故 天皇 筑紫 之訶志 比宮に 坐し 

て、 熊 曾 國を擊 たむ とした まふ 時、 天皇 御 琴を控 かして、 建 內宿禰 大臣 沙庭 

？ -f ！ト  力 ミカ カリ 

に 居り， 神の 命 を 請 ひき。 是に 大后歸 神して、 言 ひ 敎へ覺 し 詔り たま はく、 

コガ if シ p ガネ ハジメ  力 *、 ャク  タ カラ  サハ 

W の 方に 國 あり， 金 銀 を 本と し、 目 之炎熠 種々 の珍寳 その 國に 多な り。 吾 

今 その 國を歸 せ 賜 はむ と 詔り たま ふ。 爾に 天皇 答 白た ま はく、 高き 地に 登り 

て 西の方 を 見れば 國土は 見えす、 唯 大海 こそ あれと 答へ たま ひて、 詐せ さす 

J  ォモ  モダ イマ 

神に こそと 謂 ほして、 御 琴 を 押 返け て控 きた ま はす、 默坐 しき。 爾 その 神大 

ォホ シ，'  イマ シ 

く忿 りまして 凡 この 天の下 は汝の 知らすべき 國 にあら や、 汝は 1 迸に 向 は 

ォホ キミ 

せと 詔り たま ひき。 是に建 內宿禰 大臣 白 さく、 恐し 我 天皇、 猶其大 御 琴 を 阿 

V クダ モア ラズ 

蘇 婆 勢と 白せば、 稍 その 御 琴 を 取 依せ て 那麻那 摩に 控き 坐し き。 故 未， 幾久， 

カム ァガ ィ ュ 

て 御 琴の 音 聞え す、 卽ち火 を 擧げて 見れば 旣に 崩 り訖 ませり き 

彈琴卽 ち 神樂を 奏し、 沙 庭に 忌 人 を 立てる こと は、 神靈を 寄せる 爲に或 時代に 行 


はれた 作法で あつたと 思 はれる。 サ 一一 "は 淨 庭の 義で、 ュ 一一 "(齋 庭) とい ふに 同 

じく、 其 處に 立つ G は 神霊の 降臨 を 祈る 爲 であらねば ならぬ。 然るに 紀に は後祸 

い爲 ニ辚神 者-を サ 一一 "トスと 訓し、 釋紀に 引いた 公望 私記に は師說 として 沙 者唱 

進之義 也、 言 出 居 神 樂稱ニ 沙佐之 庭 ， 也、 今 代 號二撫 「人- 爲ニ 沙庭 -者 少有レ 意、 依" 

相 づ兼號 一 # と ある 所を兑 ると、 平安朝に 於て はサ 一一 ハを審 神 者の 義 とも、 出 居の 

神樂の 謂と も 解し 仁の かも 知れぬ が、 大なる 誤謬と せねば ならぬ。 重： i 建內. M 綱 

を 沙^に 立た せ、 天皇 大御 躬づ から 琴 を 遊ばした と あるの は、 祈請した 神が 極め 

て 尊貴で ある こと を 意味し、 皇祖 神の 降臨 を 暗示した もの、 やうで、 天皇に 對す 

る 託宣 の辭に 其 意 を 含 め、 次の 文に も是天 照 大神之 御 心 者 と あ . 0 の で あ る 。 然 る 

に 天^が 之 を 信じた ま はす、 御 心の中に 爲詐 神と 思 召した るに より、 神罰 を 受け 

て 崩御せられ たかの やうに 說き なされ、 凡玆 天下 者、 汝 非ニ應 ン知國 (汝者 向 一一 一 逍- 

I  カシ n 

と％詛 せられ 仁と ある C ヒ トミ チは 上天の 道 を 意味す る こと 勿論で 祌識 を^し 

祌 敎  一 四 七 
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と 兌た 建內宿 禰の勸 により、 天皇 は 再び 琴 を 引 寄せられた が、 御氣 もちが 進まぬ 

ので、 ナ マナマ (生々) 卽ち S 々彈 奏せられた が、 間もなく 攀の音 が絕 え、 はやく 

も 昇天せられ たとい ふので ある。 

紀は 託宣の 神 靈を天 照大御 神と せ や、 從 つて 崩御の 直接 原因 も 後記の 如く 傷病 

であった かの やうに 記述して 居る。 卽ち 

秋 九月 乙 亥朔己 卯、 詔 二 群臣， 以議ン 討，, 熊 襲； -時 有い 神託 二 皇后， 而誨 曰、 天， 

ソジシ / ムナ クー 一 

憂， I 熊 襲 之不 1, 服、 是脔之 空 國也、 豈足ニ 擧ぃ兵 伐-乎、 愈，, 玆國， 而有 ニ寳國 ；譬 如，, 

子 トメ  メノ 力 ガヤ ク 

美女 之 有 二 向 津國- 眼 炎 之 金銀 彩色、 多 在 n 其國 f 是謂 ニ拷衾 新羅 國， 焉、 若 能 

祭レ吾 者、 則曾不 レ血レ 刃、 其 國必自 服矣、 復熊 襲爲レ 服、 其 祭 之以， 一 天皇 之 御船 及 

穴 門 直踐立 所ン獻 之 水田、 名大 田、 是等 物， 爲レ幣 也、 天皇 聞 二 神 言， 有 一一 疑 之 情 (便 

登 二 高 岳 ー遙望 之、 大海 曠遠而 不レ見 ン國、 於レ是 天皇 對ゾ神 曰、 脍周望 之有レ 海無ン 

!:、 豈於 一一 大虛 一有 ン國 乎、 誰 神 徒誘レ K  、復我 皇祖 諸 天皇 等、 盡祭 一一 神祇 ハ 豈有， 一 還 


神- 耶、 時 神 亦 託-皇后-曰、 如 二 天津 水 影-押 伏而我 所^ 國、 何， 無^  • 

謗 我 赏； 共 汝王之 如， 此言而 遂不レ 信者、 汝不レ 得-其 國ハ 唯今 皇后 始之有 k 、共 

子 有レ獲 ST 然 天皇 猶不レ 信 以强擊 -1 熊 襲- 不 n 得 勝- 而還之 

此^-, よれ. よ， は 請 はざる に 皇后に 憑い 仁と いふので、 神 敎も亦 に 西方に お！： 

ありと、 ふば かりで はなく、 其 歸伏を 待た すして 熊 襲 を 討つ ことの 不利益 を陳 让 

したと ある。 资之签 國は旣 に 高 千 穗傳說 にも 見えた 語句で (六 I 七 一 頁)， 後記 一 書 

の 如， 一 鹿 角 一 以無レ 實國と 同じく、 實 質の 貧弱なる 國と いふ 意で あるが、 肥筑 はお 

して 窮乏な 阔土 ではなく、 當時 物質的に は 富 足であった と 思 はれる こと は 第二 卷 

^七 章に 述べ 亿 通りで ある。 美女 之綠 (此云 ^ 麻 用弭枳 -) は 半島の 遠望 を 書 眉に 譬 

へたので あらう が、 此 時代の 我 婦女子が 右の 如き 化粧 を 施した か は 疑問で、 向津 

阈は 旣述の 如く 對 岸の 國土を いふので ある C 之 を拷衾 新羅 國 としたの は傳誦 者の 

& 加で、 當時 シ ラ 又 は シ ラ キ (新羅) は 朝鮮 半 ft の 總稱で は なかった の み ならす 
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^后の 遠征 も 新羅 王阈を 目的と せられた ので はない (序 說參 照)。 上記の 如く 託宣し 

たの は 未知の 神霊と せられて 居る ので、 右の 赘の 國を大 御手に 入れ 奉る ^，牛と し 

て、 祭祀 を 要求した と あるので あるが、 其 幣物と して 御船の 外に 穴 門直踐 立が 獻 

じた 水田 を 指定した と あるの は 注意 を 要する。 この 水田 は 豊浦宮 行 在お の 洪御女 

文武 百 寮 兵 衆の 給養の 爲に、 其 地の 支配者が 獻納 した もの、 やうで あるから >  之 

を 要望した の は 其 地に 緣 故の ある 神靈 とせねば ならぬ。 踐立は 借 字で、 ホ (秀) ミ 

タ (水田) チ (主) を 意味し、 其 出自は 明示 せられて 居らぬ けれども、 後日 山 田邑に 

奉齋 せられた 三 筒 男 神の 祭主に 任じた と ある 所 を 見る と、 フダッ ミ系 の 海に よ 

(六 丄ー五 二 S であった と 思 はれる から、 踐立 又は 其 族ん が祖 神の 託宣 を かりて、 

獻丄の 土地 を 還付し、 且 船舶 を 貸し 給 はらば、 诿 人の 本 據を衝 きー擧 にして 禍根 

の 勦 絕を圖 りたい とい ふ 建策 を、 皇后 を經て 奏上した 事 實が存 し、 其 を 上 揭のゃ 

うな 形式 を 以て 叙述した ので は あるまい か。 後記の 一 異傳に 神が 先づ 娑麼縣 主に 


託宣し、 然る 後 皇后の 口 を かりて 示敎 したと あるの は、 右 0 推定 を裹 す こも 0 

である。 如 二 天津 水 影， は 押 伏而我 所見 國の 序で、 水面に 影 を寫す 天空の やうに、 

俯瞰して 國 土の 存在 を 確認した とい ふ 意で あるが、 其に も拘 はら や 國な しとい う 

て 誹 誇せられ たこと を忿 つて、 天皇に 對 し^がま しい 言葉 を發 したと あるの は、 

其 策 が容 れられ なかった の で 、 肥筑 平定の 不成功 を豫言 したと いふ ほど の .^ で あ 

らう a 

右の 如く 考察す ると 紀の傳 は神祕 化せられて 居る けれども 尙事實 に 基く ものと 

せねば ならぬ。 記の 所說の やうに 皇祖 神の 敎示を 請 ふとい ふこと も、 上代に 於て 

は *、、 行 はれた と 思 はれる が (第三 卷九 no、 其 場合に は 託宣 は絕對 で、 之に 疑 を 挾 

み、 其指篛 に孛 ると いふ やうな こと は 何人も 思 ひ 及ばなかった 答で ある。 假に天 

c にが 時人 を 超越した 科學 智識 を 有せられ、 託宣 必 しも 神意に あらざる * 一と を 知つ 

て 居られた としても、 旣に 神敎を 仰がれた 以上、 之 を 無視して 文武 百 寮に 號 令せ 
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られる こと は 不可能で あつたと 思 はれる のみなら す、 神罰が 天皇 御 一 人に 降った 

と あるの も、 上代の 連帶 責任 觀念 (第三 卷 一 〇四页) に 反する もので、 縱ひ 重臣 等が 

a く 內心叙 慮に 不贊成 であっても、 傳ふ るが 如き 神 烕冒瀆 が事實 で あ つ た と す L 

ば、 神 譴は决 して 諒闇 だけで は濟 まぬ とせられ たに 違 ひない から、 此俾承 は 託宣 

云々 が 事. 實の 神祕的 叙述の ー樣 式で ある こと を 忘れた 後に 於て、 祌敎 のみに 重き 

を 措き、 天皇に 誨を 垂れる 神 は 皇祖の 外な しとして、 前後 を 作り かへ たので あら 

う。 されば 紀は 之に 從 はす、 古傳を 復活した ので、 其 は 神 功紀に 揚げた 次の 異傳 

に徵 しても 首肯 せられる ので ある。 

一 云、 足仲彥 天皇 居，, 筑紫 欞日宮 『是 有レ 神、 託，， 沙麼縣 主 祖內避 國避高 松屋 種つ 

以誨 n 天皇-曰、 御 孫 尊 也、 若欲レ 得，, 寶國， 耶、 將，, 現 授，, 之、 便復 曰、^ 將來、 以進ニ 

于 皇后： 則 隨二神 言， 而 皇后 撫ン 琴、 於レ是 神託，， 皇后， 以誨之 曰、， 今 御 孫 尊所レ S 

之國、 譬 如，, 鹿 角- 以無 レ實國 也、 其 今 御 孫 尊 所 レ御之 船、 及 穴 戶直踐 立 所/貢 之 水 


田 名大 田 爲レ幣 、能 祭レ我 者、 則 如 二 美女 之 腺- 而 金銀 多 之 眼 炎 國以授 n 御 孫 尊？ 時 

天皇 對レ神 曰、 其 雖ン神 何 謾語耶 、何 處將有 レ國、 且朕 所い 乘船旣 奉 ご 於 神 (K 乘二 

お 船 未 "知， -誰 神； 願欲レ 知，， 其 名？ 時 神 稱，， 其 名 -曰、 表 筒 雄、 中 筒 雄、 底 筒 雄、 

如：：：， ； 稱，， 三 神 名： 且重 曰、 吾 名 向 匱 男 聞 襲 大歷五 御 魂 速 狹騰尊 也、 時 天皇 謂- -皇 

*• キ -I ク キコト ィ ヒ マスタ ヮャ メカ モ  >』 - - J  .  -  ：  I  、一，， 1 二 

后， 曰、 聞 惡事之 言 坐 婦人 乎、 何 言- - 速狹 縢-也 於" 是神詣 二 天皇-曰 汝王 如レ是 

ぉー^がノ 不レ得 二 其國； 唯今 皇后 懷姙之 子、 蓋 有 レ獲歟 、是夜 天皇 忽病發 以崩之 

內避國 避 高 松屋 種 は 一 人の 名で、 —— 刊 本に は國の 上に も 高の 字が ある カ掙 入で 

あらう。 薩摩 本に はない とい ふ ことで ある —— クッサ 〃は 前卷 (第 六八頁 ) に 述べ 

たやう に 君 長 を 意味す るサ , と いふ 語に 美 稱クッ (珍) を 冠した ものであるから、 

國サだ も 亦國君 の 謂 で あらねば なら ぬ つ 屋種 はャタ とい ふ 地名と 敬稱ネ とより 成 

り、 ャタは 和名 抄に吉 敷 郡 八 田鄕と ある 地で、 今 も 同 郡大內 村の 大字に 殘 つて 居 

o  o 

る。 され. ま 高 松 も 亦 也 名 か、 他の 同名の 地と 區別 する 爲に、 地 物に よって 高 L 松 
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の 木の ある 八 田と 稱 したの かも 知れぬ。 沙 麼は旣 記の 如く ス ハ 族から 出た 名稱で 

あ る が (笫 四卷五 〇H0  、此 人の子 孫が 沙 麼の縣 主と なった の は 後日の ことで あるか 

ら、 必 しも 地方 人と 同種 族なる こと を 要せす、 寧ろ 踐 立と 同じく ヮ ダッミ 系で あ 

つたと 思 はれる ので ある。 

紀の 本文の 傳と異 る 所 は、 神が 直接 託宣した ので はなく、 先づ屋 種に 憑いて、 

天皇に 寶の國 を 得たい とい ふ 思 召が あらば、 皇后に 琴を撫 かせて 請 はせ 給へ と * 

したので、 其 通りに したら、 皇后の 御 口 を かりて 金銀の 國を征 略せん と 申出た と 

ある ことで ある。 天皇が 之 を 疑 はれた の は 前ニ傳 と同樣 であるが、 こ、 には^ 神 

が卽 や； に 名乘を あげ、 三 简男神 及 向^: 男 聞 襲 大歷五 御 魂 速狹騰 尊なる こと を 明に 

したと ある。 前者 は 住吉の 社の 祭神で あるから、 上記の 如く 屋種 及踐 立の-慮 神と 

推定せられ るが、 後者 は 他に 見えぬ 神靈 で、 名號の 訓詁に ついて すら も定說 がな 

キ キ 

い。 案す るに 聞 襲 大歷は 舊訓の 如く キキソ ホフと よみ、 聞と ォソ ホフとの 連 約 


で、 ォソ ホフ はォソ ヒ (襲) の 一 活用形 態 (進行 格) に 過ぎ や、 ュ、 の 語幹の ォ ソはォ 

ソリ (恐) とも 用 ひられる から、 ォソヒ の 原義 も 亦 他 を摺れ しむる- 一とで あつたの 

であらう。 「向 律の 雄が 聞 恐れる 齩の御 魂」 は冠稱 で、 其 本號は 速狹騰 レー いひ、 ハ 

ャは捷 の 意の 美稱 とも、 南 人の 義 による 區別稱 とも 了解せられ るが、 狹騰 につい 

て は確說 しかねる。 尊の 字 を 用 ひた 所 を 見る と紀の 編者 は 至 貴の 神靈と 解した の 

であらう が (I 丁-一二 一 一 頁)、 突如と して , J ゝ に 現 はれた の は 合點の ゆかぬ ことで あ 

るから、 或は 舊訓の やうに サナ ボリの 假 字で、 サ (接頭語)、 ァ ナホ (穴 穂)、 リ (れ 

人) の 三 語 分子より 成る 名號 であるか も 知れぬ。 アナ ホは 志賀の 高穴穗 (第 四卷ー 

憂 y 石 上 之穴穗 (安康 天皇の 宮 名)、 伊賀の 穴穗 (第三 卷ニ 二八 頁) の 如く 諸方に ある 

地名で、 穴居の 遺跡の ある 高地 を 意味す る もの、 やうで あるから、 穴門國 にも 之 

を 名と する 地 點の存 した こと は絕 無で ない (第 四卷； 四 九 页)。 されば 天皇 も 之 を H 

：ん. 二し、 何 言 二 速狹騰 一也と 仰せられた ので、 ノ ボリが カム ァ ガリ (崩) と 同じく 上 

紳敎  一 五 五 


笫四章 訶 志比宫  一 五六 

天の 意に も 通じ、 ハヤ は 早期の 義 とも 聞え るので、 之を諱 まれた ので あらう。 

話の 筋 は紀の 本文の 傳と 同一 であるが、 人名 神 名 等 は猥に 改修す る ことの 出來 

ぬ ものであるから、 紀の 編者が 之に 甚 いて 本文の やうな 說 を作爲 した ものと は 思 

はれす、 大和の 傳承 以外に 右の 如き 一 異 俾が存 した ものと すべきで あらう。 若し 

然り とすれば 此は豊 浦 郡 住 吉坐荒 御 魂 神社 〔式〕 の 社 W で、 踐 立の 子孫の 間に 右 Q 

如く 言 ひつ がれた ので は あるまい か。 いづれ にしても 記の 所傳に 比すれば 遙に事 

實的 色彩が 强 いから、 三 筒 男 神 を 奉じて 征韓の 役に 從 事した の は、 恐らく は此 一 

族であった ので あらう。 

右の 異傳及 記の 所說 によれば、 天皇 は神譴 によって 卽日 上天 あらせられ たと あ 

るが、 紀は之 を 採らす、 五ケ 月の 後 崩御せられ たものと して 居る。 卽ち 

九 年 春 二月 癸 卯朔丁 未、 天皇 忽 有,, 痛 身！ -而 明日 崩 時 年 五十二、 卽知、 不， 用 ，ー 神 言， 


而早 崩、 一 云 天皇 親 伐，， 熊 襲 i 中- 娀 矢- 而崩也  . 

痛 身 は 御 負傷 をい ふ もの、 やうで あるが、 崩 年 干支 は 序文に 論じた やうに、 記の 

主文に 壬 戌年と ある を 正しと すべ きで ある。 此 重大なる 時機に 際して 突然 諒闇に 

遭 逢した 上下の 恐慌 は 想像に 餘りが あり、 善後の 策 を 誤る ことなく、 能く 國纖を 

脫 したの は、 神 功 皇后の 英明と 武 內宿禰 以下 重臣 宿將の 忠勇に よる ものと 言 はね 

ばなら ぬ。 紀は 之に 關し 次の 如く 叙述して 居る。 

於ン是 皇后 及 大臣 武內 宿禰、 匿 二 天皇 之 喪- 不ぃ令 ン知ニ 天下 ハ則 皇后 詔 ニ大ぼ ド义中 

臣 烏賊 津連、 大 三輪 大友 主君、 物 部膽咋 連、 大 伴武以 連-曰、 今 天下 未 レ知ニ 天皇 

之 崩： 若 百姓 知い 之 有 n 懈怠 1 乎、 則 命 ニ四大 夫- 領 二百 寮-令い 守-お 中 ハ竊收 二 天皇 

之 屍； 付， 一武 內宿禰 - 以從ニ 海路 - 遷ニ穴 門 - 而殖ニ 于豐浦 宮-爲 こ 无火 殖欲ハ 甲子 大 

臣武內 宿禰、 自ニ穴 門, 還 之、 復コ奏 於 皇后： 是年由 二 新羅 役- 以不レ 得い 葬 二 天皇-也 

喪 を. 化した 冽 は 和漢 古今と もに 珍ら しくない から、 此 一 段の 如き も 想像から 出た 

殯敏  ー五セ 
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附說と 了解 せられぬ こと はない が、 无 火殯斂 (此謂 ニ褒那 之阿锇 利，) とい ふ 特種の 

表現が 用 ひられて 居る 所 を 見る と、 少 くと も此 やうな 古傳 が存 した ものと せねば 

なら や、 推 古 天皇の 御代に 筑 紫で 薨去 せられた 來目 皇子 を 周芳の 娑婆に 殯 せられ 

たこと を 思 ひ 合 は せても、 決して 絕無 とはいへ ぬ。 モ ガリの ミヤ (S-K) に 移し 奉 

るに は、 夜中 篝火を 焚いて 執行 ふ 例で あるのに、 人に 知られぬ やうに 火を滅 して 

泰 仕した 程 で あるから、 新に 殯宮 を 造 營 し て 人 目 を 欹 てし も た笞は な く、 豐沛 せ" 

が 其 ま 、之に 供用せられ たものと 思 はれる。 後日 其 宫趾に 神社 を 起して 忌宮 〔式〕 

と稱 へた G も 之 に よ る も の で 、 其 祭神 を 息 長足 姬命 なりと す る 特選 祌名牒 の說は 

從 はれぬ。 地方 人 は 忌 宮 神社の 西方なる 大雲 m 日 願 寺の 境內を 殯斂の 跡と 一一 一一：： ひ W 

へて 居る が、 上代の モガ リは假 埋葬の 謂で はなく、 殯殿內 に 安置した ので あるか 

ら、 縱ひ祕 密に附 する 必要がなかった としても、 殊更に 別 地 を 選定した と は考へ 


密議に 參與 した 四大夫 中の 三人 は、 垂仁 朝に も 名 を 列ね た 大官の 後で、 烏賊 津 

連 は天應 元年 七月 栗 原 勝 子 公の 上 言 に 意 美 佐 夜 麻 之 子 也と あ- るから 〔辩 紀〕、 大鹿 

嶋の 孫に あたり、 膽咋連 は 物 部 十 千 根の 兒、 武以連 も 大伴武 日の 子で ある (笫 三卷 

ニニ 五 no。 大友 主の 名 は 垂仁紀 にも 見える が (笫 ニ卷 二三 五- a)、 崇神 朝に 召 出され 

た大田 田禰古 命の 孫で あるから、 仲哀 朝に も 奉仕した こと は 有り得る。 膽 咋及武 

以 は武將 で、 烏賊 津連 は內廷 の臣、 大友 主は祌 職と して 朝廷に 重き をな したので 

あらう。 

記に はモ. ガリ の 宮 の 所在 を 明示し て 居らぬ が、 崩御 直後に 擧行 せられ た 1： 之 

大祓と 結びつけて、 次の 如く 說かれ て 居る 所 を 見る と、 訶 志比宮 または 其 側近に 

殯 せられた ものと したので あらう。 

ァラキ  ヌサ  — 1 ァ 

爾ち 驚き 懼 みて、 殯の 営 に 坐せ て、 さらに！： の 大奴佐 取りて、 生剝、 逆剝、 阿 

s: 之大鈸  一 五 九 
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■ ハ ナチ  クソへ オヤ ォカシ n ォカシ  カケ ォカシ  タグ t 

離、 溝埋、 屎戶、 上 通、 下婚、 馬婚、 牛婚、 鷄婚、 犬婚の 罪の 類 を 種々 まぎて 1： の 

大祓 して  

國の大 奴 佐と いひ、 國の 大祓と あるの は、 國民を 代表して 行 はれた 祓 除なる が 故 

で、 ヌサは 野 麻 を 意味し、 ュフ (木綿) と 同じく 神に 奉る 繊維 原料で あるが (三 I 一 

三 二 頁)、 こ 、では 幣の義 に 代用した ものである。 突如た る 凶 變の因 を 「天の 益 人 

等が 過ち 犯しけ む 種々 の 罪」 (大祓 祝詞) にある ものと して、 國內に 行 はれた あら ゆ 

る 罪 を 採 求し、 大祓を 執行せられ たとい ふので あるが、 天皇 御自身の 瀆 神の 罰に 

よって 崩御せられ たと ある 上文と 抵觸 する 嫌が あるの みならす、 罪穢の 限り を 探 

し 求める やうな 悠長な 態度 を 執る ベ き 場合で はない から、 生 剝逆剝 以下 は 漫然 _人 

津罪國 津罪を 羅列した ものと して、 單に大 不祥 を 减ふ爲 の 神事と 了解す ベ きで あ 

る。 生剝、 逆剝、 阿 離、 溝埋、 屎戶は 前篇 第三 卷 (七 S 頁 以下) に說 明した 天つ 罪で、 上 

通、 下婚、 馬婚、 牛婚、 鷄婚、 犬婚 は大祓 祝詞の 己 母 犯罪、 己 子 犯罪、 畜 犯罪に 相當 し、 


通 仫婚は いづれ も ォカシ (舒) に あ てた 假字 で、 原義 は 記の 神代 卷に久 美 度 邇 與 而 

と ある ォコシ と 同じく、 本初 は 性交 をォコ ナフと いふ 意であった のが、 干犯の 義 

にも 轉 用せられ、 犯の 字 を あてる やうに なった ので ある (二— 六 一 so 然るに 宣長 

は 婚をタ ハ ケと訓 した 結果、 上 通の 讀 法に 苦しみ、 眞福寺 本に 上 通 下通婚 (下の 通 

の 右 旁に 御 本 无 レ 之と 註して ある) と あるに 從 うて、 オヤ コタ" ケ と意訓 したが、 

無批判に 肯定す る こと は 出来ぬ。 他の 罪が 皆 一 一字 を 以て 表現せられ て 居る のに、 

五 字 一 句と する こと は 倫 を 失する のみなら や、 タ ハ ケに婚 又は 通の 意 はない。 鷄 

を トリと 訓 したの も 亦^り で、 後代 語で トリと 稱へ るの は 一一 ハツ トリ (二 ハ トリ) 

の 上略で あるから、 こ、 では 力 ケォカ シと訓 まねば ならぬ。 いづれ にしても 種々 

求 以下 二十 五 字は攙 入に あらやと する も傳誦 者の 追加で、 原說は 上記の 如く 單に 

大 祓を擧 行せられ たとい ふに 過ぎなかった ので あらう。 紀 にも 後揭の 如く 解罪改 

過と いふ 一句が ある 所 を 見る と、 大祓の 執行 は事實 とすべき で、 上代のお 敎觀念 

國 之大敘  一 六 一 
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に 一 致す るので ある (前篇 第三 卷 第五 章 參 照)。 


第五 章 肥 筑鎭壓 

繼位 決定 ！ 韓地 征討 軍 分遣 -1 女王 國 滅亡 I. 松 浦 方面 鎭撫 II 皇子 降誕 

¥說 に 述べた やうに、 書 紀は神 功 皇后 を 御 一代と 建て K 居る ので、 前章お 揭を 

以て 仲哀 天皇の 卷を 閉ぢ、 第 九卷に 於て 次の 如く 說き 起して 居る。 

足 姬尊、 稚 日本 根子 彥太 日日 天皇 之 曾孫 氣長宿 禰王之 女 也、 母 曰 二 葛 城^ 

； i 嫒； 足仲彥 天皇 二 年、 立爲 -1 皇后； 幼而 聰明 叙智、 貌容壯 匿、 父 王異焉 

出 系 は 記の 所 偉 (笫 ニ卷 一三 四、 第三 卷 一 九 六 K) と 一致し、 资性風 釆も亦 此說の 通り 

であった ので あらう が、 立 皇后が 事實 でない こと は 旣述の 通りで (第一 〇 九 頁)、 天 

,は に 崩御の 際すで に 懐胎して 居られた から、 重臣 等 は 合議の 上、 胎內の 皇胤 を 擁立 

し、 其 母^なる が 故に 氣長 姬を總 帥に 仰いだ ので あらう。 されば 若し 鼯坂忍 熊 二 

欺 位 決^  1 六 三 
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王 または 其 一 柱が 從 軍して 居られたならば、 天津日嗣 は應神 天，：^ に^ばなかった 

かも 知れぬ が、 此 危急存亡の秋に 於て、 都に 使 を 派して 指揮 を 仰ぐ やうな 餘裕の 

なかった 二と は 勿論で あるから、 此 以外に 執る ベ き 策がなかった ので ある。 記 は 

之 を ：！： 敎 による ものと して 次の 如く 叙述して 居る。 

亦建內 宿禰沙 庭に 居て 神の 命 を 請 ふ。 是に 敎へ覺 した まふ 狀は、 具に 先の日 

ォホ  ゾト/ リタ マフ 

の 如く、 凡し 此國 は汝 命の 御腹に 坐す 御子 知 さむ 國 者 也。 爾建內 宿 禰.： ：： 

さく、 恐し 我大 神、 その 神 腹に 坐す 御子 は 何 子ぞと 白せば、 男子な りと 答 詔 

ゥケタ マハリ  i ナ 

へた まひき。 爾に 具に 請 之て、 今 かく 言ひ敎 へた まふ 大神 は、 其 名 を 知ら 

まく 欲り すと 白せば、 是は 天照大神の 御 心なり と 答 詔 へ たま ひき 

之に 續 けて 三 筒 男 神の 名 も 表 はれた と說 き、 渡海 施設に ついて 示の 敎を 得、 之に 

從 うて 進發し たかの やうに 叙して 居る が、 上揭の 如く 天^ に對 して 凡玆 天下 者汝 

非 一一 應ぃ知 ！：- とい ひ (第 一 四 六 頁)、 今 また 凡此阈 者^ ニ汝命 御腹, 之 御子、 听ン 知阈と 


指定す る が 如 き は 、 皇祖 神 にして 始めて 可能な る ことで、 11 一 筍 男 神な どが 容 * す 

べき ことで はなく、 文脈 も 頗る 迎ケ しい 所 を 見る と、 昱祖の 祌敎と 三 筒 男の 啓示 

とに、 本來 別個の 傳說 であった の を、 一 つに 纏めて 皇后の 渡海に 結びつけ たので 

あらう。 

具 如 一一 先日 一と あるの は、 西方 0 珍 寶の國 のこと を 反復した とい ふ^で あらう が 

(第一 四六頁 )、 今次 Q 神 敎奉請 は 之が 爲 ではなく、 寧ろ 繼位 問題であった と 解す ベ 

きで ある。 胎 中の 皇胤の 男女 性 も 判明せ ぬのに、 之 を 儲 君と 豫定 する こと は、 縱 

ひ當 時の 狀勢 上巳む を 得なかった としても、 决 して 國民を 心服せ しめる 所以で は 

ないから、 皇祖 神の 敎 示に 託して 之 を 布 *： した こと は 極めて 有り得べきで、 敬虔 

^朴 なる 上代 人 は 之 を 信じて 疑はなかった ので あらう が、 萬 一 皇女が 降誕せられ 

たと すれば、 武 內宿禰 等の 詭計 は 破れ、 女帝 を 戴いた 先例の ない 我國に 在て は、 

鋒 坂 忍^ 一 一  王の 亂 以上の 大事 變が 勃然した - J と は 必然で ある から、 皇后 は 申す に 

繼位 決定  一六 五 
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爻ば す、 重臣 等の 苦衷 は 察する に賒 りが ある。 —— 品 夜和氣 命が 息 長 帶日賈 命の 

所 生で あると すれば、 豐浦宮 に 於て 降誕せられ、 現に 陣中に 居られた 害で、 此ゃ 

うな 危險を 冒して 眙 中の 皇子 を 擁立す る 必要はなかった 喾 であるから、 記の 所說 

は 旣述の 如く 訛傳 とせねば ならぬ (第 一 〇 七页) I - 紀が此 一 條を默 殺した の は、 

其 傳承を 疑 はしと した 爲 であらう が、 右の 如く 分拆 して 考察す るに 於て は、 當時 

の 機微が 隈なく 窺 はれる やうな 心 ち が す る の で あ る 。 

神 功 皇后 は當 初から 征韓 論に 贊 成せられ たもの、 やうで、 託宣と あるの も、 或 

は此 意見 を 執 奏せられ たこと を 意味した のか も 知れぬ。 されば 天皇の 崩御 後 直に 

右の 獻策を 探 用せられ たので あるが、 肥筑 方面の 敵が 尙 屈服せ ぬのに， 全軍 を 海 

外に 差 向ける こと は 不可能で あるから、 主力 を筑 紫に 留め、 倭人 征討に 當 らしめ 

ると 同時に、 建議者の 請 を 許し、 若干の 舟師を そへ て 分派せられ たもの、 やうで 


ある。 記事の 內 容を撿 討す るに 先ち、 此の 如き 豫斷を 下す こと は 私の 最も 好まぬ 

方法で あるが、 古 傳說の 例と して、 分遣隊の 軍事行動 は 盡く默 殺せられ、 一切 を 

3 の 親征に 結びつけて 叙述し て あ る の で 、 豫備 智識な くし て は 記事 を 正 解す る 

ことが 困難で あるから、 敢て 一 言す るので ある。 此 重要なる 史實 について 從來判 

然た る釋 明が 與 へられなかった 原因 も 一 にこ、 に存 する つ 紀は 之に 關し 次の 如； 

^述 して 居る。 

九 年 春 二月 足仲彥 天皇 崩， -於筑 紫 欞日宮 (時 皇后 傷 T 天皇 不ン從 二 神 敎-而 早 崩. ハ 

以 er 知 一一 所い 祟 之 神 ハ欲レ 求 二 財 寳國； 是以命 二 群臣 及 百 寮 一 以解レ 罪 改レ過 、おせ 一 

齋宮於 小山 田邑； 三月 壬 申朔、 皇后 選, 一吉 日-入- 一 齋宫 【親 爲- 神主 f 則 命- -武內 宿 

， 令^ k 琴、 喚 ニ中臣 烏賊 津使 主- 爲ニ審 神 者 ハ因以 ニ千繒 高繒- 置-琴 頭 尾- 而請 

曰、 先日 敎，， 天皇， 者 誰 神 也、 願 欲い 知 二 其 名； 逮，， 于 七日 七夜-乃 答 曰、 神風 伊勢 國 

之：，：：： 傳度逢 縣之拆 鈴 五十鈴 宫所レ 居 神、 名 撗賢木 嚴之御 魂、 天 疎 向津嫒 命焉、 亦 

韓地 征討 軍 分遣  一六 七 
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ハタ スス キホ ニヅル 

問 之、 除ニ是 神， 有レ神 乎、 答 曰、 幡荻穂 出 吾 也、 於 二 尾 田 吾田 節 之 淡 郡 一所 レ居神 之 

有 也、 問，， 亦 有耶； 答 曰、 於 レ天事 代、 於い 虛事 代、 玉 籤 入彥、 嚴之事 代 神冇之 也、 

問 二 亦 有耶： 答 曰、 有無 之不レ 知焉、 於レ是 審神者 曰、 今 不レ答 而更後 冇.， 言 乎、 則對 

曰、 於，, 日向 國橘小 門 之 水底， 所 レ底而 、水 葉 稚之出 居 神、 名 表 筒 男、 中 筒 男、 底 筒 

男 神 之 有 也、 問，， 亦有耶 (答 曰 有無 之不レ 知焉、 遂不 且 有，， 神矣、 時 得 二 神 語， 

隨レ 敎而祭 

解 罪 改過は 前章 に 述べた 國の 大祓を いふ もの、 やうで あるが、 財 寳阈を 求めん が 

爲の 行事で あるかの やうに 說 いたの は 誤で、 記の 所說の 如く 諸の 不祥 を禳碱 する 

ことが 目的であった とすべき である。 小山 田邑 (糟屋 郡 山 田 村) に 齋宮を 設けられ 

たの は、 檀日宮 に 死の 穢を 生じた からで、 皇后 は大 の 後 新 宮に遷 坐せられ たの 

であらう。 齋宫は 舊訓ィ ミ ノ ミ ャ 又は ィ "ヒノ ミ ャと あるので、 豐 浦の 忌お と^ 

同し 〔通 證〕、 或は 祭場の 謂と 解した もの も あるが、 此 はィム ハタ ドノ (齋服 殿) な 


どの ィム と：^ じく、 淸淨 なる 宮と いふ 意 を 以て ィムを 冠した Q であるから、 

の 行在所に 充てられた ものと すべ きで ある。 請 神の 目的 は曩に 西方 經 略の 必要 を 

啓示した 神の 名 を 知らん が爲と あり、 其儀禮 は、 擔當者 を 異にする けれども、 前 

章に 於て 記の 所傳に つ いて 說 明した 所と 大差 はない。 琴の 頭 尾に 千 繒高繒 を 置い 

ハタ  お 

たと あるの は、 幣 として 多くの 布帛を 高く 積み重ねた こと をい ひ  "タ とい 

ふ 語 を 重ねた の は、 上代 話術に 好んで 用 ひられ 仁莊 重なる  一 ^現 様式で ある I 

爲 -1 審神 者-は 居-一 於沙 庭-の 義譯に 過ぎ や、 之に 任じた 烏賊 津使主 は 上記の 烏賊 津 

連の ことで、 中臣 氏の 力 パネと して は ォミ (臣) は不當 であるが、 大身の 意の^ 通 

名詞と して 敬語 的に 用 ひ、 力 パネに あらざる こと を 表示す る爲 に、 特に 使 主 (同 

じく ォミ と訓む ) 0 字を假 用した ので あらう-" かくて 七日 七夜 を經て 始めて 神 名 

を 知る こと を 得た と あるが、 其 は 儀 鱧 の 重大性 を 表示す る 方便に 外なら す、 七 は 

屢ミ 見えた 神祕數 である (五 I 一九 九- A)。 

韓地 征討 軍 分 遺  二ハ九 
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出現した 神の 名 も 長い 序 及 多くの 冠詞 を そ へ て 極めて 莊 重に 表現 せられて 居る 

が、 いづれ も 所在と 名號 との 兩部 分より 成り、 唯一 柱の みは 神 名 を 逸して 居る。 

たに 逐 一 之を說 明す る。 

天 疎 向津嫒 命。 餒之御 魂と 冠稱 し、 神風 伊勢 國之 § 度逢縣 之！：^ 五 

十 鈴 宮所居 神と ある。 旁 線 を 劃した の は 枕詞で、 撞賢木 は 杖に つく 榮木 とい 

ふお を 以て イブ (出) にか k り、 拆鈴は 宣長說 の 如く 拆釧 (サク クシ tl) の 誤記 

かと も m 心 はれる が 〔記 傳 一 五〕、 字に 從 うて 解く とすれば、 サク (榮) ス ス (淸 爭ン 

の^から ィ (齋) に 言 ひかけ たので あらう。 伊勢 國度 逢縣五 十 鈴 は^ 太 神 や：：^ 

所在地で あるから、 從來此 女神 を 天 照 大御祌 と H: 一  視し、 或は 荒 祭宮に 祭祀 

する 大御 神の 荒 御 魂と 臆斷 して 居る が、 荒 御 魂が 本靈と M 一  神格で ある こと 

は 前篇 第四卷 0 一 〇 九 K 以下) に 詳論した 通りで、 皇祖 神 は 三 筒 男 等と M 列に * 

げ奉 るべ き神靈 ではない から、 此 名の 神が 別に 存し たものと せねば ならぬ。 


他に 所見 はない が、 或る時 代に 天 疎 向津嫒 とい ふ祌が 五十鈴 宮の末 ft として 

祭られて 居た こと も絕 無と はい へぬ ので ある。 向 津媛は 舊訓の 如く ム カツ ヒ 

メと稱 へたと すれば ミカ ッ嫒 の轉呼 で 、 出 雲傳說 の 天 甕 津日女 及 天 御 梶日女 

と ：！： じく、 御 嚴主嫒 を 意味し (四— 八 rano、 天 疎 を冠稱 とした 所 を 兌る と、 海 

た 族と は 疎遠な 種族であった とせねば ならぬ から、 或は 倭姬世 記に 五十鈴川 

g 後江で 大御 養を獻 つたと ある 出 雲 建 子 命 一 名 伊勢 津^ 命 等の 族 母と 仰がれ 

た 女 * であった かも 知れぬ。 

淡 郡 所 居 神 (逸 名)。 足 田 吾田 節はァ ハ (粟) の 序で、 小 田の 私 粟の^ 味 を 以て 

淡 (阿波) にい ひかけ たので ある。 ォ ホヤ ケ卽ち 宵 家の 禾に對 し、 私 田の クサ 

(穀 草) を フタ クシと 稱へ、 轉 じて 公私の 區別稱 呼に 用 ひられる やうに なった 

いで、 h 句の 穂の 緣語 である。 神 名 を 逸して 居る ので、 斷言 する こと を 憚る 

が、 淡 郡 は 恐らく は 阿波！； 板 野 郡 及 阿波 郡 方面 をい ひ、 長 邑 (那賀 郡) と：： i じ 
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く 海人 族の 根據 地であった やうで あるから、 此神も 亦 同系の 或 氏族の 祖 神と 

忍 はれる。 幡荻穗 出 吾 也と いひ 起して 名乘を あげたと ある 穗 一一 出 だ (ホ  一二 ァ 

シと訓 むは 非) は 勿論 「あら はれる」 とい ふ 意で、 ハ タ ス スキは 之に か、 る 枕 

詞 である。 II 荻 をスス キと訓 する こと は、 原義 上 少しも 妨が ない (三— 一 

三 〇 頁)。 

K 之 事 代 神。 釋紀は 事 代 主神と 改め、 玉 籤入彥 とい ふ 冠稱を 櫛笥に 入る 義と 

取な し、 箸 墓傳說 (第三 卷 I 六 m) を 引いて 大物 主神の 子で あると 說 いて 居る 

が、 頗る 牽强 であるの みならす、 前 二者の 所在が 伊勢 及 阿波で、 後の 三 筒 男 

が 日向の 神と せられて 居る 所 を 見ても、 この 嚴は借 字と すべきで、 恐らく は 

伊豆 國の祌 であらう。 コ トシ & は 顯宗紀 に 阿 ^臣事 代と いふ 名が 見え、 畝 尾 

連 は 天辭代 命の 子 國辭代 命の 後 也 〔姓〕 とも あり (四— ニニ 九 员)、 必 しも 常に 主 

の 字 を 添 へる こと を 要せぬ から、 伊豆 國に事 代と いふ 名の 神が あつたと して 


もぶ 义にな い C タマ はお 稱、 クシ は^ 異を^ 味し、 外来者なる が 故に 人.^ と 

稱 へられた ので、 コ トシ & は 事 知で あるから、 天地 間の 事 を 知る とい ふ 意 を 

以て 於 ン天事 代、 於 レ虛事 代と 冠稱 せられた ものと 思 はれる。 伊豆 は 上代から 

^船 術が 發 達して 居た と 見えて， 應神 朝に 巨船 建造 を 課せられ たと あり 〔紀 〕、 

^^手 船と いふ 名稱が 萬 葉 集 に も 用 ひ ら れて 居る から、 征韓 の 水 師及船 舟 中 

に此 地から 出た ものが 參 加した *  r 一は 有， り 得る、 - 此神も 亦 海ん 系であった と 

思 はれる こと は 第 七 章 に 論す る 通 り で あ る 0 

表 筒 男、 中 筒 男、 底 筒 男 神。 此三 神はィ ザナギ の 命の 禊に 化生した と稱 せられ 

るから (ニ.|  ！ 七 〇K 以下)、 於 二日 向 國橘小 門 之 水底, 所い 底而と あるので ！ 下 

の 底の 字 を 居 又は 生と 改めた 本 も あるが、 誤字に あらやと すれば、 シキ (敷) 

の假 字に 用 ひた ものと して 所 底 而の三 字 をシキ ヰテ， と訓す ベ き で あ る —— 水 

葉稚之 は ミナ ハヮ キと訓 み、 水沫を かき 別けて 出で 居る 神と いふ 意で ある。 
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ァヮ. (沫) は 本來ァ ハ (粟) から 分化した 語で あるから、 ミナ 、ノ に相當 する 水 葉 

の 二字 を 充てた の は不當 では な く、 之 は 前 績 字 が 動 詞 な る こと を 表示す る 爲 

の 助 字で あるから、 稚之 はヮキ (別) の假 字と 思 はれる。 此三神 は いづれ の傳 

にも 見える から、 征韓の 役に 最も 活動した ものが、 其 子孫で あると 稱 せられ 

たので あらう。 

上記の 如き 託宣 を 得て 後、 隨 レ敎而 祭と あるから、 御料の 船 舟と 共に 穴 門 K 踐立 か 

ら獻 上した 水田 を 寄進せられ たので あらう。 上 揭の神 功紀の 異傳 にも、 然後 皇后 

隨 ニ神敎 一而 祭と あり、 極めて 重要な 語句で あるのに、 從來 之に 注お した ものが な 

かった。 神敎の 趣旨 は 祭祀 を條 件と して 寳 の！： を 奉る とい ふので あるから、 おに 

其 希望が 容れ られた 以上、 諸 神 は 活動 を 始めた ものと せねば ならす、 事實 談に飜 

譯 すると、 韓地 征討 案が 採用せられ たので、 之 を 建議した 豪族 等 は遲滯 なく 出征 

の途 についた とい ふこと になる ので ある。 三简男 神が 穴 門 直踐立 等の 祖祌と 思 は 


れる こと は 上記の 通りで (第一 五 〇IS, 淡 郡の 神 を奉齋 した 氏族 も 海人 系で あると 

すれば 水 軍に 長 じて 居た と 想定せられ、 伊豆の 舟師が 之に 參 加した こと も 極めて 

^り W ベ きで ある。 唯 向津嫒 のみ は 如何なる 理由 を 以て 此 列に 加 へられた か 判明 

せぬ が、 出^ 族が 從 軍した こと は隱れ もない 事實 であった と 見えて、 上 揭播磨 風 

丄 ^逸文に も 國堅大 神の 子と 稱 する 女神が 征韓の 役に 助力し 仁と 說 かれて おる の 

である (^；  二 五 no。 其 爾保都 比賣は 或は 右の 向津 媛と：： i: 一 神靈 をい ふので は あ 

るまい か。 i さし 然り とすれば 其 氏族が 紀伊阈 管 川に 移った ので、 — 現今 伊都 郡 

天 野 村 大字 上天 野に 丹 生 都 比 女神 社 〔式〕 として 祭られて^ る I 伊勢^に 於て は 

夙に 其 祀を絕 つた ものと も 了解せられ るので ある。 

皇軍の 主力 は筑 紫に 留まり、 賊徒 討伐に 從 事した。 之に 關 する 紀 記の 記事 は豊 

富と いふ こと は出來 ぬが、 大體に 於て 要 を 約して 居る。 以下 主として 紀 により、 
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古：^ お、 風土記 其 他を參 酌して 叙述す る。 

然後遣 ニ吉備 臣祖鴨 別ヌヌ 擊ニ熊 襲！： f 未 ゾ經， 一決 辰 一而 自服焉 、且荷 持 田 村お， 羽 

白熊 S 者 f 其爲 ぃ人强 健、 亦 身 有" 翼、 能 飛以高 翔、 是以不 レ從ニ 皇命： 每略 TT 盜人 

民 f 戊 子 皇后 欲レ擊 一一 熊 鷲 一而 自ニ 欞曰宮 f 遷ニ 松峽宫 f 時 飄風忽 起、 御笠 墮レ 風、 故 

時人 號 ニ其處 1 曰 一一 御笠， 也、 辛 卯 至 一一 層增岐 野； 卽擧ン 兵 擊，, 羽 白熊 鷲， 而滅ノ 之、 

^一一  左右 一 曰、 取 TT 得 熊 鷲 一 我心 則 安、 故號ニ 其處， 曰レ安 也、 丙 申轉至 一一 山門 縣ハ則 

誅ニ土 蜘蛛 田 汕津嫒 f 時 田 油 津嫒兄 夏 羽 、興に 車 而迎來 、然 聞，， 其 妹 被，， 誅而逃 之 

此 一 段 は 記に 見えす、 又 文中 語 戲的說 明が 多い けれども、 其 は 地方 »:ぉ を资 料と 

した 爲で、 之 を 除けば よく 當 時の 事情に 契合す るから、 駿然 たる 事實に 甚く もの 

とせねば ならぬ。 卽ち 山門 縣 (邪 馬 臺國) を本據 として 諸 倭人 國を 統轄す る 女王 國 

に 總攻繫 を 加 へんが 爲に、 腹背 二道より 兵 を 進められ たこと をい ふので、 吉備鴨 

別 (第二 卷 一 六 六 頁) が 分派せられ た 熊 襲國は 眞のク マ 族の 占 住 地方 を 意味し、 海路 


八 代 方面に 進出して、 女-土 阈とは 不和なる 狗奴^ (第一 ー卷 一 一 五一 一 頁) 其 他の 土 豪を驅 

り 催し、 南方より 攻め上ら しめ、 主力 は 今の 筑前國 朝會郡 を根據 として 抵抗 を敢 

て す る 羽 白熊 鷲と いふ もの を誅戮 後、 山門 郡に 向って 進 幾した ので ある。 

羽 白熊 鷲は賊 帥の 名で あるが、 勿論 字の 義 によって 命名せられ たので はなく、 

他に 意味が あつたので あらう。 クマ ヮシは クマ フー 一 と 同形の 名で あるから、 或は 

シはチ (主) の 昔 便、 ュ は敬稱 ネの轉 呼で、 クマ ヮ (隈 回) は 其 居住地の 地形 を 表示 

する いか も 知れぬ。 ^し然 りと すれば ，ノ シ 口 は地點 名と 解すべき である。 然るに 

に は 字に よって 身 有レ 翼、 能 飛以高 翔と 說 かれて 居る が、 其 やうな 人間が 實 在し 

た箬 はない。 或は 之 を 神話 上の 人物と して 取扱 はう とする ものが あるか も 知れぬ 

が、 人間界の 出來事 はいかに 奇々 怪々 に說 かれて：^ て も 神話と 名 づける 事 は出來 

ぬ。 例へば 天狗に 攫 はれて 知らぬ 國々 を 巡歴した とい ふ 話が 今も尙 一 部の 人に 信 

ぜられ て 居る としても、 祭政 を 管掌す る內務 省の 次官々 邸に 物の怪が あって、 不 
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祥 事が 績發 するとい ふ事實 があって も、 其 は 摩訶不思議と いふ だけで 神話で はな 

い： 仲 哀神功 朝の 傳說も 亦神祕 的に 叙述 せられて 居る が、 祌界 のこと を談 やる も 

ので はない から、 熊 鷲が 签 を 飛んだ とすれば、 役 行者と 同様に 幻術 を 知って 居た 

ものと 釋 明す るの 外 はない ので あるが、 恐らく は 上述の やうに 後人が 字に よって 

附會 した 說 であらう。 

熊 鷲の 本 據地は 荷 持 田 村と あり、 荷 持 此云ニ 能 登 利 一と 訓 註せられ、 今 も 秋 月 町 

大字 野鳥に 其 名 を 留めて 居る。 村をフ レ と訓 したの は、 フ だと M じく 古 韓語ポ \ 

(邑) の轉 呼で (五— 一 九 〇 頁)、 倭人の 與 へた 呼 稱と思 はれる から、 ノ トリに も 或は 

文字 以外の 意義が 存し、 陸 前の ナ トリ (名 取)、 越後の ヌ タリ (沼 垂) と 同系に 屬す 

る異族 語で あるか も 知れぬ。 以下の 地名に も 本義に ついて 考察 を 要する ものが 少 

く はない が、 語原 を說 くこと は 本篇の 目的で はない から 之 を 省略す る。 皇軍 を邀 

へて 一 戰に 及び、 却って 擊滅 せられた 地點は 層增岐 野と あるが、 其 名を傳 へす 所 


在 も 判明せ ぬ。 或は 怡土郡 雷 山な りと し、 或は 肥 前 阔彼杵 郡 彼 杵郯を 以て 之に 擬 

す る も G が あ る が、 前後の 文脈に よる も 安 と 荷 持 田 と の 中間 で あ ちねば なら ぬ か 

ら、 或は 今の 夜須村 大字 篠隈が 其名殘 であるか も 知れぬ。 ササク と ソソキ とに 通 

音で、 マ は 地 E の 意で ある。 

皇后 は檯 日の 大本 營 から 松峽宮 に遷. り、 御笠と いふ 地を經 て、 右の 層增岐 野に 

出陣せられ たと ある。 御笠 は 和名 抄 にも 見える 郡名鄕 名で、 今も筑 紫 郡の 柬逡に 

一 村と して 殘 つて 居る が、 松峽の 所在 は 不明で、 其よりも 西方の 一 地と 推定 せら 

れ る の で あ る 。 II 夜須郡 粟田 村な りと す る 筑前續 風土記の 說は地 の 理に合 は ぬ 

I 此 一 條 にも 亦 次の 二つの 地名 所由說 が附帶 して 居る が、 文字から 得た 着想で 

あるから 論す るに 足らぶ。 

(一) 飄 風が 御笠 を 吹き 墮 したから 其 地 を 御笠と 名 づけた C  II I 此は 姓氏 錄^ 加 

佐 米 山の 故事 (第】 1 卷 一 六 八 頁) の 類 話で ある。 
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(一一) 皇后が 熊 K を滅 して 我心 則 安と 仰せられた から， 其 地 を 安と 稱 する C 

夜須 方面の 賊徒が 平定した ので 皇軍 は 山門 縣に 進出した。 其 地の 君 長 は 田 油津媛 

と稱 したと あるが、 恐らく は 倭 入庳に 見える 女王 壹與 (第一 ー卷 一 一 五 四 H0 のこと であ 

らう。 田 油はタ ブラに 當 てた 假 字で、 ッ ブラに 通じ (笫 一四 二 no、 ッ (渾) は チの轉 

呼の やうで あるから、 配下から 此稱號 を 以て 呼ばれた こと は 有り得べ きで ある。 

戰 況は傳 へられて 居らぬ が、 結局 田 油津嫒 は服誅 し、 除棄 は潰亂 したので ある。 

其 兄と 稱 する 夏 羽の 名の 義も、 之が 根 據地も 判明せ ぬが、 山門 (今 東 山村の 火，：^) 

を距る こと 遠から ぬ 一 地點の 名で、 其 地の 君 長なる が 故に ナツ "彥 又は ナツ ハ禰 

と稱 したので あらう 3 

主盟國 滅亡の 結果と して 諸 小國は 解體の 運命 を 免 かれ や、 肥 前方 面 の^ん も * 

風 を^んで 降服し、 若く は 遠地に 遁竄 した ものと 思 はれる が、 尙鏺撫 の S にお 將 


を 各地に 分遣す る 必要が あ つ た箬で 、 皇后 裤 自身 もま-; 一松 浦 方面 を 巡幸せられ パ 一 

も-し 、やうで ある C 古事記 は 征韓の 記事の 後に 於て 次の 如き 様式 を 以て 之 を 叙し 

てお る。 

i ヲシ  ゥヅキ  力 

亦筑 紫の 末羅縣 之玉嶋 里に 到りまして、 其 河 邊に御 食した まふ 時、 四月の 上 

句に 當れ りき。 爾に其 河 中の 磯に 坐して 御 裳の 糸 を拔き 取り、 鈑粒 もて 餌と 

して、 其 河の^ 魚 を 釣らし き。 其 河の 名 を 小 河と いふ。 亦 その 礤の名 を 勝 門 比 費と 

いふたり。 故 四 刀 上旬の 時、 女人 裳の 糸を拔 き、 粒 を 餌と して 年魚 を 釣る こ レー 

今に 絕 えざる 也 

此文 によれば、 恰も 行 樂の爲 の 御旅 行であった かの やうに 思 はれる が、 前後 G- 事 

情から 考 へても、 右の 如き 閑日月 を 有せられた 害 はない から、 少く とも 巡 撫の爲 

の 行啓であった か、 若く は 渡韓の 途次の 寄航と せねば ならす、 若し 然り とすれば 

征韓^ 前 C ことで、 行文の 便宜上 順序 を轉 置した ものと 思 はれる。 されば 紀には 

松 浦 方^ 鎮撫  一八 一 


第五 章 肥 筑鎵屋  一ん 二 

次の 如く 譯述 加筆して 居る。 

夏 四月 壬 寅朔甲 辰、 北 到 二 火 前國松 浦縣， 而進ゴ 食 於玉嶋 M 小 河 之 側； 於レ是 皇后 

勾 レ針爲 ン鉤、 取ン 粒爲ン 餌、 抽 TT 取 裳 糸， 爲ン糈 、登 二 河 中 石 上 一而 投ン鉤 祈 之 曰、^ 所 

欲 ン求ニ 財 國ハ若 有 ン成ン 事 者、 河 魚 飮ン鉤 、因 以擧レ 竿、 乃 獲 二 細 鱗 魚； 時 皇后 曰、 希 

見物 也、 希見此 云，， 梅 S 邏志 一 故 時人 號，, 其 處_ 曰，, 梅 豆 羅國ぶ 「謂-松 浦- 亂焉、 ぉ以 

其國 女人、 每ッ當 二 四月 上旬； 以レ鉤 投，, 河 中， 捕，, 年魚 ハ於乂 「不 ン絕、 唯 男 夫雖ン 釣、 

以 不^^ 獲レ魚 

地名 所由說 を附會 して 居る 所 を 見る と、 此も亦 地方 傳說 から 資料 を 得た ものと す 

べきで、 現行の 肥 前 風土記に も 全然 同一 の俾 說を载 せて 居る。 さりながら 此 地名 

は 末盧國 として 魏志 倭人 傳及其 原書なる 魏略 にも 見える から (第二 卷ニ叫 三 no、 忡 

哀朝 以前から 存し たものと せねば ならす、 餌を投 すれば 魚が^ ふの は當然 のこと 

で、 地方 人 も 熟知して e た喾 であるから、 後人の 作 話と 認めざる を 得ぬ。 さわ^ 


涼 口碑に は 恐らく は 此地巡 啓 だけが 說 かれて 居た ので、 其 は紀の 序次の 如く 韓地 

S 征 以前 のこと で あつたの で あらう。 

玉 嶋里は 今 も 東 松 浦 郡に 一村と して 存し、 其 地 を 流れる 川 を 玉 島 川と よび、 記 

の 註文の 如く 小 河と も稱 へる とい ふこと である。 —— 萬 葉 集 第五 卷に收 めた 遊 こ 於 

松^ 河 一 歌に は 「松 浦なる 玉岛 川」 とも 「松 浦 河 玉 島 浦」 とも あるが、 今の 松 液 川 は 

玉 ft 川の 两 方  一 3.: 餘を距 て、 居る —— 磯の 名 を 勝 門比賣 とい ふと ある 注 も 解せ ぬ 

ことで あるが、 此 名の 女神 を 祭った 磯の 謂 か、 或は 比賣の 下に 字を脫 したの かも 

知れぬ。 四月 は 古言 クヅキ であるが (第一 卷 二三 K)、 上句に 相當 する 熟語 はなく、 

紀には 力 ム ノ トヲ 力と 旁訓 せられ、 記 傅 は ハジメ  ノコ & 及 ッ キクチと 一 一様に 訓ま 

すて：. なる けれども、 恐らく は 單にク ヅキの 力 ミと稱 へたので あらう。 其 季節に 女 

に： 糸を拔 き、 飯粒 を 餌と して 魚 を 釣る こと を 慣例と したの かも 知れぬ が、 

其 は 此傳說 から 出た 一種の 行事で、 釣魚が 主なる 目的で は あるまい C 然るに 紀及 
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風土記の 所傳に 肝要な 裳の 糸と 飯粒と を 省き、 男子に は 釣れぬ と附說 したの は、 

原 W の 眞意を 捕捉し 得な か つたからで、 之 を 見 て も 傳說と いふ もの、 變遷が 急速 

で、 還元の 困難なる ことが 痛感せられ るので ある。 

紀には 天皇の 崩御 を 二月 六日と し、 四月 三日に は 玉 島に 行啓せられ 仁と して、 

僅々 五十六 日の 間に 豊浦宮 の 殯斂を 了し、 荷 持 田 村 及 山門 縣の 賊徒 を勦滅 せられ 

たかの やうに 說 いて 居る が、 皇后が いかに 英邁で あらせられた としても、 先帝が 

一 年 有 餘の歲 月 を 以てしても 尙且 成功せられ なかった 難事業 を兩三 旬の 問に 遂行 

せられた とは考 へられぬ ことで、 當 時の 交通 狀態 を以 てして 其 やう な 神速なる 軍 

事 行動 は 絕對に 不可能であった。 されば 記 は仲哀 天皇の 崩御 を 前年の 六月 十一 日 

とし 〔注文〕、 正に 十 ヶ月 を經 て、 翌年 四月 上旬に 玉 島に 巡 啓 あらせられ たと ある 

ので ある。 六 用 十一 日と いふが 如き 詳密なる 日附 について は尙 疑が あるが、 諒闇 


の 善後 處分 及肥筑 平定に 相 當の歲 月 を 要した の は事實 とすべ きで、 其 間に 胎內の 

御子 も 降誕せられ たので あらう。 紀の 所說の 如く 其 年の 九月に 懷胎 のま、 新羅に 

出征せられ、 同じ年の 十二月 凱旋 後 分娩せられ たとい ふこと は、 左記の 理由に よ 

り斷 じて 訛傳 とせねば ならぬ。 

(二 先帝 崩御 當時旣 に 受胎の 兆が 顯 著で、 廷臣 も 之 を 認めた とすれば、 少 くと 

も 妊娠 三 ヶ月 以上であった とせねば ならぬ から、 遲く とも 九月に は 產褥に つ 

かれた 箬 である。 

(11) 假に禁 厭の 力に より 分娩期 を遲延 する ことが 可能であった としても、 臨月 

に 近かった の は 事實 とせ ねばなら や、 上述の やう に胎 中の 皇胤 は國家 の 運命 

を擔ぅ て 居られ る Q で あるから、 おら ゆる 手段 を盡 し て 安產を 庶幾す る 0 が 

お 然で、 母體に 異常の 動搖を 及ぼす 行旅、 就中 舟行 を 試みる が 如き は、 殆ど 

無謀の 冒險 である。 
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(一一 一) 或は 之 を 辯 護して、 神の 加護と 鎭懷 石の 靈驗と を 確信した 淳朴なる 上代 人 

は、 上下 共に 敢て之 を 意と しなかった —— 尠くとも 傳承者 はさう 信じた — 

と 主張す る ものが あるか も 知れぬ が、 當 時の 政狀は 旣述の 如く 極めて 不安で 

あつたので あるから、 皇子の 降誕の 一 日 も 速な らんこと を 祈る のが 人 倩で、 

危惧の 日の 永續を 希望した もの は あるまい。 必す王 男子が 出生せられ ると い 

ふ神敎 は、 皇后と 武內 宿禰外 若干の 重臣が 聞いた だけで、 文武 百 寮 乃至！： は 

は 其宣傳 を 信じた のみで あるから、 異常の 出 產遲延 を 見て は必 然無關 心 で あ 

り 得なかった であらう。 

S 此 等の 危惧 不安に も 留意す る こと を 許さぬ ほど、 急いで 渡航せられ ねばな 

ら なかった とすれば、 何故に 四月から 九月に 至る まで 五ケ 月の 間 を 徒爾に 過 

された ので あらう か。 其 は 降誕 を 待って 居られた ので あると 說明 する 外 は あ 

るまい。 


紀の 年月日 次の 信す るに 足らぬ こと は旣 に屢ミ 述べた 通りで あるが、 若し 諒閽か 

らお 旋に 至る までの 期 問が、 更に 長 日月に 亙った ものと すれば、 還^ I 後の 分娩； お 

は猸 々不合理になる から、 之 を 排斥せ ねばならぬ。 恐らく は紀 の^者 は 也 方^せ 

に 誤 まられ て 深く 考察す る ことなく、 漫然 之に 從 うたので あらう。 鎭懷石 傳說は 

後お の 如く 古事記、 萬 葉 集 、風土記に も 見える が、 假に其 やうな 事實 が存 したと し 

て も 後戰場 來往を 必要と せられた 皇后が、 胎動 を鎭 める 爲に此 手段 を 川 ひ 

られた ものと も 解釋し 得られ る 。 其 故 に 古事記 は 之 を征韓 記事の 後 に 擧げ て E る 

に も拘 はら や、 其 文面に よれば 韓地 から 還 啓 後 の 分娩と いふ 印象 は 少 しも 與へ ら 

れ ぬので ある。 卽ち 

-、  ホド  ミ ハラ ノ； -n ァレマ サム 

故 その 政 未た竟 へ-ざる 問， その 懷 姙 臨 產 としつ。 卽ち 御腹 を鐄め むがた め 

に V- を 取りて 御 裳の 腰に 纏 かして、 筑紫阈 に 渡りまして、 其 御子 は^ 禮坐 

しきつ 故 その 御子の 生れ まし、 地を號 けて 宇 美と 謂 ふ 也。 亦 その 御 裳に 纏 か 
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せりし 石 は 筑紫國 之 伊 斗 村に 在 也 

筑紫國 に 渡御と あるの は、 豐浦宮 から 訶 志比宫 に 遷られ たこと、 も 了解せられ、 

臨月に 近かった けれども、 供奉の 用務が 多端で あつたので" 出来る限り 延期す る 

やうに、 當 時の 俗習に 從ひ、 裳の 腰に 石を揷 まれた とい ふので あらう。 とかくす 

る 中に 突然 諒闇と なり、 繼 位に ついても 相當 議論が あつたで あらう が、 上述の や 

うに 京畿 から 長 皇子 を迎へ 奉る 事 も 出 來ぬ狀 勢であった から、 目 睫の 間に 迫って 

居る 御 出逢 を 待って 大計 を 確立し ようとい ふの が 重臣 等の 意見で、 其まで 國喪 を 

祕し、 皇子 降誕と 同時に 帝位に 擁立し 奉った とい ふの が 事 實の眞 相と 思 はれる。 

宇 美に 於て 分娩せられ たとい ふこと は、 後揭の 如く 紀及筑 紫 風土記 も同說 である 

から、 正俾 とすべき で、 今の 糟屋郡 宇 美 町が 其 遺跡と 推定せられ る。 和名 抄には 

見えぬ が、 此地は 倭人 傳の 不彌國 に當り (第二 卷ニ四 五 千餘戶 の大邑 であった 

ので あるから、 巡撫 のた め 親臨 せられた 事 は 有り得べきで、 其 際 產褥に 就かれ 仁 


ので は あるまい かつ 應神紀 に 生 一一 於 筑紫之 蚊 田 一と ある 蚊 田 は、 恐らく は祌 田の 謂 

で、 a 中の 一 地點 であった と 思 はれる。 鎭懷 石の 所在地 伊 斗 村 (伊都 縣) 又は 兒 S 

野と 混同して、 宇 美 も 亦怡土 郡に 在りと 說き、 或は 深 江 附近の 一 地に 牽强 しょう 

レーす る もの も あるが、 移動 物件なる 鎭懷 石の 所在地と 降誕 地と が 所 を 異にしても 

少しも 奇 とする に 足らぬ のみなら す、 奈良 朝まで 殘存 した 靈行に ついても 疑の あ 

る- -とは 後記の 通りで ある。 

紀には 九月の 條ドに 

適當ニ 皇后 之 開胎： 皇后 則 取レ石 揷レ腰 而祈之 曰、 事竟還 曰 逢 二 於玆土  f 其 石 今 在 一一 

于 伊都 縣 道邊， 

とし、 十二月の 條 下に は 生 一一 一春 田 天皇 於 一一 筑紫： 故 時人 號， 一 其 產處， 曰，, 宇瀰 一也と あ 

るの みで あるが、 釋紀 〔笫十 一 〕 に 引用した 風土記 殘簡に は 次の 說が ある。 

^紫 風土^ 曰、 逸 都 縣子饗 原 、有，， 石 兩顆； 一 者片長 一 尺 二 寸、^ 一  尺八 寸、 一 者 長 
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一 尺 一 寸、 周 一 尺八 寸、 色白 而便圓 如，， 磨 成： 俗傳 云、 息 長足 比 £ 父 叩、 欲レ 伐，， 新 

羅 っ閱レ 軍 之 際、 懷娠漸 動、 時 取，！ 兩石， 揷 TT 着裙腰 f 遂襲二 新羅 (凱旋 之 日、 至， ー芋湄 

野-太子 誕生、 有 二此因 緣-曰 n 芋 湄野ハ 謂 レ產爲 -1 芋 湖-者 風俗 言詞： 斗、 俗間 婦人 忽然 

娠動、 裙 腰揷レ 石、 厭 令い 延ぃ 時、 蓋 由い 此乎 

筑前國 風土記 曰、 怡土郡 兒饗野 在 二 郡 西， 此野之 W  、有 二 白 石 ニ顆， 一 顆長 一尺 ニ寸、 太 

一 尺、 重 冊 一斤、 ー顆長 一尺 一 寸、 太 一 尺、 軍： 卅九. 斤 曩者氣 長足 姬尊 、欲い ffin 伐 新羅： 

到 一一 於此 村： 御身 有， 姙、 忽當， 一 誕生つ 登 時 取， 一 此ニ顆 石つ， 一 於 御 腰， 祈 曰、 K 欲， 

定 n 西堺？ 來 n 着此野 (所 レ姙 皇子、 若此祌 者、 凱旋 之 後、 誕生 其 可、 遂定， 1 西堺ハ S 

來卽產 也、 所謂 譽田 天皇 是也、 時人 號ニ其 石， 曰，, 皇子 產石： 今 訛 謂 二兒饗 石， 

兩傳 記の 發生 年代 及 其 史的 價値は 不明で あるが、 或 時代に 右の 如き 口碑が 此 地方 

に存 したと いふ こと だけ は 疑 を容れ ぬ事實 で、 天平 朝の 歌人 筑前守 山上 臣憶良 も 

亦、 那珂郡 伊知 鄕蓑島 のん 建 部 牛麻呂 から 聞いた として、 I されば 當時兩 風土 


？ i は 存在し なかった ものと せねば ならぬ —— 左記の 如く 序 を 添へ 仁 一 篇の 長歌 

を賦 して 居る 〔萬 五〕。 

筑前阈 怡土郡 深 江村 子 負 原、 臨レ海 丘上 有-ニー 石ハ大 者" お 一 尺 二 寸六分 、園 一 尺 

八寸六 分、 重 十八 斤 五雨、 小者 長 一 尺 一 寸、 圍 一 尺八 寸、 m 十六 斤 十兩、 並皆橢 

園、 狀如ニ 鷄子マ 其 美 好 者不レ 可- - 勝 論？ 所謂 徑尺 璧是 也、 或 云、 此ー 一石 者、 肥 前 國彼件 

郡 平 敷 之 石、 當レ占 而取レ 之 去 二 深 江驛家 三十 許 里、 近在 二 路頭 スム私 往來莫 レ不 -1 ド 

レ馬 跪拜： 古老 相傳 曰、 往者息 長足 曰 女 命、 征 ゴ- 討 新羅 國-之 時、 用 一 兩石 (揷づ 著 

御 袖 之 中： 以爲- -鎮懷 "實是 御 裳中矣 所 ョ 以行 人 敬 n 拜此 石： 乃 作い 歌 曰 

^まく は あやに 惶し 仁ら し姬 神の 命 韓國を むけ 平げ て 御 心 を 

鎮めた まふと い 取らして ！i ひた まひし 眞玉 なす 二つの 石 を 世の 人 

に 示した まひて 萬 代に いひつ ぐが ねと わ だの 底 沖津深 江の 海上 

の 子 負の 原に 御手 づ から 置かした まひて 神ながら 神 さびい ます 
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くし 御玉 今の をつ 、に 貴き ろか も 

天地の 共に 久しく いひ つげと 此 くし 御玉 しかしけ らし も 

胎動 を鎭 める 爲とは 明言して 居らぬ けれども、 憶 良は當 代の 學 匠で、 勿論 上揭の 

紀の文 を 知って 居た と 思 はれる から、 言外に 其 意 を 含めた ので あらう。 深 江 は 兵 

部 式に も 見える 舊驛 で、 今 も 糸 島 郡の 一 村 名で あるが、 子 負 原が 其 地 を距る こと 

二十 許 里に あつたと すれば、 六 町 一里と しても 怡 土郡疆 外になる から、 誤聞で あ 

つたと せねば ならぬ。 筑前續 風土記に よれば、 今. の 深 江の 西方 五町に 子 負 原の 遺 

跡と 稱 する 地點が あると いふ ことで、 沖つ 深 江の 海上と ある 歌詞と も 一 致す るか 

ら、 憶 良 は 或は 物 好に も 倭人 傳の 里程 (第二 卷ニ四 二 页) を 用 ひたの かも 知れぬ。 驛 

家の 位置が 現在の 上 深 江 ( 一 貴 山村の 大字) 附近であった とすれば、 ほゾ 地の^に 

合 ふので ある。 書 紀傳に は 地方 人の 說 として、 怡土郡 池 田 村 (今の 糸 島 郡 波 多 江村 

の 大字) の產 宮と稱 する 社 は、 白 石 を神體 とし、 其大 さも 風土記 所載に 一 致す るか 


ら、 Pi に 在 二 筑紫阈 之 伊計 村 一と あるの は、 此 地の 謂で あらう と說 いて 居る が、 こ 

ー：；計 は 延佳宣 長說の 如く 斗の 誤寫 とすべ きで、 若し 風土記の 寸法に 合致す る 石 を 

祌體 として 居るならば、 後記の 如く 明に 後人の 作爲 である。 

石の 大 さに 關 する 筑紫 風土記の 說は、 憶 良の 文と ほ^ 一  致して e るが、 筑前^ 

風土記 は圍 一 尺八 寸を太 一 尺と し、 直徑に 於て 約 四 寸を加 へ 、 斤 兩をも 倍加して 

居る。 II 大石冊 一 斤、 小石 冊 九 斤と あるが、 小石の 冊 は卅の 誤記で あらねば な 

らぬ I 同書が 實 測の 上 記述した ものと すれば、 天平 年間と は 石が 變 つて 居た と 

解す る 外 はない が、 此は 注記で あるから、 後ん が 想像 を 以て 加筆した のか も 知れ 

ぬ。 いづれ にしても 右の 如き 大石を 腰に 揷む とい ふこと は 事實上 あり 得ぬ から、 

鈸懷 傳說に 基き 容易に 紛失せ ぬ ほどの 大 さの 美 石 を 求めて コブ (子 產の昔 便) と 名 

づけ、 皇后に 由緣の ある 地點 (第二 〇 八 员 參照) に鎭 祭した ので あらう。 憶 良の 序文 

の 注に 彼 杵郡平 敷から、 占に 當 つたが 故に 取 寄せた とい ふ 一 說を 擧げて 居る の は 

皇子 降^  一九 三 
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注意す べきで、 兒 (子) 饗と いふ 字 をめ てた の は、 饗 にァフ (ァ への 活用形 態) とい 

ふ訓が あるから であらう。 されば コ ブと稱 へられた こ 5 は 言 ふまで もな く、 宇 美 

乃至 蚊 田と 同 一 地なら、 ざる 可ら すと する の は 理由の ない ことで ある。 

右の 如く 論究す ると、 或る時 代に 鎭懷 石と 稱 する ものが 實 在した としても、 必 

しも.^ 后が 實 用に 供せられ た 石で はなく、 況ゃ韓 地から 還 啓 後に 分娩せられ たこ 

との 證據に はならぬ から、 單に筑 紫 地方の 俗信 を 語る 口碑と 見なす べきで、 應神 

天皇の 降誕に 結びつけて 色々 に說 かれる やうに なった ので あらう C 


第 六 章 海 外 遠 征 

祌 明の 加護 II 祈 禱と嚴 呪 i 出征 II 敵國 降服 —— 異說 ！ 筒 男 の 荒 魂 

肥筑 方面の 倭人 國が 平定した から、 之と 氣脈を 通じて 我！； を 脅威した K 地 住 

-ぃ： 1： 族 を銳艘 し、 兼て 半島に 於て 勃興し つ、 ある 諸 王！： を怊 服せ しむる H 的を以 

て、 大纛を 彼 地に 進められ たの は 極めて 當然の 順序で ある。 前章に 於て 論じた や 

うに、 古事記の 叙述 を 以て 事 貰の 先 後に 從 つて 序次した ものと 速斷 する ことが 許 

されぬ と 同時に、 書紀の 所說の 如く 九州 征戰を 終了す るまで、 韓 地の 處 分に は 着 

手せられ なかった と 解す る こと も 亦、 所謂 神敎の 趣旨に 反する もので あり、 ボ略 

li から 考察しても、 少く とも 援軍 を 牽制す る 必要が あつたと せねば ならぬ。 其 故 

に 私 は 主力が 尙筑 後方 面轉戰 中に、 一 支隊 を韓 地に 分遣して 攻略に 任ぜし め； しも 

神明の 加護  一九 五 
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の と 認定した ので、 其 は紀記 いづれ の傳 とも 少しも 抵觸 する もので はない。 

支隊の 軍事行動 は 古 傳說の 例と して 叙述 せられて 居らぬ が、 諒闇 後 間もなく 分 

派せられ たものと すれば、 皇后の 渡韓 までに 相當の 月日が あつたので あるから、 

敗退した ものと せぬ 限り、 着々 地步を 占めて 居た 害で、 或は 目的の 大部分 を S 一成 

し、 皇后の 來着を 待って 居た のか も 知れぬ。 親征 期間 をニケ 乃以內 とした 紀の月 

日 次 は ® す るに 足らぬ としても、 いづれ の傳 承に よる も 長期に 亙り 滯在 せられた 

形跡 はなく、 又 大和の 形勢 は 決して 皇后の 淹留を 許さなかった ので あるから、 歸 

伏 地 を 巡視し、 諸君 長の 降伏 をう け、 統治の 甚礎を 定めた 後、 鎭戍 軍を殘 して 還 

御 あらせられ たものと 想定す る こと は 決して 不當 では あるまい。 It 人就屮 ^ 秫は 

必 しも 戰鬪を 回避す る ほど 柔弱で はなく、 其 地の 廣袤は 九州の 倭人 國に數 倍す る 

ので あるから、 皇后が いかに 英邁で、 皇軍が いかに 懔悍 であっても、 大潮に 乘じ 

て 押 寄せ、 「船師 S; に滿 ち、 旌 旗日に 耀き、 鼓吹の 聲が 山川 を 振動 させた」 だけで 


, は、 海 濱の地 はい ざ 知らす、 內 地の 住民 をも怊 服せ しめる こと は 不可能で 必す 

や 若干の 抵抗に 逢 ひ、 兵 匁 を 血らねば ならなかった であらう。 されば 紀 記に 極め 

て無雜 作に 征服 を 了して 振 旅せられた かの やうに 說 かれて 居る の は、 傳說 子の 誇 

張と 問 色と による ものと せらる を 得ぬ。 

さりながら 二百 浬に 近い 海面 を 渡って 外征 を 試みられ たとい ふこと は、 大和 朝 

廷に 在って は實に 破天荒の 企で あるから、 神明の 加護に よって 成功した ものと 確 

信し、 且其 意味に 說 かねば 世人 を 納得せ しめる ことが 出來 なかった の は 寧ろ 當然 

で、 されば こそ 此 事件 は 殊更に 神祕 的に 說 かれて 居る ので ある。 記 は 天照大神の 

敎示 ； 六 四 HUO につ ヾ けて、 次の 如く 極めて 簡 saf に 叙して 居る。 

亦底简 男、 中 筒 男 * 上 筒 男 三 柱の 大神者 也。 此時 その 三 柱の 大祌の 御名 は顯 はれき。 

アマ クカ -,、 ク ニツカ ミ  力 ミ.^ 

今{是 に 其！： を 求めん と 思 さば、 天 神、 地 祇に、 亦 山の 神と 河 海の 諸 神と に 

悉く を 奉り、 我が 御 魂 を 船 上に 坐せ て、 眞 木の 灰 を瓠に 納れ、 亦 箸と 比 

神明の 加護  一九 七 
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づ ハ  ヮ タリ マ セ 

羅 3: と を 多に 作りて、 皆々 大海に 散し 浮け て 可 度と 詔り き。 故 備に 敎へ覺 し 

•  ヮタ リマ  ィヲノ 力 ギリ 

_の ごと 軍 を 整へ、 船を雙 ベて 度 幸す 時、 海原の 魚 不問 大小 悉く 御船 を 負 ひて 

ォ t カゼ  十 ミ 

渡りき。 爾ち 順風 大に 起り て、 御船 浪に從 ひき。 故 その 御船の 波瀾、 新羅の 

ァガ 

I： に押騰 りて、 旣く國 半に 到りき 

此 W によれば 直接 加護 を 垂れた の は 三 筒 男 神の みで あるかの やうに 聞え るが、 

其 は 戰功拔 群であった ヮ ダッミ 氏族の 祖 神なる が 故に、 代表と して 擧 げたの で 、 

前章 に 述べた やうに、 先 發隊の 諸將は 其々 族 祖の靈 を 奉じて 出征した の で あ る 。 

—— 但し 玉 身と 師 船と は 皇祖 神の 和 魂 荒 魂に よって 守護せられ たと ある 紀 Gwd 

方が 上代 信仰に 合致す る や う で あ る (第一 一 ー卷九 K) —— 箸と ヒ ラ 、デ (第一 卷 一八 六页) と 

を 多く 作って 海に 散し 浮け たの は、 海中の 生靈 供養の 爲 とも 解せられ るが、 眞木 

の 灰 を瓠に 納れて 流した 理由 を詳 にせぬ。 或は 一 種の 厭 勝 か、 然らす は W 洋の船 

乘が 荒波 を鎭 める 爲に汕 を 流す と 同 樣の 用途に 供せられ たの かも 知れぬ。 大小 魚 


と 順風との 助に よって 香椎 から 一 路韓 地に 直航した かの やうに. 說 いたの は、 物語 

を 切つ める 爲の 略叙で、 後記の 如く 安全なる 航路 を 選び、 泊 を 重ねて 目的地に 達 

せられた ので ある。 御船と 共に 大潮が 新羅 國に押 寄せた と あるの も、 後段に 述べ 

る やうに 譬喩に すぎぬ。 

紀の 听傳は 之に 反し、 玉 島 川の 條下 にも 見える やうな 餒 呪 又は 祈 禱に關 する 記 

事が 多い。 其 は 上揭の 心理に より 此征戰 を神祕 化した 多くの 地方 傳說 を採錄 した 

,は であらう。 左に 一 節づ V 轉载 して 批判 を 加 へ る。 

g 而皇 ^則 識ニ神 敎有ー レ驗、 更祭 n 祀 神^: 躬 欲-一^: 征 (爱せ 一一 神 m- 而佃 之、 時 引-一 

雠 河水つ 欲い 潤 一一 神 田つ 掘 レ溝及 一一 于迹驚 岡： 大磐塞 之、 不レ得 ゾ穿レ 溝、 皇后 召 一一 武內 

纏？ 捧二 劎鏡， 令 レ禱11 祈 神祇 - 而 求い 通 ぃ溝、 則當時 雷電 霹靂、 蹴 n 裂 其 磐- 令レ通 

ヅ水、 故 時人 號ニ其 溝 一 曰 二 裂 田 溝-也 

祈^と 厳^  一九 九 
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迹 驚！： は 筑前續 風土記に 那珂 郡安德 村の 一 丘な りと 斷定 して 居る が、 里人 トド 口 

キの 岡と いふ こと を 知らす と あるの みならす、 特に 此地を 選んだ 理由 を說 明して 

^らぬ 所 を 見る と、 引 二 儺 河水 一と ある 一 句に よって 今の 那珂 郡の 流域なら ざる 可 

からすと し、 地形から 擬定 したの かも 知れぬ が、 山嶽と は異 り、 河 身は變 遷の甚 

しい ものであるから、 上代の 儺 河の 流路を 確め やして 地點を 物色す るの は 危險で 

ある。 此 地方 を 貰 流す る 諸 河川、 例へば 多多 良 川の 如き も、 ft 昔 は 儺津に 流出し 

たこと も あり 得べき で、 儺 河 は 廣く本 支流の 總稱 であった かも 知れぬ。 若し 然り 

とすれば 其 神 田 は 力 ダと稱 へ 、 應神 天皇の 降誕 地と 稱 せられる 宇 瀰の蚊 田の 謂で 

(第 一 八 九 页)、 安 產の奉 赛の爲 に 此處に 神 田 を 設けた ので あるか も 知れぬ。 ト ドロ 

タギ 

キと いふ 地名 は殘， つて 居らぬ が、 本來 普通名詞で あるから、 湍 っ早瀨 をい ひ、 其 

瀨に 臨む 岡に も此 名を與 へた こと は 有り得べ きで、 其 麓に 池 搆を通 ぜんとして 大 

磐石に 塞 へられた の を、 神威に より 開通す る を 得た と 言ひ傳 へたので あらう。 裂 


サキ 

田 は 借 字で サキ タと訓 み、 幸 (榮) 田の 意と すべく、 雷電 霹靂 は 舊訓の 如く カム ド 

キ (神 着) 卽ち 落雷 をい ひ、 之が 爲に 磐が 裂けた の は、 皇后の 命に よって 武內 ^禰 

が 祈願 を こめた からで あると 說 かれた ので、 地名 所 由 を神祕 的に 叙述した に 過ぎ 

ぬ。 之に 次いで 左の 一 段が ある。 

皇后 還 詣二檀 日 浦： 解レ髮 臨い 海 曰、 吾 被 二 神祇 之敎； 賴 n 皇祖 之 靈ー浮 n 涉滄海 ハ^ 

欲，， 西征？ 是以今 頭濮， 1 海水？ 若 有レ驗 者、 髮 自分 爲レ兩 、卽入 ッ海洗 之、 髮 自分 也、 

ミヅラ  、 

皇后 便 結，， 分髮， 而爲, fe:」 因 以謂ニ 群臣 ， 曰 、夫 興レ師 動い 衆、 I： 之 大事、 安危 成. 收 

必在二 於斯； 今 有い 所 二 征伐？ 以ぃ事 付 二 群臣 〖 若 事 不ぃ成 者、 罪 有 二 於 群臣 - 、 是甚傷 

ニシ テマ タ  ： . .  ， 

焉、 吾 « 女 之加以 不肖、 然踅假 ニ男貌 f 强起ニ 雄 略 ( 上 蒙 二 神祇 之靈； 下藉ニ 群臣 之 

助： 振 一一 兵 甲 一而 度 二 嶮浪？ 整 二 艫 船， 以求二 財 土； 若 事 就 者、 群臣 共有 レ功、 事 不レ就 

者 吾 獨有レ 罪、 旣せ ー此意 i ハ共議 之、 群臣 皆 曰、 皇后 爲 一一 天下一 計レ所 一-一 以 安-一 宗廟 

且 罪不， 及 二子 臣下 ハ頓首 奉レ詔 

祈お と嚴呪  二 〇 一 
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前半 もまた 一 種の 嚴％ をい ひ、 頭髮 自ら 二つに 分れよ というて 海水 を沐 みたら、 

—— 本に は濮と あるが、 集 解に よれば 古本 沐に 作る と あり、 通 證は沐 と 通用と 說 

いて 居る —— 果して 二 つ に 分れた ので、 ミヅラ (髻) に 結ばれた とい ふので ある。 

女性の 御 事で あるから、 平日 は被髮 であった ので あるが、 軍事行動に は 不便で あ 

るので、 男子と 同様に 分 髮結髮 せられた ので あらう (三 —一九 n)。 されば 今回に 限 

らす、 筑後 方面の 征戰に 於ても 同様の 装束で あつたと 思 はれる が、 此際は 之を以 

て 事の 成否 を 卜せられ たとい ふので ある。 傳說は 恐らく は此 だけに 止 つたので あ 

らうが、 紀の 編者 は、 皇后が 男装して 三軍 を 指揮せられ たこと を 特に^ 大視 し、 

臣下 を 以て 總 帥に 任. f- ると せば、 不成功の 曉 重責 を 負 はせ る 結果なる こと を 不便 

と 思 召して、 御躬づ から 其衝に 當られ たものと 解釋 し、 其 意 を 宣旨及 答奏の 形式 

を 以て 表現した ので あるが、 其 は 理由に ならぬ ことで、 熊 鷲 及 田 油津嫒 討伐の 爲 

にも 出陣 あらせられ たと ある 前段の 記事と も 矛盾す るから、 筆者の 想像に よつ て 


S おせられた ものと すべ きで あらう。 紀は^ に 次の 如く 叙述して 居る。 

秋 九月 庚 午朔己 卯、 令 一-諸 國-集 二 船舶： 練-一兵 甲： 時 軍卒 難 ン集、 皇后 曰、 必神心 

焉、 則 立，, 大 三輪 社- 以 奉-刀 矛- 矣、 軍 衆自聚 

此尺 三輪 祌を 釋紀に は夜須 郡の 於 保 奈牟智 神な りと して 居る が、 三輪の 祭神 は大 

物 主で、 大 己^と は 別祌 とせぬ ばなら ぬ こと は 前篇 第四卷 (一 10 三 K 以下) に 詳論し 

に 通りで あ る 。 いづれ にし て も 軍兵 の 召集 を 妨げた ものが 大 三輪 神で あ つ たと す 

^ズ、 其 理由が 示されて 居らねば へ： S. つぬ の に、 之に 言及して 居らぬ 所 を兑る レー 

神 名 帳に は揭 載せられて 居らぬ が、 香椎 附近に 大 三輪 神 を 祭る 舊社 があって、 其 

ft 人 等が 緣起を 之に 託した の を、 無 考察に 繼 承した ものと^ はれる。 其 は釋紀 が 

W 川した 左記 筑前 風土記 殘簡 によっても 推定 せ ら れ る の で あ る 。 

足 姬.！ r 欲 ン伐ニ 新羅 一整 TT 理 軍士  (發行 之 間、 道中 遁亡、 占 T1 求 其 由 ハ卽有 一一^ 

神； 名 曰ニ大 三輪 神ハ 所以 樹ニ此 神社 ハ遂平 二 新羅- 

祈^と 嚴^  二 〇 三 
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此 神社と あるから に は 風土記 編纂 當 時には 尙 現存し、 香椎 から 程遠から ぬ 地で あ 

つたので あらう。 —— 私 は 其 を 八幡 大 菩薩 宮崎宮 の 前身で あ、 らうと 推測す るが、 

確證 がない から 斷 言し 得ぬ I 此 朝の 四大夫 中大 三輪 大友 主君 は此 神の 裔孫 であ 

るから、 滯 在中に 祖 神を勸 請した こと も 有り得る が、 其 神が 軍旅 を 阻止し ようと 

した 理由がない。 紀は 右の 一 節の 後に 偵察 及 軍令 を 叙し、 ^に 次の 如く 附記して 

^而 神仃 ッ誨 曰、 和 魂 服，, 玉 身， 而守ニ 壽命： 荒 魂 爲，, 先鋒， 而 S ニ師 船： 卽^ 二 神敎ー 

而拜禮 之、 因 以ニ依 網 吾 彥男垂 見- 爲ニ 祭レ 神主 > 

神 名 は 明示 せられて 居らぬ が、 後段 祭祀の 記事に よれば 皇祖 天照大神の 御 事と 想 

定 せられる。 —— 之 を简男 神と する 說は從 はれぬ。 其 は 皇室の 氏 (守) 神た るべき 

もので はない ので ある I 和 魂、 荒 魂 は 珥岐弭 多 摩、 阿 邏瀰多 麼と訓 註せられ、 前 

お 第四卷 (二 〇 九 頁) に 述べた やうに、 別個の 神靈 又は 同 一 神の 分靈を 意味す るの 


ではなく、  ニギ (和 穆) 反ァラ (顯崇 ) は美稱 で、 同じ 神霊が 玉， 化の 護と もな り、 舟 

師の 指導に も 任じた とい ふこと を 右の 如く 對句を 以て^ 現した ので、 上代 話術の 

文で ある。 例 へ ば 八 千 矛 神の 歌に 「さかし 女 をせ りと 聞かして く はし 女 を ありと 

ii こして」 と ある 〔記〕 サカ シ メ及ク 、ノ シ メは 共に 沼 河比賣 のこと で、 一 一人の 女 tt 

ふ i ではない。 されば 後日 廣田 國に鎭 祭せられ るに Is つても 荒 魂の み を 祸げ、 和 

魂は默 殺せられ て 居る ので ある。 祭祀に 任じ、 に 依 網 吾 彥男垂 見 は 開化 天皇の 皇广 

^^波 豆 羅和氣 王の 後裔で、 ^較的 近親な 皇別 であるから、 皇祖 神の 奉齋に 適す 

として 選拔 せられた ものと 思 はれる。 ヲ は美稱 で、 垂兌 はタ, ミミ (足 御身) の 謂 

であらう。 

* 舶 G 徵發 並に 部隊の 編制 を 完了した 後、 進發に 先ち て 水路の 視察 を 行 ふと 2 

時に、 軍令 を 験に せられた こと は 有り得べきで、 紀は 之に 關し、 次の 如き 記事 を 

出 征  二 〇 五 
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あげて 居る。 

於是使 ニ吾瓮 海人 烏 摩 呂-出 二 於 西 海スノ 察 一一 有 レ國 耶ハ還 曰、！： 不.^ 也、 又 造 一一 機 

鹿 海人 名 草， 而令 レ覩、 數日還 之 曰、 西北 有レ 山、 帶雲 模絚、 蓋 有ン國 乎、 爱卜 二士 ：： 

日， 而臨， 發有ッ 日、 時 皇后 親 執 二 斧鉞， 令 二三 軍-曰、 金 鼓 無い 節、 旌旗^ 亂、 则 士卒 

不レ 整、 貪 レ財多 慾、 懷 ぃ私內 顧、 必爲ビ 敵 所 レ虜、 其 敵少而 勿い 輕、 敵强而 無い 屈、 則 

»暴 勿 レ聽、 自服 勿い 殺、 遂戰 勝者、 必 有い 賞、 背走 者、 自有レ 罪 

國の 有無と いふ こと は仲哀 天皇 も 問題と せられた かの やうに 說 かれて 居る が (笫ー 

四 六 頁 以下)、 崇神 朝に 任那 から 入貢した ものが あり、 九州 方面の 人 は頻々 地と 

交通して 居た ので あるから、 其 存在 は 疑 を容れ ぬ事實 であり、 當時は 先鋒 隊も S 

に 派遣 せられて 居た とせねば ならぬ ので あるから、 今更 之を觀 測せ しめられる 箬 

もな く、 若し 視察の 必要が あつたと すれば、 樓日 浦から 如何なる 航路 を 取るべき 

か を 決定す る爲 とせ やばなる. まい。 其 故に 海事に 精通す るァ マ 族 人 を 選んで 此任 


務を 課せられ 仁ので、 ^きの 海人 は 前章に 擧 げた 阿 島の 人 (第一 三 六 n)、 磯呢 

の 海人 は資珂 (志 賀) の 住民で あらう が、 烏 摩呂が 視察 を 遂げ 得なかった に 反し、 

名 草は對 馬まで 進出し、 雲煙 漂渺の 間に 遙に韓 地 を 望んで 渡^の 確實 安全なる こ 

と を 報告し 仁と いふので ある。 上代の 航海に は 眼界に 陸 影 を 失 はぬ こと を 必須 條 

件と した G で (五 ー 二 六 八貝參 照)、 烏 摩呂が 選んだ 玄海 灘橫斷 航路よりも、 後記の 

やうに 唐津灣 海岸に 沿 ひ、 呼子から 壹岐に 達し、 其より 對 馬の 南端に 渡り、 同 島 

M 岸 を 北上して 鰐 浦に 於て 天候 を兑定 も、 一 路東莱 方面に 向 ふ 方が 安易と せられ 

仁 こと は 勿論で、 倭人 阈と帶 方 郡との 交通 も此 順路 を 取つ 仁ので ある (第二 卷ー S 

二 頁 以下)。 

出征に 莅み 皇后が 發せ ちれた. と ある 軍令 は 道理 至極の ことで は あるが、 果して 

此 内容の 通り 宣布せられ 仁 か は 疑問と すべ きで、 多少 漢意を 加 へ て 編者の 手で 起 

案せられ 仁 もの、 やうで あるから、 多くの 和訓が 施して ある けれども、 其 意義 を 

出 征  二  o 七 
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論す るの は 無益と いふべ く、 普通の 漢文と 同様に 昔 訓倂讀 を 可とし、 註釋を 加へ 

るが 如き は、 本書 の讀 者の や う な 高級 智識 階級 の 人士に 對 して は 寧ろ 禮を 失する 

から、 一 切 省略す る。 

紀 はこ、 に m 懷 石に 言及し、 次で 旣而則 撝，, 荒 魂， 爲， 1 軍 先鋒 f 請.,., 賴魂， 爲，, 王 船 

鏹 一と あるの みで、 和 砰 津 (對 馬の 鰐 浦) に 至る までの 航路 を 示して 居らぬ が、 此 

靈 石が 伊都 縣 の 道邊に 在る とい ふの は、 還 航の終 點が此 地であった こと を 暗示す 

る ものであるから、 發航地 も 亦同處 ではなかった かと 考 へられる。 倭ん 傳 によれ 

ば 帶方郡 及 諸韓國 との 來往 使節 は 常に 伊 很を經 e したと あるから、 海外 交通 「し^ 

津が存 した ものと すべ きで、 鎭懷 石の 歌に 見える 深 江 (第 一 九  一 s) が 其で あつたと 

推定せられ る。 此地は 唐 津灣の 極東 澳で あるが、 肥 前 風土記に よれば 灣の 西側に 

も 皇后 御 寄 泊の 口碑 を傳 へた 二 地點が ある。 卽ち 

逢 鹿驛。 曩者氣 長足 姬尊、 欲い 征 コ 伐 新羅， 行幸 時、 於ニ此 道路， 有レ 鹿遇レ 之、 因 


名 二 遇 ffi 驛- 

登 望驛。 昔者氣 長足 姬尊、 到 二 於此處 -留爲 -1 雄裝： 御 臂之靳 落 二 於此村 S 號， -辆 

驛- 

地名の 所 由 は 勿論 信 を 置く に 足らぬ が、 兩地は 兵 部 式に も 兌え る古驛 で、 逢 鹿 は 

今の 柬松浦 郡湊村 大字 相賀、 登 望 は 同 郡 呼子 村 大字 大友及 小 友に 其 名 を 留めて 居 

るから、 皇后の 巡幸が 事實 とすれば、 上記 深 江から 進發 し、 唐 津灣の 海岸に 沿う 

て 航行せられ たので、 前章に 揭 げた 玉 鳴 行啓 も、 紀に は其處 から 一 且香椎 に 還 御 

せられ 仁 かの やうに 說 いて 居る が、 或は 此 途次の ことであった かも 知れぬ。 登 望 

進出が 查岐を 經て對 馬に 渡航す る爲 で， のった 二と は、 地圆上 一 見 首肯せられ るか 

ら、 旣 記の 如き 航路 を 取られに ものと 推定せ ざる を 得ぬ ので ある。 然るに 肥 前 風 

土 記彼杵 郡周賀 鄕の條 下にに、 之と 矛盾す る 次の 記事が ある。 

昔者氣 長足 姬尊、 欲レ征 n 伐 新羅-行幸 之 時、 御船" 繫 ニ此鄕 東北 之 海 ハ艫舳 之戕歌 

出 征  二 〇 九 
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化 而爲レ 磯、 高 二十 餘丈、 周十餘 丈、 相 去十餘 町、 突出 嵯峨、 草木 不， 生、 加 以陪從 

之 船、 遭レ風 漂い 波、 於い 玆有ニ  土 蜘蛛： 名 鬱比袁 麻呂、 救 TT 濟其船 f 因 名 曰，， 救鄕っ 

今 謂 二 周 賀鄕, 訛 之 也 

周 賀鄕は 和名 抄に も昆 えす、 其 名も殘 つて 居らぬ が、 在 二 郡 W 南-と 注せられ て 居 

る 所 を i ると、 今の 西 彼杵郡 中外 海に 面した 地域 をい ふ もの V やうで、 ^椎 方面 

から 韓 地に 向 ふに 之 を 發程地 若く は 寄 泊地と する が 如き こと は 地理 上 あり 得ぬ か 

ら、 異形なる 岩礁 (磯) の 由來を 征韓の 役に 假 託した ので あらう。 さりながら 歸航 

の 軍船の 若干が 朝鮮 海峡に 於て 荒天に 逢 ひ、 松 島 附近に 漂着した こと は絕 無と は 

いへ ぬから、 袁麻呂 が 之 を救濟 したと いふの は 事 實傳說 かも 知れぬ。 クッヒ は 貴 

胤の 意で、 之 を 美め て冠稱 したので あらう。 但し 救 を 周賀と 訛る こと は 有り得ぬ 

から、 栖處卽 ち 聚落の 意から 出た 地名と 思 はれる。 

壹岐 對馬兩 島に 於け る 寄 泊地に ついては 所見がない が、 紀は 次の 如く 和珥： & 卽 


, 對馬 の 北 端薦 浦 か ら韓地 に 直航せられ た か の や う に說 いて 居る。 

冬 己 亥朔辛 丑、 從ニ和 &津， 發之 時、 飛 廉起ヅ 風、 陽 侯 擧レ浪 、海 屮大魚 悉浮挾 

レ船、 則 大風 順 吹、 帆 舶隨ン 波、 不ぃ勞 二 槍 楫-便 到 二 新羅 ハ時隨 い 船 潮浪、 遠逮ニ 國中ハ 

卽知 天神地祇 悉助歟 

渡航 G 光^ はに 揭 古事記の 文 Q 漢譯 で、 大和に 於て は 右の 如く 言ひ傳 へられた の 

であらう が、 事 實描寫 と 認定す ベ からざる こと 勿論で ある C 

^地經 略の 記事 は 一 層 漠然として 居る。 其 は 記 所 载の傳 承 以外に、 之 を 驗證す 

る 資料が なかつ 仁からで、 三 國の歸 服 は 遠征の 結果で は あるが、 序說に 論じた や 

うに、 必 しも 本初の： HI 的で はなく、 皇后の 御上 陸地 點が 其疆 域外であった とすれ 

ば、 三阈の 口碑 又は 記 錄に之 を 漏した こと は 不可解と する に 足らぬ C 大和 朝廷に 

於て お り繼 がれた Q は、 前後 若干 年に 亙る 征戰の 成果 を 約 縮した も G で、 之 を 親 

敵！： 降服  ニニ 


第 六 章 海外 遠征  ニー  二 

征中ー 時に 發 生した 事蹟で あるかの やうに 說 いたの は、 上代 話術の 常套手段 であ 

ると 同時に、 皇后の 威武 を 過大視した 偉人 崇拜 心现に 外ならぬの である。 此 見地 

を 以て 記に 揭 げた 次の 一 節を讀 めば、 何等の 矛盾 も不合 g; もな く、 一  篇の 事實傳 

說 として 容易に 首肯 せられる。 

カシコ  マヲ  ノ チォホ キミ  ゥマカ 匕 

n だに 其國 主畏惶 みて 奏言 さく、 今より 以後、 天皇の 命に 隨 ひて、 御馬 甘と な 

トシ ドシ  カデ  ムタ ォコ タラ ズ 

り、 每 年に 船 をなら ベ、 船腹 乾さす、 拖檝 乾さす、 天地の 共 與無返 仕へ 奉ら 

むと 奏す。 故是を 以て 新羅 國には 御馬 甘 を 定め、 百 濟國に は 渡 屯 家を定 .， ： 

まふ。 爾に其 御杖 を 新羅 國 主の 門に 衝立て、、 卽ち^ 江大 神の 荒 御 魂 を、 國 

の 守 神と して 祭 ひ 鎮めて、 還り 渡り ましき 

任 那諸國 就中 新羅と 隣接す る 加羅國 について 一 言 も說き 及ぼして 居らぬ の は大に 

注意 を 要する。 或は 此 地方 は 崇神朝 以来 引つ ズ き 我藩國 であった からで あると 解 

釋 する ものが あるか も 知れぬ が、 其 一 邦なる 狗邪 韓國が 當時ャ マ ト 朝廷の 支配 を 


受けて 居なかった こと は. 倭人 傳 によっても 明白で あるの みなら や (笫 一 1 卷 一  一 N1 一 

no» 記 は任那 入貢 の 事實 をす ら認 め て 居ら ぬ の で あ るから、 默 殺の 现由は 之 を 他 

に 求 め ね ば な らぬ。 案す るに 此 地方 は 壹 岐對 馬と 共に 旣に 先鋒 部隊に よって 平定 

せられ、 皇后の 舟師は 何等の 抵抗 を受 くる ことなくして、 其 一 地點に 安着した が 

故に、 傳 ふるに 足る 軍事行動 もな く、 所在の 小 君主の 奉迎 を 受けられた こと を、 

新羅 Hnw 歸 服に 關 する 後日の 事實と 混淆して 叙述した ものと 思 はれる。 

先鋒 部隊に よって 征服 せられた 地方 君主の 一 人 (恐らく は 加羅阈 王) が 皇后 を 奉 

迎 して 誓詞 を 奉った こと は 有り得べきで、 御馬 飼は必 しも 賤職 ではなく、 當時は 

.S 存在し なかった やうで あるが、 後日の 皇室 直隸民 部の 一 であるから、 臣從の 意 

を 表現す るに 用 ひたので あらう。 其宮 邸の 門に 御杖 を 衝立 てられた とい ふの は、 

杖に 靈異の 力が あると 信ぜられた からで (二— 一 三 三 頁)、 皇后の 代现 として 監視に 

當 らしめ ると いふ 意味が あった ものと 思 はれ、 墨江大 神の 荒 御 魂 を 國の守 神と し 

敵國 降服  ニニ 二 
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たとい ふの も、 ヮダッ ミ 氏族の 將軍を 留めて 鎭 戌に 任ぜし めた こと をい ふので あ 

らう (お 江 大神は 後日の 稱呼を 遡って 用 ひたので ある)。 さりながら 其 君 長 を 新羅 

I： 主と したの は、 上記の 如く 前後の 事實を 混淆した 結果で、 同國は 久しから すし 

てお^し 二 ものと 思 はれる が、 皇后が 短い 御滯 在中に 當時慶 州 附近に 存 した 其 都 

城を闈 み、 城下の 盟を强 ひられた とは考 へられぬ ことで、 百濟に 至って は 神 功，：^ 

^の 四十 六 年の 紀に 始めて 我國と 通じた と あるから、 渡 屯 家 を 定められた 事實 が 

あつたと しても、 其 は遙に 後の 事で あらねば ならぬ。 新羅 國者定 御馬 甘、 百 濟！： 

者 定渡屯 家と いふ 二 句 を、 從來 新羅 國ヲバ 御馬 甘ト 定メ、 百 濟阈ヲ 、パ渡 屯 家ト定 

メと 訓んで 居る が、 熟考す るに 一 國を馬 飼 部と 定める こと は 有り^ぬ 力ら ぶ〕 

字 は 一一 ハと訓 み、 新羅 阈 一一 "御馬 甘 ヲ定メ とい ふ 意と 了解す べきで、 次 句 も 亦 ぼ 

濟國ニ  "渡 屯 家ヲ定 メと讀 み、 此國內 に 一 屯 倉 を 建設せられ たこと を 述べた もの 

と 思 はれる。 S し然 りと すれば 渡 は 河 海の 渡 頭に あたる 一 地 g (所在 不明) をい ひ、 


フタ 又は フ タリの ミ ャ ケと稱 へたので は あるまい か。 宣長は フタ を 「海 を 渡り ゆ 

く 彼方に ある」 意と 說 いたが、 此 語に は 決して 其 やうな 意味 はない。 

紀の 所說も 大意に 於て は異り はない が、 新羅 國王及 質 子等の 名 を 擧げて 居る 所 

を 見る と、 外 國關係 事項に 關し 主として 參 照の 用に 供した 百濟の 舊記錄 によって 

修補 を 加へ たものと 思 はれる。 卽ち 

新羅 王 於ぃ是 戰戰栗 栗、 厝ン 身無ン 所、 則 集 二 諸ん-曰、 新羅 之 建 國以來 、未 三 嘗 聞-一 

海水 凌 一， 國、 若 天運 盡、 國爲レ 海 乎、 是言未 ン訖之 問、 船 師滿. ^、旌 旗耀^  、^吹 

e,, 聲、 山川 悉振、 新羅 王遙望 以爲、 非常 之 兵、 將ン亡 ニ己國 ハ譽焉 失い 志、 乃 今醒之 

曰、 吾 聞、 東 有 二 神 國ハ謂 二日 本； 亦 有 二 聖王ー 謂， 一 天皇で 必其國 之 神 兵 也、 豈 可ニ„ 

にハ 以距， 乎、 卽素 旆而自 服、 素 組 以面縳 、封 n 圖籍- 降 二 於 王 船 之 前-、 因以 叩頭 之 

曰、 從レ今 以後、 長與二 乾坤： 伏爲 一一 飼 部？ 其 不ン乾 二 船 柿 一而 春秋 獻ニ馬 梳及馬 鞭つ 復 

不レ煩 二 海 遠- 以每レ 年貢 二 男女 之 調 ハ則重 誓 之 曰、 非 一一 東 曰 更出ワ 西、 且除 一一 阿利 那 

敵 國降眼  ニー  五 
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禮河 返以之 逆流^,, , 河 石 昇 爲，， 犀 而殊 卷秋之 朝^ i,, 梳鞭之 天神 地 

祇共 討焉、 時 或 曰、 欲， 誅ニ 新羅 王： 於レ是 皇后 曰、 初 承 二 神 敎っ將 レ授エ 金銀 之 闲ハ又 

號 TI 令 三軍 一 曰、 勿レ 殺ニ自 服ぶ 「旣獲 一一 財闕 f 亦人自 降服、 殺レ之 不鮮、 乃 解 二 其 縛ハ 

爲ニ飼 部 ハ遂入 一一 其！： 中 f 封 一一 重寳 府庫； 收 一一 圖籍文 ま：： S -卽以 二 や-一 V 所レ 杖，、 ゲ 一樹 二 於 

新 «:土 門， 爲ニ 後葉 之 印.； 故 其 矛今猶 樹，， 干 新 «;+: 之 門， 也」 爱 新羅 •  卜： 波 沙寐 錦、 

卽以 u 微叱己 知 波 珍 干岐， 爲レ 質、 仍 W 二 金銀 彩色 & 綾羅 維^ 載 n 子. へ十艘 船-令 

レ從 二 官軍 f 是以 新羅 王、 常以 一一 雜# 之 調 f 貢 一. 1ザ 日本 阈 1- 其 是之緣 也 、於い 是高 

-gw 濟ニ國 王、 聞 T 新羅 收ニ圖 籍-降 * 於 曰本國 上、 密令， 伺 一一 其 取 勢つ 則 知， 不レ 4, 

マ ヲサク 

勝 自來ニ 于營外 f 叩頭 而款 曰、 從乂 「以後、 永稱 一一 W 蕃ハ不 ン絕ニ 朝 H 故 W 以定ニ 内 

官家 f 是所レ 謂 之 三韓 也、 皇后 從ニ 新羅 ， 還 之 

漢文 式 潤色が 多く 加 はって 居る が、 前半 はほゾ 記の 所 傳の譯 文で • 揭梳ぉ 鞭 を.：：：； 

獻 すと あるの は、 新羅 王が ゥ マ 力 ヒ ベ (飼 部) とならう というた と ある いらで あら 


う。 誓詞 中の 東 日 更出レ 西、 阿利 那禮 河、 返以之 逆流 は國 語の^ 現 様式で はない か 

ら、 韓人の 傳承 又は 記錄 によった も G とせねば ならぬ。 阿利 那鱧河 は 私記に 師說 

として 新羅 國之河 名 也と あるの みで、 所在 を 明示して 居らぬ が、 韓 語ァリ (升^) 

は 「下」 の 意、 ナだ (呌 早) は 「江 口」 「渡 頭」 「渡 津」 等の 義が あるから、 或は 洛柬 江の 

古名で あつたか も 知れぬ。 ァは 鴨、 リは綠 の 略 音で、 鴨綠江 G- 謂な りと する 松 下 

见林說 は廣く 知られて 居る が、 旣に 武鄕も 駁論した やうに、 單に 逆流せ ぬ こと Q 

譬に 引く だけなら ば、 どの 河で も 差 支 はなく、 態々 領國 以外の 河 名 を 用 ひたと は 

考 へられぬ。 國 主の 門に 建てた 杖 を 矛と したの は、 同じ 靈驗を 有すと せられた か 

らで、 之が 樹立 を 後葉の 印の 爲 とし、 今も^ 其 門に 樹 つて 居る とした G は 文飾に 

過ぎまい。 

以上 は 皇后の 韓地御 滞在中の 事蹟と せられて 居る けれども、 上述の 如く 其 後の 

事實と I ^て も 少しも 妨は ない が、 國 主の 名 を 波沙寐 錦と 明記した のは大 なる 注^ 

敵^ 降服  ニー  七 
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を 要する- 一とで ある。 此 やうな 固有 名 は我阈 人の 揑 造し 得る もので はない から、 

眞偽は ともかくも 據 があった ものと せねば ならす、 類 名を旣 知ん 物 中に 求む ると 

すれば、 新羅 第五 代の 國王婆 娑尼師 今の 外に はない。 三國史 記に よれば 此 王の 在 

位 は 西歷八 〇| 一 一 一年で、 征韓の 役よりも 遙に 前代の 人と せられて 居る が、 第 

一 卷序說 (三 五 頁) に 言及し、 次卷に 於ても 詳論す る やうに、 新羅 史の編 年 は 信 やる 

に 足らぬ ものであるから、 或は 紀の 所傳が 事實に 合うて 居る のか も 知れす、 質 子 

微叱己 知の 名 は 次の 五 年の 紀 にも 見える から (次 卷參 照)、 架空 人物と して 抹殺す る 

こと は 困難で ある。 新羅の 爲に滅 された 百濟 王族 中、 安住の 地 を 我國に 求めた も 

の は少く はなく、 其將來 した 資料 を編史 局に 提供した 形跡 は顯 著で あるから、 其 

中に 右の 如き 一 傳が存 した こと も 有り得べきで、 以 一一 八十 船 之 調, 貢 二子 日本 國 一と 

あるが 如き も、 我國 人の 筆致で はない。 さりながら 縱ひ 其が 事 實傳說 であった と 

しても、 波沙寐 錦が 質 を 入れた の は、 上述の やうに 皇后 還 啓 後の こと、 せねば な 


らぬ。 

百濟高 魔の 歸服は 更に 其よりも 後の こ と で 、 殊 に 高齄は 遠隔 の 地 で あるから、 

朝 威の 波及 も 最も 遲く、 應神 天皇 七 年の 紀に 百濟、 任那、 新羅 人と 共に 来朝した と 

ある を 初見と する。 されば 皇后の 滯韓 中に 兩國 王が 營 外に 来て 降伏した とい ふの 

は、 先學も 論じた やうに 後日の 事實 を附說 した ものと せねば ならぬ。 內官 家は繼 

體紀に は 單に官 家と あり、 欽明紀 の 海 表 諸彌移 居と あるに 當る やうで あるから、 

「や" 屯 家と 同じく ミ ャ ケ の 謂なる こと は 明白で、 內を 冠した の は 內屬を 意味した 

ので あらう。 次の 異傳に 新羅 王の 言と して 爲， ー內官 家, 無 Jg 朝貢と あ hs、 孝德紀 

にも 以 二百 濟國, 爲 ニ内官 家-とし、 恰も 全國 を擧げ て內官 家と いふ ものに 爲 された 

かの やうに 用 ひられて 居る が、 ^屯 家 (第 四卷 一 六！ no が诿 全國 又は 全 鄕をミ ャ ケと 

したと い ふ 意で ない と同樣 に、 其 國內に 若干の 屯 倉 を 設置せられ たこと をい ふ も 

のと 了解せ ねばならぬ。 三韓 はもと 馬韓、 辰韓、 弁韓を 意味ん たので あるが、 後日 

敵！： 降服  ニー  九 
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新羅、 百濟、 高齄が 鼎立す るに 及び、 之 を も 三韓と 總稱 する やうに なった。 さりな 

がら 南宋 時代 (我 仁德 I 雄 略 朝) の 倭 國王は 都督 倭百濟 新羅 任 那秦韓 慕 韓六阈 軍事 

又は 之に 加 羅を加 へ て 七國 軍事 都督と 稱 したと いふ ことが， 朱書に 見える から、 

其 ころまで 尙秦韓 (辰 韓) 及慕韓 (馬 韓) とい ふ稱 呼が 用 ひられ、 高麗 は 三韓 中に 加 

へられて 居なかった とせねば ならす、 所謂 之 三韓 也と あるの は 勿論 後人の 附記と 

す ベ きで ある。 

紀には 一 云と して 上揭の 如く 神 敎に關 する 異傳を あげたが、 其續 きに 皇后の 征 

韓 事蹟 を 次の 如く 叙述して 居る。 

則 皇后、 爲，， 男 束裝， 征， 一 新羅； 時 神 導， 之、 由 レ是隨 レ船浪 之、 遠 及，， 于 新羅 國中 f 

於レ是 新羅 王 宇 流 助 富 利智干 參迎、 跪 之、 取 二王 船ハ即 叩頭 曰、 は 今 以後、 於 二 

日本 國， 所 レ居神 御子- 爲，， 內 宮家， 無レ絕 朝貢」 一 云、 禽 TT 獲 新羅 王；. i,, 于 海邊ハ 


t ザ/ スデ 

拔ニ  土檳 劬， 令ノ匍 TT 匐 石 上； 俄而斬 之、 埋ニ沙 中； 則留 一一 一 人つ 爲ニ 新羅 宰 一而 還 之、 

然後 新羅 王 妻、 不， 知 H. 埋ニ夫 屍 一之 地 ム獨有 二 誘 レ宰之 情 一、 乃 洮ン宰 日、 汝 當令ン 識， - 

埋 二王 屍 一之 處上、 必 篤報レ 之、 且吾 爲ニ汝 妻？ 於ン 是宰信 一一 誘 言； 密告 二 埋ヅ屍 之 處ハ則 

王 妻 與ニ國 人 一共 議之 殺レ宰 、更出 二王 屍 f 葬 二 於他處 一、 時 取 一一 宰 屍ハ埋 一一 于王^  土 

ォ B シス ヱ 

底； 以擧， 一 王櫬， 窆，， 其 上， 曰、 尊卑 次第 固當ぃ 如ッ此 、於い 是 天皇 聞 之、 市： 幾，， 震忿 f 

大起 二軍 衆： 欲- 1 頓滅ニ 新羅 f 是以 軍船 滿レ 海而詣 之、 是時 新羅 阈人、 悉 懼不, 知レ所 

ン如、 則 相 集共議 之、 殺 一一 王 妻， 以謝レ 罪 

此は 明に 前後 二 話より 成り、 前者 は 皇后の 親 征に關 する 異傳 であるが、 後者 は 天 

皇が 震忿 せられた と あるが 如く、 後日の 事件 を 附記した もの、 やうで ある。 新羅 

王 宇 流 助 富利智 干の 宇 流 助 は 語義 を詳 にせぬ けれども 冠稱と 兌る ベ きで、 富 利^ 

は 新羅 本紀 (三 國史 記) の 九 世 王 伐 休 (又は 發暉) にめ たり、 。ホダ キと稱 へたの を 訛 

つたので は あるまい か。 —— キとチ と は往々 相 通す る —— 次 卷序說 に 詳論す る や 

異 說  ニニ 一 
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うに 新羅 初代の 諸 王は必 しも 相承で はなく、 殊に 朴 氏と 昔 氏と は倂 立した 時代が 

あった やうで あるから、 征韓の 役が 朴朝 では 婆 娑尼師 今の 代に あたり、 昔 氏に 於 

て は 伐 休の 在位 中であった としても 少しも 奇 とする に 足らぬ。 富 利智干 降伏の 一 

條が 若し 前段の 神敎と 一 連の 物語であった とすれば、 或は 穴 門の 住 士：： 社め 体 承で 

あつたか も 知れぬ が、 縱ひ 相當の 根據が あるに しても、 皇后 親征 中の 出来事と 斷 

定 する こと は 困難で ある。 

後半に 揭 げた 新羅 王戮 殺の 一 條は、 自服勿 殺の 玉 旨に 抵觸 する が、 後日の * 件 

とすれば 有り得ぬ ことで もな く、 韓地 駐在の 我 宰臣が 賞罰の 宜を 失して 事 端を惹 

起した 例は少 くはなかった やうで、 束 國通鑑 にも 沾解王 二 年の 條 下に 次の 如き 記 

事が ある。 

夏 四月 倭寇，， 新羅 (殺 二 于老； 初 倭 使，, 葛 耶古， 聘ニ 新羅 r 土 使 二 于老， 按レ 之、 于老戲 

曰、 早晚以 一一 汝王ー 爲ニ鹽 奴, 王妃 爲ニ 爨婢 i- 倭 王聞ヒ M  、遣 二 將軍于 道 朱 君ー來 侵、 王 


出 居， 一子 柚 村 T 于老 曰、 今 曰 之寇、 由 一 一臣 言， 致レ 之、 臣 請當レ 之、 遂抵ニ 倭 軍 一 曰、 前 

日 之 言戲之 耳、 豈意 一一 興 レ師至 ジ此耶 、倭人 執レ 之、 積」 新燒 TT 殺 之 一 乃 去、 後 倭使來 

聘、 于老之 妻 請 二 於 王つ 私饗ノ 之、 及 二 其醉； 使-一人 執而焚 一， 之、 倭 怒、 來攻 一一 金城 ハ不レ 

お im に 引出して 臏劬 —— 本に はァ ハタ コとミ "クコ との ニ訓を あて、 和名 抄 にも 

^は 膝 骨 也 阿波 太古と あるが、 觔の字 を 無視す る こと は 出来ぬ C 案す るに； s は 筋 

卽ち スデ をい ひ、 臏 (體) とつ. ゝ けて ヒザ ノ ス デと訓 むので あらう — を拔 いて 殺 

したのと、 薪 を 積んで 燒 殺した こと、 の 相違 は あるが、 妻の 復讎と いふ 點が 共通 

であるから、 或は こ \ の 新羅 王 は于老 のこと であるか も 知れぬ。 于老は 伐 休の 首 

カラ ゴ 

孫 つ- . あ る が、 葛 耶古も 亦 蘇 我 石 川宿禰 Q 孫韓子 宿禰 をい ふの で 3 少. あ るまい か。 

以上の 如く 論究す ると、 神 功 皇后の 渡韓は 頗る 誇張せられ、 且神； S 的に 叙述せ 

られて 居る が、 尙 R 然 たる 史實と 見なすべき で、 序說に 於て 槪 論し、 以下 各 章に 
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言及す る やうに、 禍根 を勦絕 する 爲に は韓 半島 南部、 所謂 弁 辰 地方に 占據 する^ 

人 を 征服す る 必要 ありと して、 肥筑 討伐と 同時に 有 かなる 舟師を 派出し、 抗拒 者 

の 討伐 を 了した 後、 皇后 御躬づ から も 其 地方 を 巡狩せられ たので、 任那の 一 君 長 

(恐らく は 加羅國 主) の 降 をう け、 同地に 確乎たる 根據を 樹立し、 ^軍 を 配して 引 

つ > き 隣接地の 攻略に 當ら しめ、 御自身 は 直に 筑 紫に 引返された ものと 想定 せら 

れ るの で ある。 

紀には 筑紫還 啓 後、 十二月 十四日に 宇瀰 とい ふ 地に 於て 應神 天皇 を 生まれた と 

あるが、 其說の 信すべからざる こと は 前章に 詳論した 通りで ある。 之に 次いで 左 

記の 一 節が ある。 

於ン 是從レ 軍神 表 筒 男、 中 筒 男、 底 筒 男 三 神誨， 1 皇后， 曰、 我 荒 魂 令， 祭，, 於 穴 門 m 

田邑， 也、 時 穴 門 直 之祖踐 立、 津守連 之 祖田裳 見 宿禰、 啓，, 于 皇后， 曰、 神 欲 ン居之 


地、 必宜レ 奉い 定、 則以 一一 踐立ー 爲ァ祭 一一 荒 魂， 之 主； 仍祠 立， 一 於 穴 門 山 田邑， 

從 軍の 神 は此三 柱の みで はなく、 翌年 一 齊 に祭祠 せられた と あるのに (次章 參^ )、 

特に 此荒魂 を 先にした の は 理由の ある ことで あらねば ならぬ。 或は 記に 國守 神と 

して 韓 地に 祭鎭 せられた と あるに 倣うた ので あるか も 知れぬ が、 其 は 上記の やう 

に鎭戍 のた めヮダ ッ ミ族人 を殘留 せしめられ たこと を 意味す るので あるから、 此 

も 亦 其 族 人 によって 旣に山 田邑に 祭られて 居た の を、 偉勳者 の 祖神な るが 故に、 

官 社と 定められ たこと をい ふので あるか も 知れぬ。 穴 門直踐 立が 此 氏人であった 

と 思 はれる こと は 第 四 章 (第一 五 〇 頁) に 論じた 通りで あるが、 此人 と共に 定祠 の必 

要 を 建白した 田 裳 見宿禰 もまた 同族で、 紀には 明示せられ て 居らぬ が、 舊 事本紀 

〔卷 一〕 によれば、 此 氏は齋 TT 祠住吉 三 所前祌 一と ある。 然るに 同書 尾 張 氏 系譜 〔卷 五〕 

に は 五世 建 筒 草 命の 後裔 中に 此 氏名 を あげ、 姓氏 錄 にも 尾 張宿禰 同祖 火 明 命 八 世 

孫大御 日足 尼 之 後 也と あるが、 異 氏族の ものが 祭主と なること は 上代の 慣例で な 

筒 男の 荒 魂  ニニ 五 
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いのみなら や、 神 名 帳に よれば 攝津國 住吉郡 大海 神社 は 元津守 氏人 神と 注記して 

あるから、 明に ァ マ (海人) 族と 認められて 居た とせねば ならぬ。 其 祖田裳 兌宿禰 

は踐 立と 同じく、 征韓 軍に 參 加して 勳功を 建てた が 故に、 帝都の 要津 たる 墨 江の 

g!{k 知 港 事) に 任命せられ、 M 地に 祭られた 三 筒 男 神の 祭主と なった ので あ 二う 

(次^ 參 照)。 タ モ ミと いふ 名 號の所 由に ついて 住吉 神代 記と いふ^に、 皇后の 御 裳 

を搓み 奉った が 故に 手 搓宿禰 と名乘 つたと あるの は (通釋 による)、. 論す るに 足らぬ 

俗說 で、 地名 を 負うた ものと 解す るの 外 はなく、 大同 類聚 方に 攝津國 田 裳 (田 面) 

浦津守 家の 處方を あげて 居る 所 を 見る と、 或は 津守鄕 〔和〕 の 一 地域で、 其 處に占 

住した が 故に 田 裳 回の 宿禰と 呼ばれた のか も 知れぬ。 若し 然り とすれば 後の 稱號 

を 遡って 用 ひた ものと すべ きで ある。 

山 田邑に 祭祀せられ たの は 三 筒 男の 荒 魂と ある けれども、 ァ ラミタ マ は 上述の 

如く 祌靈 に對 する 一 種の 美稱で i 二 〇EHO、 大津濘 中 倉 之長峽 に奉齋 せられた 和 


魂 (が 一 一 s 五 no と 神性 に 於て 變りが ある の で は なく、 寧 ろ 宗支 の關 係に ある ものと 

すべきで ある。 然るに m 吉に勸 請せられ た 和 魂 は、 耍 S:G 守護神と して 特別の 尊 

お を 受け、 持統 朝に 奉幣使 を 派遣せられ たこと が あり 〔 紀〕、 平 城 天皇の 元年に は 

g に從 一 位に 叙せられ 〔後 紀〕、 住吉 神と い へ ば 三 筒 男と 了解せられ る やうに なつ 

たので、 穴 門 G. 本社 を も 神 名 帳に は 住 吉坐荒 御 魂 神社 三 ぼと して 擧げ てお るが、 

墨 江から 勸請 しん ！ の で な い - J と は 上文 に よ つ て 明 で あ る 0 筑 前國那 S- 郡に も 住吉 

神社が あるので 〔式： T 其 地 (今の 福 岡 市 住 杏町) を 以て 此 神の 發祥 地、 卽ち 日^の 

M Q 小 門な りと す る ものが あ る が、 筑前が 日向 國の 中に 含まれて ^ら ぬ * 」 とは^ 

篇 (一 111 五 S 頁 以下) に 論じた 通りで、 負 観 元年 正月 位階 を 初 叙せられ た 際に は、 

長 門の 住 吉荒魂 神 は 旣に從 五位 下 であ つ た の を 見て も、 創祀は 其よりも.^ し L も 

のとせ ねばなら ぬつ 恐らく は此 地が 大宰府 の要津 となった 後に 於て、 攝律 から 截 

請せられ たので あらう。 

筒 男 Q 荒 魂  ニニ 七 
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喪 船 I 祈 狩 I 諸 神 祭祀. 1. 阿 豆 那比之 罪 II 蒐 道の戰 —I 忍 熊 王の 自滅 

仲哀 天皇の 崩御から、 皇后の 筑紫還 啓に 至る までの 期間 を 紀に約 十 ヶ月 半と し 

たの は、 深く 信 やる に 足らぬ が、 長い 歲 月でなかった こと は 前後の 事 倩から も 想 

定 せられ、 政局の 不安 一掃と いふ 重大 案件 を控 へて 居 仁ので あるから、 歸洛の 一 

日 も 速な らんこと が 要望せられ 仁箬 で、 欞日宮 御歸着 後、 此 地方の 安定 を 見届け 

て 東上 を 急がれた こと は 言 ふまで もない。 紀は筒 男 三 神の 祭祀に っヾ けて 次 c 如 

く 記述して 居る。 

明年 春 二 刀、 皇后 領ニ群 卿 及 百 寮-移，, 于 穴門豊 浦宮： 卽收二 天皇 之 喪- 從-- 海路- 

以向レ 京 

喪 船  ニニ 九 
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第五 章に 述べ たやう に此 書に は 天皇 を豐 浦に 殯し たと あるので あるから、 先づ之 

を收 めて 東上せられ たと 說 くの が當然 の 順序で あり、 西國に 山陵 を 設けた と い , - 

W 承 も存 せぬ 所 を：^ ると、 此際 轜輦を 移し まるら せた の は事實 であらう。 然るに 

おは 之に 1- 一：： 及せ す、 喪 船は佯 つて 喪 を 幾した 幼 帝の 棺櫬 を载 せた ものである か Q 

やうに^い て e る。 卽ち 

：：だ に 息 長 帶日賣 命、 倭に 還り 上ります 時、 、の 心 疑 はしき に 因りて、 喪 船 を 

一 つ 具へ て、 御子 を 其 喪 船に 载 せまつ りて、 先づ 御子 I く 崩り ましぬ と 言 ひ 

、椅 さし.： Q たま ひき 

此は 後段の 喪 船 襲擊の 伏線で あるが、 忍 熊-卜； か 之 を^ ひ 取らう とせられ 仁と ある 

所 を 兌る と、 弟 皇子の 棺襯 ではなく、 御 父 天^ の S 絷で あつに とせねば ならぬ。 

何と なれば、 幼 皇子の 夭折が 信ぜられ 仁と すれば、 皇位 は當然 二王 中の 一 柱の 手 

に歸 する ので あるから、 强 ひて 兵 を 構へ る 必要 はなく、 其 御 遺 體の爭 奪 は 無意義 


で、 先帝の 棺櫬が 到着す る豫定 であつ たれば こそ、 紀には 赤 石に 山陵 を 設けて 葬 

り 奉らん とし 仁と あ る の で あ る 。 されば 原傳說 に は 單 に 喪 船に 供奉して 征西 軍が 

歸 還した とあった の を、 傳誦 者が 臆斷 によって 語り 僻めた ので あらう。 

長 門から 播 磨に 至る までの 路 次に ついては 何等の 異聞 もない から、 一 路 平安で 

あつた ものと a よれる が、 各地に 寄 泊せられ たこと は 言 ふまで もない。 播磨 風土 

^二 は 揖保郡 萩原の 條 下に、 還 航に關 する 左記の  一 口碑 を あげて 居る。 

所 ョ以名 二 萩原-者、 息 長 帶日賣 命、 韓國還 上 之 時、 御船 宿- 1 於 此衬ハ 一 夜 之 間 生 二 

萩樹 r 高 一 丈 許、. e 名-, 萩原： 卽闢 一一 御井 (故 云 一一 針 間 井 〖其 處不 ン墾、 又^ 水 « 成 

ン井、 故號 ニ韓淸 水つ 其 水 朝 汲不レ 出、 爾造 一一 酒 殿 ハ故云 一一 酒 田 ハ舟傾 乾、 故 云-一 傾田ハ 

イナ ツキ メ  ノ ホドヲ ォカシ タチキ 

^求 女 等 陰陪從 婚斷、 故 云 ニ陰絕 田- 

む はお 原 (榛 原)、  針 間 井 (si 區 井)、 韓 ({40 淸水、 傾 田 (傾 子と いふ 人の 田)、 陰絕田 

(きむ 田 主と いふ 人の 田) とい ふ 地名の 所 由 を 凱旋軍に 牽強した もので、 荒誕 論す 
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るに 足らぬ が、 揖保 川を泝 つて 萩原 (今揖 保 村の 大字) と稱 する 地に 立 寄られた と 

いふ 口碑の 存じた こと は 有り得べき である。 同書 印南 郡大國 里の 條下 にも 次の 如 

き 傳說が ある。 

此 里有レ 山、 名 曰 n 伊保 山 (所以 帶中曰 子 命 乎 坐 二 於 神- 而、 o)^ 帶 H 女 命、 率， 一石 

作 連大來 一而、 求 一一 S 伎國 g 若 石 一也、 自レ彼 度 賜、 未レ定 ニ御盧 一之 時、 大來 見顯、 故 

曰，, 美 保 山- 

ハ ワカ  ハ 力 

羽 若 石 は 墓石の 意で 〔古語 大 辭典〕、 讚 伎 園で 之 を 求められた が、 獲られなかった か 

ら、 播 磨に 渡航せられ、 印南 郡大國 里で 發見 したと いふので ある。 此傳說 から 次 

の 事實が 推定 せられる。 

(0 皇后 は 讃岐國 にも 上陸せられ た。 I 從 つて 內海南 航路 (SS 卷： を 取 

つて 東上せられ たやう である。 

(一一) 天皇の 陵墓 を播 磨に 築設 しょうと せられ 仁と いふ 口碑が 少く とも 同！： に存 


し^。 —— 其 は 二王が 赤 石に 山陵 を 興さう としたと いふ 後 揭の紀 の 所 傳と無 

關係 では あるまい C 

西！： に 於け る 政局の 推徙は 大和に は 判明せ ぬ點が 多く、 諒閽の 報は傢 はった け 

れ ども、 K 坂 忍 熊 二王 中の 一 柱 を 天津日嗣と 仰いで、 四方に 號令 するとい ふ^び 

に は 至らなかった。 其 は 事實上 政府が 京畿を 離れ、 武 內宿禰 以下の 重臣 も 多く は 

W 下して 居た ので、 其 意嚮 を 察知し 得なかった からで あらう。 然るに 當歲の 皇子 

が卽 位せられ、 文武 百 寮 を 率る て 還 幸せられ ると いふ 風聞が 達し 仁ので、 ニ長皇 

子の 不： 牛 は爆發 した。 紀は其 事情 を 次の 如く 叙して 居る。 

時 麇坂王 忍 熊 王、 聞，, 天皇 崩、 亦 皇后 西征、 幷 皇子 新生 - 而 密謀 之 闩 、今 皇后 有レ 

子、 群臣 皆 從焉、 必共議 之 立 二 幼 主； 吾等 何 以レ兄 從レ弟 乎、 乃 ff- 爲- 一天 歩 作 上， 

陵、 詣ニ播 磨つ 興 三 山陵 於 二 赤 石； 仍編 レ船絚 二子 淡 路嶋， 運 一一 其嶋 石， 而^ K 之、 則每レ 
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人 令 レ取ン 兵 而待ニ 皇后 ハ於ン 是犬上 君 祖倉見 別、 與 一一 吉師祖 五十 狹茅 宿禰ハ 共隸， 一 

于麇坂 王 f 因以爲 n 將軍， 令レ興 n 東 國兵ー 

必 立 二 幼 主, と あ るの みで 應神 天皇 の 卽位を 明示 して 居らぬ の は、 此普に 於て は攝 

政 期間 を 一 代と 建て、 皇后の 崩 後に 始めて 踐祚 せられた ものと して 居る からで あ 

るが、 胎中 天皇の 御名に 背かす、 御 降誕 前から 大 統を繼 承せられ たので、 御 兄， は」 

子 も 之 を 知って 抗拒 を敢 てしたの である。 赤 石に 山陵 を 造る こと をロ赏 として 配 

兵した と あるの も、 上 揭播磨 風土記の 所傳の 如く 此國が 山陵 候補地の 一 であった 

からで も あらう が、 尙明石 海峡に 於て 上洛 を 遮り、 先 * の 玉 柩を奪 ひ、 之 を^-じ 

て 天下に 號 令す る計畫 であった と 想定せられ る。 此議 に. 參與 した 犬 上 君 祖^ 兌^ 

は、 記に は 其 名が 見えぬ が、 恐らく は 稻依別 王の 子で、 二王の 從兄 にあたり、 ^ 

近親 皇族と して 加擔 したので、 興ニ柬 國丘ク と あるの も、 日本 武棼の 子孫 中には 前 

八 章に 列擧 したやう に 近東 在住者が 多い から、 其 應援を 求めた こと をい ふの 


であらう。 五十 狹茅 宿禰は 古事記に は 難 波吉師 部之祖 伊佐 比 宿禰と あり、 姓氏 錄 

によれば 吉志は 難 波 忌寸 同祖 大彥命 之 後で、 難 波 忌 寸の出 系 は 次の 如く 說 かれて 

居る。 

^倍 氏 遠祖 大彥 命、 磯城 瑞籬宫 御宇 天皇 御世、 遣い 治 ニ蝦爽 -之 時、 至ン 於-兎 田 墨 

坂； 忽 聞，， 嬰兒啼 泣： 卽認覓 獲 二 棄嬰兒 ハ大彥 命 見 而大歡 、卽訪 n 求 乳母 ハ 得- lm 

弟嫒； 便 就 二 嬰兒- 曰、 能 養 長 安酹ン 功、 於レ是 成い 人 奉送 之、 大彥命 爲ぃ千 愛育 號 -- 

得彥 宿禰， 者、 異說 並存 

叱 ^ が 難 A 忌寸 (吉志 ) の 祖 と なっ^と いふ Q で あ る が、 北國に 遣 は さ れ ？ ^ 大. 彥命 

が 字 陀の墨 坂を經 由した とい ふの は 奇怪で あるの みならす、 此 時代に 養子 制度 力 

^ した とも 考 へられぬ から、 恐らく は 大寒 命が 弟 媛と い ふ 女性に 生ま せ 伫 子 で 、 

:g 氏に 屬 して 居 仁の が 後日 父系に 復歸 した こと をい ふの で あ らう。 得彥 は兄奇 0 

謂で、 五十 狹茅 (勇 主) 又は 伊佐 比 (勇 胤) は 其 後裔で あらう が、 吉師は 新羅 力ら 轉 
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入した 稱號 であるから (第三 卷ニ四 一 頁)、 後日 之 を 力 バ ネ としたの であらう、 

二王 は 兩將を 伴うて 蒐餓野 (今の 神 戶市夢 野) まで 進出した が、 不祥事に 出會し 

て 引上げた と ある。 卽ぉ 

時 麇坂王 忍 熊 王、 共 出，， 蒐餓 野， 而祈狩 之 曰、 苦 有レ 成， 事、 必 獲，， 良獸， 也、 二  K ふ 

居 二 假廢： 赤 猪忽出 之、 登，， 假 ®, 咋，, 麇坂 王， 而殺焉 、軍士 悉慄 也、 忍 熊： 土 謂，， 會見 

別， 曰、 是 事大 依 也、 於い 此不ぃ 可い 待ビ 敵、 則 引い 軍更返 屯，, 於 住 吉- 

祈 狩 は 文面に よって 明なる が 如く、 事の 成否 を 卜する 爲の狩 をい ひ、 此云 二子お 

比餓利 一と 訓註 せられ、 記に も 宇 氣比獏 と 書かれて 居る (第三 卷ニ 一八 n)。 狩 獵屮 

に 右の 如き 珍事が 發 生した こと は絕 無と はい へ ぬが、 或は 此も 亦神祕 的描寫 で、 

戰鬪 の爲に 落命せられ たの を此 形式 を 以て 表現した のか も 知れぬ。 されば 記に も 

ゥケビ 狩の 後尙 一 戰を 交へ たと あるので ある。 卽ち 

如此 上り 幸す 時、 香 坂 王 忍 熊 王 聞きて、 待ち 取らむ と^ひ、 斗贺 野に 進み出 


でゝ宇 氣比獏 しャ！ まひき。 爾 L! 香 坂王歷 木に 騰り^ して 見た まふに、 大怒锗 

出で 、其 歷木を 掘り、 卽ち其 香 坂 王 を咋食 ひつ。 其 弟 忍 熊 王ュ、 の 態 を畏み 

ムナレ フネ o 

や、 軍 を 興して 待 向 ふ 時、 喪 船に 赴きて 空 船 を 取らむ とす。 爾に其 喪 船より 

軍 を 下して 相戰 ひき 

斗賀 野と 蒐娥 野と が 同一 地點 をい ふ 一一と は 勿論で、 不祥事が 起つ、 にが 故に 後日 ト 

ガ 0な) 野と 名 づけ 、二の を 遡って 用 ひ 仁ので あるが、 ト.、 カはッ ミ (罪)、 ッッ ミ (障、 

恙) 等の 語幹 ッに、 ケ、、 力 (穢 )、 マ 、、力 (殃) 、サ、 、力 (祥) 等 〇 、ガ (顯 著の 意 を 表示す る 接尾 

:^) を そ へた ッ ガの轉 呼で あるから、 古 は 寧ろ ッ.、 力 スと稱 へ られ たので あらう。 

歷 木に 上って 見 分 中 怒 猪が 來て 掘り起し、 木から 落ち 仁 皇子 を咋 殺した と あるの 

は：^ 張で、 側近の 人が 提身 救援す る ことなく、 袖手傍観し たと は考 へられぬ か 

ら、 紀に假 ^上に 於け る 出来事と ある を 可とする。 

喪^ 襲撃の 事實 があった とすれば、 上述の やうに 天麼の 玉 柩を奪 はむ が爲 とす 
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べきで あるが、 記 は 幼 帝の 僞棺 と說 いて 居る 爲、 こ、 にも 將取空 船と したので、 

船 は棺に 通じ (I II 一  三 五 页)、 内容の ない 棺襯 なる が 故 は ム ナ シ (實 無) 柩 というた 

ので ある。 il 取の 字 諸 本に 攻と あり、 其で も攻 取る 意と 解せられ ぬ こと はない 

が、 眞福寺 本が 改と して 右 旁に 御 本と 細 書して 居る 所 を 見る と、 判然 攻と は讀み 

得ぬ 字で、 恐らく は 取の 行書で あつたの を、 {4i 船 を 字の 義と 誤解して 攻と 改めた 

ので あらう。 さりながら 上文に よれば 喪 船は赏 は 御座 船で あつ 仁の で あ るから、 

供奉 警護の 者が 陪乘 して 居た 喾で、 空 船で は あり 得ぬ II 味方に も か ね て 準備が 

あつたの で 、 兵 衆が 跳り 出 て 之 を激 へ » ち、 こ、 に 交戰 が問始 せられた の で あ ら 

う。 記 は 後揭の やうに 此 時から 對敵 行動が つ  いたかの やうに 叙述して^ るが、 

紀 によれば 忍 熊 王の 軍 は 一 且住吉 まで 返却した と あるので ある。 

上記の 一 戰は明 石 海峡から 蒐餓 野までの 間に 起った もので、 紀が之 を 省いた の 


は 其 眞相を 明に し 得なかった 爲 であらう。 さりながら 其 以後の 經過 について は 記 

に 兌えぬ 多くの 記事が 補 はれて 居る。 以下 逐次 說述 する。 卽ち 

時 皇后 聞 一一 忍 熊 王 起 ン師以 待 一之、 命 一 一武 內宿禰 一 懷ニ^ 子： 模出 一一 商 海？ 泊 一一 于紀伊 

水門； 皇后 之 船、 直 指 二 難 波 ハ于レ 時 皇后 之 船 廻 二 於 海中- 以不レ 能 ％」、K 還 ニ務古 

. 水門， 而卜 之、 於い^ 天照大神 誨之 曰、 我 之 荒 魂 不ぃ可 "近 二 皇居 ハ當^ 御 心廣田 

卽以 一一. S 背 根子 之 女 葉 山嫒ー 令レ 祭、 亦稚曰 女尊 誨之 曰、 吾 欲ン居 一一 活田 長峽 

國； 因以ニ 海上 五十 狹 茅-令い 祭、 亦 事 代 主 尊誨之 曰、 祠 =1 吾子 二 御 心 長田國 (則以 -- 

葉 山 嫒之弟 長 媛-令 レ祭、 亦 表： ^男、 中简 男、 底 筒 男 三 神誨之 曰、 吾 和 魂^ レ E  ニ大 

津淬中 倉 之 長峽； 便 因 看 二往來 船： 於い 是隨 --神 敎-以 鎭坐焉 、則 平 得^ 度レ 海、 忍 熊 

王復引 返、 到ニ蒐 道- 而軍之 

武內宿 禰を添 へ て 幼 帝 を 紀伊國 に 移し まるら せた と あるの は、 住吉の 津を扼 して 

R る 敵軍と 一 戰を免 かれぬ 形勢に あり、 陣中に 置き まるら せる こと を危險 とした 

^神 祭 配  二三 九 
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からで、 明示 せられて は 居らぬ が、 明 石 海峡から 淡 路嶋の 東岸に 沿 ひ、 友ケ岛 水 

道 を 經て紀 伊に 渡られた ので あらう。 紀伊 水門と い へば 紀 伊川 河口と 了解せられ 

るが、 後日 母后と 日 高で 會合 せられた と ある 所 を 見る と、 名 草 方面 も尙 安全なら 

やとして、 更に 南下した のか も 知れぬ。 皇后 は 舟師を 引率して 直に 難 波に 向って 

進搫 せられた が、 今次 は戰 不利で あつたと 見え、 一 且務 古水 門 (神 戶市兵 庫) に 引 

還され たと ある。 紀は之 を 諸 神 祭祀と 結びつけ、 船の 進まなかった 理由 を 卜うた 

所、 祌々 の 要望が 祭祀に あると 判明した ので、 神 敎に從 うて 鎭 祭し、 滯 なく 渡る 

こと を 得た と說 いて 居る ので あるが、 住吉の 如き は 當時尙 敵地に 屬し、 祭神 設備 

に 着手す る ことが 出來 なかった 喾 であるから、 此傳說 を 其 ま、 史實と 認定す る こ 

と は 困難で ある。 其が 四 社 六 神で ある 所 を 見る と、 小山 田邑の 齋宮に 於て 名乘を 

あげた 神 達に 槪當 する やうで あるが、 神 名に も 多少の 相違が あるから、 本初 奉拔 

の爲 に創祠 せられた ものであった としても、 社家に 於て 傳承 中に 漸次 轉 訛した の 


ではない かと 思 はれる。 左に 先づ四 社に ついて 各 別に 考察す る。 

天照大神の 荒 魂。 御 心 廣田國 (鄕) に 居りたい とい ふ神敎 があった と あり、 ミ 

ココ ロはヒ &( 廣) にか 、る 枕詞で、 今 も 武庫 郡 大社 村 大字 廣 田に 官幣 大社と 

して 祭られて 居る。 ァ ラミタ マ は 上記の やうに 顯崇 なる 神 靈の義 であるが、 

W 船 を 導き 軍の 先鋒と なられた と あるから (第一 一 〇w 二 一 〇 八 n)、 奉 赛の爲 に 伊 

勢 大神宮の 外に 別に  一 a を 創立して 奉齋 せられた こと も 有り得べき である。 

さりながら 不ぃ 可い 近 一一 皇居- —— 刊本 には^ 后と あるが、 ォ ホモ トと 旁訓し 

て 居る 所 を 見る と、 后 は 居の 誤寫 とすべき で、 古寫 本に も 皆 居と ある さう で 

あ る 。 然るに 荒き 御 魂なる が 故 に 皇后に 近づ け て は なら ぬので あると 解した 

もの も あるが、 .其 はァラ ミタ マの 意義の 誤解から 出 幾した 議論で あるの みな 

らゃ、 荒 魂に 非す とも 現 身に 近づけ 奉る を畏 しとして 旣に崇 神 朝に 宫 外に 移 

しま ゐら せた ので あるから、 今更 云 A 、する 必要 はない —— と あるの は 理由の 

諸祌 祭祀  二 四 一 
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ない ことで、 恐らく は此 地に 奉齋 した 理由 を說 明す るが 爲に 後ん が附 加した 

ので あらう。 特選 神 名牒に 祭神 を 天 疎 向津嫒 命と したの は、 之 を^ 祖 神の 荒 

魂に 與 へた 名稱と 誤解した からで あらう が、 此 女神が 全然 別 神靈 である 

こと は 旣に第 四 章に 論じた 通りで ある。 

祭主と して 山背 根子 の 女 葉 山 媛 を配屬 せし めら れ たと あ る の は 注意 を 要す る 

ことで、 姓氏 錄 (攝津 祌^) によれば 山 代 根子 は 天 御影 命 十一 世の 孫で、 m 代 

直の 祖と あるから、 明に 海人 系で ある (三 I 五 四 ニー 一  四 頁)。 屢、」 述べた やうに 

上代に 於て は異 氏族の 人 を 以て 祭主と する こと は不 當と考 へられた ので ある 

から、 若し 皇 別の 依 網 吾 彥男垂 見を罷 めて、 無 緣の葉 山嫒を 後任と せられた 

とすれば、 其 理由が 說 かれて 居らねば ならぬ のに、 突然 此 女性 を あげた 所 を 

見る と、 或は 若干の 訛 傳が存 したの かも 知れぬ。 吾人に 許される 想像 は、 山 

代 直 氏の 女が 奉齋 したの は 皇祖 神で はなく、 海人 系の 神で あつたの を 混同し 


たので はない かとい ふこと である。 換言すれば こ、 に 揭げる 四 社の 外に 更 

に 1 社が 存 したの が 其傳を 失うた ので は あるまい か。 上揭請 神の 條下 (第一 七 

1 頁) に 見えた 淡 郡 所》 居 神 (逸 名) も 奉 赛に預 つて 然るべきで あるのに、 之 を 漏 

して 居る の は合點 G 行かぬ ことで あるから、 原 說には 或は 葉山嫒 をして お 、 つ 

しめたと あ つたの かも 知れぬ。 其が 攝津 風土記 (殘簡 ) に兑 える 汶責神 で は な 

いかと 思 はれる こと は 後記の 通りで ある。 

稚日 女^。 活 田長峽 國に鎭 祭せられ たと あり、 今 も 神 戶市ド 山手 通に 官幣中 

社と して 存 する。 稚日 女尊 は 神代 紀 一 書に 素盞嗚 尊の 勝 さびに 脅されて 梭を 

以て 身 を 傷け、 神 返ました と あるの 外 所見 はなく (三； 八 ls、 奮 事 本 紀には 

天 照 太 神 之 妹 也と 注記 せられて 居る けれども、 他の 神 達と 同列に 奉^ を 受け 

られる 理由 もない。 思 ふに 此社は 本初 天 疎 向 津嫒卽 ち 爾保都 比賣を 祭祀した 

のであっ^ が、 其 神が 紀伊國 管 川に 遷座 後、 廣田 神社の 緣 によって 皇祖 神の 

0 神 祭 ^  二 四 三 
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妹 (私記に は 御子と ある) と稱 せられる 此 女神 を勸請 し 、匸 ので は あるまい か o 

されば こそ 當 初の 祭主に は 出 雲 族 なる 海上の 五十 狹茅 (第 八 六 頁) が 選任 せ ら 

れ たので あらう C  II 之 を 淡 郡 所ン居 神な h とする 說 は根據 のない 當 推量で 

ある。 

事 代 主 尊。 吾 を 御 心 長田國 に祠れ と示敎 したと あり、 今 も神戶 市長 田 村に せ 

幣中 社と して 祭られて 居る が、 祭神 を 事 代 主 尊と する の は 訛 偉で、 請 神條下 

の嚴 (伊豆) の 事 代の 謂なる こと は 勿論で ある。 コ トシ "を 事 代 主と 稱 へる こ 

と は 少しも 妨 はない が、 尊の 字 は紀の 用例に よれば 此 神に 用 ひる こと は ^ お 

であるから、 集 解に は 命と 改めて ある。 嚴之事 代が 鴨 事 代 主卽ち 八重 事 代 主 

命と 全然 別祌 である こと は 旣述の 通りで (笫ー 七 二 頁)、 上記 葉 山 嫒の妹 長嫒を 

して 祭らし めた と ある 所 を 見ても、 伊豆の 嶋に 定着した ァ マ 族の 祖神 とすべ 

一 じある o 


» 男 三 神の 和 魂。 官幣 大社 住吉 神社の 祭神で ある。 宜ぃ 居，, 犬 津^ 中 會之長 

峽-と ある 大津 は、 いふまで もな く 墨 江の 大津 で、 ヌナ クラ は 沼 之 畔の轉 呼、 

ナ.、 力 ヲ は 長 丘の 意で あるから、 當 初の 社 地は此 津の沮 地に 瀕する 丘上に， 

つた ものと 思 はれる。 之 を 和 魂と したの は 穴 門 國の山 田邑の 祠と區 別す る爲 

で、 和 魂と 荒 魂と によって • 神性 を 異にする ので はない (第二 1H ハ 15。 看 ニ往來 

船 一と あるの は、 後日 此要津 の 守護神と せられてから 語り そ へられた ので、 本 

初 は 他の 三 社と 同じく 奉赛の 目的 を 以て 祭祀せられ たので あらう。 祭主の 名 

は 明示 せられて 居ら ぬ が、 田 裳 見 宿禰で あった こと は 旣述の 通り で あ る 。 

ス ミノ ュ の 原義 は 洲回之 江で あるが、 後世 住 吉の字 を あて、 專らス ミ ョ シと稱 ふ 

るに より、 攝津 風土記 (釋紀 所 引) に は 次の 如き 說明 を與 へ て 居る。 

所 ^ 以稱ニ 住吉， 者、 昔 息 長足 比賣 天皇 世、 住 吉大祌 現出 而、 巡 n 行 天下， 覔ニ 可， 住 

時、 到 二 於 沼 名 椋之長 岡 之 前， 前者 今 神宮 南 邊是其 地 乃 謂、 斯實可 "住 之！：、 m 

諸 神 祭祀  二 四 五 
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U ゴ稱之 二  ！4,, 眞住吉 住吉國 S- 乃 是 定二祌 社： 今 俗 略 之 直 稱，, 須美 乃^- 

さりながら 此は 記に 墨 江の 字 を あて、 居る こと を 無視し 仁^ 說で、 神が 住む ベ き 

地 を 求める 爲に 天下 を 巡行し 仁と あるの も 右の 祭 祠傳說 に 背馳す る ものである。 

上述の 如く 考察す ると 此四社 は 本 來征韓 の 役に 偉勳 のあった 神 を奉齋 したので 

あるが、 歳月の 間に 祭神 及 祭主に 關 する 傳 承に 過誤 漏 脫を來 した ものと せねば な 

らぬ。 右 G 外旣 記の 美奴賣 神に 關す る攝^ 風 十-^ の所說 によれば、 此神も に^ 

還來 之時祠 祭せられ たと ある。 此社は 神 名 帳に 八 部 郡汶賣 神社と あり、 武庫 郡 W 

灘村大 岩屋に 現存し、 素 盞鳴尊 を 祭神と して 居る が、 此 やうな 知名な 神が 加遵 

したと すれば、 征 韓傳說 に殘ら なかった 箬 はない から、 其 は 正しい 社傳を 失うた 

後に 於て 勸進 せられた ので、 本初 は 他の 神 を 祭祀した のか も 知れぬ。 ^し然 りと 

すれば 上 揭の淡 郡 所 居 神が 其で、 葉山嫒 をして 奉齋 せしめた の を、 鹿 田 ft と 混同 

したので あらう。 胂名を すら 失うた ほどで あるから、 其 位な 錯亂 はあり 得べき で 


ある。 

之 を 要するに 舟師の 進航し 得なかった の は、 上記 諸 神の 意志で はなく、 强敵 が 

前路を 遮つ 仁が 爲で、 再擧 によって 敵軍 を擊 破し、 此方 面の 掃蕩 を 了した ので あ 

る。 紀 によれば 皇后 は、 敵軍 追 擊と京 畿鎭定 と を 諸將に 委ね、 幼 帝を迎 へる 爲に 

紀伊國 に 赴かれた。 此 にも 亦 一 挿話 を 結びつけて 次の 如く 説いて 居る。 

^匸 南詣ニ 紀伊國 ；會 一一 一太 子 於 一一 日 高ハ以 レ議及 一一 群臣つ 遂欲ン 攻二忍 熊 王 ハ更遷 二 小 竹 

-H 適是時 也、 晝暗 如」 仅、 已 經，, 多 曰 「時ん 曰、 常 夜行 之 也、 皇后 問二紀 K 祖豊 耳- 

曰、 是 惟 何 由矣、 時 有 二 一  老父-曰、 » 聞 、如い 是依、 謂 二 阿 豆 那比之 罪-也、 問 何 謂 

也、 對曰ニ 祉祝者 共 合 葬歟、 因以 令， 推 n 問 巷 里： 有-一 一 ん， 曰、 小 竹 祝 與二天 野 祝- 

±:ハ 爲，， 善 友； 小 竹 祝 逢 レ病而 死 之、 天 野 祝 血 泣 曰、 吾 也 生爲ニ 交友 ハ何死 之 無レ同 

レ穴 乎、 則 伏 二 屍 側 一而 自死、 仍合 葬焉、 蓋是之 乎、 乃開ン 墓視 之實 也、 故 更改 一一 棺櫬 一 

W 豆 那比之 罪  二 四 七 
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各異 ン處 以埋 之、 則 日 暉炳蠑 、日夜 有レ別 

日 高 は 今の 日 高 郡の 名の 出た 一 地で あ，： つうが、 其 所在 を 點定し 得ぬ。 地方 人 は：！： 

郡 衣奈 村 衣奈 八幡 社 地 を 行宮の 遺跡と 言ひ俾 へて おる が 〔名所！^〕、 確證 のない こ 

とで ある。 小 竹-:? n は釋紀 祕訓に シノノ ミヤ ト可讀 之と あり、 那賀郡 志 野 村 (今、 長 

田 村 大字 北 志 野、 南 志 野) なりと いひ 〔綾 風土記〕、 その 東方 三 里に 天 野 (伊都 郡) とい 

ふ 地 も あるから、 小 野 祝と 天 野 祝との 交友 を 説いた 此物 語に 契合す る やうで ある 

が、 特に 此 山間の 地に 行宮 を 設けられた とすれば 理由の ある ことで あらねば なら 

ぬ。 紀伊阈 名所 圖會 (高 市 志 友 著) に、 此 地から 大木 峠 を經、 和 泉 方面に 越えられた 

と あるの はー應 尤な說 明で、 ^后 は 近 江の 息 長に 於て 成人せられ、 先帝に 召され 

た 後に 終始 征 旅に 供奉し (笫ー 〇 八 页以 下)、 大和に は 邸宅 を 所有せられ なかった の 

であるから、 差 あたり 入御せられ たの は 河 內國の 譽田宮 (第 一 〇 三 no であった 喾で 

^る。 されば 那賀 郡の 志 野から 河內に 出られた とい ふの は 地理に 合 ふやう でた る 


が、 « し其爲 ならば 沿岸 航路 を 取り、 堺浦邊 から 上陸 せられる 方が 一層 便利で あ 

つた 笞で、 態々 陸路 を迂 廻せられ たと は考 へられぬ から、 或は 水路 北上 中、 住士 n 

方面が 安定す るまで 滯 在せられ た 行宮が 偶 ミ小竹 宮と稱 へられた ので、 必 しも 那 

賀 郡の 志 野ではなかった かも 知れぬ。 紀伊績 風土記 (仁 井田 好古 著) によれば、 今の 

ェナ i 

海草 郡 安原 村 大字 江 南 を 以て、 日 高 郡からの 來著 地と して 居る。 其 附近の 津田沛 

なる 御船 山と 稱 する 二 個の 堆土 は皇 舟が 化した ものと W へ られ、 村 內には 皇后 を 

祭神と する W 宮と いふ 小祠が ある。 武內宿 顧の 生誕 地なる 阿 備柏原 も 其 北に 接す 

るから (^四 卷ー 一 H0、 紀直を 始め 其 親 屬故舊 が 忠勤 を 勵んだ こと は 想像に 難から 

す、 或る 期間 二  、 に駐蹕 せられた こと も 有り得 ベ き で あ る 0 若し 然り とす れば小 

竹 S も此 地に 存 したの かも 知れぬ。 其 名 は殘 つて 居らぬ， が、 小 竹 は 借 字で、 磯に 

近く 設けた-;^、 卽ち 磯野の 宮の 意と も 了解せられ るので ある。 偶 ミ那賀 郡に も 志 

野と いふ 地が あり、 其 土 豪の ァヅ ナヒの 罪に 關 する 傳 說が存 したので、 之 を 皇后 

阿 豆 那比之 罪  二 四 九 
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に 結びつけて 說 いたので あらう。 されば 天 野 社 記と 稱 する 古文書に は 〔通釋 所 引〕、 

之 を 嫘 神 天皇 巡幸 時の こと、 し、 次の 如く 叙述して 居る ので ある。 I △ 點を附 

した 字 は 不可 讀 又は 誤寫と 認められる ものである。 

品 太 天皇、 天 都 社國都 社、 山， 門、 川 海， 門定賜 時爾、 伊 刀 郡 佐 夜久乃 か！ T- 大座 時 

爾、 爲雲々 A 在 時 止 時爾、 鷄毛 不レ鳴 伎、 故爾時 附、^ 爾：： 在 止 知 奴、 占 相 依： 

此事； 然間 諸人 等 召集 且問爾 、不ン 得 二 知事？ 但 國造豊 耳、 占 相 SI 申 nr! 牟止、 伊 刀 

村 君 等祖兄 地、 弟 地 二人 申 伎、 召 上 時、 參 向來德 神、 陰 明 一 町 明而參 上來， は、 

然卽 奈爾在 止、 天皇 問 賜 伎、 卽申久 、都 奈比爾 在 止 申 伎、 卽奈 蘇、 都奈 八：： 化 問 賜 

K、 卽天野 乃 祝 止、 神 野 乃 祝 止、 二人 同心 在 HIT 死祁利 止、 死 止 母、 生 止 母、 M-s 

枯入牟 止 云 伎 止、 卽豐耳 占 相 申 伎 

小 竹 祝の 代りに 神 野 祝と ある けれども、 同 一 原から 出た 傳說 なること は 勿論で、 

神 野 は 恐らく は 隣 地 祌田村 (今 天 野 村の 大字) のこと であらう が、 小 竹 祝と する 一 


ft も存 した も の と 思 は れ る 。 されば 紀 の 所 も 亦 皇后 の 御 事蹟と B 離して ^純な 

る 一 ，話と して 釋明 する を 可とする。 

此 話の 大意 は、 數 日に 亙、 り 天色 晦冥で、 晝 夜を辨 へぬ 狀 態であった ので、 其 原 

W を 求めた 所が、 古老の 說に、 是はァ ヅナヒ の 罪と いふ もので、 兩，^ 子が 同穴に 

埋められた により 起った ので あらう というた から、 普く 採 索せ しめたら、 果して 

小 竹 祝 (神 猪 祝) と 天 野 祝と いふ もの k 間に 其 事 實が存 した。 乃で 墓 を 掘り起して 

分 葬したら、 天日 再び 照り 耀 いたと いふので ある。 二 社 祝と ある けれども 此" 

フリ は巫规 卽ちヒ (靈 能) フリ (降) の轉 呼なる 、ノ フリ をい ふので はなく、 神武 紀の 

居 勢 ffi 、猪 祝 (^一 卷 ニニ 四 no、 蝦夷の 首 帥 大物 振邊 (第 四 卷ニ九 八 n) 等の 如く、 恃 

長の 稱號 として 用 ひられた もの、 やうで あるから、 社の 字 は 後人が 賢 しらに.^ へ 

たので あらう。 天 野は旣 記の 如く 式 內丹生 都 比 女神 社の 所在地で あるが、 此 女神 

よ.^ -.^w:^ 管 川に 祭られて 居た と あるから (i 力 一 一 一五^)、 神 功 乃至 應神锏 に 此地匸 

阿 豆 那比之 罪  二 r 一 
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或 社が 存 したと いふ 證據に はなら す、 小 竹 又は 神 野 社に ついては 聞く 所がない。 

^夜 卽ち 恆久の 夜が 來る と い ふ 意 を 常 夜行く と い う た の は 古言で 、 上代 は 述動 

の 方向 を區 別す る こと を さの み 必要と はしなかった から、 ュ クとク と は 相 通じて 

用 ひ られ たので ある。 ァヅ ナヒの r 、、の 語義 は旣に 前篇 (三 —八 八 _n) に 說 明した 

が、 天 野 社 記に 都奈比 (又は 都奈 合) と あるの が 誤傳 でない とすれば、 紀 g ァヅナ 

ヒは ツナ ヒに 接頭語 ァを 冠した ものと すべきで、 ツナ (綱) を 語幹と し、 之に 活用 

語尾 ヒを添 へ て 連結の 意 を 表現した ものと 見る ベ く、 現代の ツナ ギ (繫) に 相お す 

る。 いづれ にしても ァ ヅナヒ Q ッ、、 、は 同穴の 穢の 謂で、 上古 合 葬は总 まねば なら 

ぬ ものと せられて 居た のに、 兩 祝が 之 を 犯した から 此殃が 降った と 認定 せられた 

ので あらう。 紀直 祖豐耳 は武內 宿禰の 外祖父に あたる 莬道彥 (第 四卷 一 〇 员 以下) の 

後裔で ある こと は 言 ふまで もな く、 紀國造 系譜に は 始祖 天道 根 命 (三 —二三 八页) 以 

下 歴代の 名 を あげ、 菟道彥 を 第 六 世、 等與 美々 命 (豊 耳) を 第 九 世と して^る が、 


a に. V- , い 世代と 餘り 懸絶して 居る から 脫漏 があった のか も 知れぬ。 

皇后 は 上述の やうに 攝河泉 地方の 安定 を 待ち、 幼 天子 を 擁して 河內の 譽田宮 に 

入御 あらせられ たものと 推定せられ るが、 紀記 共に 之に 言及せ す、 直に 忍 能 r+- 討 

伐 を 叙して 居る。 就中 紀の 記事 は 詳密で あるから、 先づ之 を揭げ る。 

三" 丙 申朔庚 子、 命 二武內 宿禰、 和珥臣 祖武振 能： 率，， 數萬 衆， 令 &f, 一 忍 熊 K ハ^ 

武內宿 禰 等 選，， 精兵 ー從ニ 山背 一 出 之、 至 一一 i 免 道 ー以屯 一一 河北； 忍 熊 王 出 レ營 欲 ン戰、 時 

せ 1 熊 之 凝 者 f 爲，, 忍 熊 王 軍 之 先鋒 f 熊 之 凝 者、 葛 野 城 首之祖 也、 一 --ム 多 吳吉師 之 遠祖 也 

則 欲い 勸ニ己 衆， 因 以高唱 之 歌 曰 

をち 方の あら  >  松原 まつ 原 Li 渡り 行きて つく 弓に まり 矢 をた ぐ 

ゥマ 

へ うま 人 は ^人 どち や いと子 はも いと子 どち いざ 合 はな 我 は 

たまき はる うちの あそが 腹の 血 は いさご あれ や いざ 合 はな 我 は 

菟道 の戰  二 五三 
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時武內 宿禰令 二三 軍， 悉 令二椎 結： 因 以號令 曰、 各 儲 弦藏ニ 于髮中 「 且 佩，, 木刀 ハ旣 

而擧ニ 皇后 之 命 一 誘 一一 忍 熊 王 一 曰、 吾 勿レ貪 二 天下,、 唯懷 一一 幼 王 一 從 一一 君 王 I 者 也、 豈 

, 有 二 距戰， 耶、 願 共絕レ 弦捨レ 兵、 與連 和焉、 然 則？ ^小^, 一天 業； 以安」 ぜ^ 枕、^ 

制-萬 機 f 則顯 令-軍 中 一 悉斷ン 弦、 解" 刀投 -1 於 河水 f 忍 熊 王 信， 1 其 誘 言 r 悉 令，, 軍 

衆つ 解 レ兵投 一一 河水, 丽斷 fer 爱武內 宿禰令 - 三軍, 出， 1 儲 弦 ハ 更張以 佩 二 眞 刀つ 度 

レ河進 之、 忍 熊 王、 知 ゾ被レ 欺、 歸か §駕 ，ま 卡狹 茅宿禰 一 曰、 吾旣 被い 欺、 今 無，, 儲 

兵， 豈可 一一 得戰， 乎、 曳レ兵 稍 返 

記の 所傳は 左記の 如く 遙に 簡略で あるが、 弓弦 を斷 つて 敵 を 欺いた とい ふ點は 一 

致して e るから、 事 實傳說 が 色々 に 潤色して 語りつ がれた ので あらう。 卽ち 

^クサ/キミ  ヒ ツギ ノミ n 

此時忍 熊 王 は 難 波吉師 部の 祖 伊佐 比 宿 禰を將 軍と し、 太 子の 御 方 は 丸邇に 

之 祖難波 根子 建 振 熊 命を將 軍と 爲 りき。 故 追 ひ 返げ て 山 代に 到りし 時、 還り 

立ちて 各 もお の も 退かす 相戰 ひき。 爾に建 振 熊命歡 りて、 息 長帶日 M 命は旣 


カム ァガ 

く 崩り まし ぬれば 更に 戰 ふべ くもなし と 言 はしめ て、 卽ち 弓弦 を 絶ちて、 

欺 陽り て歸 服り き。 是に其 將軍旣 く詐を 信な ひて、 弓 を弭し 兵を藏 めに き C 

タキ フサ  一- ケュ ヅル 

0 に 頂髮 -Q 中より 設弦を 採 出 で k 更に 張りて 追ひ擊 ちき 

价化 比宿禰 について は旣に 述べた 通りで、 武振熊 又は 難 波 根子 建 振 熊 命 は、 姓氏 

錄 に 和爾部 朝臣の 祖 と あ る 彥姥津 命 一 一 一 世 孫 難 波宿禰 に あ た る もの、 やう で あ る 。 

根子と { 伯 禰とは ほ：^ 同義で (第二 卷六  一 no、 難 波に 居住した から 右の 如く 呼稱 せら 

れ たので、 本號は タケ フ ^ クマで あらう。 タケ (武) は美稱 であるから、 後 捣の忍 

熊： 土の 歌に も 軍に 布 流 玖 麻と あり、 古 熊 卽ち老 熊の 義 とも 了解せられ るが、 忍 熊 

及 熊 之 凝の 例に よれば • 尙 地名 を 負うた ものと すべ きで あらう。 

記に は 武內宿 禰の參 戰を說 いて 居らぬ が、 紀 にあげた 歌 詠に クチの ァ ソと ある 

の は、 仁德 天皇の 御製に よっても 明なる が 如く、 武 內宿禰 G ことで あるから、 此 

小：：：； 人が 總 帥であった とい ふ 一 說の存 した こと は 疑がない。 官軍 は住吉 方面から 淀 

茺 道の戰  二 五 五 


第 七 章 鏖 坂 忍 熊 王  二 五六 

川 沿岸に 出で、 河內 平野 を 北上し 仁ので、 從ニ 山背， 出 之 至 二 莬道ー 以屯ニ 河北， と あ 

る の は 、 山 代 川 を 渡渉して その 北方に 於て 敵と 宇治川 を隔 て > 對陣 した こ と を い 

ひ、 此川を 渡って 敵營に 肉薄し，；！ とい ふ 意味で は あるまい。 されば こそ 次に.： 

進 之と あるので ある。 戰に 臨み 熊 之 凝と いふ 一 勇士が 歌 を 作って 高唱 したの は、 

神武 紀の來 目 歌と 同じく、  士氣 振興の 爲で、 上代の 交戰 習俗の 一 つで あらう。 歌 

意 は 歌 謠篇に 詳述す るが、 其 大要 は 彼方の 松原に 到り、 弩 弓に 長 i§ を番 へ、 

は 長老 同志、 壯年 は壯年 同志 ー合戰 しょう。 武 內宿禰 とても まさか 體內の 血に 砂 

の ある やうな 怪物で は あるまい と い ふので ある。 —— 波 邏濃知 を ハ ラ ヌ チと訓 

み、 腹の 內の 意と する は 非。 クチの 宿禰の クチ (氏) の 原義が 大血 なる によ h ニラ 

の 血と いうた ので ある —— 眞 僞は剁 明せ ぬが 用語 風格から いうても 極めて 古い 傳 

とせねば ならぬ。 此熊之 凝 は 分注に よれば 葛 野 城 首の 祖 とも 多吳士 n 師の 遠祖と も 

傳 へられた と あるが、 吉師は 上述の やうに 後日の 力 パネで あるから、 以前 葛 野 城 


首と 稱し たもの が、 後に 多 吳吉師 と改も たこと も 有り得る。 いづれ も 姓氏 錄には 

兑ぇ ぬが、 吉師は 職掌 上 多く は 難 波 附近に 居住した もの、 やうで あるから、 多吳 

は 地名で、 葛 野の 城 も 山城 國葛野 郡の 一 地 點と思 はれる。 さりながら 熊 之 凝は此 

兩 地の 人で はなく、 クマと 呼ばれた 鄕邑 のコリ (大人) の 謂で、 或は 久世 郡栗隈 

鄕 〔和〕 出身であった かも 知れぬ。 

敵 を 欺く ロ實を 記に、 息 長 帶日賣 命が 薨去せられ たから、 戰を 止めたい と 謂 ふ 

にあつ 仁と して 居る の は、 母后 を 失 はれた 以上、 幼 帝の 自立 は 困難で あると いふ 

將軍 等の 中 を 通じ.；，！ も の とも 了解せられ る が 、 其 は 除、 りに 淺薄 へ ^ る 欺瞞 で 、 幼 

* 崩御 の 虛報 に 欺かれて 間 も 〈 い い 忍 熊 王が、 何等の 疑惑 もな く 再び 同 じ 手に 乘っ 

仁と は考 へられぬ ことで ある。 或は 以前の 虚報が 尙 世上に 信ぜられて e る ものと 

して、 此度は 母后 も 後 を 追 はれた と僞 つたこと を 意味す るの かも 知れぬ が、 若し 

^"とすれば 大 なる 無理が ある。 幼 帝が 昇天せられ たと すれば 天津日嗣 は 忍 熊 王 

芄 道の 戰  二 五 七 
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に歸 する のが 當然 で、 I 譽夜別 皇子 は 旣述の 如く 中央 舞臺 には乘 出されな かつ 

たもの、 やうで あ る (第 一 〇 七 页) I 繼 位の 資格 のない 总長帶 日賣を 奉じ て、 正當 

儲 君に 弓を彎 くと すれば 亂臣 賊子の 汚名 を 受けねば ならす、 假に將 軍 等 は 情 を 知 

つて 居た としても、 士卒が 之に 甘んじた 箬 はなく、 恐らく は住吉 から 宇治に 至る 

間に 解體 したで あらう。 孰れに しても 皇后 崩御 を 揚^した と あるの は訛傳 とすべ 

きで、 喪 船に ついての 誤解が 因 をな した ものと 思 はれる。 されば 紀には 皇后の 方 

から 幼 帝 返 位を條 件と して 和議 を 申入れ たと あるので ある。 

儲 弦 はヲサ ュヅ. ル と旁訓 せられ， 記に 設弦 として 一 云 宇佐 由 豆留と 分注した 本 

ももり、 ヲサは ヲサメ (藏) の 語幹、 クサ は 其 音便で あるが、 字に ついて 訓 めば マ 

ケュヅ だで、 マケは 準備の 意で ある。 之 を頂髮 中に 藏せ しめたの は事實 であった 

としても、 紀に 之が 爲に 士卒 をして 椎結 せしめた としたの は、 有らす も 哉の 潤色 

で、 小品 物 を かくす 爲には ミヅラ (樣) であっても 差 支 はなく、 椎結は 大和民族の 


風？ 2 ではない から (第 四卷ー 五八 頁)、 殊更に 異裝 させ 仁と すれば、 必ゃ敵 を 怪訝せ 

しめたに 違 ひない。 河 中に 投棄ても 差 支の ないやう に豫め 木刀 を 佩かせた とえる 

G も妄誕 で、 木刀なら ば 水面に 浮ぶ から、 敵 は 一 目して 詭計 を 看破し 得た であら 

う C 恐らく は 原 說には 記の 文の やうに、 單に 弦を絕 つて 敵意の ない こと を 示した 

とあった を、 紀の 編者が 興味本位に 取つ くらうた ので あらう。 

此 計略に よって 忍 熊 王の 軍は擊 破せられ、 逢坂 を 經て近 江路に 返却した C 恐ら 

く は 倉 見 別の本 貫なる 犬 上に 據り、 東 國の緣 故 者 を 驅トソ 催して 再擧を 企てる 希望 

であった ので あらう が、 其に 至らす して 窮追せられ、 忍 熊 王 は 遂に 自滅した ので 

ある。 記 は 之 を 次の 如く 叙して ゐる。 

ムキタ 

故 逢坂に 逃げ 返き て、 對 立ちて 亦戰 ひき。 爾ち追 ひ 迫め 敗りて 沙沙那 美に 出 

で、 其 軍 を 斬り 悉 しき。 是に其 忍 熊 王、 伊佐 比宿禰 と共に 追 ひ 迫め らぇ、 船 

忍 熊 王の. H 滅  二 五 九 
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に乘り 海に 浮びて 歌 曰 

い-ざ あぎ 振 能 I が いたで 負 はすば に ほど りの 淡 海の； g に かづきせ 

なわ 

卽ち 海に 入りて 共に 死にき 

サザ ナミ は 後世 志賀及 大津の 枕詞と しての み 用 ひられる が、 本初 は此 等の 地點を 

も 包括す る 湖畔 南側 一 帶の稱 呼で 〔近 江 風土記〕、 小波の 寄す る濱邊 とい ふ 意 を 以て 

名づ けられた ものと 思 はれる。 逢坂から 此 地に 出た ことに ついては 紀の所 も 一 

致して 居る が、 兩 地に 關し 各々 一 說 明が 附帶 して 居る。 卽ち 

武內宿 着ー窗 rfi 追 之、 適 遇 二子 逢坂 1 以破、 故號 ntss- 曰-逢坂-也、 軍 衆 走 

之、 及. 一 ll^p 栗 林- 而多 斬、 於" 是血流 溢-栗 林 【故 惡二是 事 f 至-子 今一 其 栗 林 

之 葉、 不レ 進，， 御所， 也 

兩軍が 會戰 したが 故に 逢坂と 稱 へたと あるの は、 逢と いふ 漢字から a ひ ついた 戯 


說で、 此地 は. £城 から 近 江に 通す る 大圾， なる が 故に 此名 をれ ひ、 オフ (火) と アマ 

と は 相 通 音で あるから 逢の 字 を あてた ので ある。 又 狭々，：^ 栗 休の^ 實を 供御^ 枓 

とせぬ とい ふ 事 實が存 したと しても、 其 が 此戰鬪 の 際う けた 血の 糖 を 忌 む爲で あ 

つた か は 疑問で ある。 栗 林はク ダスと 旁 訓 せられて^ るが、 を スと訓 むべき 现 

出-にないから、 栗須、 栗栖、 栗 住、 來栖、 久留住 等と. S き、 諸！： に 多い 地名と：！： 様 

に、 クニ ス (國 柄) G 轉呼 とすべき で、 —— ラ行と ナ 行と は 相 通 II 先住民の 所お 

地 を 謂 ひ、 山菓を 常食と し、 栗 林な どが 多かった から、 此 二字 を あてる やうに ひ 

つた G で^らう。 此栗林 は 催 樂に 粟津原 G ミ クルスと ある 地に 當り、 に 住民 

が 交迭 して、 シ ガ 系 の 0 人 族 が 蕃 息し、 湖 邊 の 地 つ 』 ぁ るから 魚類の み を贄と す " 0 

や う に な hs、  & ら葉實 を 貢る  一 j とがな く な つ た の で は あ る i いか。 されば - J そ 其 

ォ モノ  ゼゼ 

地 を 陪膳濱 とよび、 今 も 膳 所と 稱へ るので ある。 

忍 熊- +: の 臨終の 歌は紀 にも 收錄 せられて 居る が、 少しく 辭句を 異にし、 外に^ 

忍 能 i 王の.：：： 滅  二 六 一 
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內宿禰 の 詠と 稱 する 二 首の 歌 を 添へ て 居る つ 卽ち 

忍 熊 王 逃 無 ヅ所ン 入、 則 喚 二 五十 狹茅 宿禰 一而 歌 之 曰 

いざ あぎ 五十 狹茅 宿禰 たまき はる うちの ぁュ、 が 頭 推の いたで 負 

はすば に ほ 鳥の かづきせ な 

則 共 沈ニ瀨 田濟， 而死 之、 于レ時 武內宿 禰歌之 曰 

あ ふみの 海 瀨 田の 渡に かづく 鳥 目に し 見えねば いき ど ほろ しも 

於 レ^ 探 二 其 屍， 而不, 得 也、 然後數 日 之、 出 二 於菟道 河， 武內宿 禰亦歌 曰 

タ ナカ… 

淡 海の み 瀨 田の 渡に かづく 鳥 田 上す ぎて 宇治に とらへ つ 

歌に よれば 忍 熊 王 は窮餘 入水せられ たとい ふの で あ る が (歌 讅篇參 照)、 辭 世の 作と 

も 思 はれぬ から、 恐らく は 後人が 其 狀況を 歌に 詠 じたので あらう。 されば 討 手 を 

建 振 熊と すると、 武 內宿禰 なりと する 傳と によって、 歌詞に も 相違が あるので あ 

るが、 場 鳥の 如く 水 を 潜って 死なう とい ふ 意味の 表示に は變り はない。 五十 狭 茅 


(又は 伊佐 比) 宿禰は 殉死した とせられて 居る が、 會見別 はどうな つた か 明示 せら 

れて 居らぬ。 恐らく は 官軍に 降伏して 罪 を 許され、 本領に 安堵した ので あらう。 

爾來犬 上 君 を 始，， の、 日本 武 尊の 後裔 中から 顯 要の 人^が 出なかった の は、 一旦 朝 

敵と な つ た か ら で は あるまい か。 

武內 宿禰の 歌の 意味 は、 入水せられ た 皇子の 遺骸の 見えぬ のは氣 がかり である 

タ ナカ ミ  ； 

とい ふこと、、 田 上 (近 江 國栗太 郡 上田 上、 下田 上) を 過ぎて 宇治川に 於て 發 見し 

て 安 心 したと い ふ の で 、 此 も武 內宿禰 の 心中 を 推測して 後人が 作った もの と 解す 

べきで あらう。 此 重臣の 活躍に 關し、 紀が 特に 詳 叙して 居る の は、 其 後裔 諸氏 か 

ら 出た 新 資料に よって 修補した 爲と思 はれる。 
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攝政 I 笥 釵大祌 II 酒 樂之歌 I 掭磨 巡幸 ！ ー 狹城盾 列 陵 

上 章に 述べた やうに、 書 紀が神 功 皇后 を 御歷代 中に 加へ たの は 異論の ある」 と 

で、 釋紀 にも 神 功 皇后 不レ卽 二 帝位； 仍 古事記 不ぃ 立， ー帝皇 御代 一也と あるが、 御齡 

二 才の幼 皇子が 政 を 親ら せられた 箬はな いから、 仲哀 天皇 崩御の 翌年の 紀に、 冬 

十ガ 癸亥朔 甲子、 群臣 尊， 一 皇后 一 曰 二 皇太后 I 是年也 大歲辛 巳、 卽爲 ニ攝政 元年， と ある 

G は、 月次と 干支と を 除いて は事實 とせねば ならぬ。 但し 皇太后 は スメミ オヤ G- 

三 コ トと 義訓す べきで、 後世の 稱號 化した 皇太后の 謂で はない。 然るに 之に 次い 

で 左の 記事が ある。 

二 年 冬 十 一 月 H 亥 朔甲午 、葬，， 一 天皇 於， 一河 內國長 野 陵 ニニ 年 春 正月 丙 戌朔戊 子、 

0 お  二 六 五 
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立 二 譽田別 皇子； 爲 n 皇太子； 因以 都，, 於 磐佘？ 是 謂-若 櫻 芦 

上代に 立太子式 若く は 布告と いふ ものがなかった こと は 第 一 卷序說 (一六 no に 論 

じた 通りで あるが、 殊に 譽田別 皇子 を 立て、 皇太子と せられた と あるの は 妄誕と 

せねば ならぬ。 幼冲の 天皇が 御 位に 坐し ませば こそ、 攝 政の 必要が あつたので、 

七十 年の 長い 歳月の 間 空位で あつたと は考 へられぬ ことで ある。 —— 記に も 屢ミ 

太子と いふ 文字 を 用 ひて 居る が、 其はヒ ツギの ミ コと訓 み、 天皇に 對 しても 使 川 

した 稱 呼で、 履中紀 にも 例の ある ことで ある —— されば 應神 紀の卷 頭に 攝政 六十 

九 年 夏 四月 皇太后 崩、 元年 春 正月 丁亥 朔 皇太子 卽 位と あるの は、 體裁 を齊ー にす 

る爲の 潤色と 見るべき で、 此 年始め て踐祚 せられた ものと する こと は出來 ぬ。 從 

つて 都 二 於 磐 余-と あるの も 疑問で、 幼 帝 は 譽田別 (品陀 和氣) 命と いふ 御名が 之 を 

證 する やうに、 河 內の譽 田 を 宮居と せられ 仁ので あるから 一  0^8. 攝政 たる 

母后が 殊更に 別居せられ たと は考 へられぬ 事で ある。 應神 天皇の 宮號も 記に よれ 


ば 輕嶋之 明{呂 と あるから、 後日 大和の 輕に遷 御せられ たものと せねば ならぬ が、 

之 を攝政 三年の こと.^ 斷定 すべ き論據 はなく、 先帝 を 河 內國長 野 陵 —— ^賀之 長 

江 陵 〔「し"〕 又は 志 紀郡惠 我 長 野 西 陵 〔式〕 とも 稱し、 ぃ1 河 內郡藤 井寺 村 大字 岡に 遺跡 

を存 する —— に 葬し まるら せた と ある 所 を 見ても、 當初は 譽田宮 に 於て 政 を聽か 

れ たものと 想像せられ るので ある。 分注に 是謂， 一若 櫻宮 一と あるの は從 前の ま：： 例と 

相違す るから、 筆者が 赛き 加へ たもの か、 若く は 後人の 記入と せねば ならぬ。 宣 

長が ワカと いふ 語に 若の 字 を 充てた の は紀の 用字 例に 反する が 故に、 履 中 天皇の 

宮號 との 混同で あると 論じた の は、 通 釋の說 の 如く 根據が 薄弱で、 若 狹及若 櫻 部 

には紀 にも 若の 字 を 充て 、居る のみなら す、 六十 九 年の 紀には 稚櫻宮 とも あるの 

であるが、 駸中 天皇が 御 曾 母の 舊 殿に 修理 を 加 へ て 用 ひられた とも 考 へられぬ 二 

とで あり、 同 一 地點に 再建せられ たと しても、 同 一 宮號を 用 ひられた 答がない か 

ら誤傳 とすべ きで あらう。 I 古語 拾遺に 磐 余稚櫻 (神 功) 朝と 後 磐 余稚櫻 (履 中) 

攝 政  二 六 七 
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朝と に 書き わけ、 諸 陵 式の 狹城盾 列 池 上 陵の 條 下に 磐 余稚撄 せ；： 御宇 神 功^ 后 云 々 

と あるの は、 紀に 準じ 广 ものであるから 證據に はならぬ。 

紀には 上記の 如く 垂 簾の 政が 皇后の 崩御まで、 卽ち 六十 九 年間 繼續 したと ある 

が、 搽政 機關の 性質 上、 幼 帝 御成 人の 後 は. n! 然廢 止せられ 仁喾 で、 後世の やうに 

齚令を 以て 任命せられ たので はない から、 劃然たる 限界 は存 せす、 母后 御 在世中 

は 重要 政務に 參與 せられた こと も 有り得る が、 政權の 主體が 常に 母 ！5 の 掌中に あ 

つたと は考 へられぬ。 假に應 神 天皇が 御齡 三十の 頃から 大政 を 親裁せられ たもの 

とすれば、 神 功紀の 所 說中攝 政 期間に 起った 事件 は、 五 年の 新羅 征討の 外に は、 

記に も 見える 角 鹿 巡幸が あるの みで ある。 五 年の 記事の 說明は 便宜上 次卷 にゅづ 

り、 茲には 角 鹿 行幸の み を 論 やる。 之に 關 する 記の 所傳は 次の 通りで ある。 

故 建 內宿禰 命、 其 太子 を 率て、 * せむ として 淡 海と 若狹 の^と を經歴 る 時、 


お 志 の 前 の 角 鹿 に假宮 を 造 り て 坐 せ ま つ り き。 爾に 其 地に や-す 伊 奢沙 和氣大 

祌之 命、 夜の 夢に 見えて 云 はく、 吾 名 を 以て 御子の 御名に 易え まく 欲しと 云 

ふに、 言禱 ぎて 白 さく、 恐し 命の 隨に 易へ 奉らむ と 白す。 亦 その 神、 明日の 

-. - ユキ  ふ 力へ ヰ ャジリ  ィ.！ ブマ 

日 「 濱に 幸すべし、 易 名の 幣獻ら むと 詔り き。 故 その 日 一 濱に幸 行す 時、 鼻毁 

けたる 入 鹿 魚、 旣に 一 浦に 依れり き。 是に 御子神に 白 さしめ たま はく、 我に 

御 食の 魚 給 ひつれば、 亦 その 御名 を稱へ て 御 食津大 祌と號 はむ と， a さしめ た 

まふ。 故 今に 氣比大 神と いふ 也。 亦 その 入 鹿 魚の 鼻血 毚か りし かば、 其^ を 

號 けて 血 浦と 謂 ふ。 今 都奴賀 とい ふなり 

紀には 後揭の 如く 此 行幸 を 十三 年の こと、 し、 角 鹿の 笥飯大 神に 參幷 する ことが 

目的であった かの やうに 叙して 居る。 其 は 御 父 天皇の 由緣の 地で あり、 母后 も.^ 

此沛 から 征 西の 途に 就かれた とせられて 居る ので (笫 三章參 照)、 奉 赛の爲 と 解した 

ので あらう。 記に も懊 せんが 爲の經 歷と說 かれて 居る が、 路次 以外の 若 狭！； にも 

^ 飯. 大神  二 六 九 
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行幸せられ たと あるので あるから、 他に 目的が 存じ たものと せねば ならぬ。 或は 

神事 に 藉口して 此諸國 を 巡撫せ られた の で は あ る まい か。 紀 によ れば 御齡旣 に 十 

四歲に 達して 居られた ので あるから、 重臣に 擁護せられ て、 巡狩せられ たこと は 

有り得べきで、 記に は 建 內宿禰 がお つれ 申し 仁と あり、 皇子に 代って 神と も應對 

したと して、 極めて 御 幼少の 時の ことで あるかの やうに 說 かれて 居る が 尙 臣下 

に 命じて 神號を 上ら しめられ たと ある 所 を 見る と、 少く とも 成 童に 達して 居られ 

仁と 了解せられ たので あらう。 

祌夢 以下 は笥 飯と 角賀 との 名 號所由 を、 易 名と いふ 古俗に 結びつけて 說 いたの 

で、 事實と 認める こと は 出来ぬ から、 紀は之 を 省いた ので あらう。 伊奢沙 和氣大 

神の 出自は 不明で あるが、 笥飯 (今の 敦賀 郡敦賀 町) に鎭 座す るが 故に 笥飯大 神と 

も稱 へられ、 此 地方の 民衆から 最も 尊崇 せられた 神 靈で、 神 名 帳に も氣比 神社 七 

座と あり、 現に 官幣 大社に 列して 居る。 tt 傅に は 主 祭神 を 保食祌 とし、 大寶 以後 


に 於て 足仲彥 天皇、 息 長足 嫒尊、 日本 武尊、 譽田 天皇、 武內宿 禰及淀 姬命を 合祀した 

と あり、 近年 保 食 神 を 伊奢沙 和氣大 神と 改めた 〔特選 祌名 牒〕。 ィザサ は齋淸 淨卽ち 

祌聖の 謂で あるが、 フケ とい ふ 力、 パネ を 添へ たのみなら や、 神の 命と 稱 へた 所 を 

見る と、 實在 者の 神靈 とせられた ものと 思 はれる から (二— ニニ  一  no、 或は 皇 別の 

角 鹿 海 直の 祖先なる 日子 刺 肩 別命 (笫 一 ー卷ニ ハー ほ0 を 祭つ 仁ので あるか も 知れぬ。 

假に易 名之幣 として 天皇に 魚 を 貢った とい ふ事實 があった としても、 御食津 神と 

いふ 名號は 不適 當で、 且易 名の 結果と して 品 陀和氣 命 又は 大 ft 和氣 命と 稱 ふべ き 

であるのに、 其實 のない こと を奇 とせねば ならぬ。 されば 應神紀 に は 一 云と して 

次の 如く 分注して 居る ので ある。 

一 云、 初 天皇 爲，， 太子， 行 二子 越國， 拜 TT 祭 角 鹿 笥飯大 神 ハ時 大神與 二 太子-名 相 易、 

故號ー 一大 神 一 曰 n 去 來紗別 神？ 太子 名 一一 譽田別 糞 ハ然則 可ビ謂 一 一大 神 本名 譽田別 神、 

太子 元 名 去 來紗別 糞？ 然無レ 所い 見 也、 未レ詳 

笥飯大 神  二 七 一 
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此は 編者の 注 か、 後人が 記に よって 書 入れた もの か 判明せ ぬが、 天皇の 元の 御名 

をィザ サ別 尊と 稱 へた 理由 はあり 得ャ、 且此名 を 神に 與 へ られ たと も 明記せられ 

て 居らぬ ので あるから、 此說 は妄誕 とせねば ならぬ。 御食津 神と いふ 稱號を 上つ 

たと あるの も、 恐らく は笥 飯と いふ 文字から 思 ひついた 後人の 附說 であらう。 

神が 易 名 を 申出た の は 遠來の 貴賓に 對し 友誼 を 表示 せんが 爲と 解す ベ きで、 太 

平洋 島民の 間に は 今 も 行 はれて 居る ことで ある。 其が 果して 我 民族 一 般の古 習で 

あつたか は 不明で あるが、 少く とも 易 名と いふ 觀 念の 存 したの は事實 で、 應神天 

皇が武 內宿禰 と 瑞祥 を 取 か へ て 御子の 名と せられた と あるの も 〔仁德 紀〕、 お 偽 は 

ともかくも、 一 種の 易 名傳說 で、 日本 紀竟宴 歌に は 「木菟 宿禰 すめら が 御子に ナカ 

へ せる」 云 々と 詠まれて 居る ので ある。 其儀禮 として 交換す る 幣物 は ナカ への ヰャ 

ジ リと稱 へ られ たので あらう 〔記 傳〕。 天皇から 贈 進せられ たの は 言 ふまで もな く 

數々 の 幣帛で、 之に 對 して 神 は 靈カを 以て 入 鹿の 一 群 を濱に 寄せた とい ふので あ 


る。 其 ころ 敦贺^ 內 に 此海棲 動物が 廻 遊した とい ふ 事 實が存 したの か、 或は 角 鹿 

のお 人が 言ひ俾 へた 本鄕の 昔話 を 換骨奪胎した もの か 判明せ ぬが、 毀お 人呢^ と 

ある 所を兑 ると 普通の 海豚で はなく、 嘴の ない 種類 卽ちサ 力 マタ (倒戟 鯨) をい ふ 

ので あらう。 然るに 鼻 を毁 損した ものと して、 鼻血が 鳧 かった と說 いたの は傳誦 

者の 誤解で、 多数の 海豚が 同 一 局部 を 一 齊に 傷け たと は考 へられぬ ことで あり、 

血 S は^も 忌むべき 穢 であるのに、 神が 故意に 血 を 出させて 赏 つたと すれば、 ^ 

しい 不敬で あると 言 はねば ならぬ。 されば 此 一 節 は 全然 附會と 見る ベ きで、 お 血 

がおかつ たとい ひながら、 血 だけ を 取って 其 地 を 血 浦と 名 づけた と あるの も不條 

理 であり、 殊に チ クラ を ッヌ. 、力 と 訛 つたと いふが 如 き は 昔 便 方 則 上 あり 得 ぬ こと 

である。 

W 鹿 行幸の 餘談 として 酒 樂之歌 二 首が 傳 へられて 居る" 之に 關 する 記の 文 は 次 

^飯大 神  二 七三 
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の 通りで ある。 

是に 還り 上り 坐し し 時、 其 御 祖息長 帶日賣 命、 待 酒 を 酸み て獻 りた まひき。 

爾ち其 御 祖の御 歌 曰 

この 御酒 は 我がみ きなら や くしの 祌 常世に います 磐；」、 す 少名 

御 神の 神 ほぎ 祝ぎ くる ほし 豐 ほぎ 祝ぎ もと ほし まつり 來し 御^ 

ぞ あさす 4 艮せ ササ 

如此歌 はして 大 御酒 獻り たま ひき。 爾に建 內宿禰 命 御子の 爲に 答へ 歌 曰 

此み きを かみけ む 人 は 其つ ヾみ 臼に 建て、 歌 ひつ、 釀 みけれ か 

も 舞 ひつ V かみ けれ かも 此 みきの 御酒の あやにうた 樂し ササ 

サカ ァゾビ 

此は酒 樂之歌 也 

宣長は 酒 樂をサ 力 ユラ ギと訓 した 師 說を排 し、 サカホ ガヒと 改めた が、 樂 にはェ 

ラギ (歡 喜) の 意がない と同樣 に、 ホガヒ 即ち 祝 又は 壽 とも 通用せ ぬ。 紀には 蔡レ觴 


以^  二子 太子-と V 。る^ をサカ ホガヒ と旁訓 して 居る が、 其 は 後祸の 如く 全く 片^- 

を 異にして e るので あるから、 之に 準す る こと は 出来ぬ。 案 やる に樂 はァソ ビ即 

ちお 樂を^ ^し、 神酒 供進 式 (第三 卷ニハ ofl) に 用 ひた 樂曲 なる により、 サ カァソ 

ビの 歌と 稱 へ られ たので あらう。 之 を 皇后 及 建 內宿禰 の 作と して こ 、 に附會 した 

ので あるが、 歌 そのもの は 本來獨 立して 存 したので、 崇神紀 八 年の 條ド にも 神 宴 

にうた はれた 次の 如ぎ 類歌が ある。 

この 卸 酉 は 我み きなら す 大和な す 大物 主の 酸み し 御酒 いく 久 いく 

ひさ 

大物 主が 少名 御神卽 ち少彥 名に かへ. られ仁 外に、 歌詞に も 若干の 相違が あるが、 

神の 造つ 仁， であるから 十一 一分に 聞し めせと いふ 意に は變り はない。 少彥名 は大 

己 貴と 共に 療 病の 方 を 定めた とい ふ 傳說が あるから、 ク シ (藥) の 神と せられた の 

であらう。 

消 樂之歌  一丁お 
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此尜觴 が 遠路 御 巡幸の 勞を犒 ひ 奉る 爲 ではなく、 神酒 洪 進の 儀式であった こし- 

は 天，： S の御齡 から も 推定せられ るが、 お マチ ffi とい ふ 語が 之を證 明す る。 待 酒と 

誊 かれて 居る ので、 宣長は 御 待受の 酒と 解して i るが 〔記 傅〕、 其が 罩 純なる g 宴 

用の 飮料 ではなく、 信仰的 意味 を 有する 神酒であった こと は 二 首の 歌に よる も 明 

む で、 マチ は 恐らく は マツリ (祭) の 原語 眞靈を 意味す るので あらう。 にも^- 

いた 萬 葉 集 第 四卷太 宰帥大 伴 卿 贈，，  大贰 丹比縣 守卿遷  TT  任 民 部 卿-歌に 

君が ため かみし まち 酒 安の 野に 獨ゃ飮 まむ 友な しにして 

と あるの も、 待受 酒と して は 意 をな さぬ。 されば 宣長 は縣守 卿が 大贰 として 出京 

し、 歸任を 見す して 民 部 卿に 轉 任した ので あると 說ぃ たので あるが、 其 は 恐らく 

マチ ザケ 

は 推測に 過ぎまい。 但し 此 場合に は 神酒 を 「待」 にい ひかけ たこと は 勿論で ある。 

紀には 待 酒に 言及して 居らぬ が、 大略 同一 內容を 次の 如く 叙述して 居る。 

十三 年 春 二月 丁巳朔 甲子、 命， 武 內宿禰 f 從，， 太た， 令 ン拜ユ ffl 鹿 笥飯大 神 「癸 酉 太 


子 至 レ自 二 角 鹿？ 是日 皇太后、 宴 三 太子 於ニ大 殿： 皇太后^, 觴以 ぉニ于 太， J  一  E 以歌 

曰 云 ぶ 、武內 宿 禰爲ニ 太子 _ 答 歌 之 曰 云 々 

耿詞は 一 二 句の 轉置 又は 削除が あるの みで、 記 所載と 大差がない から、 こ 、にに 

之 をお 赂 する (歌 謠篇參 照)。 之 を 要するに 此 一 段 は 幼 帝が 角 鹿 方面に 巡幸せられ 仁 

とい ふことの 外に は 政治的 意味 はない が、 上代の 神酒 醸造に 作 ふ 作法が 第二の 歌 

にあら はれて W る こと を 珍と すべ きで ある。 語釋は 歌謠篇 にゅづ り、 耿の 大^ を 

要約す ると、 次の やうな 光景が 展開す る。 卽ち 原料 を嚙み 入れる 器 は 臼で、 1 . 

次 卷に揭 げる吉 野の 國機 Q 歌に よれば、 此臼は ョ クス (横 S) 卽ち半 截の圓 材を刳 

りぬ いた 槽 (四 丄 一 八 頁) であった ゃデ である 其 一 端に 木 桿を榭 て  > 之に 鼓 を か 

け、 其 拍子に 合 はせ て參列 者が 節 おもしろく 歌 ふ 中 を、 幾人 かの 酒嚙 少女 は 臼の 

^阒を 練り 廻りつ 、嚙 入れ 嚙 入れす るので ある。 此 やうな 手數を かける の も 其が 

の爲 ではなく、 神に 供す る こと を 目的と したからで あらねば ならぬ。 

0 樂 之 歌  二 七 七 
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母后 攝政 期間に は 天皇の 御 出入 も 比較的 自由であった 害で あるから、 民情 視^ 

の 目的 を 以て 此種 巡幸が 屢々 行 はれた と 推察せられ るが、 紀 記に 收錄 せられて 居 

ら ぬの は傳 ふるに 足る ほどの 事故がなかった からで あらう。 唯播磨 風土記に 揭げ 

られた 天皇に 關 する 口碑 は、 此 時代の 事蹟の やうで あるから こ V に 附記す る。 同 

シサハ サョ ミナ ギ 

^によれば 天皇 は 宍禾、 讃容、 美 囊三郡 を 除き (明 石 及 赤 穗は缺 文)、 播磨 全^ を 巡 

幸せられ、 但馬 にも 進出せられ たもの、 やうで あるが、 大部分 は 地名 所 由 を說ぃ 

たもので、 鳳輦 通過の 確證と はならぬ けれども、 假. に 口碑 を 事實に 甚く ものと す 

れば 、 次の 路次を 以て 巡 幸 あら せ ら れ た と す ベ き で あ る 。 

賀古郡 日 岡 I 賀 毛郡榴 原、 起 勢、 穗積 II 託 賀郡都 麻 I 但馬 (到達 地 不明) 

II 神前 郡 S 岡 及川逡 I 賀毛郡 絛布及 鴨 I 神前 郡 多騸及 蔭山 —— 1^ 

^野、 安 相、 英賀、 巨 知 I：、 賀野、 漢部、 麻 跡 I 揖 保郡邑 知：：、 上 岡、 林 田、 香 山、 栗 


柄、 ^©、 萩原、 石 海、 大家、 枚 方 

風土記々 载の 序列 は 勿論 之と 相違す るが、 同書に 從 ふこと は 地 園を參 照す るに も 

不便で あり、 且 二三 錯 簡と認 むべき もの も あるから、 右の 推定 路 次の 順序に 原文 

を 抄出し、 簡單 なる 說明を 加へ る ことにする。 但し 名 號所由 は 殆ど 全部 牽强 又は 

語戲 であるから、 一 ケ其 妄誕を 指摘す る 二と は 見合 はせ た。 

賀古 郡。 ー! 劈頭 若干 字が 欹 けて 居る が、 下 文に より 品 太 天皇に 關 する 口碑と 

推定 せられる —— 望 TT 覽 四方 二  K、 此立 丘， 原野 甚廣大 、而見 ^ 此 丘-如 i 兒ハ故 

名 曰 ニ賀古 郡； 狩 之 時 一 鹿 走 H 登於此 丘-鳴、 其聲 比々.、 故 號-日 岡- 

比 文に よれば 望覽の 上に 少く とも 日 岡、 昔 品 太 天皇 巡行 之 時、 立 こ於此 丘-の 十五 字 

が * した ものと 思 はれる。 

賀毛郡 榷原里 K 須美 野。 右 號，， K 須美 野-者、 品 太 天皇 之 世、 大伴連 等 請 ^ 此處ー 

之 時、 喚 二 國造黑 田 別- 而問 コ地狀 (爾 時對 曰、 縫 衣 如い 藏ヒ櫃 底 (故 曰 二 皮須美 野- 

搐磨 巡幸  一一 七ヅ 


第 八 章 垂 簾の 政  二八 〇 

キ ス ミ野は 今の 加 柬郡來 住 村で (キ シと稱 へる)、 此 地に 親臨 あらせられ たと は 明 

記して ない が、 日 丘 (加 古 郡 氷 岡 村) から 起 勢 里 及穗積 里に 出る 路 次に 當 るから、 

御經由 地と せねば ならぬ。 大伴連 は 陪從の 一 員で、 國造黑 田 別 は. 入 別 (^七 on) 

の 子孫で あらう。 

同 郡 起 勢 里 * 江。 右號 江， 者、 品 太 天皇 之 W 、播 磨阈之 3 村 君、 在 二百 八十 村 

而、 己 村 別 相鬪之 時、 天皇 勅、 追 n 聚於此 村； 悉皆 斬 死、 故 曰， &江ハ 其血黑 流、 

+d 口？ 一里 川" 一 

此地は 今の 加 東 郡 福 田 村 大字 古瀨 である。 

同 郡 穗積里 小目 野。 右 號，， 小目 野， 者、 品 太 天皇 巡行 之 時、 宿 二 於 此^;^: 望 n 覽 

四方， 勅 云、 彼 觀者海 哉 河 哉、 從臣對 曰、 此霧 也、 爾時宣 云、 大體 雖レ見 無，， 小目， 

哉、 故號 曰，， 小目 野 「又 因，， 此野， 詠歌 

うつくしき をめ の笹 葉に あられ 零り 霜 ふると も な 枯れ そね をめ 


の笹葉 

於 ン是從 臣^い 井、 故 云，， 佐々 御井， 

秘 積と いふ 名 は 今 も 加 柬郡加 茂 村の 大字に 殘 つてお る C 無二 小：：： 一は 細かに 見えぬ 

とい ふ * 一との やうで あるが、 歌の ヲ メはヲ シ ミ (愛 昔ンと 同.^ に 用 ひられて：^ る。 

, -れは 昔 便で、 ヲ ベ (小 部) から 出た 地名で あらう。 

託 賀郡都 麻 里。 云 二 比 也. 者、 品 太 天， M 狩 二 於此山 f  一  K 立 二 於 前； 鳴聲 比々、 天 

皇聞 ゾ之卽 止，, 翼 人； 故山 者 號，, 比 也 山 f 野 者 號，, 比 也野， 

鈴 堀 山 者、 品 太 天皇 巡行 之 時、 鈴 落 二 於此山 ハ雖レ 求不， 得、 乃 堀 レ土而 求 之、 故 曰 こ 

伊 夜 丘 者、 品 太 天皇 獏犬 名 麻 奈志漏 與レ猪 走 TT 上此 ！：；• 天皇 見 之 云， 一 射 乎 「故 曰， 一 

伊 夜^  (此 犬與レ 猪相鬪 死、 卽作, 墓 葬、 故 此岡西 有，， 犬 墓， 

目前 田 者、 天皇 獏犬爲 レ猪所 一， 一打 n 害 目； 故 曰， 一目 割， 
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阿多 加 野 者、 品 太 天皇 狩，， 於此 野； 一 猪 負い 矢、 爲ニ 阿多岐 (故 曰 二 阿多 賀 野- 

都 麻と いふ 名 は 今の 多 可 郡 西 脇 町 大字 津 萬に 殘 つて 居る が、 比 也 山 以下に 相當す 

る 地點の 存否 は鄕 人の 敎示を 待たねば ならぬ。 射 乎 はィャ とよみ、 射ョ (命令法) 

を 表示す る もので、 伊 夜 丘と いふ 名 は 之から 出た と說 かれて 居る ので あるから、 

ィ ム 力 (疑問 法) と訓 むの は 誤と せねば ならぬ。 阿多岐 はク タキ (咆吼 ) の轉 呼で る 

らラ o 

天^ は此 里から 多 可 郡 を 縦貫し、 丹 波の 氷 上 郡の 西邊を 經て但 馬の 朝來 郡に 出 

られ たものと 思 はれる が、 兩國の 古 風土記が 散逸した ので、 之と 對 照して 播磨ロ 

碑の 眞偽を 確め 得られぬ こと を 遺憾と する。 伹 馬から は 市 川の 流に 沿うて 南下せ 

られ たもの.^ やうで、 路 次に 左記の 口碑 を傳 へて 居る。 

神前 郡塱岡 里。 一 家 云、 品 太 天皇 巡行 之 時、 造，， ,宮 於ニ此 岡； 勅 云、 此土 爲レ塱 耳、 

故 曰 ニ塱 岡, 


所ョ以 號，， 生 野-者、 昔此處 在-荒， 半 殺-往来 之 人 ハ由レ 此鹘- 死 野め が 品 太 天 

^勅 云、 此 爲，, 惡名； 改爲ニ 生 野- 

塱！： は 播但國 境に 位する 一 村で、 生 野 (町) は 今但馬 國に屬 する。 

同 郡川邊 里。 所 ゴ以勢 仏^ 者、 品 太 天皇 狩 二 於 此川內 r 猪 鹿 多 約 出 n 於 此處- 殺、 故 

曰 ニ勢賀 - 

义 g 二め へば ， はセ カレ テと訓 まねば パ ひ ら ぬが、 或 は 迫の 誤寫 では あるまい^。 

勢賀は 今の 神 崎 郡瀨加 村で、 川 內は落 流 を 意味す る 〔古語 大 辭典〕。 鳳輦 は此 地から 

横に 折れ、 今の 田 原 村 を 經て加 西 郡北條 町方 面に 出で、 其より 山 田 村に 引返され 

；ー もの.^ やうで ある。 卽ち 

賀毛 郡。 所，： 以 號ニ賀 毛-者、 品 太 天皇 之 世、 於 二 鴨 村- 雙鴨 作い 栖生レ 卵、 故 曰- -賀 

毛 郡-  ■ 

錄布 mffi 咋山。 右 所 ヨ以號 ニ鹿咋 - 者、 品 太 天皇 狩 行 之 時、 白 橫咋： 己 舌 マ 遇： 於此 
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山 (故 曰 ニ鹿咋 山- 

Q 橫は白 鹿の 誤記で あらう が、 其が 自分の 舌 を 嚙んだ から 鹿 昨 山と 名 づけた とも 

るの は 無理な 說明 である。 條布 —— 絛は 修乂は 脩の 誤寫 であらう  は 今 も，；： 

村 大字 吸 谷 に 名 殘を留 め て 居る。 

トビ タチ 

同 郡 上 鴨 里、 下 鴨 I。 …… 品 太 天皇 巡行 之 時、 此鴨發 飛 居，， 於 條布井 樹ハ此 時 天^ 

^云、 何 鳥 哉、 侍 從當麻 品 遲部君 前 玉 答 曰、 住 一一 於 川 一 鴨、 勅令 レ 射- S 、發 一一 一 矢ハ 

中， ニー  鳥； 卽負 ン矢 從 n 山岑 _ 飛越 之處、 號， 一 鴨 坂； 落 斃之處 者、 仍號ニ 鴨 谷 ¥に羹 之 

鴨 谷と いふ 名 は 今 も 在 田 村の 大字に 殘 つて 居る から、 此 界隈 を 古 は 鴨 と稱 した 

ので あらう。 當麻品 遲部は 大和の 葛 下 郡 品治鄕 (第三 卷四  一 no を 本 K とする 民 部 を 

いひ、 當麻は 其 隣邑 なる が 故に 冠稱 とせられ たので、 此際 前-土に 賜 はった 條布里 

0 一  地區も 品遲： IT と號 すと ある。 


神前 郡多騸 里。 所 ョ以號 二 多騮， 者、 品 太 天皇 巡行 之 時、 大御 伴ん， 佐 伯 部 i 寺 始祖 

タダ 

； 1： 我 乃 古、 申^^ 請 二此土  f 爾時 天皇 勅 曰、 直 請 哉、 故 曰 ，， 多騮， 

此 地名 は 今 も 神 崎 郡 山 田 村 大字 多 田に 殘存 する。 仁德 天皇 四十 年の 紀にも 播^ 

伯 直 阿 俄 能 胡と いふ 名が 見える が、 一 世代の 相違が あり、 且此 巡幸の 際 佐 伯 直の 

姓 を 授けられ たもの は、 姓氏 錄には 阿良 都 命 一 名 伊許自 別と あるから (お ™ 卷ニ九 

叫 n)， 或は 此 口碑に 誤傳 がるった のか も 知れぬ。 

同邵 蔭山 爪。 云 二 蔭山， 者、 品 太 天皇/御蔭 墮 ニ於此 山， 故 曰 二 蔭山 ハ又號 二 蔭 岡 「附 

除， 道^ 鈍、 仍云 n 磨布理 許， 故 曰 二 磨布理 村， 

力 ゲには 縵卽ち 鬉の意 も あるので、 右の 如く 地名 所 由に 利用した ので ある： ケ.、 必 

しも 實說と 見るべき ではない。 此名は 今の 豊富 村 御影に 殘 つて 居る。 磨 は トと訓 

み、 フ リコ (布理 許) は 掘來の 音便で、 草 を^る 鎌の 匁が 鈍い から 砥を 掘り 来れと 

いうた により、 トホリ (砥 堀) とい ふ 地名が 出た とい ふので ある。 風土記 編 募當時 
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に は 此地は 後記の やうに、 铹磨郡 大野 里の 一村で あつ 仁ので あるが、 ^に 其 以前 

は 蔭山 里に 屬 したので あらう。 

铹磨郡 大野 里砥 堀。 所 ョ以稱 -1® 堀-者、 品 太 天， お 之 世、 神前 g 與ニ飾 磨 郡-之 堺、 

造，， 大 川岸 道： 是時砥 堀 出、 故 號，, 砥堀？ 子い 今猶在 

此 村が 铹磨 郡に 屬 したと すれば、 同 郡の 境界 は 大川卽 ち 市 川に 達して 居た ものと 

ffi はれる から、 其 右岸に 道 を 作る に當 り、 此 村から 砥石 を 掘 出した こと は 有り得 

べきで ある。 姓氏 錄佐伯 直の 系譜に 說 くが 如く、 天皇が S (香 呂) 村に も 巡幸 せら 

れた ことがあった とすれば (第 四 卷ニ九 四 頁)、 恐らく は此 地から 進出せられ たので 

あらう。 

マナ コ (一)  メゲリ 了 ンシ ミチ スガ ラ厶 

同 郡 安 相 里。 右 所 ， 一以號 n 安 相 里-者、 品 太 天皇 從ニ但 馬-巡 之 時、 緣道不 い 櫞ニ询 

1- へが^, 陰山 前； -仍國 造豐忍 別命 被- 1 罪名 i 時 但馬國 造 阿 胡 尼 命 申 給、 依レ此 

厶  ナ アル シホシ ロタ 力 ヒ 「 五)  ： 、 ， 、- 1 ►  j 一、. し 

赦 J 非、 卽奉 二 鹽代 鹽田廿 千代： 有名 鹽代田 飼、 伹馬國 朝来 人到來 s--^ 此^- & 


號 コ 安 相 里, 本名 沙部 云、 後 里 名 依- 1 改レ字 1 一字 注- 爲 -1 安 相 里- 

誤字 及 不可解の 辭 句の 多い 文で あるが、 明に 魯 魚の 衍と思 はれる もの は改 記して 

右 旁に 〇 點を 加へ、 攙入及 疑義 ある ものに △ 點を附 け、 旁訓句 讀點を 施し 仁が、 

倚 二三 註釋を 要する ものが ある。 

(一) 安 相 は 神前 郡 塱岡里 粟鹿 川 內の條 下に も但馬 阿相 郡と して、 和名 抄の 朝お 

(阿佐古) に 代用して 居る から、 アサ コと訓 むべき である C 

(二) 不レ線 ニ御劂 一の 橾は橄 (擎) 、劚は 削の 誤寫と 見、 削 は 弓 削の 例に より ケの假 

字と して、 ミケ (御 饌) を ササゲ ズと讀 むので あらう。 國 造は少 くと も 一度 は 

火 御饗を 奉る のが 鱧で ある の に 、 之 を 怠 つ 、一 から 罪名 を 得た の で あ る 0 

S 故號 陰山 前の 五 字は攙 入と すべきで、 上記 神前 郡 蔭山 里 は、 砥堀 村と 同様 

匸、 或 時代に は^ 磨 郡に 屬し たこ レー も 有， o- 得る から、 其 名號所 由俾說 が铹磨 

^にも 殘存 し、 郡領 から 書き上げ 仁の を、 勘進に 當り 重複の 故 を 以て 削った 
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ものら しく、 其 際 此五字 を 遺して こ k に 紛れ込んだ ので あらう。 

(S) 申 給 は 逆鱗 を 申 宥めた こと をい ふので、 給 は 字書に ロ說 敏捷 也と あり、 辯 

o  0 

給な どと も 弔 ひられる から、 こ 、 は申ト ク と訓 まゼる つ もりと 田め はれる。 

(五) 鹽代田 は 苗代 田と 類型 語で、 製鹽 原料た る 海藻 を 養成す る 田 をい ふので あ 

る。 當 時は尙 未だ 火熱 又は 太陽熱 製鹽 法が 知られて 居なかった から、 今い ふ 

やうな 鹽田が あるべ き喾 はなく、 從 つて 鹽代鹽 田と ある 下の 鹽は 衍字と せね 

ばなら ぬ。 

(六) 沙の訓 は ィサゴ 又は マサ ゴ であるが、 ィ (マ) は 接頭語 分子で、 サコ (石粉) 

の^、 アサコと もい ひ 得られる から、 沙 部と 害いて アサコべ (部 は 村の^) と 

稱 へたので あらう。 從 つて 但馬 朝来の 人が 來住 したから 其 名 を^うた とい ふ 

の は牽强 で、 砂濱 なる が 故に 命名せられ たものと せねば ならぬ。 現に 印南 郡 

にも タ カサゴ (高 砂) とい ふ 地が ある。 


^造 S 忍 別を稻 W 入彥 皇子の H 系と すれば、 旣 記の^ 造本 紀の 所說 (^七  一 二) と 

も 菊す るが、 姓氏 錄佐伯 直の 條 下に は 中 TT 分針 間 阈-給 之と あり、 伊 許 S 別 を 針 問 

別た」 白！！： ：ー とし、 1： 造と 呼稱 して 居らぬ 所 を 見る と、 或は 市 川 を 境と して 柬两ニ 家 

に 分れて 居た のか も 知れぬ。 阿 胡 尼 命 は 船 穗足尼 (第二 卷！ 九 三 n) の 後で あらう C 

安 相と いふ 地名 は 現存せ ぬが、 此&: 下に あげた 長 畝 川の 名 は 姬路市 南郊に 殘 つて 

居る とい ふこと であるから 〔地名 辭 書〕、 昔の 市 川 は 或は 今よりも 两方を 流れ、 微磨 

町 付？ 一 " らハ ゆ： 出で、 ^磨 川と も 長 畝 川と も稱 へられた のか も 知れぬ。 若し 资り 

とす れば 安咱 M も 川口 附近に 存し たものと すべきで ある。 

天皇 は此 地から： ：！： 郡英賀 里に 動 座せられ 仁 ものく やうで、 次 G  ニ條は 小川^の 

條ド に^げて あるが、 地理 上英賀 里の 記事で あらね ば ならぬ。 

所 ョ以號 二^^ 野， 者、 品 太 天皇 此野狩 時、 一 馬 走 逸、 勅 云 誰 馬 乎、 侍 從等對 云、 脫 

マユ；、 

御馬 也、 卽號ニ 我 馬 野 〖是時 立 二 射 目-之 處、 卽號ニ 射 目前 〖弓 折 之處、 ^ 號 丘- 
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御 立 之處、 卽號ニ 御 立 丘： 時 是大牝 鹿 泳い 海 就い 島、 故號 -1 伊 刀 嶋- 

英賀は 今 も 英賀保 村の 大字と して 殘 つて 居る から、 其地區 にある 野 を 上古 ァガ マ 

スと稱 へたと 解す る 事 は不當 では あるまい。 逸走した 馬 を 天皇が 脍 御馬と 仰せら 

れ たが 故に 地名と したと いふので あるから、 對 云の 次に 誤脫 があった ものと すべ 

きで あらう。 ィメ (射 目) はィべ (射 部) の轉 呼で (第三 卷 五七页 )、 是は最 の誤寫 とし 

て イトと 訓み、 伊 刀と いふ 嶋 名の 所 由と したので ある。 揖保 郡の 章 下に は 鹿者旣 

到 TT 就 於 彼嶋， 故 名 二 伊 刀嶋， と あり、 ィ タリ (到) が イトと 轉じ たかの やうに 說 いて 

居る が、 いづれ も甚 苦しい 牽强 である。 

ィ メサキ 

所 ョ以稱 二 髙瀨， 者、 品 太 天皇 登 二 於 夢 前 丘- 而望 見者、 北方 有 二 白色 物つ K  、彼 何物 

乎、 卽遣， -舍人 上野 國麻 奈毗 古： 令に 祭ッ 之、 申 云 自ニ高 處-流 落水是 也、 卽號 二高瀨 

村 一 

佘部村 大字 青山に 夢 前 岡と 稱 する 小 丘が あり、 夢 前 川が 其 東側 を 流れて 居る。 此 


地から 上流に 暴 布が 見えた ので あらう が、 今では 其 痕跡 も 名稱 も殘存 せぬ。 麻奈 

毗古は 上野 國の 舍 人と あ る が 、 出 系 を 明 に し 得 ぬ 。 

餓磨 郡巨智 里。 所 TIT 以稱- -大立 丘-者、 品 太 天皇、 立- 1 於此 丘-見-之 地形 f 故號 -1 大 

立 丘 一 

巨智は 和名 抄にも 見える 鄕 名で、 今 も置鹽 村 大字 古知 之 庄に其 名 殘を留 もて^る 

ので ある。 

同 郡賀野 里。 右 稱，， 加 野， 者、 品 太 天皇 巡行 之 時、 此處 造い 殿、 仍 張-蚊屋： 故號 二 

加 野； 山川 之 名 亦與" 里 同 

所 ョ以稱 一， ー幣 丘， 者、 品 太 天皇 到 二 於 此處； 奉ニ幣 地祇？ 故 號ニ幣 丘- 

賀野は 今の 鹿 谷 村で あるが、 幣 丘の 名 は殘存 せぬ。 英賀 里から 夢 前 川 を^って 此 

地に 出られた ものと 思 はれる C 

同 郡 漢部里 多 志 野、 阿比 野、 手 沼 川。 右 稱，, 多 志 野, 者、 品 太 天皇 巡 之 時、 以レ鞭 指- - 
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此野， 勅 云、 彼 野 者^,, 造い 宅 及 墾，， 田、 故號 二佐 志 野ぶ 「改 號，， 多 志^, 

所： TT 以 稱，， 阿比 野-者、 品 太 天^、 從，， 山 方， 氺行之 時、 從は等 方， 參^、 故 號，, 

會野, 

所 ョ以稱 ，， 手 沼 川， 者、 品 太 天皇 於二此 川， 洗，， 御手： 故 號，， 手 沼 川， 

多 志 野 及 阿比 野の 名 は^ 滅 したが、 -ズヌ (手 沼) は 今の 余 部 村の 小字 手 野に 殘 つて 

K るから、 此 界隈 を 漢部& ：と稱 し、 夢 前 川も此 附近で はクヌ 川と 呼ばれた ものと 

m 心 はれる。 天^ は賀 野れ まで 進出せられ、 更に 引 還して 此 地に 於て^ おから 參着 

した 供奉 貝 を收 め、 揖保 郡に^ はれた と ft へられた ので あらう。 

2仰 麻跡丌 右 號ニ麻 跡-者、 品 太 天な 巡行 之 時、 勅-: ム、 見，， 此ニ 山， 者、 能 似，， 人 

^割下 (故號 二目 割,  . 

此 地の 所在 は 物色し 得ぬ が、 風土記に は营生 瓜と 英賀 爪との 問に 序次して ほる か 

ら、 ^部^ 附近で あつたと 想定 せられる。 或は 巨 知 =： 贺野 方面 巡幸の 往路に 經 巾せ 


られ た^か も 知れぬ。 マ サキは 顔面 就中 眦 G 入墨 をい ふので あるから (^一  卷ニ四 

六 頁)、 二 丘が 眼球の 如く 並 び 、 其兩翼 が褚 曲し て 居る こ と を譬 へ た の で あらう。 

« 保 郡： 巴 知 n 驛家。 品 太 天 A 巡行 之 時、 到 二 於 此處， 勅 云、 吾 謂 ニ狹地 「此乃 火內之 

カモ 

乎、 故號， 一大 內， 

冰山。 惟 山^;;:: 二流 井お 太 天お. 汲，, 其 井 之 水， 而冰レ 之、 故 號ニ冰 出， 

^折 山。 =i 太 天， M 狩 ニ於此 山： 以 ニ^ 弓-射 二 走 猪 ハ卽折 二 其 弓： 故 曰ニ谶 折屮 

は 和名 抄の火 市 (於 布 知) « で、 今も大 市 村と 稱し、 字の 義 によって 名 をれ う 

尸 ！ 地 で あ る 0 流 泉 に 關す る 逸事 を以 て 直 に 山の 名と す る  一 J と は 奇怪 であ る から、 

冰は借 字で、 ヒ (火) 族 〇 S 跡に-よって 名 を 得た の で あ らう 。 

M ^上^お。 昔 生，， 山邊， 故 曰， 苷 生つ 一 云、：： i 太 天^ 巡行 之 時、 ニ井此 ！：； 水^ 

淸寒、 於ゾ是 勅 曰、 e,, 水淸寒 【吾 意宗々 我々 士§  、故 曰，, 宗我 省, 

丄！： は 今 の 神 岡 村で あ る 。 

0  0 巡 牵  二 九 三 
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同邵林 田^ 松 尾阜。 ^太 天， M 巡行 之 時 、於，， 此處， 日^、 卯 取，， 此^ 松， 爲， 一之 炝っ 

故 名，， 松 尾， 

今の 林 田 村 大字 松 山 は 其名殘 であらう。 

！ 1^ 香 山里 佐々 村。 品 太 天皇 巡行 之 時、 禝嚙， 一 竹 葉， 而遇 之、 故 曰，， 传々 村， 

今 も 香 島 村 に 香 山及笹 とい ふ 大字が 殘 つて 居る。 

同 郡栗栖 里金箭 川。 品 太 天皇 巡行 之 時、 御 莂金箭 落 二 於 此川： 故號ニ 金^, 

現在の 東 栗栖村 大字 鍛冶屋 は 力 ナヤの 轉訛 であらう と 言 はれる。 同じ 里の 阿 © 山 

も此 朝に 紅 草 を 生じた が 故に 名 を 得た と あるから、 明記 せられて は 居らぬ が、 巡 

行 の 言傳 へがあった ので あらう。 

ミ タタ シ  ァリ 

邵 桑原 里 舊名倉 見^。 品 太 天皇 御 TT 立 於 週 折 山，^ 之 時、 森然所 レ^お、 故 名， 1 倉 

見 村： 今改レ 名爲ニ 桑原 1 

^折 山 は 上記の 如く a 智驛家 の 地名で あ る が 、 其 處か ら桑原 村 (g: W 村 の 大字 ) ま 


では 約 三 W を 距て、 展望 不可能の 害で あるから、 別に 同名の 地が あつたの かも 知 

れぬ。 

同 郡 萩原 里 鈴 喫 岡。 所 ョ以號 二 鈴 喫， 者、 品 太 天皇 之 世、 田 二 於 此岡ハ K 鈴墮 落、 求 

而不レ 得、 故 號ニ鈴 喫 岡， 

上記 託 賀郡鈴 堀 山の 口碑と 同工異曲で、 且 天皇 之 世と ある だけで あるが、 巡行の 

道筋に 當るか ら揭 記した。 萩原 は 今 も揖保 村の 大字に 名 を 留めて 居る。 

同 郡 大家 里舊 名大 宮里。 品 太 天皇 巡行 之 時、 營，， 宮此村 『故 曰 n 大宮： 後 至 二 田中大 

夫 爲ぃ宰 之 時： 改ニ大 宅 里 _ 

大法 山。 品 太 天皇 於ニ此 山， 宣， 一 大法； 故 曰，， 大法 山， 

今の 斑鳩 村に あたり、 行在所で あつたと いふ 說が弘 通した と 見えて、 石 海里 酒 井 

野の 條下 にも 品 太 天皇 之 世、 造 二宮 於 大宅里 f 闢ー 一井 此野 一造 n 立 酒 殿 一と ある。 

同 郡 枚 方里 大見 山。 所，， ：以 名二大 見， 者、 品 太 天皇 登ニ此 山嶺 f 望 TT 覽 四方； 故 曰，， 

播磨 巡幸  二 九 五 


第 八 章 垂 簾の 政  二 九 六 

大 見； 御 H 之處、 有，, 磐石： 高 三尺 許、 長 三 丈 許、 廣ニ丈 許、 其 石 面. 往々 有 跡， 

此名曰 二 御沓 及 御杖 之處， 

御 立阜。 品 太 天皇 登 n 於 此阜覽 レ國、 故 曰 二 御 立^- 

t ラ カタ 

鳩に 隣す る 龍 田 村 大字 佐 用 岡に 平方と いふ 小^が あるから、 火お^,: からこ 、 に 臨 

幸せられ たものと m 心 はれる。 即ち 此 郡に 於て は：！ 巴^ を起點 として、 一 M を 描いて 

中央部 を 巡 廻せられ たので あらう。 

以上の 外垂簾 時代の 事蹟と 認定 せられる 古記 錄は 存在せ ぬ。 紀には 皇后の 治世 

を 六十 九 年と して 居る が、 韓國關 係の 外に は 記事 はなく、 次の 一 條を 以て 終結し 

て 居る。 

六十 九 年 夏 四月 辛 酉朔丁 丑、 皇太后 崩，， 於 稚櫻宮 〖 時^ ー百歲 冬 十：： ：- 戊 午朔壬 

中、 葬 二 狹城盾 列 陵； 是日追 TT 尊皇 太后， 曰ニ氣 長足 姬尊； 是年 也大歲 己^ 


お 姬と いふ 稱號が 追 尊で ある こと は 旣述の 通りで あるが (笫 ； 〇 八- n)、^K は 出身 

地名で あるから、 御 生前に 於ても 氣長姬 と 申 上げた ので あらう。 紀が從 前の s 例 

を 破り、 崩 年 大歲を あげた g は、 特に 此年を 重要視した 爲と忍 はれる けれども、 

作爲 した 編 年に 合 はせ たので あるから、 實 傅と 認める こと は W 難で ある。 II 三 

十九 年 G 紀 にも 火 歳 己 未と あるが、 其 は魏志 倭人 傅の 一 節 を 分注 せんが 爲に Ms; 

の 編 年から 推算して 記入した もの、 やうで、 其 證據に は 景初ニ 年 (戊 午) を 三年と 

誤り、 其に よって 干支 も 一 年お くらせて あるので ある —— 山陵の 地 を 狹城后 列に 

選ばれた 理由 は剁 明せ ぬが、 成務 天皇 を も 此處に 葬し まゐら せた と あるか，. つ (^三 

一 ln)、 當時大 和に 於て は此 地域 を 以て 皇室 の 墓所と 定め てあつた のか も 知れぬ。 

此. 2 陵 は 麼ミ靈 威 を 示した と W へられる が、 殊に 承 和 十 年 三 乃 十八 n-fEG 如く^ 

動し、 赤： S 射出した ので、 參議正 射 王 をして 撿 察せし めら れ たと あり、 四月 十日 

.史12 使を逍 して 北 南 二 山陵に 奉 謝せられた が、 圆錄 を搜撿 した 結 從來神 功，：：； U 

狭 城^ 列 陵  二 九 七 
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后の 陵と 傳 へて 居た 商 陵 は成務 天皇の 其で、 北 陵が 神 功 皇后の 御陵で ある ことが 

判明した 〔繽後 紀〕。 延喜 式に は 此陵を 狹城盾 列 池 上 陵と して 擧げて 居る。 皇后の 

威德は 右の 如く 萬 世の 仰ぐ 所で あるが、 誇張して 傳 へられて 居る こと は事實 で、 

殊に 御 歴代 中に 加へ たの は紀の 編者の 一 大 失態で あると いはねば ならぬ。 


古事記 中卷 

若 帶曰子 天 皇、 坐，， 近 ま 0 之 志 賀 高 穴 穗 宮， 治 二 天 下， 也、 此 天 皇 

娶，， 穗 積 臣等之 祖建忍 山 垂根之 女、 名 * 財郞 女， 生 御 子、 和 

奴 M 王、 ^ 故 建 內宿禰 爲ニ大 臣； 定 TT 賜 大國小 國之國 せ K 亦 せ TT 賜 

國國 之堺及 大縣小 縣之縣 主-也、 天皇 御 年 玖 拾 伍歲、 

g き、 御陵 在ニ沙 紀 之 多他那 美， 也 

帶中曰 子 天 皇、 坐，， 穴 門 之 豊 浦 宮 及 筑 紫 訶 志 比 宮， 治， 一天 下， 也、 

此 天皇 娶， 1 大 江 王 之 女 大中津 比 賣 命， 生 御 子、 香 坂 王 忍 熊 王、 

^ 又 長 帶 比 寶 命； 是 大后生 御 子、 品 夜 和 氣 命、 次 火靳和 

古事記  二 九九 
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